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第 1 章

IP マルチキャストテクノロジーの概要

IPマルチキャストは、単一の情報ストリームを何千もの潜在的な企業および家庭に同時に配信す
ることによってトラフィックを削減する帯域幅節約テクノロジーです。マルチキャストを利用

するアプリケーションには、ビデオ会議、企業コミュニケーション、通信教育、およびソフト

ウェア、株価情報、ニュースの配信などが含まれます。

この章では、IPマルチキャストの技術的概要を説明します。 IPマルチキャストは、ネットワー
クリソース（特に、音声やビデオなどの帯域幅集約型サービス）を効率的に使用する方法です。

IPマルチキャストの設定を開始する前に、このモジュールに示す情報を理解することが重要で
す。

• 機能情報の確認, 1 ページ

• IPマルチキャストテクノロジーに関する情報, 2 ページ

• 次の作業, 25 ページ

• その他の関連資料, 25 ページ

• IPマルチキャストテクノロジーの機能情報の概要, 26 ページ

• 用語集, 27 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IP マルチキャストテクノロジーに関する情報

情報配信における IP マルチキャストの役割
IPマルチキャストは、単一の情報ストリームを何千もの潜在的な企業および家庭に同時に配信す
ることによってトラフィックを削減する帯域幅節約テクノロジーです。マルチキャストを利用す

るアプリケーションには、ビデオ会議、企業コミュニケーション、通信教育、およびソフトウェ

ア、株価情報、ニュースの配信などが含まれます。

IPマルチキャストルーティングを使用すると、ホスト（送信元）は IP「マルチキャストグルー
プアドレス」と呼ばれる特殊な形式の IPアドレスを使用し、IPネットワーク内の任意の場所に
あるホスト（レシーバー）のグループにパケットを送信できます。ソースのホストは、マルチ

キャストグループアドレスをパケットの宛先 IPアドレスフィールドに挿入します。IPマルチ
キャストルータおよびマルチレイヤスイッチは、受信した IPマルチキャストパケットを、マル
チキャストグループのメンバにつながるすべてのインターフェイスから転送します。どのホスト

も、グループのメンバであるかどうかにかかわらず、グループに送信できます。ただし、グルー

プのメンバだけがメッセージを受信します。

マルチキャストグループの転送方式

IP通信は、最初の図に示すように、トラフィックの送信側と受信側として機能するホストで構成
されます。送信側をソースと呼びます。従来の IP通信は、別の単一ホスト（ユニキャスト転送）
またはすべてのホスト（ブロードキャスト転送）に送信する単一ホストによって実現されます。

IPマルチキャストは、1つのホストがすべてのホストのサブセットにパケットを送信できる 3番
目の方式（マルチキャスト転送）を提供します。この受信側ホストのサブセットは、マルチキャ

ストグループと呼ばれます。マルチキャストグループに属するホストは、グループメンバと呼

ばれます。

マルチキャストは、このグループの概念に基づいています。マルチキャストグループは、特定の

データストリームを受信するためにグループに加入する任意の数のレシーバです。このマルチ

キャストグループには、物理的境界または地理的境界はありません。ホストは、インターネット

上または任意のプライベートインターネットワーク内の任意の場所に配置できます。ソースから

特定のグループへのデータの受信に関与するホストは、そのグループに加入する必要があります。

グループへの加入は、インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）を介してホストレシー
バによって行われます。

マルチキャスト環境では、どのホストも、グループのメンバであるかどうかにかかわらず、グルー

プに送信できます。ただし、グループのメンバだけがそのグループに送信されたパケットを受信

できます。 IPユニキャストパケットと同様、マルチキャストパケットは、ベストエフォート型
の信頼性を使用してグループに配信されます。
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次の図では、レシーバ（指定されたマルチキャストグループ）はソースからビデオデータスト

リームを受信します。これらのレシーバは、ネットワーク内のルータに IGMPホストレポートを
送信することによってその意思を示します。ルータは、ソースからレシーバへのデータ配信を行

います。ルータは、Protocol IndependentMulticast（PIM）を使用して、マルチキャスト配信ツリー
を動的に作成します。ビデオデータストリームは、ソースとレシーバの間のパスにあるネット

ワークセグメントだけに配信されます。
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IP マルチキャストルーティングプロトコル
ソフトウェアでは、IPマルチキャストルーティングを実装するため、次のプロトコルがサポート
されています。

• IGMPは、ホストがメンバになっているマルチキャストグループを追跡するために LAN上
のホストと LAN上のルータ間で使用されます。

•プロトコル独立マルチキャスト（PIM）は、相互に転送されるマルチキャストパケット、お
よび直接接続されている LANに転送されるマルチキャストパケットを追跡するためにルー
タ間で使用されます。

•ディスタンスベクトルマルチキャストルーティングプロトコル（DVMRP）は、MBONE
（インターネットのマルチキャストバックボーン）に使用されます。ソフトウェアは PIM
と DVMRPの相互作用をサポートします。

• Ciscoグループ管理プロトコル（CGMP）は、IGMPによって実行される作業と同様の作業を
実行するために、Catalystスイッチに接続されたルータ上で使用されます。
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図に、これらのプロトコルが動作する IPマルチキャスト環境内の位置を示します。

図 1：IP マルチキャストルーティングプロトコル

IP マルチキャストグループアドレッシング
マルチキャストグループは、マルチキャストグループアドレスによって識別されます。マルチ

キャストパケットは、そのマルチキャストグループアドレスに送信されます。単一のホストを

一意に識別するユニキャストアドレスとは異なり、マルチキャスト IPアドレスは、特定のホスト
を識別しません。マルチキャストアドレスに送信されたデータを受信するには、ホストは、その

アドレスによって識別されるグループに加入する必要があります。データは、マルチキャストア

ドレスに送信され、そのグループに送信されたトラフィックを受信する意思を示してグループに

加入しているすべてのホストによって受信されます。マルチキャストグループアドレスは、ソー

スでグループに割り当てられます。マルチキャストグループアドレスを割り当てるネットワー

ク管理者は、アドレスが、インターネット割り当て番号局（IANA）によって予約されているマル
チキャストアドレス範囲の割り当てに準拠していることを確認する必要があります。

IP クラス D アドレス
IPマルチキャストアドレスは、IANAによって IPv4クラス Dアドレス空間に割り当てられてい
ます。クラス Dアドレスの上位 4ビットは 1110です。したがって、ホストグループアドレス
の範囲は 224.0.0.0～ 239.255.255.255であると考えられます。マルチキャストアドレスがソース
（送信側）でマルチキャストグループの受信先として選択されます。

クラス Dアドレス範囲は、IPマルチキャストトラフィックのグループアドレスまたは宛先ア
ドレスだけに使用されます。マルチキャストデータグラムのソースアドレスは、常にユニ

キャストソースアドレスです。

（注）
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IP マルチキャストアドレスのスコーピング
マルチキャストアドレス範囲は、さまざまなアドレス範囲に対して、およびより小さなドメイン

内でアドレスを再使用する場合に、予測可能な動作を提供するために細分化されています。表

に、マルチキャストアドレス範囲の概要を示します。それに続いて、各範囲について簡単に説明

します。

表 1：マルチキャストアドレス範囲の割り当て

説明範囲名前

ローカルネットワークセグメント上

のネットワークプロトコル用に予約さ

れています。

224.0.0.0～ 224.0.0.255予約済みリンクローカルアドレス

組織間およびインターネット上でのマ

ルチキャストデータの送信用に予約さ

れています。

224.0.1.0～ 238.255.255.255グローバルスコープアドレス

明示的にグループに加入している受信

側のみにデータを転送する SSMデー
タグラム配信モデル用に予約されてい

ます。

232.0.0.0～ 232.255.255.255Source Specific Multicast

割り当て済みの自律システム（AS）ド
メイン番号をすでに持つ組織によって

静的に定義されるアドレス用に予約さ

れています。

233.0.0.0～ 233.255.255.255GLOPアドレス

プライベートマルチキャストドメイ

ン用の管理スコープアドレスまたは限

定スコープアドレスとして予約されて

います。

239.0.0.0～ 239.255.255.255限定スコープアドレス

予約済みリンクローカルアドレス

224.0.0.0～ 224.0.0.255の範囲は、IANAによってローカルネットワークセグメント上のネット
ワークプロトコル用に予約されています。この範囲のアドレスを持つパケットのスコープはロー

カルであり、IPルータによって転送されません。通常、リンクローカル宛先アドレスを持つパ
ケットは存続可能時間（TTL）値1を使用して送信されるため、ルータによって転送されません。

この範囲内の予約済みリンクローカルアドレスは、それぞれに予約されたネットワークプロトコ

ル機能を提供します。ネットワークプロトコルは、これらのアドレスをルータの自動検出および

重要なルーティング情報の伝達用に使用します。たとえば、Open Shortest Path First（OSPF）は、
IPアドレス 224.0.0.5および 224.0.0.6を使用してリンクステート情報を交換します。
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IANAは、アドレス範囲 224.0.1.xxxからネットワークプロトコルまたはネットワークアプリケー
ションに 1つのマルチキャストアドレス要求を割り当てます。マルチキャストルータは、これ
らのマルチキャストアドレスを転送します。

グローバルスコープアドレス

224.0.1.0～ 238.255.255.255の範囲のアドレスは、グローバルスコープアドレスと呼ばれます。
これらのアドレスは、組織間およびインターネット上でのマルチキャストデータの送信に使用し

ます。これらのアドレスの一部は、IANAによってマルチキャストアプリケーション用に予約さ
れています。たとえば、IPアドレス 224.0.1.1は、ネットワークタイムプロトコル（NTP）用に
予約されています。

Source Specific Multicast アドレス

232.0.0.0/8のアドレス範囲は、Source SpecificMulticast（SSM）用に予約されています。Cisco IOS
ソフトウェアでは、ip pim ssmコマンドを使用して任意の IPマルチキャストアドレスに SSMを
設定することもできます。 SSMは、1対多の通信で効率的なデータ配信メカニズムを可能にする
Protocol Independent Multicast（PIM）の拡張です。 SSMについては、IPマルチキャスト配信モー
ド, （8ページ）を参照してください。

GLOP アドレス

RFC 2770『GLOP Addressing in 233/8』で提唱されている GLOPアドレッシングでは、予約済みの
AS番号をすでに持つ組織は、静的に定義するアドレス用に233.0.0.0/8の範囲を予約することを推
奨しています。これは、GLOPアドレッシングと呼ばれます。ドメインのAS番号は、233.0.0.0/8
アドレス範囲の 2番目と 3番目のオクテットに組み込まれます。たとえば、AS62010は 16進形
式では F23Aと記述します。この 2つのオクテット F2および 3Aを分割すると、結果は 10進数
でそれぞれ 242および 58となります。これらの値から 233.242.58.0/24のサブネットが得られ、
AS62010用にグローバルに予約されます。

限定スコープアドレス

239.0.0.0～ 239.255.255.255の範囲のアドレスは、プライベートマルチキャストドメイン用の限
定スコープアドレスまたは管理スコープアドレスとして予約されています。これらのアドレス

は、ローカルグループまたは組織に使用するように制限されています。会社、大学、およびその

他の組織は、ドメインの外に転送されないローカルマルチキャストアプリケーション用に、限定

スコープアドレスを使用できます。通常、このアドレス範囲内のマルチキャストトラフィック

が自律システム（AS）またはユーザ定義のドメイン外に流出することを防ぐため、ルータにフィ
ルタを設定します。 ASまたはドメイン内では、ローカルマルチキャスト境界を定義できるよう
に、限定スコープアドレス範囲を細分化することもできます。

ネットワーク管理者は、インターネット上の他のユーザと競合することなく、この範囲のマル

チキャストアドレスをドメイン内で使用できます。

（注）
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レイヤ 2 マルチキャストアドレス
従来、LANセグメント上のネットワークインターフェイスカード（NIC）が受信できるのは、
Burned-In MAC AddressまたはブロードキャストMACアドレスを宛先とするパケットに限られて
いました。 IPマルチキャストでは、共通の宛先MACアドレスを使用して、複数のホストが単一
のデータストリームを受信できる必要があります。複数のホストが同じパケットを受信する場

合、複数のマルチキャストグループを区別できるように、何らかの方法を考案する必要がありま

す。そのための 1つの方法は、IPマルチキャストクラスDアドレスをMACアドレスに直接マッ
ピングすることです。この方法を使用すると、NICは多くの異なるMACアドレスを宛先とする
パケットを受信できます。

Ciscoグループ管理プロトコル（CGMP）は、IGMPによって実行される作業と同様の作業を実行
するために、Catalystスイッチに接続されたルータ上で使用されます。 IPマルチキャストデータ
パケットと IGMPレポートメッセージ（いずれもMACレベルで同じグループアドレスにアドレ
ス指定されます）を区別できない Catalystスイッチの場合、CGMPが必要になります。

IP マルチキャスト配信モード
IPマルチキャスト配信モードは、レシーバホストでのみ異なり、ソースホストでは異なりませ
ん。ソースホストは、自身の IPアドレスをパケットの IPソースアドレスとして、グループア
ドレスをパケットの IP宛先アドレスとして、IPマルチキャストパケットを送信します。

Any Source Multicast（ASM）
Any Source Multicast（ASM）配信モードでは、IPマルチキャストのレシーバホストは、任意の
バージョンの IGMPを使用してマルチキャストグループに加入できます。ルーティングテーブ
ルステート表記では、このグループは Gとして表記されます。レシーバホストは、このグルー
プに加入することにより、任意のソースからグループ Gに送信された IPマルチキャストトラ
フィックを受信する意思を示します。ネットワークは、宛先アドレス Gを持つ任意のソースホ
ストから送信された IPマルチキャストパケットを、グループ Gに加入しているネットワーク内
のすべてのレシーバホストに配信します。

ASMでは、ネットワーク内でグループアドレスを割り当てる必要があります。常に、ASMグ
ループは、1つのアプリケーションでのみ使用される必要があります。 2つのアプリケーション
が同じ ASMグループを同時に使用する場合は、両方のアプリケーションのレシーバホストが両
方のアプリケーションソースからトラフィックを受信します。その結果、ネットワーク内で予期

しない過剰なトラフィックが生成される場合があります。この状況では、ネットワークリンクの

輻輳およびアプリケーションのレシーバホストの誤動作が発生する可能性があります。

Source Specific Multicast
Source SpecificMulticast（SSM）は、ブロードキャストアプリケーションとしても知られる 1対多
アプリケーションをサポートする最善のデータグラム配信モデルです。SSMは、オーディオおよ
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びビデオのブロードキャストアプリケーション環境を対象としたシスコの IPマルチキャスト実装
の中核的なネットワークテクノロジーです。

SSM配信モードでは、IPマルチキャストのレシーバホストは、IGMPバージョン 3（IGMPv3）を
使用してチャネル（S, G）にサブスクライブする必要があります。レシーバホストは、このチャ
ネルにサブスクライブすることにより、ソースホスト Sからグループ Gに送信された IPマルチ
キャストトラフィックを受信する意思を示します。ネットワークは、ソースホストSからグルー
プGに送信された IPマルチキャストパケットを、チャネル (S, G)にサブスクライブしているネッ
トワーク内のすべてのホストに配信します。

SSMでは、ネットワーク内でグループアドレスを割り当てる必要はありません。各ソースホス
ト内で割り当てるだけです。同じソースホストで実行されている異なるアプリケーションは、異

なる SSMグループを使用する必要があります。異なるソースホストで実行されている異なるア
プリケーションは、ネットワーク上で過剰なトラフィックを発生させることなく、任意にSSMグ
ループアドレスを再利用できます。

プロトコル独立マルチキャスト

プロトコル独立マルチキャスト（PIM）プロトコルは、レシーバによって開始されたメンバーシッ
プの現在の IPマルチキャストサービスモードを維持します。 PIMは、特定のユニキャストルー
ティングプロトコルには依存しません。これは、IPルーティングプロトコルに依存せず、Enhanced
Interior Gateway Routing Protocol（EIGRP）、Open Shortest Path First（OSPF）、Border Gateway
Protocol（BGP）、スタティックルートなど、ユニキャストルーティングテーブルに入力するた
めに使用されるユニキャストルーティングプロトコルをすべて利用できます。PIMは、ユニキャ
ストルーティング情報を使用してマルチキャスト転送機能を実行します。

PIMはマルチキャストルーティングプロトコルと呼ばれますが、実際は完全な非依存型のマルチ
キャストルーティングテーブルを構築するのではなく、ユニキャストルーティングテーブルを

使用してリバースパス転送（RPF）チェック機能を実行します。他のルーティングプロトコルと
は異なり、PIMは、ルータ間のルーティングアップデートを送受信しません。

PIMは、RFC 2362『Protocol-Independent Multicast-Sparse Mode (PIM-SM): Protocol Specification』で
定義されています。

PIMは、デンスモードまたはスパースモードで動作できます。ルータは、スパースグループと
デンスグループの両方を同時に処理できます。これらのモードは、ルータによるマルチキャスト

ルーティングテーブルの書き込み方法と、ルータが直接接続されたLANから受信したマルチキャ
ストパケットの転送方法を決定します。

PIMの転送（インターフェイス）モードについては、次の項を参照してください。

PIM デンスモード（PIM-DM）
PIMデンスモード（PIM-DM）は、プッシュモデルを使用してマルチキャストトラフィックを
ネットワークの隅々にまでフラッディングします。このプッシュモデルは、データを要求するレ

シーバを使用せずにデータをレシーバに配信するための方式です。この方式は、ネットワークの

あらゆるサブネットにアクティブなレシーバが存在する特定の配置には効率的です。
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デンスモードでは、ルータは、他のすべてのルータが特定のグループのマルチキャストパケット

の転送を求めていると想定します。あるルータがマルチキャストパケットを受信した場合、直接

接続されたメンバまたはPIMネイバーが存在しないときは、ソースにプルーニングメッセージが
返送されます。後続のマルチキャストパケットは、このプルーニングされたブランチ上のこの

ルータにはフラッディングされません。PIMは、ソースベースのマルチキャスト配信ツリーを構
築します。

PIM-DMは最初に、ネットワーク全体にマルチキャストトラフィックをフラッディングします。
ダウンストリームネイバーを持たないルータは、不要なトラフィックをプルーニングします。こ

のプロセスは 3分ごとに繰り返されます。

ルータはフラッディングおよびプルーニングメカニズムを通じてデータストリームを受信するこ

とにより、ステート情報を蓄積します。これらのデータストリームには、ダウンストリームルー

タがマルチキャスト転送テーブルを構築できるように、ソースおよびグループの情報が含まれま

す。 PIM-DMではソースツリー、つまり（S, G）エントリしかサポートされないので、共有配信
ツリーは作成できません。

デンスモードはあまり使用されないため、使用は推奨されていません。このため、関連モ

ジュールの設定作業では指定しません。

（注）

PIM スパースモード
PIMスパースモード（PIM-SM）は、プルモデルを使用してマルチキャストトラフィックを配信
します。明示的にデータを要求したアクティブなレシーバを含むネットワークセグメントだけが

トラフィックを受信します。

デンスモードのインターフェイスと異なり、スパースモードのインターフェイスは、ダウンスト

リームのルータから定期的に加入メッセージを受信する場合またはインターフェイスに直接接続

のメンバがある場合のみマルチキャストルーティングテーブルに追加されます。 LANから転送
する場合、グループが認識しているRPがあれば、SM動作が行われます。その場合、パケットは
カプセル化され、その RPに送信されます。認識している RPがなければ、パケットは DM方式
でフラッディングされます。特定のソースからのマルチキャストトラフィックが十分である場

合、レシーバのファーストホップルータは、ソースベースのマルチキャスト配信ツリーを構築

するために加入メッセージをソースに向けて送信できます。

PIM-SMは、共有ツリー上のデータパケットを転送することによって、アクティブな送信元に関
する情報を配布します。 PIM-SMは少なくとも最初は共有ツリーを使用するので、ランデブーポ
イント（RP）を使用する必要があります。 RPは管理上メットワークで設定されている必要があ
ります。詳細については、ランデブーポイント, （14ページ）を参照してください。

スパースモードでは、ルータは、トラフィックに対する明示的な要求がない限り、他のルータは

グループのマルチキャストパケットを転送しないと見なします。ホストがマルチキャストグルー

プに加入すると、直接接続されたルータは RPに PIM加入メッセージを送信します。 RPはマル
チキャストグループを追跡します。マルチキャストパケットを送信するホストは、そのホスト

のファーストホップルータによってRPに登録されます。その後、RPは、ソースに加入メッセー
ジを送信します。この時点で、パケットが共有配信ツリー上で転送されます。特定のソースから
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のマルチキャストトラフィックが十分である場合、ホストのファーストホップルータは、ソー

スベースのマルチキャスト配信ツリーを構築するために加入メッセージをソースに向けて送信で

きます。

ソースが RPに登録すると、データは共有ツリーを下方向に転送され、レシーバに到達します。
エッジルータは、RPを介してソースから共有ツリーでデータパケットを受信するときに、その
ソースについて学習します。次に、エッジルータは、そのソースに向けて PIM (S, G)加入メッ
セージを送信します。リバースパスに沿った各ルータは、RPアドレスのユニキャストルーティ
ングメトリックをソースアドレスのメトリックと比較します。ソースアドレスのメトリックの

方が良い場合は、ソースに向けて PIM（S,G）加入メッセージを転送します。RPのメトリックと
同じ、または RPのメトリックの方が良い場合は、RPと同じ方向に PIM (S, G)加入メッセージが
送信されます。この場合、共有ツリーとソースツリーは一致すると見なされます。

共有ツリーがソースとレシーバの間の最適なパスでない場合、ルータは動的にソースツリーを作

成し、共有ツリーの下方向へのトラフィックフローを停止します。この動作は、ソフトウェアの

デフォルトの動作です。ネットワーク管理者は、ip pim spt-threshold infinityコマンドを使用し
て、トラフィックを強制的に共有ツリー上で保持することができます。

PIM-SMは、WANリンク付きのネットワークを含む、任意のサイズのネットワークに合わせて拡
大または縮小します。明示的な加入メカニズムによって、不要なトラフィックがWANリンクで
フラッディングするのを防ぎます。

スパース-デンスモード
インターフェイス上でスパースモードまたはデンスモードを設定すると、そのインターフェイス

全体にスパース性またはデンス性が適用されます。ただし、環境によっては、単一リージョン内

の一部のグループについてはPIMをスパースモードで実行し、残りのグループについてはデンス
モードで実行しなければならない場合があります。

デンスモードだけ、またはスパースモードだけをイネーブルにする代わりに、スパース-デンス
モードをイネーブルにできます。この場合、グループがデンスモードであればインターフェイス

はデンスモードとして処理され、グループがスパースモードであればインターフェイスはスパー

スモードとして処理されます。インターフェイスがスパース-デンスモードである場合にグルー
プをスパースグループとして処理するには、RPが必要です。

スパース-デンスモードを設定すると、ルータがメンバになっているグループにスパース性または
デンス性の概念が適用されます。

スパース-デンスモードのもう 1つの利点は、Auto-RP情報をデンスモードで配信しながら、ユー
ザグループのマルチキャストグループをスパースモード方式で使用できることです。したがっ

て、リーフルータ上にデフォルト RPを設定する必要はありません。

インターフェイスがデンスモードで処理される場合、次のいずれかの条件が満たされると、その

インターフェイスはマルチキャストルーティングテーブルの発信インターフェイスリストに追

加されます。

•インターフェイス上にメンバまたは DVMRPネイバーが存在する。

• PIMネイバーが存在し、グループがプルーニングされていない。
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インターフェイスがスパースモードで処理される場合、次のいずれかの条件が満たされると、そ

のインターフェイスはマルチキャストルーティングテーブルの発信インターフェイスリストに

追加されます。

•インターフェイス上にメンバまたは DVMRPネイバーが存在する。

•インターフェイス上の PIMネイバーが明示的な加入メッセージを受信した。

双方向 PIM
双方向 PIM（Bidir-PIM）は、個々の PIMドメイン内での効率的な多対多通信用に設計された PIM
プロトコルの拡張機能です。双方向モードのマルチキャストグループは、追加オーバーヘッドを

最小限に抑えながら、任意の数のソースに対応できます。

PIMスパースモードで作成される共有ツリーは単方向性です。これは、データストリームが RP
（共有ツリーのルート）にもたらされるようにソースツリーを作成する必要があることを意味し

ます。これにより、データストリームはブランチを下方向に転送され、レシーバに到達できま

す。ソースのデータは、共有ツリーの上方向にある RPに向かって流れることはできません。こ
れは、双方向共有ツリーと見なされます。

双方向モードでは、トラフィックは、グループの RPをルートとする双方向共有ツリーに沿って
のみ、ルーティングされます。 Bidir-PIMでは、RPの IPアドレスは、すべてのルータがその IP
アドレスをルートとするループフリーのスパニングツリートポロジを確立するうえで重要な役割

を果たします。この IPアドレスはルータアドレスである必要はなく、PIMドメイン内のどこか
らでも到達可能なネットワーク上の任意の未割り当て IPアドレスを使用できます。

Bidir-PIMは PIMスパースモード（PIM-SM）のメカニズムから派生しており、共有ツリー動作の
多くを共有します。Bidir-PIMにも、共有ツリーのアップストリームにあるRPに向けてソースト
ラフィックを無条件に転送する機能がありますが、PIM-SMのようなソースの登録プロセスはあ
りません。これらの変更は、すべてのルータで (*, G)マルチキャストルーティングエントリだけ
に基づいてトラフィックを転送できるようにするには、必要にして十分なものです。この機能で

は、ソース固有のステートは不要であり、スケーリング機能を使用して任意の数のソースに対応

できます。

マルチキャストグループモード

PIMでは、マルチキャストグループのパケットトラフィックは、そのマルチキャストグループ
のために設定されたモードのルールに従ってルーティングされます。 PIMの Cisco実装は、マル
チキャストグループ用に次の 4つのモードをサポートしています。

• PIM双方向モード

• PIMスパースモード

• PIMデンスモード

• PIM Source Specific Multicast（SSM）モード
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ルータは、異なるマルチキャストグループに対して、4つのモードすべて、またはそれらの任意
の組み合わせを同時にサポートできます。

双方向モード

双方向モードでは、トラフィックは、グループのランデブーポイント（RP）をルートとする双方
向共有ツリーに沿ってのみ、ルーティングされます。Bidir-PIMでは、RPの IPアドレスは、すべ
てのルータがその IPアドレスをルートとするループフリーのスパニングツリートポロジを確立す
るうえで重要な役割を果たします。この IPアドレスはルータである必要はなく、PIMドメイン内
のどこからでも到達可能なネットワーク上の任意の未割り当て IPアドレスを使用できます。この
技術は、Bidir-PIMの冗長 RP設定を確立するための優先設定方式です。

双方向グループに対するメンバーシップは、明示的な加入メッセージを通じて伝えられます。

ソースからのトラフィックは、無条件で、共有ツリーの上方向にある RPに向けて送信され、ツ
リーの下方向にある各ブランチ上のレシーバに渡されます。

スパースモード

スパースモード動作は1つの単方向共有ツリーを中心としており、そのルートノードはRendezvous
Point（RP）と呼ばれます。マルチキャストトラフィックがRP経由で共有ツリーを下方向に流れ
るためには、ソースが RPに登録する必要があります。この登録プロセスでは、ネットワーク内
のグループにアクティブなレシーバが存在すると、実際にRPによって最短パスツリー（SPT）加
入がソースに向けてトリガーされます。

スパースモードグループは、明示的な相互運用加入モデルを使用します。レシーバホストは、

ランデブーポイント（RP）でグループに加入します。異なるグループは、異なるRPを持つ可能
性があります。

マルチキャストトラフィックパケットは、共有ツリーを下方向へ流れ、トラフィックの受信を明

示的に求めたレシーバだけに到達します。

デンスモード

デンスモードは、ブロードキャスト（フラッディング）およびプルーニングモデルを使用して動

作します。

マルチキャストルーティングテーブルに値を入力する際には、デンスモードインターフェイス

が常にテーブルに追加されます。マルチキャストトラフィックは、発信インターフェイスリス

ト内のすべてのインターフェイスからすべてのレシーバへ転送されます。インターフェイスは、

プルーニングと呼ばれるプロセスで発信インターフェイスリストから削除されます。デンスモー

ドでは、直接接続されたレシーバが存在しないなど、さまざまな理由でインターフェイスがプルー

ニングされます。

プルーニングされたインターフェイスは再構築が可能です。つまり、マルチキャストトラフィッ

クのフローを最小限の遅延で再開できるように再接合できます。
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ランデブーポイント

ランデブーポイント（RP）は、デバイスが Protocol Independent Multicast（PIM）のスパースモー
ド（SM）で動作しているときに実行する役割です。 RPが必要になるのは、PIM SMを実行して
いるネットワークだけです。 PIM SMモデルでは、マルチキャストデータを明示的に要求したア
クティブなレシーバを含むネットワークセグメントだけにトラフィックが転送されます。マルチ

キャストデータを配信するこの方法は、PIMデンスモード（PIM-DM）とは対照的です。 PIM
DMでは、マルチキャストトラフィックは、最初にネットワークのすべてのセグメントにフラッ
ディングされます。ダウンストリームネイバーを持たないルータやレシーバに直接接続された

ルータは、不要なトラフィックをプルーニングします。

RPは、マルチキャストデータのソースとレシーバの接点として機能します。PIM-SMネットワー
クでは、ソースは RPにトラフィックを送信する必要があります。このトラフィックは、それか
ら共有配信ツリーを下ってレシーバに転送されます。デフォルトでは、レシーバのファースト

ホップデバイスは、ソースを認識すると、ソースに加入メッセージを直接送信し、ソースからレ

シーバへのソースベースの配信ツリーを作成します。ソースとレシーバ間の最短パス内に RPが
存在しない限り、このソースツリーには RPは含まれません。

ほとんどの場合、ネットワークにおける RPの配置は複雑な判断を必要としません。デフォルト
では、RPが必要になるのは、ソースおよびレシーバとの新しいセッションを開始する場合だけで
す。その結果、RPでは、トラフィックのフローまたは処理によるオーバーヘッドはほとんど発
生しません。 PIMバージョン 2では、ステートを作成する RPにソースが定期的に登録するだけ
なので、RPが実行する処理は PIMバージョン 1より少なくなります。

Auto-RP
PIM-SMの最初のバージョンでは、すべてのリーフルータ（ソースまたはレシーバに直接接続さ
れたルータ）は、RPの IPアドレスを使用して手動で設定する必要がありました。このような設
定は、スタティックRP設定とも呼ばれます。スタティックRPの設定は、小規模のネットワーク
では比較的容易ですが、大規模で複雑なネットワークでは困難を伴う可能性があります。

PIM-SMバージョン 1の導入に続き、シスコは、Auto-RP機能を備えた PIM-SMのバージョンを実
装しました。 Auto-RPは、PIMネットワークにおけるグループから RPへのマッピングの配信を
自動化します。 Auto-RPには、次の利点があります。

•さまざまなグループにサービスを提供するために、ネットワーク内で複数の RPを設定する
ことが比較的容易です。

• Auto-RPを使用すると、複数の RP間で負荷を分散し、グループに加入するホストの場所に
従って RPを配置できます。

• Auto-RPにより、接続の問題の原因となる、矛盾した手動 RP設定を回避できます。

複数の RPを使用して、異なるグループ範囲にサービスを提供したり、互いにバックアップとし
ての役割を果たしたりできます。 Auto-RPが機能するためには、RP通知メッセージを RPから受
信して競合を解決する RPマッピングエージェントとしてルータが指定されている必要がありま
す。その後、RPマッピングエージェントは、グループからRPへの一貫したマッピングを他のす
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べてのルータに送信するようになります。これにより、すべてのルータは、サポート対象のグ

ループに使用する RPを自動的に検出します。

PIMをスパースモードまたはデンスモードに設定し、Auto-RPを設定しない場合は、RPを静
的に設定する必要があります。

（注）

ルータインターフェイスがスパースモードに設定されている場合、Auto-RPグループに対し
てすべてのルータが 1つのスタティックアドレスで設定されているときは、引き続きAuto-RP
グループを使用できます。

（注）

Auto-RPが機能するためには、RP通知メッセージを RPから受信して競合を解決する RPマッピ
ングエージェントとしてルータが指定されている必要があります。その後、RPマッピングエー
ジェントは、デンスモードフラッディングにより、グループから RPへの一貫したマッピングを
他のすべてのルータに送信するようになります。これにより、すべてのルータは、サポート対象

のグループに使用するRPを自動的に検出します。インターネット割り当て番号局（IANA）は、
224.0.1.39と 224.0.1.40という 2つのグループアドレスをAuto-RP用に割り当てています。Auto-RP
の利点の 1つは、指定した RPに対するすべての変更は、RPであるルータ上で設定するだけで、
リーフルータ上で設定する必要がないことです。Auto-RPのもう 1つの利点は、ドメイン内でRP
アドレスのスコープを設定する機能を提供することです。スコーピングを設定するには、Auto-RP
アドバタイズメントに許容されている存続可能時間（TTL）値を定義します。

RPの各設定方式には、それぞれの長所、短所、および複雑度のレベルがあります。従来の IPマ
ルチキャストネットワークシナリオにおいては、Auto-RPを使用して RPを設定することを推奨
します。Auto-RPは、設定が容易で、十分にテストされており、安定しているためです。代わり
の方法として、スタティック RP、Auto-RP、およびブートストラップルータを使用して RPを設
定することもできます。

Auto-RP のスパース-デンスモード
Auto-RPの前提条件は、ip pim sparse-dense-modeインターフェイスコンフィギュレーションコマ
ンドを使用して、すべてのインターフェイスをスパース -デンスモードで設定する必要があるこ
とです。スパース-デンスモードで設定されたインターフェイスは、マルチキャストグループの
動作モードに応じてスパースモードまたはデンスモードで処理されます。マルチキャストグルー

プ内に既知の RPが存在する場合、インターフェイスはスパースモードで処理されます。グルー
プ内に既知の RPが存在しない場合、デフォルトでは、インターフェイスはデンスモードで処理
され、このインターフェイス上にデータがフラッディングされます（デンスモードフォールバッ

クを回避することもできます。「基本的な IPマルチキャスト設定」モジュールを参照してくださ
い）。

Auto-RPを正常に実装し、224.0.1.39および 224.0.1.40以外のグループがデンスモードで動作する
ことを回避するには、「シンク RP」（「ラストリゾート RP」とも呼ばれます）を設定すること
を推奨します。シンク RPは、ネットワーク内に実際に存在するかどうかわからない静的に設定
された RPです。デフォルトでは、Auto-RPメッセージはスタティック RP設定よりも優先される
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ため、シンク RPの設定は Auto-RPの動作と干渉しません。未知のソースや予期しないソースを
アクティブにできるため、ネットワーク内の可能なすべてのマルチキャストグループにシンクRP
を設定することを推奨します。ソースの登録を制限するように設定された RPがない場合は、グ
ループがデンスモードに戻り、データがフラッディングされる可能性があります。

BSR
PIM-SMバージョン 2では、Auto-RPに続いてブートストラップルータ（BSP）と呼ばれるもう 1
つの RP選択モデルが導入されました。 BSRは、RP機能およびグループの RP情報のリレーに候
補ルータを使用するという点において Auto-RPと同様に動作します。 RP情報は、PIMメッセー
ジ内で伝送される BSRメッセージを通じて配信されます。 PIMメッセージは、PIMルータから
PIMルータに送信されるリンクローカルマルチキャストメッセージです。 RP情報を広めるこの
シングルホップ方式のために、TTLスコーピングは BSRと一緒に使用できません。デンスモー
ド動作に戻るというリスクを冒さないこと、およびドメイン内でスコープ設定機能を提供しない

ことを除いて、BSRは RPと同様に動作します。

Multicast Source Discovery Protocol
PIMスパースモードモデルでは、マルチキャストソースおよびレシーバはローカルのランデブー
ポイント（RP）に登録する必要があります。実際には、ソースまたはレシーバに最も近いルータ
がRPに登録しますが、注目すべき重要点は、RPが特定のグループのすべてのソースおよびレシー
バを認識していることです。他のドメインの RPが他のドメインに存在するソースについて知る
方法はありません。Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）は、この問題を解決するための
洗練された手段です。

MSDPは、アクティブなソースに関する情報を RPが共有できるようにするメカニズムです。 RP
は、ローカルドメイン内のレシーバを認識しています。リモートドメインのRPは、アクティブ
なソースについてヒアリングすると、その情報をそれぞれのローカルレシーバに渡すことができ

ます。その後、ドメイン間でマルチキャストデータを転送できるようになります。MSDPの便
利な機能は、他のドメインに依存しない独自の RPを各ドメインが維持することは許可するが、
RPがドメイン間でトラフィックを転送することは許可しないことです。マルチキャストドメイ
ン間でのトラフィックの転送には、PIM-SMが使用されます。

各ドメインのRPは、TCP接続を使用して、他のドメインのRPまたは他のドメインに接続する境
界ルータとのMSDPピアリングセッションを確立します。 RPは、（正規の PIM登録メカニズム
を通じて）自身のドメイン内にある新しいマルチキャストソースについて知ると、Source-Active
（SA）メッセージの最初のデータパケットをカプセル化し、その SAをすべてのMSDPピアに送
信します。各受信側ピアは、相互接続されたネットワーク（理論的には、マルチキャストイン

ターネット全体）内のすべてのMSDPルータに SAが到達するまで、修正されたリバースパス転
送（RPF）チェックを使用して SAを転送します。受信側のMSDPピアが RPであり、その RPに
SA内のグループに対する (*, G)エントリがある（該当する受信先が存在する）場合、RPはソー
スに対して (S, G)ステートを作成し、ソースの最短パスツリーに加入します。このカプセル化さ
れたデータはカプセル化解除され、その RPの共有ツリーを下方向に転送されます。ラストホッ
プルータ（レシーバに最も近いルータ）は、マルチキャストパケットを受信すると、ソースへの

最短パスツリーに加入できるようになります。MSDPスピーカーは、その RPのドメイン内のす
べてのソースを含む SAを定期的に送信します。
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MSDPは、インターネットサービスプロバイダー（ISP）間のピアリングを実現するために開発
されました。 ISPは、競合する ISPによって管理されたRPに依存して顧客にサービスを提供する
ことを望んでいませんでした。MSDPにより、各 ISPは独自のローカル RPを持ちながら、イン
ターネットに対してマルチキャストトラフィックを送受信できます。

エニーキャスト RP
エニーキャスト RPは、MSDPの有益な応用です。本来、MSDPは、ドメイン間マルチキャスト
アプリケーション用に開発されたものですが、冗長性および負荷分散機能を提供するドメイン間

機能としてエニーキャスト RPにも使用されます。エンタープライズカスタマーは、通常、単一
のマルチキャストドメイン内の耐障害性要件を満たすために、エニーキャスト RPを使用して
Protocol Independent Multicastスパースモード（PIM-SM）ネットワークを設定します。

エニーキャスト RPでは、ループバックインターフェイス上で同じ IPアドレスを使用して複数の
RPを設定します。エニーキャスト RPループバックアドレスは、32ビットマスクを使用して設
定し、ホストアドレスにする必要があります。すべてのダウンストリームルータは、このエニー

キャスト RPループバックアドレスがローカル RPの IPアドレスであることを認識するように設
定する必要があります。 IPルーティングでは、トポロジ的に最も近いRPが各ソースおよびレシー
バに自動的に選択されます。ソースはネットワークの周囲に等間隔に配置されていると仮定する

と、各RPには同数のソースが登録されます。つまり、ソースを登録するプロセスは、ネットワー
ク内のすべての RPによって均等に共有されます。

ソースは 1つの RPに登録でき、レシーバは異なる RPに加入できるため、RPにはアクティブな
ソースに関する情報を交換するための手段が必要です。この情報の交換は、MSDPを使用して行
われます。

エニーキャスト RPでは、すべての RPが互いにMSDPピアになるように設定されます。ソース
が 1つの RPに登録すると、特定のマルチキャストグループにアクティブなソースが存在するこ
とを通知する SAメッセージが他の RPに送信されます。その結果、各 RPは、他の RPのエリア
内に存在するアクティブなソースを認識します。いずれかのRPで障害が発生すると、IPルーティ
ングが収束し、他の RPのいずれかが複数のエリアのアクティブ RPになります。新しいソース
は、バックアップRPに登録します。レシーバはこれらの新しいRPに加入し、接続が維持されま
す。

RPは、通常、ソースおよびレシーバとの新しいセッションを開始するためだけに必要になり
ます。 RPは、ソースとレシーバがマルチキャストデータフローを直接確立できるように、
共有ツリーを支援します。すでにソースとレシーバの間にマルチキャストデータフローが確

立されている場合、そのセッションは RP障害による影響を受けません。エニーキャスト RP
を使用すると、いつでもソースおよびレシーバとの新しいセッションを開始できます。

（注）
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マルチキャスト転送

マルチキャストトラフィックの転送は、マルチキャスト対応ルータによって行われます。このよ

うなルータは、すべてのレシーバにトラフィックを配信するために、IPマルチキャストがネット
ワーク上でたどるパスを制御する配信ツリーを作成します。

マルチキャストトラフィックは、すべてのソースをグループ内のすべてのレシーバに接続する配

信ツリー上で、ソースからマルチキャストグループに流れます。このツリーは、すべてのソース

で共有できます（共有ツリー）。または、各ソースに個別の配信ツリーを作成することもできま

す（ソースツリー）。共有ツリーは一方向または双方向です。

ソースツリーと共有ツリーの構造を説明する前に、マルチキャストルーティングテーブルで使

用する表記について触れておきます。これらの表記には次のものが含まれます。

• (S, G) = (マルチキャストグループ Gのユニキャストソース,マルチキャストグループ G)

• (*, G) = (マルチキャストグループ Gのすべてのソース,マルチキャストグループ G)

(S, G)という表記（「Sカンマ G」と読みます）は、最短パスツリーの列挙です。Sはソースの
IPアドレス、Gはマルチキャストグループアドレスを表します。

共有ツリーは (*, G)で表されます。ソースツリーは (S, G)で表され、常にソースでルーティング
されます。

マルチキャスト配信のソースツリー

マルチキャスト配信ツリーの最も単純な形式は、ソースツリーです。ソースツリーは、ソース

ホストをルートとし、ネットワークを介してレシーバに接続するスパニングツリーを形成するブ

ランチを持ちます。このツリーはネットワーク上での最短パスを使用するため、最短パスツリー

（SPT）とも呼ばれます。

図に、ソース（ホスト A）をルートとし、2つのレシーバ（ホスト Bおよびホスト C）に接続す
るグループ 224.1.1.1の SPTの例を示します。
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標準表記を使用すると、図の例の SPTは（192.168.1.1, 224.1.1.1）となります。

（S, G）という表記は、各グループに送信する個々のソースに個別の SPTが存在することを意味
します。

マルチキャスト配信の共有ツリー

ソースをルートとするソースツリーとは異なり、共有ツリーはネットワーク内の選択されたポイ

ントに配置された単一の共通ルートを使用します。この共有されたルートは、ランデブーポイン

ト（RP）と呼ばれます。

マルチキャスト配信の共有ツリーに、ルータ Dにルートが配置されたグループ 224.2.2.2の共有
ツリーを示します。この共有ツリーは一方向です。ソーストラフィックは、ソースツリー上の

RPに向けて送信されます。このトラフィックは、次にRPから共有ツリーを下方向に転送され、
すべてのレシーバに到達します（レシーバがソースと RPの間に配置されていない場合は、直接
サービスが提供されます）。
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この例では、ソース（ホストAおよびホストD）からのマルチキャストトラフィックは、ルート
（ルータ D）に送信された後、共有ツリーを下方向に転送され、2つのレシーバ（ホスト Bおよ
びホストC）に到達します。マルチキャストグループ内のすべてのソースが同じ共有ツリーを使
用するため、このツリーは、（*, G）というワイルドカード表記（「スターカンマ G」と読みま
す）を使用して表されます。この場合、*はすべてのソースを意味し、Gはマルチキャストグ
ループを表します。したがって、マルチキャスト配信の共有ツリーの共有ツリーは（*,224.2.2.2）
と表記します。

ソースツリーと共有ツリーは、どちらもループフリーです。ツリーが分岐する場所でのみ、メッ

セージが複製されます。マルチキャストグループのメンバは常に加入または脱退する可能性があ

るため、配信ツリーを動的に更新する必要があります。特定のブランチに存在するすべてのアク

ティブレシーバが特定のマルチキャストグループに対してトラフィックを要求しなくなると、

ルータは配信ツリーからそのブランチをプルーニングし、そのブランチから下方向へのトラフィッ

ク転送を停止します。そのブランチの特定のレシーバがアクティブになり、マルチキャストトラ

フィックを要求すると、ルータは配信ツリーを動的に変更し、トラフィック転送を再開します。

ソースツリーの利点

ソースツリーには、ソースとレシーバの間に最適なパスを作成するという利点があります。この

利点により、マルチキャストトラフィックの転送におけるネットワーク遅延を最小限に抑えるこ

とができます。ただし、この最適化は代償を伴います。ルータがソースごとにパス情報を維持す

る必要があるのです。何千ものソース、何千ものグループが存在するネットワークでは、この

オーバーヘッドがすぐにルータ上でのリソースの問題につながる可能性があります。ネットワー

ク設計者は、マルチキャストルーティングテーブルのサイズによるメモリ消費について考慮する

必要があります。

   IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
20

IP マルチキャストテクノロジーの概要
マルチキャスト転送



共有ツリーの利点

共有ツリーには、各ルータにおいて要求されるステートの量が最小限に抑えられるという利点が

あります。この利点により、共有ツリーだけが許容されるネットワークの全体的なメモリ要件が

緩和されます。共有ツリーの欠点は、特定の状況でソースとレシーバの間のパスが最適パスでは

なくなり、パケット配信に遅延を生じる可能性があることです。たとえば、上の図の場合、ホス

ト A（ソース 1）とホスト B（レシーバ）の間の最短パスは、ルータ Aおよびルータ Cであると
考えられます。ここでは、ルータDを共有ツリーのルートとして使用しているため、トラフィッ
クは、ルータ A、ルータ B、ルータ D、ルータ Cの順に通過する必要があります。共有ツリーだ
けの環境を実装する場合、ネットワーク設計者は、RendezvousPoint（RP）の配置を慎重に検討す
る必要があります。

ユニキャストルーティングでは、トラフィックは、ネットワーク上でソースから宛先ホストまで

の単一パスに沿ってルーティングされます。ユニキャストルータは、ソースアドレスを考慮せ

ず、宛先アドレスおよびその宛先へのトラフィックの転送方法だけを考慮します。ルータは、

ルーティングテーブル全体をスキャンして宛先アドレスを取得し、適正なインターフェイスから

宛先の方向へユニキャストパケットのコピーを転送します。

マルチキャスト転送では、ソースは、マルチキャストグループアドレスによって表される任意の

ホストグループにトラフィックを送信します。マルチキャストルータは、どの方向が（ソース

へ向かう）アップストリーム方向で、どの方向（1方向または複数の方向）が（レシーバへ向か
う）ダウンストリーム方向であるかを決定する必要があります。複数のダウンストリームパスが

ある場合、ルータはパケットを複製し、それを適切なダウンストリームパス（最善のユニキャス

トルートメトリック）で下方向に転送します。これらのパスがすべてであるとは限りません。

レシーバの方向ではなく、ソースから遠ざかる方向へのマルチキャストトラフィック転送は、リ

バースパス転送（RPF）と呼ばれます。 RPFについては、次の項を参照してください。

リバースパス転送

ユニキャストルーティングでは、トラフィックは、ネットワーク上でソースから宛先ホストまで

の単一パスに沿ってルーティングされます。ユニキャストルータは、ソースアドレスを考慮せ

ず、宛先アドレスおよびその宛先へのトラフィックの転送方法だけを考慮します。ルータは、

ルーティングテーブル全体をスキャンして宛先ネットワークを取得し、適正なインターフェイス

から宛先の方向へユニキャストパケットのコピーを転送します。

マルチキャスト転送では、ソースは、マルチキャストグループアドレスによって表される任意の

ホストグループにトラフィックを送信します。マルチキャストルータは、どの方向が（ソース

へ向かう）アップストリーム方向で、どの方向（1方向または複数の方向）が（レシーバへ向か
う）ダウンストリーム方向であるかを決定する必要があります。複数のダウンストリームパスが

ある場合、ルータはパケットを複製し、それを適切なダウンストリームパス（最善のユニキャス

トルートメトリック）で下方向に転送します。これらのパスがすべてであるとは限りません。

レシーバの方向ではなく、ソースから遠ざかる方向へのマルチキャストトラフィック転送は、リ

バースパス転送（RPF）と呼ばれます。RPFは、マルチキャストデータグラムの転送に使用され
るアルゴリズムです。

Protocol IndependentMulticast（PIM）は、ユニキャストルーティング情報を使用して、レシーバか
らソースへ向かうリバースパスに沿って配信ツリーを作成します。その後、マルチキャストルー
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タは、その配信ツリーに沿ってソースからレシーバにパケットを転送します。 RPFは、マルチ
キャスト転送における重要な概念です。 RPFにより、ルータは、配信ツリーの下方向へ正しくマ
ルチキャストトラフィックを転送できます。 RPFは、既存のユニキャストルーティングテーブ
ルを使用して、アップストリームネイバーとダウンストリームネイバーを決定します。ルータ

は、アップストリームインターフェイスで受信した場合にのみ、マルチキャストパケットを転送

します。この RPFチェックにより、配信ツリーがループフリーであることを保証できます。

RPF チェック
マルチキャストパケットがルータに到達すると、ルータはそのパケットに対してRPFチェックを
実行します。RPFチェックが成功すると、パケットが転送されます。そうでない場合、パケット
はドロップされます。

ソースツリーを下方向へ流れるトラフィックに対する RPFチェック手順は次のとおりです。

1 ルータは、ユニキャストルーティングテーブルでソースアドレスを検索して、ソースへのリ

バースパス上にあるインターフェイスにパケットが到達したかどうかを判定します。

2 ソースに戻すインターフェイスにパケットが到達した場合、RPFチェックは成功し、マルチ
キャストルーティングテーブルエントリの発信インターフェイスリストに示されているイン

ターフェイスからパケットが転送されます。

3 ステップ 2で RPFチェックに失敗した場合は、パケットがドロップされます。

図に、RPFチェックの失敗例を示します。

図 2：RPF チェックの失敗

図では、ソース 151.10.3.21からのマルチキャストパケットはシリアルインターフェイス 0（S0）
上で受信されています。ユニキャストルートテーブルのチェック結果は、このルータが151.10.3.21
にユニキャストデータを転送するために使用するインターフェイスは S1であることを示してい
ます。パケットはインターフェイス S0に到達しているため、このパケットは廃棄されます。
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図に、RPFチェックの成功例を示します。

図 3：RPF チェックの成功

この例では、マルチキャストパケットはインターフェイス S1に到達しています。ルータはユニ
キャストルーティングテーブルを参照し、S1が適正なインターフェイスであることを知ります。
RPFチェックが成功し、パケットが転送されます。

PIM デンスモードフォールバック
ミッションクリティカルなネットワークで IPマルチキャストを使用する場合は、PIM-DM（デン
スモード）の使用を回避する必要があります。

デンスモードフォールバックとは、（RPが必要になる）スパースモードから（RPを使用しな
い）デンスモードに PIMモードを変更（フォールバック）するイベントです。デンスモード
フォールバックは、RP情報が失われると発生します。

スパースモード用に設定されたインターフェイス上ではデンスモードグループを作成できない

ため、ippimsparse-modeコマンドを使用してすべてのインターフェイスを設定している場合はデ
ンスモードフォールバックは発生しません。

デンスモードフォールバックの原因と結果

PIMは、マルチキャストグループが PIM-DMモードで動作するか、PIM-SMモードで動作するか
を、グループからRPへのマッピングキャッシュ内のRP情報の存在だけに基づいて決定します。
Auto-RPを設定している場合やブートストラップルータ（BSR）を使用してRP情報を配信する場
合には、ネットワークの輻輳が原因ですべてのRP、Auto-RP、またはグループのBSRに障害が発
生すると RP情報が失われる可能性があります。この障害により、ネットワークの一部または全
部が PIM-DMにフォールバックすることがあります。

ネットワークが PIM-DMにフォールバックした場合、AutoRPまたは BSRが使用されているとき
は、デンスモードフラッディングが発生します。 RP情報が失われたルータがデンスモードに
フォールバックし、障害が発生したグループに対して作成される必要がある新しいステートがデ

ンスモードで作成されます。

デンスモードフォールバックを回避することによる効果

PIM-DMフォールバックを回避するまでは、グループからRPへのマッピングを使用しないすべて
のマルチキャストグループはデンスモードで処理されます。
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PIM-DMフォールバックを回避すると、デンスモードフラッディングを回避するように PIM-DM
フォールバック動作が変更されます。デフォルトでは、（ip pim sparse-modeコマンドを使用し
て）すべてのインターフェイスが PIMスパースモードで動作するように設定する場合は、no ip
pim dm-fallbackコマンドを設定する必要はありません（つまり、PIM-DMフォールバック動作が
デフォルトでイネーブルになります）。 ip pim sparse-modeコマンド（たとえば、ip pim
sparse-dense-modeコマンド）を使用して設定したインターフェイスがない場合は、no ip pim
dm-fallbackコマンドを使用して PIM-DMフォールバック動作を明示的にディセーブルにできま
す。

no ip pimdm-fallbackコマンドを設定している場合、またはすべてのインターフェイス上で ip pim
sparse-modeを設定している場合、スパースモードで実行されている既存のグループは引き続き
スパースモードで動作しますが、0.0.0.0に設定された RPを使用します。 RPアドレスが 0.0.0.0
に設定されたマルチキャストエントリは、次のように動作します。

•既存の (S, G)ステートを維持します。

• (*, G)または (S, G, RPbit)の PIM加入またはプルーニングメッセージは送信しません。

•受信した (*, G)または (S, G, RPbit)加入またはプルーニングメッセージは無視します。

•登録は送信せず、ファーストホップのトラフィックはドロップします。

•受信した登録には、登録停止で応答します。

•資産は変更しません。

• (*, G)発信インターフェイスリスト（olist）は、インターネットグループ管理プロトコル
（IGMP）ステートに対してのみ維持します。

• RP 0.0.0.0グループに対するMulticast Source Discovery Protocol（MSDP）Source-Active（SA）
メッセージは、引き続き受信して転送します。

PIM モードの選択に関するガイドライン
設定プロセスを開始する前に、どの PIMモードを使用する必要があるかを決定する必要がありま
す。この決定は、ネットワーク上でサポートするアプリケーションによって異なります。

基本的なガイドラインには次のものが含まれます。

•一般に、本質的な 1対多または多対多アプリケーションでは PIM-SMを正常に使用できま
す。

• 1対多アプリケーションで最適なパフォーマンスを得るには、SSMが適しています。ただ
し、IGMPバージョン 3サポートが必要です。

•多対多アプリケーションで最適なパフォーマンスを得るには、双方向PIMが適しています。
ただし、ハードウェアサポートは、シスコデバイスおよび Sup720を搭載した Catalyst 6000
シリーズスイッチに制限されます。

   IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
24

IP マルチキャストテクノロジーの概要
PIM モードの選択に関するガイドライン



次の作業
•基本 IPマルチキャストの設定については、「基本的な IPマルチキャスト設定」モジュール
を参照してください。

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast Command Reference』IPマルチキャストコマンド

標準

タイトル標準

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

CISCO-PIM-MIB

RFC

タイトルRFC

『Protocol Independent Multicast MIB for IPv4』RFC 2934
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IP マルチキャストテクノロジーの機能情報の概要
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 2：IP マルチキャストテクノロジーの機能情報の概要

機能の設定情報リリース機能名

ネットワークにおける RP情報
損失後の PIMデンスモード
フォールバック回避機能は、す

べての RPで障害が発生したと
きに PIM-DMのフォールバッ
クを回避できるようにします。

信頼性が重大な意味を持つマル

チキャストネットワークにとっ

て、デンスモードの使用を回

避することは非常に重要です。

この機能は、スパースモード

でマルチキャストグループを

保持するためのメカニズムを提

供し、それによってデンスモー

ドフラッディングを回避しま

す。

12.3(4)Tネットワークにおける RP情報
損失後の PIMデンスモード
フォールバック回避

用語集
基本マルチキャスト：インタラクティブなドメイン内マルチキャスト。企業キャンパス内でマル

チキャストアプリケーションをサポートします。信頼性の高いマルチキャスト転送であるPragmatic
General Multicast（PGM）を含めることにより、ネットワークに追加の完全性を提供できます。

bidir PIM：双方向PIMは、双方向のデータフローを提供する共有スパースツリーを実装するプロ
トコルの PIMスイートに対する拡張機能です。 PIM-SMとは対照的に、Bidir-PIMではソース固
有のステートをルータに保持することを回避できるため、ツリーを拡張して任意の数のソースに

対応できます。

ブロードキャスト：ノードが受信することを求めているかどうかに関係なく、すべてのノードに

対してメッセージのコピーを 1つ送信する 1対全の通信。

Ciscoグループ管理プロトコル（CGMP）：レイヤ 2スイッチが Ciscoルータ上の IGMP情報を利
用してレイヤ 2転送の決定を行うことを可能にする、シスコによって開発されたプロトコル。こ
れにより、スイッチは、トラフィックを必要としているポートだけにマルチキャストトラフィッ

クを転送できます。

デンスモード（DM）（インターネットドラフト仕様）：すべての潜在的なレシーバに対してマ
ルチキャストデータの送信をアクティブに試行し（フラッディング）、セルフプルーニング（グ

ループからの削除）に依存して目的の配信を行います。
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指定ルータ（DR）：IGMPホストから受信した IGMPメンバーシップ情報に応えて、加入/プルー
ニングメッセージのカスケードをアップストリームの RPにルーティングする、PIM-SMツリー
上のルータ。

配信ツリー：マルチキャストトラフィックは、すべてのソースをグループ内のすべてのレシーバ

に接続する配信ツリー上で、ソースからマルチキャストグループに流れます。このツリーをすべ

てのソース（共有ツリー）で共有したり、ソース（ソースツリー）ごとに個別の配信ツリーを構

築したりできます。共有ツリーは一方向または双方向です。

IGMPメッセージ：IGMPメッセージは、IPプロトコル番号 2および IPルータアラートオプショ
ン（RFC 2113）を使用して標準 IPデータグラムにカプセル化されます。

IGMPスヌーピング：IGMPスヌーピングは、LANスイッチに対して、ホストからルータに送信
された IGMPパケットに含まれるレイヤ 3情報を検査（「スヌーピング」）することを要求しま
す。特定のマルチキャストグループのホストからの IGMPレポートをヒアリングすると、スイッ
チは、そのホストのポート番号を関連するマルチキャストテーブルエントリに追加します。ホ

ストからの IGMPグループ脱退メッセージをヒアリングすると、スイッチは、そのホストのポー
トをテーブルエントリから削除します。

IGMP単方向リンクルーティング（UDLR）：シスコの他の UDLRソリューションでは、IPマル
チキャストルーティングを、UDLRに対応するように強化された IGMPと組み合わせて使用しま
す。このソリューションは、多くの衛星リンクに対する優れた拡張性を備えています。

インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）v2：IPルータおよびそれらに直接接続された
ホストがマルチキャストグループメンバーシップステートをやりとりするために使用します。

インターネットグループ管理プロトコル（IGMP）v3：IGMPは、隣接するマルチキャストルー
タに IPマルチキャストグループメンバーシップを報告するために IPv4システムが使用するプロ
トコルです。 IGMPバージョン 3では、「ソースフィルタリング」のサポートが追加されていま
す。これは、特定のマルチキャストアドレスに送信された特定のソースアドレスからのみ（また

は、特定のソースアドレスを除くすべてのアドレスから）パケットを受信するかどうかを報告す

るためのシステム機能です。

マルチキャスト：IPトラフィックを 1つのソースまたは複数のソースから送信し、複数の宛先に
配信できるルーティング手法。各宛先に、個々のパケットを送信する代わりに、マルチキャスト

グループと呼ばれる宛先のグループに 1つのパケットが送信されます。このグループは 1つの IP
宛先グループアドレスで識別されます。マルチキャストアドレッシングは、複数ホストへの 1
つの IPデータグラムの転送をサポートします。

Multicast Routing Monitor（MRM）：大規模マルチキャストルーティングインフラストラクチャ
においてネットワーク障害検出および分離機能を提供する管理診断ツール。マルチキャストルー

ティングの問題をほぼリアルタイムでネットワーク管理者に通知するように設計されています。

Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）：複数の PIMスパースモード（PIM-SM）ドメインを
接続するためのメカニズム。MSDPにより、異なるドメインのすべての Rendezvous Point（RP）
がマルチキャストグループのソースを認識できます。各 PIM-SMドメインは自身の RPを使用す
るため、他のドメインの RPに依存する必要はありません。 RPは、MSDPを TCP上で実行して
他のドメインのマルチキャストソースを検出します。MSDPは、グループを送信する送信元のア
ナウンスにも使用されます。これらのアナウンスは、ドメイン RPで発信する必要があります。
MSDPは、ドメイン間の動作に関してMulticast BGP（マルチキャスト BGP）に大きく依存してい
ます。
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Protocol Independent Multicast（PIM）：既存の IPネットワークでの IPマルチキャストルーティン
グを可能にする、IETFによって規定されたマルチキャストルーティングアーキテクチャ。OSPF
や BGPなどの基礎となるユニキャストプロトコルから独立している点が重要です。

プルーニング：マルチキャスト対応ルータが適切なマルチキャストメッセージを送信して、特定

のマルチキャストグループのマルチキャストツリーから自身を削除することを意味するマルチ

キャストルーティング用語。そのグループにアドレス指定されたマルチキャストデータの受信

を停止するため、グループに再加入するまで、接続先のホストにデータを配信できません。

クエリー：接続先のホストからマルチキャストグループメンバーシップ情報を引き出すために

ルータから送信される IGMPメッセージ。

ランデブーポイント（RP）：PIM-SM共有マルチキャスト配信ツリーのルートとなるマルチキャ
ストルータ。

レポート：マルチキャストグループにおいてメンバーシップの加入、維持、または脱退を行うホ

ストから送信される IGMPメッセージ。

ソースツリー：ソースとレシーバの指定ルータ（またはランデブーポイント）を直接接続し、

ネットワークの最短パスを取得するマルチキャスト配信パス。ソースとレシーバの間で最も効率

的にデータをルーティングできますが、RP以外のデバイスで構築されると、ネットワーク全体で
不要なデータ重複が発生する可能性があります。

スパースモード（SM）（RFC 2362）：マルチキャストグループのレシーバへのマルチキャスト
データの送信を試行するまで、明示的な加入方式に依存します。

UDLRトンネル：バックチャネル（別のリンク）を使用して、ルーティングプロトコルが一方向
のリンクを双方向として認識するようにします。バックチャネル自体は、特殊な単方向総称ルー

ティングカプセル化（GRE）トンネルであり、これによってユーザデータフローの反対方向の
トラフィックフローを制御します。この機能により、IPおよび関連するユニキャスト/マルチキャ
ストルーティングプロトコルは、単方向リンクを論理的な双方向リンクとして認識できます。

このソリューションでは、プロトコルを変更せずに、すべての IPユニキャストおよびマルチキャ
ストルーティングプロトコルに対応できます。ただし、拡張性がないため、20を超えるトンネ
ルをアップストリームルータにフィードできません。単方向GREトンネルの目的は、制御パケッ
トをダウンストリームノードからアップストリームノードに移動することです。

ユニキャスト：各要求者に個別にメッセージのコピーを送信するようにソースに要求するポイン

トツーポイント送信。

単方向リンクルーティングプロトコル（UDLR）：物理的な単方向インターフェイス（広帯域幅
の衛星リンクなど）上で、バックチャネルを持つスタブネットワークにマルチキャストパケッ

トを転送するための手段を提供するルーティングプロトコル。

URL Rendezvous Directory（URD）：URDは、コンテンツストリームの特定のソースに関する情
報をネットワークに直接提供するMulticast-Liteソリューションです。これにより、ネットワーク
は、ソースからレシーバへの最も直接的な配信パスをすばやく確立できるため、ストリーミング

メディアの受信に必要な時間と労力が大幅に削減されます。URDにより、アプリケーションは、
WebページリンクまたはWebを介してコンテンツストリームのソースを直接識別できます。こ
の情報は、アプリケーションに戻された後、URDを使用して再びネットワークに伝送されます。

この機能では、URD対応のWebページは、Webページ上のソース、グループ、およびアプリケー
ションに関する情報を（media-type経由で）提供します。関心のあるホストは、Webページをク
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リックして HTTPトランザクション内の情報をプルします。レシーバへのラストホップルータ
は、このトランザクションを代行受信し、IANAによって割り当てられた特別なポートに送信し
ます。ラストホップルータも URDに対応し、この情報を使用して、PIMソースであるグループ
(S, G)加入をホストに代わって開始します。
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第 2 章

基本的な IP マルチキャスト設定

IPマルチキャストは、単一の情報ストリームを何千もの潜在的な企業および家庭に同時に配信す
ることによってトラフィックを削減する帯域幅節約テクノロジーです。マルチキャストを利用

するアプリケーションには、ビデオ会議、企業コミュニケーション、通信教育、およびソフト

ウェア、株価情報、ニュースの配信などが含まれます。このモジュールでは、基本的な IPマル
チキャストの設定に使用する作業について説明します。

• 機能情報の確認, 31 ページ

• 基本的な IPマルチキャスト設定の前提条件, 32 ページ

• 基本的な IPマルチキャスト設定に関する情報, 32 ページ

• 基本的な IPマルチキャストの設定方法, 43 ページ

• 基本的な IPマルチキャストの設定例, 66 ページ

• その他の関連資料, 72 ページ

• IPv4ネットワークでの基本的な IPマルチキャスト設定の機能情報, 73 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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基本的な IP マルチキャスト設定の前提条件
•このモジュールに含まれているどの作業を実行する必要があるかを判断するには、使用する
Protocol Independent Multicast（PIM）モードを決定する必要があります。この決定は、ネッ
トワーク上でサポートするアプリケーションによって異なります。

•このモジュールの作業で使用するアクセスリストはすべて、設定作業を開始する前に設定し
ておく必要があります。アクセスリストの設定方法については、『Security Configuration
Guide: Access Control Lists』の「Creating an IP Access List and Applying It to an Interface」モ
ジュールを参照してください。

基本的な IP マルチキャスト設定に関する情報

Auto-RP の概要

PIM ネットワークでの AutoRP の役割
AutoRPは、PIMネットワークにおけるグループからランデブーポイント（RP）へのマッピング
の配信を自動化します。 AutoRPが機能するためには、RPアナウンスメントメッセージを RPか
ら受信して競合を解決する RPマッピングエージェントとしてデバイスが指定されている必要が
あります。その後、RPマッピングエージェントは、デンスモードフラッディングにより、グ
ループから RPへの一貫したマッピングを他のすべてのデバイスに送信するようになります。

これにより、すべてのルータは、サポート対象のグループに使用するRPを自動的に検出します。
インターネット割り当て番号局（IANA）は、224.0.1.39と 224.0.1.40という 2つのグループアド
レスを AutoRP用に割り当てています。

マッピングエージェントは、候補 RPから RPになる意図の通知を受信します。その後、マッピ
ングエージェントがRP選定の結果を通知します。この通知は、他のマッピングエージェントに
よる決定とは別に行われます。
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IP マルチキャスト境界
図に示すように、アドレススコーピングは、同じ IPアドレスを持つ RPが含まれるドメインが相
互にデータを漏出させることのないように、ドメイン境界を定義します。スコーピングは、大き

なドメイン内のサブネット境界や、ドメインとインターネットの間の境界で実行されます。

図 4：境界でのアドレススコーピング

ip multicast boundaryコマンドと access-list引数を使用して、マルチキャストグループアドレス
に対してインターフェイス上で管理用スコープの境界を設定できます。影響を受けるアドレス範

囲は、標準アクセスリストによって定義されます。境界が設定されると、マルチキャストデー

タパケットは境界を越えて出入りできなくなります。境界を定めることで、同じマルチキャスト

グループアドレスをさまざまな管理ドメイン内で使用できます。

インターネット割り当て番号局（IANA）は、マルチキャストアドレス範囲 239.0.0.0～
239.255.255.255を管理用スコープのアドレスとして指定しました。この範囲のアドレスは、さま
ざまな組織で管理されるドメイン内で再使用されます。これらは、グローバルに一意ではなく

ローカルとみなされます。

filter-autorpキーワードを設定して、管理用スコープの境界でAuto-RP検出と通知メッセージを検
査し、フィルタできます。境界のアクセスコントロールリスト（ACL）に拒否された Auto-RP
パケットからのAuto-RPグループ範囲通知は削除されます。Auto-RPグループ範囲通知は、Auto-RP
グループ範囲のすべてのアドレスが境界 ACLによって許可される場合に限り境界を通過できま
す。許可されないアドレスがある場合は、グループ範囲全体がフィルタリングされ、Auto-RPメッ
セージが転送される前に Auto-RPメッセージから削除されます。

PIM ネットワークでの Auto-RP の利点
• Auto-RPでは、指定した RPに対するすべての変更は、RPであるデバイス上で設定すること
ができ、リーフルータ上で設定する必要がありません。

• Auto-RPでは、ドメイン内で RPアドレスをスコーピングできます。
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エニーキャスト RP の概要
エニーキャスト RPは、MSDPの有益な応用です。本来、MSDPは、ドメイン間マルチキャスト
アプリケーション用に開発されたものですが、冗長性および負荷分散機能を提供するドメイン間

機能としてエニーキャスト RPにも使用されます。エンタープライズカスタマーは、通常、単一
のマルチキャストドメイン内の耐障害性要件を満たすために、エニーキャスト RPを使用して
Protocol Independent Multicastスパースモード（PIM-SM）ネットワークを設定します。

エニーキャスト RPでは、ループバックインターフェイス上で同じ IPアドレスを使用して複数の
RPを設定します。エニーキャスト RPループバックアドレスは、32ビットマスクを使用して設
定し、ホストアドレスにする必要があります。すべてのダウンストリームルータは、このエニー

キャスト RPループバックアドレスがローカル RPの IPアドレスであるように設定する必要があ
ります。 IPルーティングでは、トポロジ的に最も近い RPが各ソースおよびレシーバに自動的に
選択されます。ソースはネットワークの周囲に等間隔に配置されていると仮定すると、各 RPに
は同数のソースが登録されます。つまり、ソースを登録するプロセスは、ネットワーク内のすべ

ての RPによって均等に共有されます。

ソースは 1つの RPに登録でき、レシーバは異なる RPに加入できるため、RPにはアクティブな
ソースに関する情報を交換するための手段が必要です。この情報の交換は、MSDPを使用して行
われます。

エニーキャスト RPでは、すべての RPが互いにMSDPピアになるように設定されます。ソース
が 1つの RPに登録すると、特定のマルチキャストグループにアクティブなソースが存在するこ
とを通知する SAメッセージが他の RPに送信されます。その結果、各 RPは、他の RPのエリア
内に存在するアクティブなソースを認識します。いずれかのRPで障害が発生すると、IPルーティ
ングが収束し、他の RPのいずれかが複数のエリアのアクティブ RPになります。新しいソース
は、バックアップRPに登録します。レシーバはこれらの新しいRPに加入し、接続が維持されま
す。

RPは、通常、ソースおよびレシーバとの新しいセッションを開始するためだけに必要になりま
す。 RPは、ソースとレシーバが直接マルチキャストデータフローを確立できるように、共有ツ
リーを支援します。すでにソースとレシーバの間にマルチキャストデータフローが確立されて

いる場合、そのセッションは RP障害による影響を受けません。エニーキャスト RPを使用する
と、いつでもソースおよびレシーバとの新しいセッションを開始できます。

BSR の概要

BSR の選定と機能
PIMは BSRを使用して各グループプレフィックスの RP設定情報を検出し、PIMドメイン内のす
べてのルータにアナウンスします。これは、Auto-RPによって行われるのと同じ機能ですが、BSR
は PIMバージョン 2仕様の一部です。 BSRメカニズムは、Ciscoルータ上の Auto-RPと相互運用
します。
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シングルポイント障害を回避するために、1つの PIMドメインに複数の候補 BSRを設定できま
す。 BSRは候補 BSRの中から自動的に選定されます。これらはブートストラップメッセージを
使用して、最も優先度の高い BSRを検出します。その後、このルータが BSRであると PIMドメ
イン内のすべての PIMルータに通知します。

BSRの選定の後、候補 RPはユニキャストを使用して RPになりたいという要求を BSRに通知し
ます。 BSRは、グループと RPのマッピングセット全体をルータリンクローカルアドレス
224.0.0.13にアドバタイズします。 RPを選択するために Auto-RPによって使用される Auto-RPの
RPマッピングエージェントとは異なり、BSRネットワークのすべてのルータが、RPの選択を行
います。

BSRには RPアドバタイズメントをスコーピングする機能が欠けていますが、BSRはベンダー相
互運用性またはオープンスタンダードの遵守が必要な場合に使用されます。

BSR 境界インターフェイス
PIMスパースモードのドメインの境界インターフェイスには、特にそのインターフェイスによっ
て到達可能な隣接ドメインもPIMスパースモードを実行している場合、そのドメインとの特定の
トラフィックのやりとりを阻止する防止策が必要です。一方のドメインにあるルータは他方のド

メインにある RPを選択し、その結果ドメイン間でプロトコルが誤動作したり分離が行われない
可能性があるため、BSRおよびAuto-RPメッセージを異なるドメイン間で交換しないでください。
インターフェイスでの BSRメッセージの送受信を防ぐために BSR境界インターフェイスを設定
します。

スタティック RP の概要
PIMスパースモードを設定している場合、マルチキャストグループに PIM RPを設定する必要が
あります。 RPは各デバイスで静的に設定するか、ダイナミックメカニズムによって学習できま
す。この作業は、Auto-RPのようにダイナミックメカニズムによってルータが RPを学習するの
ではなく、RPを静的に設定する方法を説明しています。

PIM指定ルータ（DR）は共有ツリーに分散するために、直接接続されたマルチキャストソースか
ら RPにデータを転送します。データは次の 2つの方法のいずれかを使用して RPに転送されま
す。データは登録パケットにカプセル化され、直接RPにユニキャストされます。または、RPが
ソースツリーに参加している場合は、RPF転送アルゴリズムによってマルチキャスト転送されま
す。レシーバに直接接続されたラストホップルータは、それぞれの判断でソースツリーに参加

し、共有ツリーから自身をプルーニングできます。

アクセスリストによって定義された複数のグループに単一のRPを設定できます。グループにRP
が設定されていない場合、ルータはPIMデンスモード技術を使用してグループをデンスとして処
理します（no ip pim dm-fallbackコマンドを設定するとこれを防げます）。

ダイナミックとスタティックのグループと RPのマッピングが共に使用され、RPアドレスが競合
している場合、スタティックのグループと RPのマッピングに設定された RPアドレスが（ip pim
rp-address overrideコマンドによって）優先されます。

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

35

基本的な IP マルチキャスト設定
スタティック RP の概要



overrideキーワードが指定されておらず、RPアドレスが競合している場合、ダイナミックの
グループと RPのマッピングがスタティックのグループと RPのマッピングに優先されます。

（注）

SSM の概要
Source Specific Multicast（SSM）。 SSMは、レシーバが明示的に参加したマルチキャストソース
からのみデータグラムトラフィックがレシーバに転送される IPマルチキャストの拡張機能です。
SSM用に設定されたマルチキャストグループは、（共有ツリーではなく）ソース固有のマルチ
キャスト配信ツリーのみが作成されます。

SSM のコンポーネント
Source SpecificMulticast（SSM）は、ブロードキャストアプリケーションとしても知られる 1対多
アプリケーションをサポートする最善のデータグラム配信モデルです。SSMは、オーディオおよ
びビデオブロードキャストアプリケーション環境を対象とした IPマルチキャストソリューショ
ンの Cisco実装のコアネットワーキングテクノロジーで、RFC 3569に説明されています。次の
2つのコンポーネントは共に SSMの実装をサポートします。

• Protocol Independent Multicast Source-Specific Mode（PIM-SSM）

•インターネットグループ管理プロトコルバージョン 3（IGMPv3）

Protocol Independent Multicast（PIM）SSM（PIM-SSM）は、SSMの実装をサポートするルーティ
ングプロトコルで、PIMスパースモード（PIM-SM）から派生しました。 IGMPは、ホストがルー
タにマルチキャストグループメンバーシップを伝えるために使用するインターネット技術特別調

査委員会（IETF）標準トラックプロトコルです。 IGMPバージョン 3は、SSMに必要なソース
フィルタリングをサポートします。 SSMを IGMPv3と共に実行するには、SSMがデバイス、ア
プリケーションが実行されるホスト、およびアプリケーション自体でサポートされる必要があり

ます。

Internet Standard Multicast と SSM の違い
インターネットと多くの企業イントラネットの標準 IPマルチキャストインフラストラクチャは、
PIM-SMプロトコルとMulticast Source Discovery Protocol（MSDP）に基づいています。これらの
プロトコルは信頼でき、広範で、効率的であることが証明されています。しかし、インターネッ

ト標準マルチキャスト（ISM）サービスモデルの複雑さと機能性の制限があります。たとえば、
ISMでは、ネットワークは、実際にマルチキャストトラフィックを送信しているホストについて
の情報を維持する必要があります。 SSMでは、この情報は IGMPv3によってラストホップデバ
イスにリレーされるソースアドレスを通してレシーバによって提供されます。 SSMは、ISMに
関連付けられた問題への対応を強化し、ネットワーク内で ISM用に開発されたプロトコルと共存
することを目的としています。一般に、SSMは SSMを使用するアプリケーションに IPマルチ
キャストサービスを提供します。
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ISMサービスについては RFC 1112で説明されています。このサービスは、任意のソースからマ
ルチキャストホストグループと呼ばれるレシーバのグループへの IPデータグラムの配信によっ
て構成されています。マルチキャストホストグループのデータグラムトラフィックは、任意の

IPユニキャスト送信元アドレス Sと IP宛先アドレスとしてのマルチキャストグループアドレス
Gのデータグラムで構成されます。システムはホストグループのメンバになることによってこの
トラフィックを受信します。ホストグループのメンバーシップには IGMPバージョン 1、2、ま
たは 3によるホストグループのシグナリングが必要です。

SSMでは、データグラムは（S, G）チャネルに基づいて配信されます。 1つの (S, G)チャネルの
トラフィックは、IP宛先アドレスとして IPユニキャストソースアドレス Sとマルチキャストグ
ループアドレスGを持つデータグラムで構成されています。システムは、（S, G）チャネルのメ
ンバになることによって、このトラフィックを受信します。 SSMと ISMのどちらでも、ソース
になるためにシグナリングは必要ありません。ただし、SSMでは、レシーバーは特定の送信元か
らのトラフィックの受信または非受信を決めるために（S, G）への加入または脱退を行う必要が
あります。つまり、レシーバーは加入した（S, G）チャネルからだけトラフィックを受信できま
す。一方、ISMでは、レシーバーは受信するトラフィックの送信元の IPアドレスを知る必要はあ
りません。提案されているチャネル加入シグナリングの標準的な方法では、IGMPINCLUDEモー
ドメンバーシップレポートを使用します。これは、IGMPバージョン 3でのみサポートされてい
ます。

IPマルチキャストグループアドレス範囲の設定済みのサブセットに SSM配信モデルを適用する
ことにより、SSMとISMサービスを一緒に使用できます。インターネット割り当て番号局（IANA）
は、SSMアプリケーションおよびプロトコル用に 232.0.0.0～ 232.255.255.255のアドレス範囲を
確保しています。ソフトウェアでは、224.0.0.0～ 239.255.255.255の IPマルチキャストアドレス
範囲の任意のサブセットのSSM設定を許可します。SSM範囲が定義されると、（アプリケーショ
ンが明示的な（S,G）チャネル加入を使用するように変更されているか、URLRendezvousDirectory
（URD）によって SSMに対応していない限り）SSM範囲内でアドレスを使用しようとする場合
に既存の IPマルチキャストレシーバアプリケーションはトラフィックを受信しません。

SSM の動作
確立されているネットワークは、IPマルチキャストサービスが PIM SMに基づいているので、
SSMサービスをサポートできます。 SSMは、ドメイン間の PIM-SMに必要なプロトコルがすべ
て揃っていないネットワークで単独で配備することもできます。つまり、SSMには RPが必要で
はないため、Auto-RP、MSDP、ブートストラップルータ（BSR）などの RPメカニズムは必要あ
りません。

SSMがすでに PIM-SM用に設定済みのネットワークで配備されている場合、ラストホップデバ
イスのみを、SSMをサポートするソフトウェアイメージにアップグレードする必要があります。
レシーバに直接接続されていないルータを SSMをサポートするソフトウェアイメージにアップ
グレードする必要はありません。一般的に、これらのラストホップではないデバイスは、SSM
範囲で PIM-SMのみを実行する必要があります。これらは、MSDPシグナリング、登録、または
PIM-SM共有ツリー動作がSSM範囲内で発生することを抑制するために、追加のアクセスコント
ロール設定を必要とする場合もあります。

SSMモードの動作は、ip pim ssmグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して SSM
範囲を設定することによってイネーブルにできます。この設定による影響は次のとおりです。
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• SSM範囲内のグループの場合、(S,G)チャネル加入は IGMPv3INCLUDEモードメンバーシッ
プレポートによって受け入れられます。

• SSM範囲のアドレスのPIM動作は、PIM-SMの派生モードであるPIM-SSMに変更されます。
このモードでは、PIM（S, G）加入およびプルーニングメッセージのみがデバイスによって
生成されます。ランデブーポイントツリー（RPT）動作に関連した着信メッセージは無視
されるか、拒否され、着信PIM登録メッセージは登録停止メッセージによってただちに応答
されます。ラストホップデバイス以外のデバイスでは、PIM-SSMは PIM-SMと下位互換性
を保ちます。したがって、ラストホップデバイス以外のデバイスはSSMグループにPIM-SM
を使用できます（SSMをサポートしていない場合など）。

• SSM範囲内のグループの場合、SSM範囲内のMSDP Source-Active（SA）メッセージは受け
入れ、生成、または転送されません。

IGMPv3 ホストシグナリング
IGMPv3は、ホストがマルチキャストグループのラストホップデバイスにメンバーシップを伝え
る IETF標準トラックプロトコルの第 3バージョンです。 IGMPv3は、グループメンバーシップ
を伝える能力をホストに与えます。これによってソースに関するフィルタリングが可能になりま

す。ホストは、特定のソースを除いて、グループに送信するすべてのソースからトラフィックを

受信したい（EXCLUDEと呼ばれるモード）、またはグループに送信する特定のソースからのみ
トラフィックを受信したい（INCLUDEと呼ばれるモード）と伝えることができます。

IGMPv3は、ISMおよび SSMと同時に動作可能です。 ISMでは、EXCLUDEモードと INCLUDE
モードの両方のレポートがラストホップルータによって受け入れられます。SSMでは、INCLUDE
モードレポートのみがラストホップルータによって受け入れられます。

Source Specific Multicast の利点

IP マルチキャストアドレス管理が不要

ISMサービスで、トラフィックディストリビューションは使用する IPマルチキャストグループ
アドレスにのみ基づくため、アプリケーションは一意の IPマルチキャストグループアドレスを
取得する必要があります。異なるソースとレシーバを持つ 2つのアプリケーションが同じ IPマル
チキャストグループアドレスを使用すると、両方のアプリケーションのレシーバが両方のアプリ

ケーションのソースからトラフィックを受信します。適切にプログラムしている場合、レシーバ

は不要なトラフィックをフィルタできますが、この状態は一般的に許容できないレベルの不要な

トラフィックを生み出します。

アプリケーションへの一意の IPマルチキャストグループアドレスの割り当ては問題となります。
最も短期のアプリケーションはセッション記述プロトコル（SDP）やセッション通知プロトコル
（SAP）のようなメカニズムを使用して、ランダムアドレスを取得します。これは、インターネッ
ト内のアプリケーションの増加によってうまく機能しないソリューションです。長期アプリケー

ションの現在のベストソリューションは、RFC2770に説明されていますが、このソリューション
は各自律システムが 255の使用可能な IPマルチキャストアドレスのみに限定される制限の影響を
受けます。
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SSMで、他のソースからのトラフィックとは関係なく、各ソースからのトラフィックはネット
ワーク内のデバイス間で転送されます。このため、異なるソースが SSM範囲のマルチキャスト
グループアドレスを再利用できます。

望ましくないソースからのサービス拒否攻撃の阻止

SSMで、個別の各ソースからのマルチキャストトラフィックは、（IGMPv3、IGMP v3lite、また
はURDメンバーシップによって）レシーバから要求された場合にのみネットワーク中に転送され
ます。これに対し、ISMはマルチキャストグループに送信するアクティブなソースからそのマル
チキャストグループを要求するすべてのレシーバにトラフィックを転送します。インターネット

ブロードキャストアプリケーションで、トラフィックを同じマルチキャストグループにただ送信

するだけで、望ましくないソースが実際のインターネットブロードキャストソースを簡単に妨害

できるため、この ISMの動作は非常に望ましくありません。この状況は、レシーバ側で不要なト
ラフィックによって帯域幅を消耗させるため、インターネットブロードキャストの無停止の受信

を妨害します。 SSMでは、トラフィックをマルチキャストグループにただ送信するだけでは、
このような種類の DoS攻撃は行えません。

インストールと管理が容易

ネットワークがマルチキャストグループに送信しているアクティブソースについての情報を維持

する必要がないため、SSMは簡単にインストールし、ネットワークでプロビジョニングできま
す。この要件は、（IGMPv1、IGMPv2、または IGMPv3を使用する）ISMでのみ存在します。

ISMサービスの現在の標準ソリューションは PIM-SMとMSDPです。 PIM-SM（Auto-RPまたは
BSRの必要性を含む）およびMSDPでのRendezvousPoint（RP）管理は、ネットワークがアクティ
ブソースについて学習するためにのみ必要です。この管理は SSMでは必要ありません。このた
め、SSMは ISMよりインストールや管理が簡単で、配備での動作面の拡張も ISMより簡単です。
SSMのインストールが簡単であるその他の要素は、既存の PIM-SMネットワークを活用でき、ラ
ストホップデバイスをアップグレードするだけで IGMPv3、IGMP v3lite、または URDをサポー
トできる点です。

インターネットブロードキャストアプリケーションに最適

上記の 3つの利点により、次の理由で SSMはインターネットブロードキャストスタイルのアプ
リケーションに理想的です。

•一意の IPマルチキャストアドレスなしで SSMによって、インターネットブロードキャスト
サービスを提供できるため、コンテンツプロバイダーはサービスを簡単に提供できます（コ

ンテンツプロバイダーにとって、IPマルチキャストアドレス割り当てはこれまで深刻な問
題でした）。

•インターネットブロードキャストサービスは多数のレシーバに公開されることにより、DoS
攻撃の最も一般的な対象となるため、このような攻撃の阻止はインターネットブロードキャ

ストサービスの重要な要素です。

• SSMはインストールや動作が簡単なため、特に、コンテンツを複数の独立した PIMドメイ
ン間で転送する必要のある場合（SSMのために PIMドメイン間でMSDPを管理する必要が
ないため）、ネットワークオペレータにとって理想的です。
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Bidir-PIM の概要
Bidir-PIMは最短パスツリー（SPT）動作の多くを PIM-SMと共有します。 Bidir-PIMにも、共有
ツリーのアップストリームにある RPに向けてソーストラフィックを無条件に転送する機能があ
りますが、PIM-SMのようなソースの登録プロセスはありません。これらの変更によって、(*, G)
マルチキャストルーティングエントリのみに基づいてすべてのルータでトラフィックを転送でき

ます。この転送形式では、ソース固有のステートは不要であり、スケーリング機能を使用して任

意の数のソースに対応できます。

マルチキャストグループモード

PIMでは、マルチキャストグループのパケットトラフィックは、そのマルチキャストグループ
のために設定されたモードのルールに従ってルーティングされます。 PIMの Cisco実装は、マル
チキャストグループ用に次の 4つのモードをサポートしています。

• PIM双方向モード

• PIMデンスモード

• PIMスパースモード

• PIM Source Specific Mode（SSM）

ルータは、異なるマルチキャストグループに対して、4つのモードすべて、またはそれらの任意
の組み合わせを同時にサポートできます。

双方向共有ツリー

双方向モードでは、トラフィックは、グループのランデブーポイント（RP）をルートとする双方
向共有ツリーに沿ってのみ、ルーティングされます。Bidir-PIMでは、RPの IPアドレスは、すべ
てのルータがその IPアドレスをルートとするループフリーのスパニングツリートポロジを確立す
るうえで重要な役割を果たします。この IPアドレスはルータである必要はなく、PIMドメイン内
のどこからでも到達可能なネットワーク上の任意の未割り当て IPアドレスを使用できます。この
技術は、Bidir-PIMの冗長 RP設定を確立するための優先設定方式です。

双方向グループのメンバーシップは、明示的な加入メッセージによって伝えられます。ソースか

らのトラフィックは、無条件で、共有ツリーの上方向にある RPに向けて送信され、ツリーの下
方向にある各ブランチ上のレシーバに渡されます。
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下の図は、単方向共有ツリーおよびソースツリーに対する双方向共有ツリーのルータごとの状態

の違いを示しています。

図 5：単方向共有ツリーおよびソースツリー

図 6：双方向共有ツリー
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RPからレシーバ方向へダウンストリームで転送されるパケットの場合、Bidir-PIMと PIM-SM間
の基本的な違いはありません。ソースからアップストリームで RP方向に渡されるトラフィック
の場合、Bidir-PIMは実質的に PIM-SMから逸脱します。

PIM-SMは、トラフィックを 1つのリバースパス転送（RPF）インターフェイスからのみ受け入
れるため、ツリーのアップストリーム方向にトラフィックを転送できません。（共有ツリーの）

このインターフェイスは RP方向を指し、そのため、ダウンストリームトラフィックフローのみ
を許可します。アップストリームトラフィックはまずユニキャスト登録メッセージにカプセル化

され、これがソースの指定ルータ（DR）から RPに渡されます。次に、RPがソースをルートと
するSPTに参加します。このため、PIM-SMでRP方向のソースからのトラフィックは共有ツリー
でアップストリームにはフローせず、RPに達するまで、ソースのSPTに沿ってダウンストリーム
にフローします。RPから、トラフィックは共有ツリーに沿ってすべてのレシーバに向けてフロー
します。

Bidir-PIMでは、パケット転送ルールが PIM-SMから改善され、トラフィックを共有ツリーで RP
方向にアップストリームに渡せるようになりました。マルチキャストパケットルーピングを避

けるために、Bidir-PIMは指定フォワーダ（DF）選定と呼ばれる新しいメカニズムを導入します。
これは、RPをルートとするループフリー SPTを確立します。

DF 選定
すべてのネットワークセグメントとポイントツーポイントリンクで、PIMルータはすべて指定
フォワーダ（DF）選定と呼ばれる手順に参加します。この手順では、双方向グループのすべての
RPでDFとしてルータを 1つ選定します。このルータは、そのネットワークで受信されたマルチ
キャストパケットの転送を担当します。

DF選定は、ユニキャストルーティングメトリックに基づきます。RPへの最も望ましいユニキャ
ストルーティングメトリックを持つルータが DFになります。この方法を使用することによっ
て、RPへのパラレル等コストパスがある場合にも、すべてのパケットのコピー 1つだけが RPに
送信されます。

DFは双方向グループのすべての RPに対して選定されます。結果として、ネットワークセグメ
ント上で各 RPに 1つずつ複数のルータが DFとして選定されます。複数のインターフェイスで
特定のルータが DFとして選定される場合があります。

双方向グループツリービルディング

双方向グループの共有ツリーに参加する手順は、PIM-SMでの手順とほとんど同じです。 1つ大
きな違いは、双方向グループの場合、DRのロールが RPの DFによって仮定される点です。

ローカルレシーバを持つネットワークでは、DFとして選定されたルータのみがインターネット
グループ管理プロトコル（IGMP）加入メッセージの受信時に発信インターフェイスリスト（olist）
を読み込み、(*, G)加入および脱退メッセージをRP方向にアップストリームに送信します。ダウ
ンストリームルータが共有ツリーに参加したい場合、PIM加入および脱退メッセージのRPFネイ
バーが常に RPに向かうインターフェイスの DFに選定されます。
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ルータが加入または脱退メッセージを受け取り、ルータが受信インターフェイスの DFでない場
合、メッセージは無視されます。そうでない場合、ルータは共有ツリーをスパースモードと同じ

ように更新します。

ルータがすべて双方向共有ツリーをサポートしているネットワークでは、(S, G)加入および脱退
メッセージは無視されます。 DF選定手順は RPからパラレルダウンストリームパスをなくすた
め、PIMアサートメッセージを送信する必要もありません。 RPはソースへのパスに参加するこ
となく、登録停止も送信しません。

パケット転送

ルータは双方向グループに対してのみ (*,G)エントリを作成します。 (*,G)エントリの olistには、
ルータが選定された DFであり、IGMPまたは PIM加入メッセージを受信したインターフェイス
がすべて含まれます。ルータが送信者専用ブランチにある場合、(*, G)ステートも作成されます
が、olistにはいずれのインターフェイスも含まれません。

パケットをRP方向のRPFインターフェイスから受信した場合、(*, G)エントリの olistに従って、
パケットはダウンストリームに転送されます。それ以外の場合、受信インターフェイスの DFで
あるルータのみがパケットを RP方向にアップストリームに転送します。その他のルータはすべ
てパケットを廃棄する必要があります。

双方向 PIM の利点
• Bidir-PIMは、多数のソースのルーティングステートテーブルを維持するパフォーマンスコ
ストをなくします。

• Bidir-PIMは、各PMドメイン内の多対多のアプリケーションで使用するよう設計されていま
す。双方向 PIMモードのマルチキャストグループは、ソースの数によりオーバーヘッドを
引き起こすことなく、任意の数のソースに拡張できます。

基本的な IP マルチキャストの設定方法
この項で説明する作業では、基本的な IPマルチキャストモードを設定します。ここでの作業は
どれも必須ではありません。しかし、ネットワーク内の IPマルチキャストを設定するためには、
少なくとも 1つは作業を実行する必要があります。複数の作業が必要な場合もあります。

自動ランデブーポイント（AutoRP）でのスパースモードの設定

はじめる前に

•スパース-デンスモードで設定されたインターフェイスは、マルチキャストグループの動作
モードに応じてスパースモードまたはデンスモードで処理されます。インターフェイスを

設定する方法を決定する必要があります。
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• AutoRPの設定時に必要なアクセスリストすべてを、設定作業の開始前に設定する必要があ
ります。

（注） •グループ内に既知の RPが存在せず、インターフェイスがスパース-デンスモードに設定
される場合、インターフェイスはデンスモードであるかのように処理され、データがイ

ンターフェイスにフラッディングされます。このデータのフラッディングを回避するに

は、AutoRPリスナーを設定し、スパースモードとしてインターフェイスを設定します。

• AutoRPを設定する場合は、AutoRPリスナー機能を設定し（ステップ5）、スパースモー
ドを指定する（ステップ 7）か、デンスモードを指定する（ステップ 8）必要がありま
す。

•スパース-デンスモードを指定する場合、デンスモードのフェールオーバーがネットワー
クのデンスモードのフラッディングを引き起こす可能性があります。この状態を回避す

るために、AutoRPリスナー機能では PIMスパースモードを使用します。

自動ランデブーポイント（AutoRP）を設定するには、次の手順に従ってください。 AutoRPは、
任意でエニーキャスト RPで使用することもできます。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast-routing [distributed]
4. ステップ 5～7またはステップ 6～ 8を実行します。
5. ip pim autorp listener
6. interface type number
7. ip pim sparse-mode
8. ip pim sparse-dense-mode
9. exit
10. すべての PIMインターフェイス上でステップ 1～ 9を繰り返します。
11. ip pim send-rp-announce {interface-type interface-number | ip-address} scope ttl-value [group-list

access-list] [interval seconds] [bidir]
12. ip pim send-rp-discovery [interface-type interface-number] scope ttl-value [interval seconds]
13. ip pim rp-announce-filter rp-list access-list group-list access-list
14. no ip pim dm-fallback
15. interface type number
16. ip multicast boundary access-list [filter-autorp]
17. end
18. show ip pim autorp
19. show ip pim rp [mapping] [rp-address]
20. show ip igmp groups [group-name | group-address| interface-type interface-number] [detail]
21. show ip mroute [group-address | group-name] [source-address | source-name] [interface-type

interface-number] [summary] [count] [active kbps]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにします。ip multicast-routing [distributed]

例：

Device(config)# ip
multicast-routing

ステップ 3   

• distributedキーワードを使用して、マルチキャスト分散スイッ
チングをイネーブルにします。

--ステップ 5～7またはステップ 6～
8を実行します。

ステップ 4   

2つの AutoRPグループ 224.0.1.39と 224.0.1.40の IPマルチキャス
トトラフィックを PIMスパースモードで動作しているインター
フェイスでフラッディングされる PIMデンスモードにします。

ip pim autorp listener

例：

Device(config)# ip pim autorp
listener

ステップ 5   

•ステップ 8でスパース-デンスモードを設定している場合、
このステップはスキップします。

PIMをイネーブルにできるホストに接続されているインターフェ
イスを選択します。

interface type number

例：

Device(config)# interface
Gigabitethernet 1/0/0

ステップ 6   

インターフェイスでPIMスパースモードをイネーブルにします。
スパースモードで AutoRPを設定している場合、次のステップで
AutoRPリスナーも設定する必要があります。

ip pim sparse-mode

例：

Device(config-if)# ip pim
sparse-mode

ステップ 7   

•ステップ 8でスパース-デンスモードを設定している場合、
このステップはスキップします。

インターフェイスで PIMスパース-デンスモードをイネーブルに
します。

ip pim sparse-dense-mode

例：

Device(config-if)# ip pim
sparse-dense-mode

ステップ 8   

•ステップ 7でスパースモードを設定した場合、このステップ
はスキップします。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了し、グ

ローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 9   

--すべての PIMインターフェイス上
でステップ 1～ 9を繰り返します。

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

RPアナウンスメントをすべてのPIM対応インターフェイスに送信
します。

ip pim send-rp-announce
{interface-type interface-number |
ip-address} scope ttl-value [group-list
access-list] [interval seconds] [bidir]

ステップ 11   

• RPデバイスでのみこのステップを実行します。

例：

Device(config)# ip pim

• RPアドレスとして使用する IPアドレスを定義するには、
interface-type引数と interface-number引数を使用します。

•直接接続されている IPアドレスを RPアドレスとして指定す
るには、ip-address引数を使用します。

send-rp-announce loopback0 scope
31 group-list 5

このコマンドに ip-address引数が設定されている場合、
RP通知メッセージがこのアドレスが接続されているイ
ンターフェイスによって送信されます（つまり、RP通
知メッセージの IPヘッダーのソースアドレスがそのイ
ンターフェイスの IPアドレスです）。

（注）

•この例は、最大ホップ数が31でインターフェイスがイネーブ
ルであることを示します。デバイスを RPとして識別するた
めに使用される IPアドレスは、ループバックインターフェ
イス 0に関連付けられた IPアドレスです。アクセスリスト
5はこのデバイスがRPとして機能しているグループを示して
います。

デバイスを RPマッピングエージェントとして設定します。ip pim send-rp-discovery
[interface-type interface-number] scope
ttl-value [interval seconds]

ステップ 12   

• RPマッピングエージェントデバイスまたは複合 RP/RPマッ
ピングエージェントデバイスでこのステップを実行します。

例：

Device(config)# ip pim
AutoRPにより、RP機能を 1台のデバイスで別々に実行
できるようになり、RPマッピングエージェントを 1台
または複数のデバイスで実行できるようになります。複

合RP/RPマッピングエージェントデバイスに、RPおよ
びRPマッピングエージェントを展開することができま
す。

（注）

send-rp-discovery loopback 1 scope
31

• RPマッピングエージェントのソースアドレスとして使用す
る IPアドレスを定義するには、オプションの interface-type引
数と interface-number引数を使用します。

• AutoRP検出メッセージの IPヘッダーで存続可能時間（TTL）
値を指定するには、scopeキーワードと ttl-value引数を使用し
ます。

• AutoRP検出メッセージが送信される間隔を指定するには、オ
プションの intervalキーワードと seconds引数を使用します。
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目的コマンドまたはアクション

AutoRP検出メッセージが送信される間隔をデフォルト
値の 60秒から減らすと、group-to-RPマッピングのより
頻繁なフラッディングが発生します。一部のネットワー

ク環境では、間隔を短縮する欠点（コントロールパケッ

トオーバーヘッドの増加）が利点（グループと RPの
マッピングのより頻繁な更新）を上回る場合がありま

す。

（注）

•例では、ループバックインターフェイス1でAutoRP検出メッ
セージを 31ホップに制限していることを示しています。

候補RP（C-RP）からRPマッピングエージェントに送信される着
信 RP通知メッセージをフィルタリングします。

ip pim rp-announce-filter rp-list
access-list group-list access-list

例：

Device(config)# ip pim

ステップ 13   

• RPマッピングエージェントでのみこのステップを実行しま
す。

rp-announce-filter rp-list 1
group-list 2

（任意）PIMデンスモードのフォールバックを防ぎます。no ip pim dm-fallback

例：

Device(config)# no ip pim
dm-fallback

ステップ 14   

•すべてのインターフェイスがPIMスパースモードで動作する
よう設定されている場合、このステップはスキップします。

（ip pim sparse-modeコマンドを使用して）すべてのイ
ンターフェイスが PIMスパースモードで動作するよう
設定されている場合、no ip pim dm-fallbackコマンド動
作はデフォルトでイネーブルになります。

（注）

PIMをイネーブルにできるホストに接続されているインターフェ
イスを選択します。

interface type number

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 15   

管理用スコープの境界を設定します。ip multicast boundary access-list
[filter-autorp]

ステップ 16   

•このステップは、他のデバイスとの境界であるインターフェ
イス上で実行します。例：

Device(config-if)# ip multicast
boundary 10 filter-autorp

•この作業ではアクセスリストは表示されません。

• denyキーワードを使用するアクセスリストエントリはその
エントリに一致するパケットのマルチキャスト境界を作成し

ます。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 17   

（任意）AutoRP情報を表示します。show ip pim autorp

例：

Device# show ip pim autorp

ステップ 18   

（任意）ネットワークで既知の RPを表示し、デバイスが各 RPに
ついて学習する方法を示します。

show ip pim rp [mapping]
[rp-address]

例：

Device# show ip pim rp mapping

ステップ 19   

（任意）デバイスに直接接続されている、インターネットグルー

プ管理プロトコル（IGMP）を通じて学習されたレシーバを持つマ
ルチキャストグループを表示します。

show ip igmp groups [group-name |
group-address| interface-type
interface-number] [detail]

例：

Device# show ip igmp groups

ステップ 20   

•レシーバ情報が結果の画面に表示されるには、レシーバがこ
のコマンドが発行された時点でネットワーク上でアクティブ

である必要があります。

（任意）IPマルチキャストルーティング（mroute）テーブルの内
容を表示します。

show ip mroute [group-address |
group-name] [source-address |
source-name] [interface-type

ステップ 21   

interface-number] [summary] [count]
[active kbps]

例：

Device# show ip mroute cbone-audio

次の作業

「IPマルチキャストオペレーションの確認」モジュールに進みます。
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エニーキャスト RP でのスパースモードの設定
ここでは、RP冗長性のためにエニーキャストRPでスパースモードを設定する手順について説明
します。

エニーキャスト RPは静的に設定され、インターフェイスは Protocol Independent Multicastスパー
スモード（PIM-SM）で動作するように設定されます。エニーキャストRP設定では、ループバッ
クインターフェイス上で同じ IPアドレスを使用して複数の RPを設定します。エニーキャスト
RPループバックアドレスは、32ビットマスクを使用して設定し、ホストアドレスにする必要が
あります。エニーキャスト RP設定は、設定されているルータに関係なく、同じホストアドレス
が RPアドレスとして使用されるため、設定やトラブルシューティングが容易です。

エニーキャストRPでは、ソース登録のための負荷を複数のRendezvous Point（RP）で共有でき、
互いのホットバックアップルータとして機能できます。MulticastSourceDiscoveryProtocol（MSDP）
は、エニーキャスト RPを可能にするキープロトコルです。

図 7：各ドメインの RP 間でソース情報を共有する MSDP
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast-routing [distributed]
4. interface type number
5. ip pim sparse-mode
6. ip pim rp-address rp-address
7. それぞれに同じ RPアドレスを割り当てる複数のルータでステップ 1～ 6を繰り返します。
8. interface loopback [interface-number] ip address [ip-address] [mask]
9. interface loopback [interface-number] ip address [ip-address] [mask]
10. exit
11. ipmsdp peer {peer-name | peer-address} [connect-source interface-type interface-number] [remote-as

as-number]
12. ip msdp originator-id loopback [interface]
13. 冗長 RP上でステップ 8～ 12を繰り返します。

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにし
ます。

ip multicast-routing [distributed]

例：

Router(config)# ip multicast-routing

ステップ 3   

• distributedキーワードを使用して、マルチキャ
スト分散スイッチングをイネーブルにします。

PIMをイネーブルにできるホストに接続されてい
るインターフェイスを選択します。

interface type number

例：

Router(config)# interface gigabitethernet
1/0/0

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

スパースモードをイネーブルにします。ip pim sparse-mode

例：

Router(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 5   

特定のグループの PIM RPのアドレスを設定しま
す。

ip pim rp-address rp-address

例：

Router(config-if)# ip pim rp-address 10.0.0.1

ステップ 6   

--それぞれに同じ RPアドレスを割り当てる複数
のルータでステップ 1～ 6を繰り返します。

ステップ 7   

RPルータにインターフェイスループバック IPア
ドレスを設定します。

interface loopback [interface-number] ip address
[ip-address] [mask]

例：

Router(config-if)# interface loopback 0

ステップ 8   

• RPルータでこのステップを実行します。

例：

ip address 10.0.0.1 255.255.255.255

MSDPピアリングにインターフェイスループバッ
ク IPアドレスを設定します。

interface loopback [interface-number] ip address
[ip-address] [mask]

例：

Router(config-if)# interface loopback 1

ステップ 9   

例：

ip address 10.1.1.1 255.255.255.255

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーション

モードに戻ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 10   

MSDPピアを設定します。ip msdp peer {peer-name | peer-address}
[connect-source interface-type interface-number]
[remote-as as-number]

ステップ 11   

• RPルータでこのステップを実行します。
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config)# ip msdp peer 10.1.1.2
connect-source loopback 1

SAメッセージのソースのMSDPスピーカーがイ
ンターフェイスの IPアドレスを SAメッセージ内
で RPアドレスとして使用できるようにします。

ip msdp originator-id loopback [interface]

例：

Router(config)# ip msdp originator-id
loopback 1

ステップ 12   

• RPルータでこのステップを実行します。

--冗長RP上でステップ 8～ 12を繰り返します。ステップ 13   

次の作業

「IPマルチキャストオペレーションの確認」モジュールに進みます。

ブートストラップルータでのスパースモードの設定

ここでは、ルータがグループとRPのマッピングを動的に学習するように、耐障害性、自動RP検
出、および配布メカニズム備えたブートストラップルータ（BSR）を設定する方法について説明
します。

Auto-RPと BSRの同時配備はサポートされていません。（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast-routing [distributed]
4. interface type number
5. ip pim sparse-mode
6. end
7. すべてのルータのすべてのマルチキャスト対応インターフェイス上でステップ 1～ 6を繰り返
します。

8. ip pim bsr-candidate interface-type interface-number [hash-mask-length [priority]]
9. ip pim rp-candidate interface-type interface-number [group-list access-list] [interval seconds] [priority

value]
10. すべての RPおよび BSRルータ上でステップ 8～ 9を繰り返します。
11. interface type number
12. ip pim bsr-border
13. end
14. メッセージを送受信すべきではない境界インターフェイスを持つすべてのルータでステップ11
から 13を繰り返します。

15. show ip pim rp [mapping] [rp-address]
16. show ip pim rp-hash [group-address] [group-name]
17. show ip pim bsr-router
18. show ip igmp groups [group-name | group-address| interface-type interface-number] [detail]
19. show ip mroute

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにします。ip multicast-routing [distributed]

例：

Router(config)# ip
multicast-routing

ステップ 3   

• distributedキーワードを使用して、マルチキャスト分散スイッ
チングをイネーブルにします。

PIMをイネーブルにできるホストに接続されているインターフェイ
スを選択します。

interface type number

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 4   

スパースモードをイネーブルにします。ip pim sparse-mode

例：

Router(config-if)# ip pim
sparse-mode

ステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 6   

--すべてのルータのすべてのマルチ

キャスト対応インターフェイス上

ステップ 7   

でステップ 1～ 6を繰り返しま
す。

ルータがブートストラップルータ（BSR）として候補であることを
アナウンスするよう設定します。

ip pim bsr-candidate interface-type
interface-number [hash-mask-length
[priority]]

ステップ 8   

• RPまたは複合 RP/BSRルータでこのステップを実行します。
例：

Router(config)# ip pim
BSRにより、RP機能を 1つのルータで別々に実行できる
ようになり、BSRを 1つまたは複数のルータで実行でき
るようになります。複合 RP/BSRルータに、RPおよび
BSRを展開することができます。

（注）

bsr-candidate gigibitethernet
0/0/0 0 192

•このコマンドは、（interface-typeおよび interface-number引数
に設定された）BSRアドレスとして指定されたインターフェイ
スのアドレスで、すべての PIMネイバーに BSRメッセージを
送信するようにルータを設定します。

• PIMv2ハッシュ関数が呼び出される前にグループアドレスと
AND連結されるマスクの長さ（最大 32ビット）を設定するに
は、オプションの hash-mask-length引数を使用します。ハッ
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目的コマンドまたはアクション

シュ元が同じであるすべてのグループは、同じ RPに（対応）
します。たとえば、マスク長が 24の場合、グループアドレス
の最初の 24ビットだけが使用されます。ハッシュマスク長に
より、1つの RPを複数のグループで使用できるようになりま
す。デフォルトのハッシュマスク長は 0です。

• BSRの C-RPとしてのプライオリティを指定するには、オプ
ションの priority引数を（ハッシュマスク長を設定した後に）
使用します。プライオリティの範囲は 0～ 255です。最もプ
ライオリティの高い（プライオリティ値が最も小さい）BSR
C-RPがより優先されます。プライオリティ値が同じ場合は、
IPアドレスがより高位であるルータが優先されます。デフォ
ルトのプライオリティ値は 0です。

Cisco IOSおよび Cisco IOS XEに PIM BSRを実装する場
合は、候補 RPおよび BSRのデフォルトプライオリティ
として値 0が使用されます。この実装は、デフォルト優
先値として 192を指定する最初の IETFドラフトである
draft-ietf-pim-sm-bsr IETFドラフト以前から存在します。
このため、Cisco IOSおよび Cisco IOS XEの実装は IETF
ドラフトに反します。ドラフトで指定されたデフォルト

のプライオリティに準拠するには、プライオリティ値を

明示的に 192に設定する必要があります。

（注）

ルータが自身を PIMバージョン 2の候補 RPとして BSRにアドバ
タイズするよう設定します。

ip pim rp-candidate interface-type
interface-number [group-list
access-list] [interval seconds]
[priority value]

ステップ 9   

• RPまたは複合 RP/BSRルータでこのステップを実行します。

例：

Router(config)# ip pim

BSRにより、RP機能を 1つのルータで別々に実行できる
ようになり、BSRを 1つまたは複数のルータで実行でき
るようになります。複合 RP/BSRルータに、RPおよび
BSRを展開することができます。

（注）

rp-candidate gigabitethernet
2/0/0 group-list 4 priority 192

•間隔が指定されている場合、候補 RPアドバタイズメント間隔
は指定された秒数に設定されます。デフォルトインターバル

は 60秒です。この間隔を短くすると、PIMv2メッセージの発
生を増加させて、セカンダリ RPへのフェールオーバーに必要
な時間が短縮できます。

• Cisco IOSおよび Cisco IOS XEに PIM BSRを実装する場合は、
RFC 2362の仕様に準拠しない方法を使用して、1組の候補 RP
からRPを選択します。設定の回避策については、BSRおよび
RFC 2362の相互利用可能な候補 RPの例, （69ページ）を参
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目的コマンドまたはアクション

照してください。詳細については、Cisco Bug Toolkitを使用し
て CSCdy56806を参照してください。

Cisco IOSおよび Cisco IOS XEに PIM BSRを実装する場
合は、候補 RPおよび BSRのデフォルトプライオリティ
として値 0が使用されます。この実装は、デフォルト優
先値として 192を指定する最初の IETFドラフトである
draft-ietf-pim-sm-bsr IETFドラフト以前から存在します。
このため、Cisco IOSおよび Cisco IOS XEの実装は IETF
ドラフトに反します。ドラフトで指定されたデフォルト

のプライオリティに準拠するには、プライオリティ値を

明示的に 192に設定する必要があります。

（注）

--すべての RPおよび BSRルータ上
でステップ 8～ 9を繰り返しま
す。

ステップ 10   

PIMをイネーブルにできるホストに接続されているインターフェイ
スを選択します。

interface type number

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 11   

インターフェイスでのブートストラップルータ（BSP）メッセージ
の送受信を防ぎます。

ip pim bsr-border

例：

Router(config-if)# ip pim
bsr-border

ステップ 12   

•詳細については、BSR境界インターフェイス, （35ページ）
を参照してください。

現在のコンフィギュレーションセッションを終了して、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 13   

--メッセージを送受信すべきではな

い境界インターフェイスを持つす

ステップ 14   

べてのルータでステップ 11から
13を繰り返します。

（任意）関連付けられたマルチキャストルーティングエントリで

キャッシュされたアクティブなランデブーポイント（RP）を表示
します。

show ip pim rp [mapping]
[rp-address]

例：

Router# show ip pim rp

ステップ 15   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）指定されたグループに対して選択されたランデブーポイン

ト（RP）を表示します。
show ip pim rp-hash [group-address]
[group-name]

例：

Router# show ip pim rp-hash
239.1.1.1

ステップ 16   

（任意）ブートストラップルータ（BSP）情報を表示します。show ip pim bsr-router

例：

Router# show ip pim bsr-router

ステップ 17   

（任意）ルータに直接接続されているレシーバと IGMPによって学
習されたレシーバを持つマルチキャストグループを表示します。

show ip igmp groups [group-name |
group-address| interface-type
interface-number] [detail]

ステップ 18   

•レシーバ情報が結果の画面に表示されるには、レシーバがこの
コマンドが発行された時点でネットワーク上でアクティブであ

る必要があります。
例：

Router# show ip igmp groups

（任意）IP mrouteテーブルの内容を表示します。show ip mroute

例：

Router# show ip mroute
cbone-audio

ステップ 19   

次の作業

「IPマルチキャストオペレーションの確認」モジュールに進みます。

単一のスタティック RP でのスパースモードの設定
ランデブーポイント（RP）は Protocol Independent Multicast Sparse Mode（PIM-SM）を実行してい
るネットワークで必要です。 PIM-SMでトラフィックは、明示的にマルチキャストデータを要求
したアクティブなレシーバを持つネットワークセグメントにのみ転送されます。

ここでは、単一のスタティック RPでスパースモードを設定する手順について説明します。

はじめる前に

単一のスタティック RPでのスパースモードの設定時に必要なアクセスリストすべてを、設定作
業の開始前に設定する必要があります。

   IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
58

基本的な IP マルチキャスト設定
単一のスタティック RP でのスパースモードの設定



双方向とスパースモード PIMグループの両方に同じ RPアドレスは使用できません。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast-routing [distributed]
4. interface type number
5. ip pim sparse-mode
6. IPマルチキャストを使用するすべてのインターフェイスでステップ 1～ 5を繰り返します。
7. exit
8. ip pim rp-address rp-address [access-list] [override]
9. end
10. show ip pim rp [mapping] [rp-address]
11. show ip igmp groups [group-name | group-address| interface-type interface-number] [detail]
12. show ip mroute

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにします。ip multicast-routing [distributed]

例：

Router(config)# ip
multicast-routing

ステップ 3   

• distributedキーワードを使用して、マルチキャスト分散
スイッチングをイネーブルにします。

PIMをイネーブルにできるホストに接続されているインター
フェイスを選択します。

interface type number

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上の PIMをイネーブルにします。スパース
モードを使用する必要があります。

ip pim sparse-mode

例：

Router(config-if)# ip pim
sparse-mode

ステップ 5   

--IPマルチキャストを使用するすべて
のインターフェイスでステップ 1～
5を繰り返します。

ステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 7   

特定のグループの PIM RPのアドレスを設定します。ip pim rp-address rp-address
[access-list] [override]

ステップ 8   

•マルチキャストグループを RPに静的にマッピングされ
るよう定義する標準アクセスリストに名前を付けたり、例：

Router(config)# ip pim rp-address
192.168.0.0

番号を指定するために、オプションのaccess-list引数が使
用されます。

アクセスリストが定義されていない場合、RPがす
べてのマルチキャストグループ 224/4にマッピング
されます。

（注）

•ダイナミックとスタティックのグループとRPのマッピン
グが共に使用され、RPアドレスが競合している場合、ス
タティックのグループと RPのマッピングに設定された
RPアドレスが優先されるよう指定するには、オプション
の overrideキーワードを使用します。

overrideキーワードが指定されておらず、RPアドレ
スが競合している場合、ダイナミックのグループと

RPのマッピングがスタティックのグループと RPの
マッピングに優先されます。

（注）

現在のコンフィギュレーションセッションを終了して、EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Router(config)# end

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ネットワークで既知の RPを表示し、ルータが各 RP
について学習する方法を示します。

show ip pim rp [mapping] [rp-address]

例：

Router# show ip pim rp mapping

ステップ 10   

（任意）ルータに直接接続されているレシーバと IGMPによっ
て学習されたレシーバを持つマルチキャストグループを表示

します。

show ip igmp groups [group-name |
group-address| interface-type
interface-number] [detail]

例：

Router# show ip igmp groups

ステップ 11   

•レシーバ情報が結果の画面に表示されるには、レシーバ
がこのコマンドが発行された時点でネットワーク上でア

クティブである必要があります。

（任意）IP mrouteテーブルの内容を表示します。show ip mroute

例：

Router# show ip mroute

ステップ 12   

次の作業

「IPマルチキャストオペレーションの確認」モジュールに進みます。

Source Specific Multicast の設定
ここでは、Source Specific Multicast（SSM）の設定方法を説明します。

はじめる前に

SSM範囲の定義にアクセスリストを使用したい場合、ip pim ssmコマンドでアクセスリストを参
照する前にアクセスリストを設定します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast-routing [distributed]
4. ip pim ssm {default | range access-list}
5. interface type number
6. ip pim sparse-mode
7. IPマルチキャストを使用するすべてのインターフェイスでステップ 1～ 6を繰り返します。
8. ip igmp version 3
9. ホスト方向のインターフェイスすべてでステップ 8を繰り返します。
10. end
11. show ip igmp groups [group-name | group-address| interface-type interface-number] [detail]
12. show ip mroute

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにします。ip multicast-routing [distributed]

例：

Device(config)# ip multicast-routing

ステップ 3   

• distributedキーワードを使用して、マルチキャスト分
散スイッチングをイネーブルにします。

SSMサービスを設定します。ip pim ssm {default | range access-list}

例：

Device(config)# ip pim ssm default

ステップ 4   

• defaultキーワードは SSM範囲のアクセスリストを
232/8と定義します。

• rangeキーワードは標準の IPアクセスリスト番号ま
たは SSM範囲を定義する名前を指定します。
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目的コマンドまたはアクション

IGMPv3をイネーブルにできるホストに接続されているイ
ンターフェイスを選択します。

interface type number

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 5   

インターフェイス上のPIMをイネーブルにします。スパー
スモードを使用する必要があります。

ip pim sparse-mode

例：

Device(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 6   

--IPマルチキャストを使用するすべての
インターフェイスでステップ 1～ 6を繰
り返します。

ステップ 7   

このインターフェイス上で IGMPv3をイネーブルにしま
す。デフォルトでは、IGMPのバージョン 2が設定されま
す。 SSMにはバージョン 3が必要です。

ip igmp version 3

例：

Device(config-if)# ip igmp version 3

ステップ 8   

--ホスト方向のインターフェイスすべてで

ステップ 8を繰り返します。
ステップ 9   

現在のコンフィギュレーションセッションを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 10   

（任意）デバイスに直接接続されているレシーバと IGMP
によって学習されたレシーバを持つマルチキャストグルー

プを表示します。

show ip igmp groups [group-name |
group-address| interface-type
interface-number] [detail]

例：

Device# show ip igmp groups

ステップ 11   

•レシーバ情報が結果の画面に表示されるには、レシー
バがこのコマンドが発行された時点でネットワーク

上でアクティブである必要があります。

（任意）IP mrouteテーブルの内容を表示します。show ip mroute

例：

Device# show ip mroute

ステップ 12   

•このコマンドは、マルチキャストグループが SSM
サービス用に設定されているのか、ソース固有のホ

ストレポートを受信しているのかを示します。
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次の作業

「IPマルチキャストオペレーションの確認」モジュールに進みます。

双方向 PIM（Bidir-PIM）の設定
ここでは、双方向 PIM（Bidir-PIM）の設定方法について説明します。

はじめる前に

双方向PIMの設定時に必要なアクセスリストすべてを、設定作業の開始前に設定する必要があり
ます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast-routing [distributed]
4. interface type number
5. ip pim sparse-mode
6. exit
7. ip pim bidir-enable
8. ip pim rp-address rp-address [access-list] [override] bidir
9. end
10. すべてのルータのすべてのマルチキャスト対応インターフェイス上でステップ 2～ 9を繰り返
します。

11. show ip pim rp [mapping] [rp-address]
12. show ip mroute
13. show ip pim interface [type number] [df | count] [rp-address]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにします。ip multicast-routing [distributed]

例：

Router(config)# ip multicast-routing

ステップ 3   

• distributedキーワードを使用して、マルチキャスト分
散スイッチングをイネーブルにします。

PIMをイネーブルにできるホストに接続されているインター
フェイスを選択します。

interface type number

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 4   

スパースモードをイネーブルにします。ip pim sparse-mode

例：

Router(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 5   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 6   

ルータの Bidir-PIMをイネーブルにします。ip pim bidir-enable

例：

Router(config)# ip pim bidir-enable

ステップ 7   

•すべてのルータでこのステップを実行します。

特定のグループの PIM RPのアドレスを設定します。ip pim rp-address rp-address [access-list]
[override] bidir

ステップ 8   

•すべてのルータでこのステップを実行します。

例：

Router(config)# ip pim rp-address
10.0.1.1 45 bidir

•このコマンドは、RPを双方向に定義し、アクセスリ
ストの方法で双方向グループを定義します。

•ダイナミックとスタティックのグループと RPのマッ
ピングが共に使用され、RPアドレスが競合している場
合、スタティックのグループと RPのマッピングに設
定されたRPアドレスが優先されるよう指定するには、
オプションの overrideキーワードを使用します。

overrideキーワードが指定されておらず、RPアド
レスが競合している場合、ダイナミックのグルー

プと RPのマッピングがスタティックのグループ
と RPのマッピングに優先されます。

（注）

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

65

基本的な IP マルチキャスト設定
双方向 PIM（Bidir-PIM）の設定



目的コマンドまたはアクション

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 9   

--すべてのルータのすべてのマルチキャ

スト対応インターフェイス上でステッ

プ 2～ 9を繰り返します。

ステップ 10   

（任意）関連付けられたマルチキャストルーティングエン

トリでキャッシュされたアクティブな RPを表示します。
show ip pim rp [mapping] [rp-address]

例：

Router# show ip pim rp

ステップ 11   

（任意）IP mrouteテーブルの内容を表示します。show ip mroute

例：

Router# show ip mroute

ステップ 12   

（任意）DFに関連付けられたユニキャストルーティング
メトリックと共に、インターフェイスの各RPの選定された
DFについての情報を表示します。

show ip pim interface [type number] [df
| count] [rp-address]

例：

Router# show ip pim interface

ステップ 13   

基本的な IP マルチキャストの設定例

例：AutoRP でのスパースモード
次の例では、AutoRPでスパースモードを設定しています。

ip multicast-routing
ip pim autorp listener
ip pim send-rp-announce Loopback0 scope 16 group-list 1
ip pim send-rp-discovery Loopback1 scope 16
no ip pim dm-fallback
access-list 1 permit 239.254.2.0 0.0.0.255
access-list 1 permit 239.254.3.0 0.0.0.255
.
.
.
access-list 10 permit 224.0.1.39
access-list 10 permit 224.0.1.40
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access-list 10 permit 239.254.2.0 0.0.0.255
access-list 10 permit 239.254.3.0 0.0.0.255

エニーキャスト RP でのスパースモードの例
エニーキャスト RP実装の主な目的は、ダウンストリームマルチキャストルータが RPに対して
アドレスを 1つだけ持つことです。下の図の例は、RP（RP1および RP2）のループバックイン
ターフェイス 0が 10.0.0.1 IPアドレスで設定される方法を示しています。この 10.0.0.1アドレス
がすべての RPでループバックインターフェイス 0のアドレスとして設定され、RPアドレスとし
て設定される場合、IPルーティングが最も近い RP上で収束します。このアドレスは、ホスト
ルートである必要があります。255.255.255.255サブネットマスクです。

ダウンストリームルータは10.0.0.1RPアドレスについて通知される必要があります。下の図で、
ルータは ip pim rp-address 10.0.0.1グローバルコンフィギュレーションコマンドによって静的に
設定されます。この設定は、Auto-RPまたはブートストラップルータ（BSR）機能を使用して行
うこともできます。

図の RPはMSDPを使用してソース情報を共有する必要もあります。この例で、RP（RP1および
RP2）のループバックインターフェイス 1はMSDPピアリング用に設定されています。MSDPピ
アリングアドレスはエニーキャスト RPアドレスとは異なる必要があります。

図 8：エニーキャスト RP の設定

多くのルーティングプロトコルがルータ IDに対してループバックインターフェイス上で最も高
い IPアドレスを選択します。ルータがルータ IDに対してエニーキャスト RPアドレスを選択す
ると、問題が発生する場合があります。 RP上でルータ IDをMSDPピアリングアドレスと同じ
アドレスに手動で設定して、この問題を回避することを推奨します（たとえば、上の図のループ

バック 1アドレス）。 Open Shortest Path First（OSPF）では、ルータ IDは router-idルータコン

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

67

基本的な IP マルチキャスト設定
エニーキャスト RP でのスパースモードの例



フィギュレーションコマンドを使用して設定されます。ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）
では、ルータ IDは bgp router-idルータコンフィギュレーションコマンドを使用して設定されま
す。多くの BGPトポロジでは、RPFチェックをパスするために、MSDPピアリングアドレスと
BGPピアリングアドレスが同じである必要があります。 BGPピアリングアドレスは、neighbor
update-sourceルータコンフィギュレーションコマンドを使用して設定できます。

上記のエニーキャスト RPの例は、RFC 1918からの IPアドレスを使用します。これらの IPアド
レスは通常ドメイン間の境界でブロックされ、このため、他の ISPにはアクセスできません。RP
に他のドメインから到達できるようにするには、有効な IPアドレスを使用する必要があります。

次の例は、エニーキャスト RP設定の実行方法を示しています。

RP 1 上で

ip pim rp-address 10.0.0.1
interface loopback 0
ip address 10.0.0.1 255.255.255.255
!
interface loopback 1
ip address 10.1.1.1. 255.255.255.255
!
ip msdp peer 10.1.1.2 connect-source loopback 1
ip msdp originator-id loopback 1

RP 2 上で

ip pim rp-address 10.0.0.1
interface loopback 0
ip address 10.0.0.1 255.255.255.255
interface loopback 1
ip address 10.1.1.2. 255.255.255.255
!
ip msdp peer 10.1.1.1 connect-source loopback 1
ip msdp originator-id loopback 1

その他のすべてのルータ

ip pim rp-address 10.0.0.1

ブートストラップルータでのスパースモードの例

次の例は、候補 BSRの設定です。これは、候補 RPの場合も同様です。

!
ip multicast-routing
!
interface GigabitEthernet0/0/0
ip address 172.69.62.35 255.255.255.240
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet1/0/0
ip address 172.21.24.18 255.255.255.248
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet2/0/0
ip address 172.21.24.12 255.255.255.248
ip pim sparse-mode
!
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ip pim bsr-candidate GigabitEthernet2/0/0 30 10
ip pim rp-candidate GigabitEthernet2/0/0 group-list 5
access-list 5 permit 239.255.2.0 0.0.0.255

BSR および RFC 2362 の相互利用可能な候補 RP の例
シスコ製およびシスコ製以外のルータが PIMバージョン 2 BSRを備えた単一の PIMドメイン内で
動作している場合、BSR RP選択の Cisco実装は RFC 2362と完全には互換性がないため候補 RP
の設定時には注意が必要です。

RFC 2362は BSR RPが次のように選択されるよう指定しています（RFC 2362, 3.7）。

1 最も高い優先度（最も低く設定された優先値）の候補 RPを選択します。

2 優先度が同点の場合、ハッシュ関数値が最も高い候補 RPを選択します。

3 ハッシュ関数値が同点の場合、IPアドレスが最も高い候補 RPを選択します。

Ciscoルータは、優先度、ハッシュ関数、IPアドレスに基づいて RPを選択する前に、常に通知さ
れたグループアドレスプレフィックスの最長一致に基づいて候補 RPを選択します。

部分的に重複するグループアドレス範囲で複数の候補 RPが設定されると、同じドメイン内のシ
スコ製およびシスコ製以外の RFC 2362互換ルータ間で候補 RP選択が矛盾する可能性がありま
す。候補 RP選択の矛盾は、PIMドメイン内のソースとレシーバ間の接続を妨げる可能性があり
ます。ソースがある候補RPを登録し、レシーバが同じグループ内であっても別の候補RPに接続
する可能性があります。

次の例は、PIMバージョン 2 BSRを備えた単一の PIMドメイン内のシスコ製およびシスコ製以外
のルータ間で RP選択の矛盾を招く可能性のある設定を示しています。

access-list 10 permit 224.0.0.0 7.255.255.255
ip pim rp-candidate gigabitethernet1/0/0 group-list 10 priority 20
access-list 20 permit 224.0.0.0 15.255.255.255
ip pim rp-candidate gigabitethernet2/0/0 group-list 20 priority 10

この例では、GigabitEthernetインターフェイス 1/0/0の候補 RPがより低い優先度 20を持つより長
いグループプレフィックス 224.0.0.0/5を通知します。 GigabitEthernetインターフェイス 2/0/0の
候補 RPがより高い優先度 10を持つより短いグループプレフィックス 224.0.0.0/4を通知します。
両方の範囲に一致するすべてのグループで、イーサネットインターフェイス 1の候補 RPはより
長いグループプレフィックスを通知するため、Ciscoルータは常にこれを選択します。
GigabitEthernetインターフェイス 2/0/0の候補 RPはより高い優先度で設定されているため、シス
コ製以外の RFC 2362に完全準拠したルータは常にこれを選択します。

この相互運用性の問題を避けるには、部分的に重複するグループアドレスプレフィックスを通知

する別の候補RPを設定しないでください。同じグループプレフィックス長を持つ複数の候補RP
から通知する場合は、任意のグループプレフィックスを設定します。

次の例は、PIMバージョン 2 BSRを備えた単一の PIMドメイン内の Ciscoルータとシスコ製以外
のルータの間に互換性が生じるように以前の例を設定する方法を示します。

access-list 10 permit 224.0.0.0 7.255.255.255
ip pim rp-candidate gigabitethernet1/0/0 group-list 10 priority 20
access-list 20 permit 224.0.0.0 7.255.255.255
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access-list 20 permit 232.0.0.0 7.255.255.255
ip pim rp-candidate gigabitethernet2/0/0 group-list 20 priority 10

この設定では、イーサネットインターフェイス 2の候補 RPがグループアドレス 224.0.0.0/5と
224.0.0.0/4に等しい 232.0.0.0/5を通知しますが、インターフェイスにイーサネット 1の候補 RPと
同じグループプレフィックス長（5）を与えます。結果として、CiscoルータとRFC2362互換ルー
タの両方が RPイーサネットインターフェイス 2を選択します。

例：単一のスタティック RP でのスパースモード
次に、すべてのマルチキャストグループの PIM RPアドレスを 192.168.1.1に設定し、すべてのグ
ループがスパースモードで動作するように定義する例を示します。

ip multicast-routing
interface gigiabitethernet 1/0/0
ip pim sparse-mode
ip pim rp-address 192.168.1.1

双方向モードおよびスパースモードの両方のグループに対して同じ RPは使用できません。（注）

次に、マルチキャストグループ 225.2.2.2についてのみ PIM RPアドレスを 172.16.1.1に設定する
例を示します。

access list 1 225.2.2.2 0.0.0.0
ip pim rp-address 172.17.1.1

IGMPv3 を使用した SSM の例
次の例は、SSM用に（IGMPv3を実行する）デバイスを設定する方法を示しています。

ip multicast-routing
!
interface GigabitEthernet3/1/0
ip address 172.21.200.203 255.255.255.0
description backbone interface
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet3/2/0
ip address 131.108.1.2 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
description ethernet connected to hosts
ip igmp version 3
!
ip pim ssm default

SSM フィルタリング例
次の例は、SSMルーティングをサポートしないソフトウェアリリースを実行しているレガシー
RPルータでフィルタリングを設定する方法を示しています。このフィルタリングは SSM範囲で
不要な PIM-SMおよびMSDPトラフィックをすべて抑制します。このフィルタリングがなくても
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SSMは動作しますが、レガシーのファーストホップルータとラストホップルータがネットワー
クに存在する場合、追加の RPTトラフィックがある場合があります。

ip access-list extended no-ssm-range
deny ip any 232.0.0.0 0.255.255.255 ! SSM range
permit ip any any

! Deny registering in SSM range
ip pim accept-register list no-ssm-range
ip access-list extended msdp-nono-list
deny ip any 232.0.0.0 0.255.255.255 ! SSM Range
! .
! .
! .
! See ftp://ftpeng.cisco.com/ipmulticast/config-notes/msdp-sa-filter.txt for other SA
! messages that typically need to be filtered.
permit ip any any

! Filter generated SA messages in SSM range. This configuration is only needed if there
! are directly connected sources to this router. The “ip pim accept-register” command
! filters remote sources.
ip msdp redistribute list msdp-nono-list
! Filter received SA messages in SSM range. “Filtered on receipt” means messages are
! neither processed or forwarded. Needs to be configured for each MSDP peer.
ip msdp sa-filter in msdp-peer1 list msdp-nono-list
! .
! .
! .
ip msdp sa-filter in msdp-peerN list msdp-nono-list

Bidir-PIM の例
デフォルトで、双方向RPはすべてのグループを双方向としてアドバタイズします。RP上のアク
セスリストは、双方向とアドバタイズされるグループのリストを指定するために使用できます。

denyキーワードを持つグループはデンスモードで動作します。単一のアクセスリストでは、
permitキーワードまたはdenyキーワードのどちらかだけを使用できるため、スパースモードで動
作するグループには、非双方向の異なる RPアドレスが必要です。

次の例は、スパースモードと双方向モードの両方のグループで RPを設定する方法を示していま
す。 224/8および 227/8と特定されたグループは双方向グループで、226/8はスパースモードグ
ループです。 RPは、スパースモード動作と双方向モード動作に異なる IPアドレスを使用するよ
う必要があります。 2つのループバックインターフェイスはこの設定を許可するよう使用しま
す。これらのループバックインターフェイスのアドレスは、PIMドメイン内の他のルータが RP
と通信できる方法で、PIMドメイン中にルーティングする必要があります。

ip multicast-routing
!
.
.
.
!
interface loopback 0
description One loopback address for this router’s Bidir Mode RP function
ip address 10.0.1.1 255.255.255.0
!
interface loopback 1
description One loopback address for this router’s Sparse Mode RP function
ip address 10.0.2.1 255.255.255.0
!
.
.
.
!
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ip pim bidir-enable
ip pim rp-address 10.0.1.1 45 bidir
ip pim rp-address 10.0.2.1 46
!
access-list 45 permit 224.0.0.0 0.255.255.255
access-list 45 permit 227.0.0.0 0.255.255.255
access-list 46 permit 226.0.0.0 0.255.255.255

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast Command Reference』IPマルチキャストコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『A New Proposal for Bi-directional PIM』draft-kouvelas-pim-bidir-new-00.txt

『Host Extensions for IP Multicasting』RFC 1112

『Address Allocation for Private Internets』RFC 1918

『GLOP Addressing in 233/8』RFC 2770

『An Overview of Source-Specific Multicast
(SSM)』

RFC 3569

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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ftp://ftpeng.cisco.com/ipmulticast/drafts/draft-kouvelas-pim-bidir-new-00.txt
http://www.ietf.org/rfc/rfc1112.txt?number=1112
http://www.ietf.org/rfc/rfc1918.txt?number=1918
http://www.ietf.org/rfc/rfc2770.txt?number=2770
http://www.ietf.org/rfc/rfc3569.txt?number=3569
http://www.ietf.org/rfc/rfc3569.txt?number=3569
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv4 ネットワークでの基本的な IP マルチキャスト設定の
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 3：IPv4 ネットワークでの基本的な IP マルチキャスト設定の機能情報

機能情報リリース機能名

Auto-RPは、PIMネットワーク
におけるグループからランデ

ブーポイント（RP）へのマッ
ピングの配信を自動化します。

Auto-RPが機能するためには、
RP通知メッセージを RPから
受信して競合を解決する RP
マッピングエージェントとし

てルータが指定されている必要

があります。

Cisco IOS XE Release 2.1Auto RPの拡張機能
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機能情報リリース機能名

双方向 PIMは、双方向のデー
タフローを提供する共有スパー

スツリーを実装するプロトコ

ルの PIMスイートに対する拡
張機能です。 PIMスパース
モードとは対照的に、双方向

PIMではソース固有のステート
をルータに保持することを回避

できるため、ツリーを拡張して

任意の数のソースに対応できま

す。

Cisco IOS XE Release 2.2双方向 PIM

ネットワークにおける RP情報
損失後の PIMデンスモード
フォールバック回避機能は、す

べての RPで障害が発生したと
きに PIM-DMのフォールバッ
クを回避できるようにします。

信頼性が重大な意味を持つマル

チキャストネットワークにとっ

て、デンスモードの使用を回

避することは非常に重要です。

この機能は、スパースモード

でマルチキャストグループを

保持するためのメカニズムを提

供し、それによってデンスモー

ドフラッディングを回避しま

す。

次のコマンドがこの機能により

導入されました。ip pim
dm-fallback。

12.3(4)T

12.0(28)S

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

Cisco IOS XE Release 2.1

15.0(1)S

ネットワークにおける RP情報
損失後の PIMデンスモード
フォールバック回避

SSMは、レシーバが明示的に
参加したマルチキャストソー

スからのみデータグラムトラ

フィックがレシーバに転送され

る IPマルチキャストの拡張機
能です。 SSM用に設定された
マルチキャストグループは、

（共有ツリーではなく）ソース

固有のマルチキャスト配信ツ

リーのみが作成されます。

12.3(4)T

12.2(25)S

12.0(28)S

12.2(33)SXH

12.2(33)SRA

15.0(1)S

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS XE 3.1.0SG

Source SpecificMulticast（SSM）
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第 3 章

IPv6 ネットワークでの基本的な IP マルチ
キャスト設定

このモジュールでは、IPv6ネットワークで基本的な IPマルチキャストを設定する方法について
説明します。

• 機能情報の確認, 75 ページ

• 基本的な IPマルチキャスト設定の前提条件, 76 ページ

• IPv6ネットワークでの基本的な IPマルチキャスト設定に関する情報, 76 ページ

• IPv6ネットワークでの基本的な IPマルチキャストの設定方法, 86 ページ

• IPv6ネットワークでの基本的な IPマルチキャストの設定例, 99 ページ

• その他の関連資料, 101 ページ

• IPv6ネットワークでの基本的な IPマルチキャスト設定の機能情報, 102 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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基本的な IP マルチキャスト設定の前提条件
•このモジュールに含まれているどの作業を実行する必要があるかを判断するには、使用する
Protocol Independent Multicast（PIM）モードを決定する必要があります。この決定は、ネッ
トワーク上でサポートするアプリケーションによって異なります。

•このモジュールの作業で使用するアクセスリストはすべて、設定作業を開始する前に設定し
ておく必要があります。アクセスリストの設定方法については、『Security Configuration
Guide: Access Control Lists』の「Creating an IP Access List and Applying It to an Interface」モ
ジュールを参照してください。

IPv6 ネットワークでの基本的な IP マルチキャスト設定に
関する情報

IPv6 マルチキャスト

IPv6 マルチキャストの概要
IPv6マルチキャストグループは、特定のデータストリームを受信する受信側の任意のグループで
す。このグループには、物理的境界または地理的境界はありません。受信側は、インターネット

上または任意のプライベートネットワーク内の任意の場所に配置できます。特定のグループへの

データフローの受信に関与する受信側は、ローカルデバイスに対してシグナリングすることに

よってそのグループに加入する必要があります。このシグナリングは、MLDプロトコルを使用
して行われます。

デバイスは、MLDプロトコルを使用して、直接接続されているサブネットにグループのメンバが
存在するかどうかを学習します。ホストは、MLDレポートメッセージを送信することによって
マルチキャストグループに加入します。ネットワークでは、各サブネットでマルチキャストデー

タのコピーを 1つだけ使用して、潜在的に無制限の受信側にデータが伝送されます。トラフィッ
クの受信を希望する IPv6ホストはグループメンバと呼ばれます。

グループメンバに伝送されるパケットは、単一のマルチキャストグループアドレスによって識

別されます。マルチキャストパケットは、IPv6ユニキャストパケットと同様に、ベストエフォー
ト型の信頼性を使用してグループに伝送されます。

マルチキャスト環境は、送信側と受信側で構成されます。どのホストも、グループのメンバであ

るかどうかにかかわらず、グループに送信できます。ただし、グループのメンバだけがメッセー

ジを受信します。

マルチキャストアドレスがマルチキャストグループの受信先として選択されます。送信者は、

データグラムの宛先アドレスとしてグループのすべてのメンバに到達するためにそのアドレスを

使用します。
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マルチキャストグループ内のメンバーシップはダイナミックです。ホストはいつでも加入および

脱退できます。マルチキャストグループ内のメンバの場所または数に制約はありません。ホス

トは、一度に複数のマルチキャストグループのメンバにすることができます。

マルチキャストグループがどの程度アクティブであるか、その期間、およびメンバーシップはグ

ループおよび状況によって異なります。メンバを含むグループにアクティビティがない場合もあ

ります。

IPv6 マルチキャストアドレッシング
IPv6マルチキャストアドレスは、FF00::/8（1111 1111）というプレフィックスを持つ IPv6アドレ
スです。 IPv6マルチキャストアドレスは、通常は異なるノードに属するインターフェイスセッ
トの識別子です。マルチキャストアドレスに送信されたパケットは、マルチキャストアドレス

が示すすべてのインターフェイスに配信されます。プレフィックスに続く 2番めのオクテット
で、マルチキャストアドレスのライフタイムとスコープが定義されます。永久マルチキャスト

アドレスはライフタイムパラメータが 0に等しく、一時マルチキャストアドレスのライフタイム
パラメータは 1に等しくなっています。ノード、リンク、サイト、組織のスコープ、またはグ
ローバルスコープを持つマルチキャストアドレスのスコープパラメータは、それぞれ 1、2、5、
8、または Eです。たとえば、プレフィックスが FF02::/16のマルチキャストアドレスは、リンク
スコープを持つ永続マルチキャストアドレスです。下の図は、IPv6マルチキャストアドレスの
形式を示しています。

図 9：IPv6 マルチキャストアドレス形式

IPv6ノード（ホストとルータ）は、（受信パケットの宛先となる）次のマルチキャストグループ
に加入する必要があります。

•全ノードマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:0:0:1（スコープはリンクローカル）

•割り当てられたユニキャストアドレスおよびエニーキャストアドレスごとの送信要求ノー
ドマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:1:FF00:0000/104

IPv6ルータは、全ルータマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:0:0:2（スコープはリンクローカ
ル）にも加入する必要があります。
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送信要求ノードマルチキャストアドレスは、IPv6ユニキャストアドレスまたはエニーキャスト
アドレスに対応するマルチキャストグループです。 IPv6ノードは、割り当てられているユニキャ
ストアドレスおよびエニーキャストアドレスごとに、関連付けられた送信要求ノードマルチキャ

ストグループに加入する必要があります。 IPv6送信要求ノードマルチキャストアドレスには、
対応する IPv6ユニキャストアドレスまたは IPv6エニーキャストアドレスの下位 24ビットに連
結されたプレフィックス FF02:0:0:0:0:1:FF00:0000/104があります（下の図を参照）。たとえば、
IPv6アドレス 2037::01:800:200E:8C6Cに対応する請求ノードマルチキャストアドレスは
FF02::1:FF0E:8C6Cです。送信要求ノードアドレスは、ネイバー送信要求メッセージで使用され
ます。

図 10：IPv6 送信要求ノードマルチキャストアドレス形式

IPv6にはブロードキャストアドレスはありません。ブロードキャストアドレスの代わりに
IPv6マルチキャストアドレスが使用されます。

（注）

IPv6 マルチキャストグループ
インターフェイスで IPv6トラフィックを転送できるようにするには、そのインターフェイスで
IPv6アドレスを設定する必要があります。インターフェイスでサイトローカルまたはグローバル
IPv6アドレスを設定すると、リンクローカルアドレスが自動的に設定され、そのインターフェイ
スに対して IPv6がアクティブになります。また、設定されたインターフェイスは、そのリンクに
必要な次のマルチキャストグループに自動的に加入します。

•インターフェイスに割り当てられたユニキャストアドレスおよびエニーキャストアドレス
ごとの請求ノードマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:1:FF00::/104

送信要求ノードマルチキャストアドレスは、ネイバー探索プロセスで使用さ

れます。

（注）

•全ノードリンクローカルマルチキャストグループ FF02::1

•全ルータリンクローカルマルチキャストグループ FF02::2
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IPv6 マルチキャストアドレスグループ範囲のサポート

この機能は、IPv6マルチキャストエッジルーティングにアクセスコントロールメカニズムを提
供します。 ACLでは、許可または拒否されるマルチキャストグループまたはチャネルを指定し
ます。拒否されたグループまたはチャネルについて、デバイスはプロトコルトラフィックおよび

アクションを無視し（たとえば、MLDステートは作成されず、mrouteステートは作成されず、
PIM joinは転送されません）、システムのすべてのインターフェイス上でデータトラフィックを
ドロップし、ACLによって拒否されたグループまたはチャネルのマルチキャストをディセーブル
にします。

限定スコープアドレスアーキテクチャ

IPv6では、グローバルアドレスと非グローバルアドレスがサポートされています。ここでは、
異なるスコープの IPv6アドレスの使用方法について説明します。

スコープゾーン（簡単にはゾーン）とは、特定のスコープのトポロジの、接続されているリー

ジョンです。たとえば、特定のサイト内のデバイスが接続しているリンクのセット、およびこれ

らのリンクに接続されているインターフェイスは、サイトローカルスコープの単一のゾーンを構

成します。

ゾーンはトポロジリージョンの特定のインスタンス（たとえば、ゾーン 1のサイトまたはゾーン
2のサイト）であるのに対し、スコープはトポロジリージョンの規模（たとえば、サイトまたは
リンク）です。特定の非グローバルアドレスに関連するゾーンは、アドレス自体では符号化され

ません。ただし、その代わりに、その送受信を行うインターフェイスなどのコンテキストによっ

て判別されます。したがって、特定の非グローバルスコープのアドレスは、そのスコープの別々

のゾーンで再利用される場合があります。たとえば、ゾーン 1のサイトとゾーン 2のサイトのそ
れぞれに、サイトローカルアドレス FEC0::1を持つノードが含まれている場合があります。

異なるスコープのゾーンは、次のようにインスタンス化されます。

•各リンク、およびそのリンクに接続されているインターフェイスは、リンクローカルスコー
プの単一のゾーン（ユニキャストおよびマルチキャストの両方に使用）を構成します。

•インターネットのすべてのリンクおよびインターフェイスで構成されるグローバルスコープ
の単一のゾーン（ユニキャストおよびマルチキャストの両方に使用）もあります。

•インターフェイスローカル、リンクローカル、およびグローバル以外のスコープのゾーンの
境界については、ネットワーク管理者が定義および設定する必要があります。ユニキャスト

およびマルチキャストの両方で、サイト境界が境界として機能します。

ゾーン境界は、比較的スタティックな機能であり、トポロジにおける短期的な変更に応じて変化

することはありません。したがって、ゾーン内のトポロジが「接続されている必要がある」とい

う要件は、一時的にだけ接続されることがあるリンクとインターフェイスを含めるためのもので

す。たとえば、ダイヤルアップにより従業員のサイトへのインターネットアクセスを取得するレ

ジデンシャルノードまたはネットワークは、ダイヤルアップリンクが切断された場合でも、従業

員のサイトローカルゾーンの一部として扱われることがあります。同様に、ゾーンのパーティ

ション化を引き起こすデバイス、インターフェイス、またはリンクの障害が発生しても、そのゾー
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ンが複数のゾーンに分割されることはありません。厳密には、別個のパーティションが引き続き

同じゾーンに属しているものと見なされます。

ゾーンには、他にも次の特性があります。

•ゾーン境界はリンクではなくノードを横断します（グローバルゾーンには境界はなく、イン
ターフェイスローカルゾーンの境界には 1つのインターフェイスだけが含まれています）。

•同じスコープのゾーンは重なることができません。つまり、共通のリンクまたはインター
フェイスを持つことはできません。

•（グローバルより小さい）特定のスコープのゾーンは、それより大きいスコープのゾーン内
に完全に含まれます。つまり、小さいスコープのゾーンには、リンクまたはインターフェイ

スを共有する大きいスコープのゾーンを超えるトポロジを含めることはできません。

•各インターフェイスは、それぞれのスコープの 1つのゾーンに厳密に属しています。

MRIB
マルチキャストルーティング情報ベース（MRIB）は、マルチキャストルーティングプロトコル
（ルーティングクライアント）によってインスタンス化されるマルチキャストルーティングエ

ントリのプロトコル非依存リポジトリです。その主要機能は、ルーティングプロトコルとマルチ

キャスト転送情報ベース（MFIB）間の非依存性を実現することです。また、クライアント間の調
整および通信ポイントとしても機能します。

ルーティングクライアントは、MRIBが提供するサービスを使用して、ルーティングエントリを
インスタンス化し、他のクライアントによってルーティングエントリに加えられた変更を取得し

ます。MRIBでは、ルーティングクライアント以外に、転送クライアント（MFIBインスタンス）
や特別なクライアント（MLDなど）も扱われます。MFIBは、MRIBからその転送エントリを取
得し、パケットの受信に関連するイベントについてMRIBに通知します。これらの通知は、ルー
ティングクライアントによって明示的に要求されることも、MFIBによって自発的に生成される
こともあります。

MRIBのもう 1つの重要な機能は、同じマルチキャストセッション内でマルチキャスト接続を確
立する際に、複数のルーティングクライアントの調整を可能にすることです。また、MRIBで
は、MLDとルーティングプロトコル間の調整も可能です。

IPv6 マルチキャストのプロセススイッチングおよび高速スイッチング
統合MFIBは、IPv6マルチキャストでの PIM-SMおよび PIM-SSMに対するファストスイッチン
グおよびプロセススイッチングの両サポートを提供するために使用されます。プロセススイッ

チングでは、ルートプロセッサが各パケットの調査、書き換え、および転送を行う必要がありま

す。最初にパケットが受信され、システムメモリにコピーされます。次に、デバイスがルーティ

ングテーブル内でレイヤ 3ネットワークアドレスを検索します。そのあと、レイヤ 2フレーム
がネクストホップの宛先アドレスで書き換えられ、発信インターフェイスに送信されます。ま

た、RPは、巡回冗長検査（CRC）も計算します。このスイッチング方式は、IPv6パケットをス
イッチングする方式の中でスケーラビリティが最も低い方式です。
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IPv6マルチキャストの高速スイッチングを使用すると、デバイスはプロセススイッチングよりも
高いパケット転送パフォーマンスを実現できます。従来ルートキャッシュに格納される情報は、

IPv6マルチキャストスイッチング用にいくつかのデータ構造に格納されます。これらのデータ構
造では、ルックアップが最適化され、パケット転送を効率的に行えるようになっています。

IPv6マルチキャスト転送では、PIMプロトコルロジックで許可されていれば、最初のパケットの
ファストスイッチングが行われます。 IPv6マルチキャストの高速スイッチングでは、MACカプ
セル化ヘッダーが事前に計算されます。 IPv6マルチキャストの高速スイッチングでは、MFIBを
使用して、IPv6送信先プレフィックスベースのスイッチング判定が行われます。 IPv6マルチキャ
ストの高速スイッチングでは、MFIBに加えて、隣接関係テーブルを使用して、レイヤ2アドレッ
シング情報が付加されます。隣接関係テーブルでは、すべてのMFIBエントリのレイヤ 2ネクス
トホップアドレスが管理されます。

隣接が検出されると、隣接関係テーブルにそのデータが入力されます。（ARPなどを使用して）
隣接エントリが作成されるたびに、その隣接ノードのリンク層ヘッダーが事前に計算され、隣接

関係テーブルに格納されます。ルートが決定されると、そのヘッダーはネクストホップおよび対

応する隣接エントリを指します。そのあと、そのヘッダーはパケットスイッチング時のカプセル

化に使用されます。

ロードバランシングと冗長性の両方に対応するようにデバイスが設定されている場合など、ルー

トには送信先プレフィックスへの複数のパスが存在することがあります。解決されたパスごと

に、そのパスのネクストホップインターフェイスに対応する隣接へのポインタが追加されます。

このメカニズムは、複数のパスでのロードバランシングに使用されます。

IPv6 エニーキャスト RP ソリューション

PIMv6 エニーキャスト RP ソリューションの概要
IPv6 PIMのエニーキャスト RPソリューションは、IPv6ネットワークによる PIM-SMRPのエニー
キャストサービスのサポートを可能にします。これにより、PIMのみを実行するドメイン内でエ
ニーキャスト RPを使用できるようになります。エニーキャスト RPは、IPv4および IPv6で使用
できますが、IPv4だけで動作するMulticast SourceDiscovery Protocol（MSDP）には依存しません。
この機能は、ドメイン間接続が不要な場合に便利です。

エニーキャスト RPは、PIM RPのデバイスに障害が発生した場合に、高速コンバージェンスを取
得するために ISPベースのバックボーンが使用するメカニズムです。受信側および送信元が最も
近くの RPにランデブーできるようにするには、送信元からのパケットがすべての RPに到達し
て、加入している受信側を検出する必要があります。

ユニキャスト IPアドレスは RPアドレスとして選択されます。このアドレスは、静的に設定され
るか、またはダイナミックプロトコルを使用して、ドメイン全体のすべてのPIMデバイスに配信
されます。ドメイン内の一連のデバイスが、このRPアドレスのRPとして動作するように選択さ
れます。これらのデバイスは、エニーキャストRPセットと呼ばれます。エニーキャストRPセッ
ト内の各デバイスは、RPアドレスを使用してループバックインターフェイスで設定されます。
また、エニーキャストRPセット内の各デバイスには、RP間の通信に使用する別の物理 IPアドレ
スも必要です。
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RPアドレス、または RPアドレスに対応するプレフィックスは、ドメイン内部のユニキャスト
ルーティングシステムに挿入されます。エニーキャスト RPセット内の各デバイスは、エニー
キャストRPセット内のその他すべてのデバイスのアドレスで設定されます。また、この設定は、
セット内のすべての RPで一致している必要があります。

PIMv6 エニーキャスト RP の通常の動作
次の図に、PIMv6エニーキャスト RPの通常の動作を示し、次のように想定します。

• RP1、RP2、RP3、および RP4は同じエニーキャスト RPグループのメンバです。

• S11と S31は、ユニキャストルーティングメトリックに基づいて RP1と RP3をそれぞれ使
用するソースです。

• R11、R12、R2、R31およびR32はレシーバです。ユニキャストルーティングメトリックに
基づいて、R11と R12は RP1に加入し、R2は RP2と R31に加入し、R32は RP3にそれぞれ
加入します。

S11がパケットの送信を開始すると、次のイベントシーケンスが発生します。

1 DR1は（S, G）ステートを作成し、RP1へ registerを送信します。 DR1はデータパケットを
registerにカプセル化する場合もあります。

2 registerを受信すると、RP1は通常の PIM-SM RP機能を実行し、パケットを R11と R12へ転送
します。

3 RP1は、register（データパケットをカプセル化する場合もあります）を RP2、RP3、RP4にも
送信します。

4 RP2、RP3、RP4がさらに registerを相互に転送することはありません。

5 RP2、RP3、RP4は通常の PIM-SMRP機能を実行し、カプセル化されたデータパケットがある
場合、RP2はデータパケットを R2に転送し、RP3はデータパケットを R31と R32にそれぞ
れ転送します。

6 DR1から送信された null registersに対して上記の 5ステップが繰り返されます。
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PIMv6 エニーキャスト RP フェールオーバー
次の図は、PIMエニーキャスト RPフェールオーバーを示しています。

フェールオーバーでは、RP1が到達可能な場合、次のことが実行されます。

• DR1からの registerは RP2にトランスペアレントにルーティングされます。

• R11は RPとして RP2を使用し、R12は、RPとして RP4を使用します。

• DR1からの registerは RP2から RP3および RP4にルーティングされます。

このように、RPの損失（この場合は RP1）はDR1、R11、および R12に対してトランスペアレン
トであり、ネットワークは、IGPが収束するとすぐに収束します。

IPv6 BSR

IPv6 BSR
ドメイン内の PIMデバイスは、各マルチキャストグループを正しい RPアドレスにマッピングで
きる必要があります。 PIM-SM対応の BSRプロトコルは、グループと RPのマッピング情報をド
メイン全体に迅速に配布するためのダイナミック適応メカニズムを備えています。 IPv6BSR機能
を使用すると、到達不能になった RPが検出され、マッピングテーブルが変更されます。これに
より、到達不能な RPが今後使用されなくなり、新しいテーブルがドメイン全体に迅速に配布さ
れるようになります。

すべての PIM-SMマルチキャストグループを RPの IPまたは IPv6アドレスに関連付ける必要が
あります。新しいマルチキャスト送信側が送信を開始すると、そのローカル DRがこれらのデー
タパケットを PIM registerメッセージにカプセル化し、そのマルチキャストグループの RPに送
信します。新しいマルチキャスト受信側が加入すると、そのローカル DRがそのマルチキャスト
グループの RPに PIM joinメッセージを送信します。 PIMデバイスは、（*, G）joinメッセージを
送信するとき、RP方向への次のデバイスを認識して、G（グループ）がそのデバイスにメッセー
ジを送信できるようにする必要があります。また、PIMデバイスは、（*, G）ステートを使用し
てデータパケットを転送するとき、Gを宛先としたパケットの正しい着信インターフェイスを認
識する必要があります。これは、他のインターフェイスに着信するパケットを拒否する必要があ

るためです。
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ドメイン内の少数のデバイスが候補ブートストラップルータ（C-BSR）として設定され、単一の
BSRがそのドメイン用に選択されます。また、ドメイン内の一連のデバイスが候補 RP（C-RP）
として設定されます。通常、これらのデバイスは、C-BSRとして設定されているものと同じデバ
イスです。候補 RPは、候補 RPアドバタイズメント（C-RP-Adv）メッセージをそのドメインの
BSRに定期的にユニキャストし、RPになる意思をアドバタイズします。 C-RP-Advメッセージに
は、アドバタイズを行っている C-RPのアドレス、およびグループアドレスとマスク長のフィー
ルドの任意のリストが含まれています。これらのフィールドは、立候補のアドバタイズの対象と

なるグループプレフィックスを示します。BSRは、定期的に発信するブートストラップメッセー
ジ（BSM）にこれらの一連のC-RPとそれに対応するグループプレフィックスを含めます。BSM
は、ドメイン全体にホップバイホップで配布されます。

双方向 BSRがサポートされているため、双方向 RPを C-RPメッセージおよび BSMの双方向範囲
でアドバタイズできます。システム内のすべてのデバイスは、BSMで双方向範囲を使用できる必
要があります。使用できない場合は、双方向 RP機能が機能しません。

IPv6 BSR：RP マッピングの設定
RPマッピングを設定するための IPv6 BSR機能を使用すると、スコープと RPのマッピングを候
補 RPメッセージから学習する代わりに、BSRから直接アナウンスするように、IPv6マルチキャ
ストデバイスをスタティックに設定できます。 BSRから RPマッピングをアナウンスすると、次
のいくつかの状況で役立ちます。

• RPが 1つしか存在しないか、またはグループ範囲でエニーキャスト RPが使用されているた
めに、RPアドレスが変わらない場合、候補 BSRで RPアドレス通知をスタティックに設定
することは容易になります。

• RPアドレスが仮想 RPアドレスである場合（双方向 PIMを使用している場合など）、BSR
はそのアドレスを候補 RPから学習できません。その代わりに、候補 BSRで仮想 RPアドレ
スをアナウンス対象 RPとして設定する必要があります。

IPv6 BSR：スコープゾーンサポート
BSRでは、管理用スコープのマルチキャストを使用してネットワークでグループと RPのマッピ
ングを配布することによって、限定スコープゾーンをサポートしています。ユーザは、ドメイン

内の管理用スコープ領域ごとに候補 BSRと一連の候補 RPを設定できます。

BSRが管理用スコープで正しく機能するためには、BSRおよび少なくとも 1つの C-RPがすべて
の管理用スコープ領域内に存在している必要があります。管理用スコープゾーンの境界は、ゾー

ン境界デバイスで設定する必要があります。これは、エラー条件が原因で境界を間違って越える

可能性がある PIM joinメッセージをフィルタリングする必要があるためです。また、管理用ス
コープゾーン内の少なくとも 1つの C-BSRが、管理用スコープゾーンのアドレス範囲の C-BSR
になるように設定する必要があります。

BSR選択は、（BSMを使用して）管理用スコープ範囲ごとに 1回、およびグローバル範囲に対し
て 1回行われるようになります。管理用スコープ範囲は BSMで識別されます。これは、特定の
RPセットで処理するように設定されている範囲だけでなく、管理用スコープ範囲であることを示
すように、グループ範囲がマーク付けされているためです。
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C-RPにスコープが設定されていない場合、そのC-RPは、スコープゾーンのグループ範囲を含む
選択 BSRから BSMを受信することによって、管理用スコープゾーンの有無およびそのグループ
範囲を検出します。 C-RPには、各選択 BSRのアドレスとその BSMに含まれる管理用スコープ
範囲が格納されます。C-RPは、RPとして動作する意思のある管理用スコープ範囲ごとにC-RP-Adv
メッセージを適切な BSRに個別にユニキャストします。

管理用スコープ範囲が使用中の PIMブートストラップドメイン内のすべての PIMデバイスが、
BSMを受信し、該当するすべての管理用スコープゾーンに対する選択 BSRと RPのセットを格
納できる必要があります。

IPv6 マルチキャスト：BSR パケットの RPF フラッディング
シスコの IPv6デバイスでは、BSMのフローを妨げることがないように、BSRパケットの RPFフ
ラッディングがサポートされています。デバイスは、BSMを十分に認識および解析して、BSR
アドレスを識別します。デバイスは、このBSRアドレスのRPFチェックを実行し、RPFインター
フェイスで受信したパケットだけを転送します。また、RPF情報を含むBSRエントリを作成し、
同じ BSRからの今後の BSMに使用できるようにします。特定の BSRから BSMを今後受信しな
くなると、BSRエントリはタイムアウトします。

IPv6 マルチキャストグループ
インターフェイスで IPv6トラフィックを転送できるようにするには、そのインターフェイスで
IPv6アドレスを設定する必要があります。インターフェイスでサイトローカルまたはグローバル
IPv6アドレスを設定すると、リンクローカルアドレスが自動的に設定され、そのインターフェイ
スに対して IPv6がアクティブになります。また、設定されたインターフェイスは、そのリンクに
必要な次のマルチキャストグループに自動的に加入します。

•インターフェイスに割り当てられたユニキャストアドレスおよびエニーキャストアドレス
ごとの請求ノードマルチキャストグループ FF02:0:0:0:0:1:FF00::/104

送信要求ノードマルチキャストアドレスは、ネイバー探索プロセスで使用さ

れます。

（注）

•全ノードリンクローカルマルチキャストグループ FF02::1

•全ルータリンクローカルマルチキャストグループ FF02::2

IPv6 マルチキャストアドレスグループ範囲のサポート
この機能は、IPv6マルチキャストエッジルーティングにアクセスコントロールメカニズムを提
供します。 ACLでは、許可または拒否されるマルチキャストグループまたはチャネルを指定し
ます。拒否されたグループまたはチャネルについて、デバイスはプロトコルトラフィックおよび

アクションを無視し（たとえば、MLDステートは作成されず、mrouteステートは作成されず、
PIM joinは転送されません）、システムのすべてのインターフェイス上でデータトラフィックを
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ドロップし、ACLによって拒否されたグループまたはチャネルのマルチキャストをディセーブル
にします。

IPv6 ネットワークでの基本的な IP マルチキャストの設定
方法

IPv6 マルチキャストルーティングのイネーブル化
IPv6マルチキャストは、MLDバージョン 2を使用します。このバージョンのMLDには、MLD
バージョン 1との完全な下位互換性があります（RFC 2710で規定）。MLDバージョン 1だけを
サポートするホストは、MLDバージョン2を実行しているデバイスと相互運用します。MLDバー
ジョン 1ホストとMLDバージョン 2ホストの両方が混在する LANもサポートされています。

はじめる前に

最初に、IPv6マルチキャストルーティングをイネーブルにするデバイスのすべてのインターフェ
イスで、IPv6ユニキャストルーティングをイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 multicast-routing [vrf vrf-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

すべての IPv6対応インターフェイスでマルチキャストルーティン
グをイネーブルにし、イネーブルになっているすべてのデバイスイ

ipv6 multicast-routing [vrf
vrf-name]

例：

Device(config)# ipv6
multicast-routing

ステップ 3   

ンターフェイスで PIMおよびMLDに対してマルチキャスト転送を
イネーブルにします。

• IPv6マルチキャストルーティングは、IPv6ユニキャストルー
ティングがイネーブルの場合、デフォルトでディセーブルで

す。特定のデバイスでは、IPv6ユニキャストルーティングを
使用するには、IPv6マルチキャストルーティングもイネーブル
にする必要があります。

デバイスでの未認証マルチキャストトラフィックの受信のディセーブ

ル化

状況によっては、アクセスコントロールプロファイルに従って加入者の認証とチャネルの許可が

行われていないかぎり、マルチキャストトラフィックの受信を防止することが必要となる場合が

あります。つまり、アクセスコントロールプロファイルで特に指定がなければ、トラフィック

を完全になくす必要があります。

未認証グループまたは未許可チャネルからマルチキャストトラフィックをデバイスが受信しない

ようにするには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 multicast [vrf vrf-name] group-range[access-list-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

デバイスのすべてのインターフェイスで未許可グループ

またはチャネルのマルチキャストプロトコルアクショ

ンおよびトラフィック転送をディセーブルにします。

ipv6 multicast [vrf vrf-name]
group-range[access-list-name]

例：

Device(config)# ipv6 multicast
group-range

ステップ 3   

IPv6 マルチキャストのトラブルシューティング

手順の概要

1. enable
2. debug ipv6 mfib group-name | group-address] [adjacency | signal | db | init |mrib | pak | ps
3. debug ipv6 mld [group-name | group-address | interface-type]
4. debug ipv6 mld explicit [group-name | group-address
5. debug ipv6 pim [group-name | group-address | interface-type | neighbor | bsr
6. debug bgp ipv6 {unicast |multicast} dampening [prefix-list prefix-list-name
7. debug bgp ipv6 {unicast |multicast} updates [ipv6-address] [prefix-list prefix-list-name] [in | out
8. debug ipv6 mrib client
9. debug ipv6 mrib io
10. debug ipv6 mrib issu
11. debug ipv6 mrib proxy
12. debug ipv6 mrib route [group-name | group-address
13. debug ipv6 mrib table

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

   IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
88

IPv6 ネットワークでの基本的な IP マルチキャスト設定
IPv6 マルチキャストのトラブルシューティング



目的コマンドまたはアクション

IPv6 MFIBに対するデバッグ出力をイネーブルに
します。

debug ipv6 mfib group-name | group-address]
[adjacency | signal | db | init |mrib | pak | ps

例：

Device# debug ipv6 mfib pak FF04::10

ステップ 2   

MLDプロトコルアクティビティに対するデバッ
グをイネーブルにします。

debug ipv6 mld [group-name | group-address |
interface-type]

例：

Device# debug ipv6 mld

ステップ 3   

ホストの明示的トラッキングに関連する情報を表

示します。

debug ipv6 mld explicit [group-name |
group-address

例：

Device# debug ipv6 mld explicit

ステップ 4   

PIMプロトコルアクティビティに対するデバッグ
をイネーブルにします。

debug ipv6 pim [group-name | group-address |
interface-type | neighbor | bsr

例：

Device# debug ipv6 pim

ステップ 5   

IPv6 BGP減衰のデバッグメッセージを表示しま
す。

debug bgp ipv6 {unicast |multicast} dampening
[prefix-list prefix-list-name

例：

Device# debug bgp ipv6 multicast

ステップ 6   

IPv6 BGPアップデートパケットのデバッグメッ
セージを表示します。

debug bgp ipv6 {unicast |multicast} updates
[ipv6-address] [prefix-list prefix-list-name] [in | out

例：

Device# debug bgp ipv6 multicast updates

ステップ 7   

MRIBクライアント管理アクティビティに対する
デバッグをイネーブルにします。

debug ipv6 mrib client

例：

Device# debug ipv6 mrib client

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

MRIB I/Oイベントに対するデバッグをイネーブル
にします。

debug ipv6 mrib io

例：

Device# debug ipv6 mrib io

ステップ 9   

MRIB稼働中ソフトウェアアップデートに対する
デバッグをイネーブルにします。

debug ipv6 mrib issu

例：

Device# debug ipv6 mrib issu

ステップ 10   

分散型デバイスにおけるルートプロセッサとライ

ンカード間のMRIBプロキシアクティビティに対
するデバッグをイネーブルにします。

debug ipv6 mrib proxy

例：

Device# debug ipv6 mrib proxy

ステップ 11   

MRIBルーティングエントリ関連のアクティビティ
に関する情報を表示します。

debug ipv6 mrib route [group-name |
group-address

例：

Device# debug ipv6 mrib route

ステップ 12   

MRIBテーブル管理アクティビティに対するデバッ
グをイネーブルにします。

debug ipv6 mrib table

例：

Device# debug ipv6 mrib table

ステップ 13   

PIMv6 エニーキャスト RP の設定
このタスクでは、2つの PIMv6 RPピアをイネーブル化する方法について説明します。ステップ
3～11は RP1の設定を示し、ステップ 12～19は RP2の設定を示しています。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address ipv6-address [group-address-list ] [bidir]
4. interface type number
5. ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name sub-bits /prefix-length}
6. no shut
7. interface type number
8. ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name sub-bits /prefix-length}
9. no shut
10. exit
11. ipv6 pim anycast-RP rp-address peer-address
12. ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address ipv6-address [group-address-list ] [bidir]
13. interface type number
14. ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name sub-bits /prefix-length}
15. no shut
16. interface type number
17. ipv6 address {ipv6-address/prefix-length | prefix-name sub-bits /prefix-length}
18. no shut
19. ipv6 pim anycast-RP rp-address peer-address

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

特定のグループ範囲のPIMRPのアドレスを設定しま
す。

ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address ipv6-address
[group-address-list ] [bidir]

例：
Device(config)# ipv6 pim rp-address
2001:DB8::1:1 acl_sparse1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイ

スをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interface type number

例：
Device(config)# interface Loopback4

ステップ 4   

IPv6の一般的なプレフィックスに基づいて IPv6アド
レスを設定し、インターフェイスにおける IPv6処理
をイネーブルにします。

ipv6 address {ipv6-address/prefix-length |
prefix-name sub-bits /prefix-length}

例：
Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8::4:4/64

ステップ 5   

インターフェイスをイネーブルにします。no shut

例：
Device(config-if)# no shut

ステップ 6   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイ

スをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interface type number

例：
Device(config-if)# interface Loopback5

ステップ 7   

IPv6の一般的なプレフィックスに基づいて IPv6アド
レスを設定し、インターフェイスにおける IPv6処理
をイネーブルにします。

ipv6 address {ipv6-address/prefix-length |
prefix-name sub-bits /prefix-length}

例：
Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:0:ABCD::1/64

ステップ 8   

インターフェイスをイネーブルにします。no shut

例：
Device(config-if)# no shut

ステップ 9   

このコマンドを入力してインターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 10   

このコマンドを使用して、エニーキャストグループ

範囲の PIM RPのアドレスを設定します。
ipv6 pim anycast-RP rp-address peer-address

例：
Device(config)# ipv6 pim anycast-rp
2001:DB8:0:ABCD::1 2001:DB8::3:3

ステップ 11   

   IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
92

IPv6 ネットワークでの基本的な IP マルチキャスト設定
PIMv6 エニーキャスト RP の設定



目的コマンドまたはアクション

特定のグループ範囲のPIMRPのアドレスを設定しま
す。

ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address ipv6-address
[group-address-list ] [bidir]

例：
Device(config)# ipv6 pim rp-address
2001:DB8::1:1 acl_sparse1

ステップ 12   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイ

スをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interface type number

例：
Device(config)# interface Loopback4

ステップ 13   

IPv6の一般的なプレフィックスに基づいて IPv6アド
レスを設定し、インターフェイスにおける IPv6処理
をイネーブルにします。

ipv6 address {ipv6-address/prefix-length |
prefix-name sub-bits /prefix-length}

例：
Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8::3:3/64

ステップ 14   

インターフェイスをイネーブルにします。no shut

例：
Device(config-if)# no shut

ステップ 15   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイ

スをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interface type number

例：
Device(config-if)# interface Loopback5

ステップ 16   

IPv6の一般的なプレフィックスに基づいて IPv6アド
レスを設定し、インターフェイスにおける IPv6処理
をイネーブルにします。

ipv6 address {ipv6-address/prefix-length |
prefix-name sub-bits /prefix-length}

例：
Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:0:ABCD::1/64

ステップ 17   

インターフェイスをイネーブルにしますno shut

例：
Device(config-if)# no shut

ステップ 18   

このコマンドを使用して、エニーキャストグループ

範囲の PIM RPのアドレスを設定します。
ipv6 pim anycast-RP rp-address peer-address

例：
Device(config-if)# ipv6 pim anycast-rp
2001:DB8::1:1 2001:DB8::4:4

ステップ 19   
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BSR の設定および BSR 情報の確認

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr candidate bsr ipv6-address[hash-mask-length] [priority priority-value]
4. interface type number
5. ipv6 pim bsr border
6. end
7. show ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr {election | rp-cache | candidate-rp}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

候補 BSRになるようにデバイスを設定します。ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr candidate bsr
ipv6-address[hash-mask-length] [priority
priority-value]

ステップ 3   

例：

Device(config)# ipv6 pim bsr candidate bsr
2001:DB8:3000:3000::42 124 priority 10

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバ

イスをインターフェイスコンフィギュレーション

モードにします。

interface type number

例：

Device(config)# interface FastEthernet 1/0

ステップ 4   

指定したインターフェイスの任意のスコープの全

BSMに対して境界を設定します。
ipv6 pim bsr border

例：

Device(config-if)# ipv6 pim bsr border

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 6   

PIMBSRプロトコル処理に関連する情報を表示し
ます。

show ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr {election |
rp-cache | candidate-rp}

例：

Device# show ipv6 pim bsr election

ステップ 7   

BSR への PIM RP アドバタイズメントの送信

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr candidate rp ipv6-address [group-list access-list-name] [priority

priority-value] [interval seconds] [scope scope-value] [bidir]
4. interface type number
5. ipv6 pim bsr border

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

BSRにPIMRPアドバタイズメントを送信します。ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr candidate rp
ipv6-address [group-list access-list-name] [priority

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

priority-value] [interval seconds] [scope scope-value]
[bidir]

例：

Device(config)# ipv6 pim bsr candidate rp
2001:DB8:3000:3000::42 priority 0

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバ

イスをインターフェイスコンフィギュレーション

モードにします。

interface type number

例：

Device(config)# interface FastEthernet 1/0

ステップ 4   

指定したインターフェイスの任意のスコープの全

BSMに対して境界を設定します。
ipv6 pim bsr border

例：

Device(config-if)# ipv6 pim bsr border

ステップ 5   

限定スコープゾーン内で BSR を使用できるようにするための設定
ユーザは、ドメイン内の管理用スコープ領域ごとに候補 BSRと一連の候補 RPを設定できます。

候補 RPでスコープが指定されている場合、このデバイスは指定されたスコープの BSRに自身を
C-RP専用としてアドバタイズします。スコープとともにグループリストが指定されている場合
は、そのグループリストと同じスコープが指定されたアクセスリスト内のプレフィックスだけが

アドバタイズされます。

ブートストラップデバイスでスコープが指定されている場合、そのBSRはそのスコープに関連付
けられているグループ範囲を含むBSMの起点となり、指定されたスコープに属するグループに対
する C-RP通知を受け入れます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr candidate bsr ipv6-address [hash-mask-length] [priority priority-value]
4. ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr candidate rp ipv6-address [group-list access-list-name] [priority

priority-value] [interval seconds] [scope scope-value] [bidir]
5. interface type number
6. ipv6 multicast boundary scope scope-value
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

候補BSRになるようにデバイスを設定します。ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr candidate bsr ipv6-address
[hash-mask-length] [priority priority-value]

ステップ 3   

例：

Device(config)# ipv6 pim bsr candidate bsr
2001:DB8:1:1:4

BSRに PIM RPアドバタイズメントを送信する
ように候補 RPを設定します。

ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr candidate rp ipv6-address
[group-list access-list-name] [priority priority-value]
[interval seconds] [scope scope-value] [bidir]

ステップ 4   

例：

Device(config)# ipv6 pim bsr candidate rp
2001:DB8:1:1:1 group-list list scope 6

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デ

バイスをインターフェイスコンフィギュレー

ションモードにします。

interface type number

例：

Device(config)# interface FastEthernet 1/0

ステップ 5   

指定されたスコープのインターフェイスでマル

チキャスト境界を設定します。

ipv6 multicast boundary scope scope-value

例：

Device(config-if)# ipv6 multicast boundary scope
6

ステップ 6   
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BSR デバイスにスコープと RP のマッピングをアナウンスさせるため
の設定

IPv6 BSRデバイスは、スコープと RPのマッピングを候補 RPメッセージから学習するのではな
く、直接アナウンスするようにスタティックに設定できます。ユーザは、スコープと RPのマッ
ピングをアナウンスするように BSRデバイスを設定して、BSRをサポートしていない RPがその
BSRにインポートされるように設定できます。この機能をイネーブルにすると、ローカルの候補
BSRデバイスの既知のリモート RPが、企業の BSRドメインの外部に配置されている RPを学習
できるようになります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr announced rp ipv6-address [group-list access-list-name] [priority

priority-value] [bidir] [scope scope-value]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

指定した候補 RPの BSRからスコープと RPの
マッピングを直接アナウンスします。

ipv6 pim [vrf vrf-name] bsr announced rp ipv6-address
[group-list access-list-name] [priority priority-value]
[bidir] [scope scope-value]

ステップ 3   

例：

Device(config)# ipv6 pim bsr announced rp
2001:DB8:3000:3000::42 priority 0
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IPv6 ネットワークでの基本的な IP マルチキャストの設定
例

例：IPv6 マルチキャストルーティングのイネーブル化
次に、すべてのインターフェイスでマルチキャストルーティングをイネーブルにし、イネーブル

になっているすべてのデバイスインターフェイスで PIMおよびMLDに対してマルチキャスト転
送をイネーブルにする例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 multicast-routing

例：IPv6 マルチキャストアドレスグループ範囲のサポートのディセー
ブル化

次の例では、list2という名前のアクセスリストによって拒否されたグループまたはチャネルのマ
ルチキャストをデバイスでディセーブルにできます。

ipv6 multicast group-range list2

次に、上記の例のコマンドが int2で指定されたインターフェイス上で上書きされる例を示します。
int2で、MLDステートは int-list2によって許可されるグループまたはチャネルに対して作成され
ますが、int-list2によって拒否されるグループまたはチャネルに対しては作成されません。他のす
べてのインターフェイスでは、list2という名前のアクセスリストがアクセスコントロールに使用
されます。

この例では、すべてあるいはほとんどのマルチキャストグループまたはチャネルを拒否するよう

に list2を指定でき、インターフェイス int2に対してのみ許可グループまたはチャネルを許可する
ように int-list2を指定できます。
Device(config)# interface int2
Device(config-if)# ipv6 mld access-group int-list2

例：IPv6 MRIB 情報の確認
次の例では、IPv6 MRIBクライアントに関する情報を示します。
Device# show ipv6 mrib client

IP MRIB client-connections
igmp:145 (connection id 0)
pim:146 (connection id 1)
mfib ipv6:3 (connection id 2)
slot 3 mfib ipv6 rp agent:16 (connection id 3)
slot 1 mfib ipv6 rp agent:16 (connection id 4)
slot 0 mfib ipv6 rp agent:16 (connection id 5)
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slot 4 mfib ipv6 rp agent:16 (connection id 6)
slot 2 mfib ipv6 rp agent:16 (connection id 7)

次の例では、IPv6 MRIBルートに関するサマリー情報を示します。
Device# show ipv6 mrib route summary

MRIB Route-DB Summary
No. of (*,G) routes = 52
No. of (S,G) routes = 0
No. of Route x Interfaces (RxI) = 10

例：PIMv6 エニーキャスト RP の設定

RP1
Device1(config)# ipv6 pim rp-address 2001:DB8::1:1 acl_sparse1
Device1(config)# interface Loopback4
Device1(config-if)# ipv6 address 2001:DB8::4:4/64
Device1(config-if)# no shut

Device1(config)# interface Loopback5
Device1(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:0:ABCD::1/64
Device1(config-if)# no shut
Device1(config-if)# exit
Device1(config)# ipv6 pim anycast-rp 2001:DB8:0:ABCD::1 2001:DB8::3:3

RP2 (Anycast RP Peer)
Device2(config)# ipv6 pim rp-address 2001:DB8::1:1 acl_sparse1
Device2(config)# interface Loopback4
Device2(config-if)# ipv6 address 2001:DB8::3:3/64
Device2(config-if)# no shut

Device2(config)# interface Loopback5
Device2(config-if)# ipv6 address 2001:DB8:0:ABCD::1/64
Device2(config-if)# no shut
Device2(config)# ipv6 pim anycast-rp 2001:DB8::1:1 2001:DB8::4:4

Device2 show ipv6 pim anycast-rp 2001:DB8::1:1

Anycast RP Peers For 2001:DB8::1:1 Last Register/Register-Stop received
2001:DB8::3:3 00:00:00/00:00:00
2001:DB8::4:4 00:00:00/00:00:00

例：BSR の設定
Device# show ipv6 pim bsr election

PIMv2 BSR information
BSR Election Information
Scope Range List: ff00::/8
This system is the Bootstrap Router (BSR)
BSR Address: 60::1:1:4
Uptime: 00:11:55, BSR Priority: 0, Hash mask length: 126
RPF: FE80::A8BB:CCFF:FE03:C400,Ethernet0/0
BS Timer: 00:00:07
This system is candidate BSR
Candidate BSR address: 60::1:1:4, priority: 0, hash mask length: 126
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6のアドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6用 RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmulti/command/imc-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmulti/command/imc-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 ネットワークでの基本的な IP マルチキャスト設定の
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 4：IPv6 ネットワークでの基本的な IP マルチキャスト設定の機能情報

機能情報リリース機能名

IPv6マルチキャストを使用する
と、ホストがすべてのホストの

サブセットに同時に単一のデー

タストリームを送信できるよ

うになります。

次のコマンドが導入または変更

されました。clear ipv6 pim
topology、debug ipv6 mld、
debug ipv6 mrib、debug ipv6
pim、debug ipv6 pim
neighbor、ipv6 mld
join-group、 ipv6 mld
query-interval、ipv6 mld
query-max-response-time、ipv6
mld query-timeout、ipv6 mld
router、ipv6mld static-group、
ipv6 multicast-routing、ipv6
pim、ipv6 pimdr-priority、ipv6
pim hello-interval、ipv6 pim
rp-address、ipv6 pim
spt-threshold infinity、show
ipv6mld groups、show ipv6mld
groups summary、show ipv6
mld interface、show ipv6 mrib
client、show ipv6 mrib route、
show ipv6 mroute、show ipv6
pim group-map、show ipv6 pim
interface、show ipv6 pim
neighbor、show ipv6 pim
range-list、show ipv6 pim
topology、show ipv6 pim
tunnel。

12.0(26)S

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.2(18)SXE

12.3(2)T

12.4

12.4(2)T

15.0(2)SE

Cisco IOS XE Release 2.1

IPv6マルチキャスト
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機能情報リリース機能名

この機能は、グループ範囲の

ディセーブル化とも呼ばれま

す。

この機能は、IPv6マルチキャス
トエッジルーティングにアク

セスコントロールメカニズム

を提供します。

次のコマンドが導入または変更

されました。ipv6 mld
access-group、ipv6 multicast
boundary scope、ipv6 multicast
group-range。

15.0(1)M

12.2(40)SG

3.2.0SG

15.0(2)SG

12.2(33)SRE

12.2(33)SXI

Cisco IOS XE Release 2.6

IPv6マルチキャストアドレス
グループ範囲のサポート

IPv6では、グローバルアドレ
スと非グローバルアドレスが

サポートされています。ここ

では、異なるスコープの IPv6
アドレスの使用方法について説

明します。

12.0(26)S

12.2(18)S

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.3(2)T

12.4

12.4(2)T

15.0(1)S

IPv6マルチキャスト：スコープ
境界

IPv6 PIMのエニーキャスト RP
ソリューションでは、IPv6ネッ
トワークで PIM-SM RPに対す
るエニーキャストサービスの

サポートが可能になり、PIMの
みを実行しているドメイン内で

エニーキャスト RPを使用でき
ます。

次のコマンドが導入または変更

されました。ipv6 pim
anycast-RP、show ipv6 pim
anycast-RP。

15.1(3)S

Cisco IOS XE Release 3.4S

15.2(3)T

PIMv6：エニーキャスト RPソ
リューション
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機能情報リリース機能名

この機能を使用すると、到達不

能になった RPが検出され、
マッピングテーブルが変更さ

れます。これにより、到達不能

な RPが今後使用されなくな
り、新しいテーブルがドメイン

全体に迅速に配布されるように

なります。

次のコマンドが導入または変更

されました。debug ipv6 pim
bsr、 ipv6 pimbsr border、 ipv6
pim bsr candidate bsr、ipv6 pim
bsr candidate rp、show ipv6 pim
bsr、show ipv6 pim
group-map。

12.0(28)S

12.2(25)S

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

12.3(11)T

12.4

12.4(2)T

Cisco IOS XE Release 2.4

15.0(1)S

IPv6マルチキャスト：ブートス
トラップルータ

この機能を使用すると、スコー

プとRPのマッピングを候補RP
メッセージから学習する代わり

に、BSRから直接アナウンスす
るように、IPv6マルチキャスト
デバイスをスタティックに設定

できます。

次のコマンドが導入または変更

されました。ipv6
multicast-routing、ipv6 pim bsr
announced rp、ipv6 pim bsr
candidate bsr。

12.2(33)SRE

12.2(50)SY

12.4(2)T

Cisco IOS XE Release 2.4

15.0(1)S

IPv6 BSR：RPマッピングの設
定

BSRパケット機能の RPFフ
ラッディングを使用すると、

Cisco IPv6デバイスが BSMの
フローを妨げることがなくなり

ます。

次のコマンドが導入されまし

た。show ipv6 pim bsr。

Cisco IOS XE Release 2.1IPv6マルチキャスト：BSRパ
ケットの RPFフラッディング
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機能情報リリース機能名

この機能は、複数の仮想ルー

ティング/転送コンテキスト
（VRF）に対する IPv6マルチ
キャストサポートを提供しま

す（これらの VRFのスコープ
は、VRFが定義されているデ
バイスに制限されています）。

15.1(4)M

Cisco IOS XE Release 3.4S
IPv6マルチキャスト VRF Lite
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第 4 章

MSDP を使用しての複数の PIM-SM ドメイン
の相互接続

このモジュールでは、Multicast Source Discovery Protocol（MSDP）を使用した複数の PIM-SMド
メインの相互接続に関連する作業について説明します。作業では、MSDPのピア、メッシュグ
ループ、およびデフォルトピアを設定する方法、フィルタを使用してMSDPのアクティビティ
を制御し、範囲を設定する方法、およびMSDPをモニタリングし、維持する方法を説明します。
MSDPを PIM-SMと併用することで、複数の PIM-SMドメインを簡単に接続できます。

• 機能情報の確認, 107 ページ

• MSDPを使用して複数の PIM-SMドメインを相互接続する前提条件, 108 ページ

• MSDPを使用して複数の PIM-SMドメインを相互接続するための情報, 108 ページ

• MSDPを使用して複数の PIM-SMドメインを相互接続する方法, 126 ページ

• MSDPを使用して複数の PIM-SMドメインを相互接続する設定例, 154 ページ

• その他の関連資料, 157 ページ

• MSDPを使用して複数の PIM-SMドメインを相互接続するための機能情報, 159 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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MSDP を使用して複数の PIM-SM ドメインを相互接続す
る前提条件

MSDPを設定する前に、すべてのMSDPピアのアドレスがボーダーゲートウェイプロトコル
（BGP）で認識されている必要があります。

MSDP を使用して複数の PIM-SM ドメインを相互接続す
るための情報

MSDP を使用して複数の PIM-SM ドメインを相互接続することの利点
•ランデブーポイント（RP）でドメイン外のアクティブなソースを動的に検出できます。

•複数のドメイン間でマルチキャスト配信ツリーを構築するためのさらに管理しやすいアプ
ローチを導入できます。

複数の PIM-SM ドメインを相互接続するための MSDP の使用
MSDPは、複数の PIM-SMドメインを接続するメカニズムです。MSDPの目的は、他の PIMドメ
イン内のマルチキャストソースを検出することです。MSDPの主な利点は、PIM-SMドメインで
（共通の共有ツリーではなく）ドメイン間ソースツリーを使用することで、複数の PIM-SMドメ
インを簡単に相互接続できることです。MSDPがネットワークで設定されている場合、RPは他の
ドメインのRPとソース情報を交換します。RPは、レシーバがいるグループに送信するソースの
ドメイン間ソースツリーに参加できます。これができるのは、RPが、アクティブなレシーバが
存在するドメイン内のすべてのポイントへのブランチがある、ドメイン内の共有ツリーのルート

であるためです。ラストホップルータは（共有ツリー下のソースからのマルチキャストパケッ

トの着信によって）PIM-SMドメイン外の新しいソースを学習すると、ソースに加入を送信し、
ドメイン間ソースツリーに参加できます。

RPに特定のグループの共有ツリーがないか、またはRPの共有ツリーの発信インターフェイス
リストが空の場合は、別のドメイン内のソースに加入を送信しません。

（注）

MSDPがイネーブルになっている場合、PIM-SMドメインの RPは、他のドメインのMSDP対応
ルータとのMSDPピアリング関係を維持します。このピアリング関係は TCP接続を通じて発生
し、主にマルチキャストグループに送信するソースのリストが交換されます。MSDPは、ピアリ
ング接続にTCP（ポート 639）を使用します。BGPと同様に、ポイントツーポイントTCPピアリ
ングを使用することは、各ピアを明示的に設定する必要があることを意味します。また、RP間
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の TCP接続は、基本的なルーティングシステムによって実現されます。受信側のRPでは、送信
元リストを使用して送信元のパスが確立されます。マルチキャストソースがレシーバがいるドメ

インの対象である場合、マルチキャストデータはPIM-SMで提供される通常のソースツリー構築
メカニズムを使用して配信されます。MSDPは、グループを送信する送信元のアナウンスにも使
用されます。これらのアナウンスは、ドメインの RPで発信する必要があります。

MSDPは、ドメイン間の動作に関して BGPまたはマルチプロトコル BGP（MBGP）に依存し
ています。グローバルマルチキャストグループに送信する RPでMSDPを実行することを推
奨します。

（注）

図に、2つのMSDPピア間で動作するMSDPを示します。 PIMでは、ドメインの RPに送信元を
登録するための標準メカニズムとして、MSDPが使用されます。

図 11：RP ピア間で動作する MSDP

MSDPが実装されている場合、次のイベントシーケンスが発生します。

1 図に示すように、PIM指定ルータ（DR）が RPにソースを登録すると、RPはそのMSDPピア
すべてに Source-Active（SA）メッセージを送信します。
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DRは、（ソースがアクティブになると）カプセル化されたデータをソースごとに1回だけRP
に送信します。ソースがタイムアウトした場合、ソースが再度アクティブになるとこのプロ

セスが実行されます。この状況は、発信側のRPに登録されたすべてのソースを含む定期的な
SAメッセージとは異なります。これらの SAメッセージはMSDPの制御パケットで、そのた
め、アクティブなソースからのカプセル化されたデータは含まれません。

（注）

1 SAメッセージでは、ソースアドレス、ソースの送信先グループ、および RPのアドレスまた
は発信者 IDが識別されます（設定されている場合）。

2 SAメッセージを受信する各MSDPピアは、発信者からのダウンストリームのすべてのピアに
SAメッセージをフラッディングします。場合によっては（図のように PIM-SMドメイン Bお
よび Cに RPがある場合など）、RPは複数のMSDPピアから SAメッセージのコピーを受信
することがあります。ループが作成されないように、RPは BGPネクストホップデータベー
スに問い合わせて、SAメッセージの発信者へのネクストホップを識別します。MBGPとユニ
キャスト BGPの両方が設定されている場合、最初にMBGPがチェックされ、次にユニキャス
ト BGPがチェックされます。そのネクストホップネイバーは発信者の RPFピアです。 RPF
ピアとのインターフェイス以外のインターフェイスの発信者から受信した SAメッセージはド
ロップされます。そのため、SAメッセージフラッディングプロセスはピア RPFフラッディ
ングと呼ばれます。ピアRPFフラッディングメカニズムにより、BGPまたはMBGPはMSDP
とともに実行する必要があります。

（M）BGPは、MSDPメッシュグループのシナリオでは必要ありません。MSDPメッシュグ
ループの詳細については、MSDPメッシュグループの設定, （137ページ）のセクションを参
照してください。

（注）

（M）BGPは、デフォルトMSDPピアのシナリオまたはMSDPピアが 1つだけ設定されてい
るシナリオでは必要ありません。詳細については、デフォルトのMSDPピアの設定,（136ペー
ジ）のセクションを参照してください。

（注）

1 RPは SAメッセージを受信すると、グループ（*, G）の発信インターフェイスリストにイン
ターフェイスがあるかどうかを確認して、アドバタイズされたグループのメンバがドメイン内

にあるかどうかを確認します。グループメンバが存在しない場合、RPは何も実行しません。
グループメンバが存在する場合、RPはソースに対して（S,G）加入を送信します。その結果、
RPへのドメイン間のブランチが自律システムの境界を越えて構築されます。マルチキャスト
パケットは、RPに着信すると、その共有ツリーを経由して RPのドメイン内のグループメン
バに転送されます。メンバのDRは、標準的な PIM-SM手順を使用してソースへのランデブー
ポイントツリー（RPT）に加入することもできます。

2 発信側の RPは、ソースがグループにパケットを送信している限り、（S, G）ステートの定期
的な SAメッセージを 60秒ごとに送信し続けます。 RPは SAメッセージを受信すると、SA
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メッセージをキャッシュします。たとえば、RPが発信側の RP 10.5.4.3から（172.16.5.4、
228.1.2.3）の SAメッセージを受信するとします。 RPは mrouteテーブルに問い合わせて、グ
ループ 228.1.2.3にアクティブメンバがないことを検出するため、10.5.4.3のダウンストリーム
のピアに SAメッセージを渡します。ドメイン内のホストがグループ 228.1.2.3の RPに加入を
送信すると、RPはホストへのインターフェイスを（*, 224.1.2.3）エントリの発信インターフェ
イスリストに追加します。 RPは SAメッセージをキャッシュするため、ルータは (172.16.5.4,
228.1.2.3)のエントリを持ち、ホストが加入を要求するとすぐにソースツリーに加入できます。

現行のすべてのサポートされているソフトウェアリリースでは、MSDPSAメッセージのキャッ
シュは必須であり、手動でイネーブルまたはディセーブルにすることはできません。デフォ

ルトでは、MSDPピアが設定されると、ip multicast cache-sa-stateコマンドが自動的に実行コ
ンフィギュレーションに追加されます。

（注）

MSDP メッセージタイプ
それぞれ独自のタイプ、長さ、値（TLV）データ形式で符号化された 4つの基本的なMSDPメッ
セージタイプがあります。

SA メッセージ
SAメッセージは、ドメイン内のアクティブなソースをアドバタイズするために使用されます。
また、これらの SAメッセージには、ソースから送信された初期マルチキャストデータパケット
が含まれる場合があります。

SAメッセージには、発信側の RPの IPアドレスおよびアドバタイズされる 1つまたは複数の（S,
G）ペアが含まれます。また、SAメッセージにはカプセル化されたデータパケットが含まれる
ことがあります。

SAメッセージの詳細については、SAメッセージの発信、受信、および処理, （112ページ）
を参照してください。

（注）

SA 要求メッセージ
SA要求メッセージは、特定のグループのアクティブなソースのリストを要求するために使用され
ます。これらのメッセージは、SAキャッシュにアクティブな（S, G）ペアのリストを保持する
MSDP SAキャッシュに送信されます。参加遅延は、発信側のRPによって再度アドバタイズされ
るグループ内のすべてのアクティブなソースに対して最大60秒待機するのではなく、SA要求メッ
セージを使用してグループのアクティブなソースのリストを要求することで低減できます。
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SA要求メッセージの詳細については、MSDPピアへのソース情報の要求, （143ページ）を参
照してください。

（注）

SA 応答メッセージ
SA応答メッセージは、SA要求メッセージに応じてMSDPピアによって送信されます。 SA応答
メッセージには、発信側 RPの IPアドレス、およびキャッシュに格納されている発信側 RPのド
メイン内のアクティブなソースの（S, G）ペアが 1つまたは複数含まれます。

SA応答メッセージの詳細については、SA要求フィルタを使用したMSDPピアからの発信 SA
要求メッセージに対する応答の制御, （145ページ）を参照してください。

（注）

キープアライブメッセージ

キープアライブメッセージは、MSDPセッションをアクティブにしておくために 60秒ごとに送
信されます。キープアライブメッセージまたはSAメッセージが75秒間受信されない場合、MSDP
セッションはリセットされます。

キープアライブメッセージの詳細については、MSDPキープアライブインターバルおよび保
留時間インターバルの調整, （133ページ）を参照してください。

（注）

SA メッセージの発信、受信、および処理
ここでは SAメッセージの発信、受信、および処理について詳しく説明します。

SA メッセージの発信
SAメッセージは、ローカルPIM-SMドメイン内で新しいソースがアクティブになると、RPによっ
てトリガーされます（MSDPが設定されている場合）。ローカルソースは、RPに直接接続され
ているソース、または登録されているファーストホップDRです。RPは、PIM-SMドメイン内の
ローカルソース、つまり RPに登録されているローカルソースの SAメッセージだけを発信しま
す。
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ローカルソースは、RPの（S, G）mrouteエントリに設定されている Aフラグによって示され
ます（show ip mrouteコマンドの出力で確認できます）。このフラグは、ソースが、RPが他
のMSDPピアにアドバタイズする候補であることを示します。

（注）

ソースがローカル PIM-SMドメイン内にある場合、RPに（S, G）ステートが作成されます。新し
いソースは、登録メッセージを受信するか、直接接続されているソースから最初の（S,G）パケッ
トが着信することによって RPで検出されます。ソースから送信された最初のマルチキャストパ
ケット（登録メッセージにカプセル化されるか、直接接続されているソースから受信します）は、

最初の SAメッセージにカプセル化されます。

SA メッセージの受信
SAメッセージは、発信者への最良パスにあるMSDP RPFピアからに限り受け入れられます。他
のMSDPピアから着信する同じ SAメッセージは無視する必要があり、無視しないと、SAループ
が発生することがあります。着信 SAメッセージのMSDP RPFピアを選択するには、MSDPトポ
ロジの知識が必要です。ただし、MSDPはルーティングアップデートの形式でトポロジ情報を送
信しません。MSDPは、SA RPFチェックメカニズムに（M）BGPルーティングデータをMSDP
トポロジの最適な近似データとして使用して、この情報を推測します。したがって、MSDPトポ
ロジは BGPピアトポロジと同じ汎用トポロジに従う必要があります。いくつかの例外（デフォ
ルトMSDPピア、MSDPメッシュグループのMSDPピアなど）を除いて、MSDPピアは、一般に
（M）BGPピアにする必要があります。

RPF チェックルールを SA メッセージに適用する方法

SAメッセージの RPFチェックに適用されるルールは、MSDPピア間の BGPピアリングによって
異なります。

•ルール 1：送信側のMSDPピアが Interior (M)BGP（i（M）BGP）ピアでもある場合に適用さ
れます。

•ルール 2：送信側のMSDPピアが Exterior（M）BGP（e（M）BGP）ピアでもある場合に適
用されます。

•ルール 3：送信側のMSDPピアが（M）BGPピアでない場合に適用されます。

RPFチェックは次の場合は実行されません。

•送信側のMSDPピアが唯一のMSDPピアである場合。これは、MSDPピアが 1つだけまたは
デフォルトMSDPピアだけが設定されている場合です。

•送信側のMSDPピアがメッシュグループのメンバである場合。

•送信側のMSDPピアのアドレスが SAメッセージに含まれる RPアドレスである場合
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ソフトウェアが RPF チェックに適用するルールを決定する方法

ソフトウェアは、次の論理で RPFチェックに適用する RPFルールを決定します。

•送信側のMSDPピアと同じ IPアドレスを持つ（M）BGPネイバーを検索します。

•一致した（M）BGPネイバーが Internal BGP（iBGP）ピアである場合、ルール 1を適用
します。

•一致した（M）BGPネイバーが External BGP（eBGP）ピアである場合、ルール 2を適
用します。

•一致するネイバーが見つからなかった場合、ルール 3を適用します。

RPFチェックのルールの選択では、デバイスのMSDPピアを設定するために使用される IPアドレ
スが同じデバイスの（M）BGPピアを設定するために使用される IPアドレスと一致していること
が前提になっています。

MSDP の SA メッセージの RPF チェックのルール 1

送信側のMSDPピアが i（M）BGPピアでもある場合、MSDPの RPFチェックのルール 1が適用
されます。ルール 1が適用されると、RPFチェックは次のように行われます。

1 ピアは、BGPマルチキャストルーティング情報ベース（MRIB）を検索して SAメッセージを
発信したRPへの最適パスを探します。MRIBでパスが検出されなかった場合、ピアはユニキャ
ストルーティング情報ベース（URIB）を検索します。それでもパスが検出されなかった場合
は、RPFチェックは失敗します。

2 検索が成功した場合（最適パスが検出された場合）、ピアはこの最適パスの BGPネイバーの
アドレスを決定します。このアドレスは、ピアに BGPアップデートメッセージでパスを送信
した BGPネイバーのアドレスになります。

BGPネイバーアドレスは、パス内のネクストホップアドレスと同じではありません。 i（M）
BGPピアはパスのネクストホップ属性を更新しないため、ネクストホップアドレスは通常、
パスを送信した BGPピアのアドレスと同じではありません。

（注）

BGPネイバーアドレスは、ピアにパスを送信したピアの BGP IDと同じでなくても構いませ
ん。

（注）

1 送信側のMSDPピアの IPアドレスが BGPネイバーアドレス（ピアにパスを送信した BGPピ
アのアドレス）と同じである場合、RPFチェックは正常に終了します。同じでない場合は、
RPFチェックは失敗します。
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RPF チェックのルール 1 の MSDP への影響

MSDPトポロジでは、（M）BGPトポロジをミラーリングする必要があります。一般に、2台の
デバイス間に i（M）BGPピア接続がある場合は、必ずMSDPピア接続を設定する必要がありま
す。つまり、遠端MSDPピア接続の IPアドレスは、遠端 i（M）BGPピア接続と同じにする必要
があります。自律システム内の i（M）BGPピア間の BGPトポロジは ASパスでは記述されない
ため、アドレスを同じにする必要があります。別の i（M）BGPピアへのアップデートの送信時
に i（M）BGPピアがパス内のネクストホップアドレスをアップデートした場合、ピアはネクス
トホップアドレスを使用して i（M）BGPトポロジ（したがってMSDPトポロジ）を表すことが
できます。ただし、i（M）BGPピアのデフォルトの動作はネクストホップアドレスをアップデー
トしないため、ピアはネクストホップアドレスを使用して（M）BGPトポロジ（MSDPトポロ
ジ）を表すことはできません。その代わりに、i（M）BGPピアは、パスを送信した i（M）BGP
ピアのアドレスを使用して、自律システム内の i（M）BGPトポロジ（MSDPトポロジ）を表しま
す。

MSDPピアを設定する場合は、i（M）BGPピアアドレスとMSDPピアアドレスの両方に同じ
アドレスが使用されるように注意する必要があります。

ヒント

MSDP の SA メッセージの RPF チェックのルール 2

送信側のMSDPピアが e（M）BGPピアでもある場合、MSDPの RPFチェックのルール 2が適用
されます。ルール 2が適用されると、RPFチェックは次のように行われます。

1 ピアは、BGPMRIBを検索して SAメッセージを発信したRPへの最適パスを探します。MRIB
でパスが検出されなかった場合、ピアはURIBを検索します。それでもパスが検出されなかっ
た場合は、RPFチェックは失敗します。

2 検索が成功した場合（最適パスが検出された場合）、ピアはパスを検査します。 RPへの最適
パス内の最初の自律システムが e（M）BGPピア（送信側のMSDPピアでもある）の自律シス
テムと同じである場合、RPFチェックは正常に終了します。同じでない場合は、RPFチェック
は失敗します。

RPF チェックのルール 2 の MSDP への影響

MSDPトポロジでは、（M）BGPトポロジをミラーリングする必要があります。一般に、2台の
デバイス間に e（M）BGPピア接続がある場合は、必ずMSDPピア接続を設定する必要がありま
す。ルール 1とは対照的に、遠端MSDPピア接続の IPアドレスは遠端 e（M）BGPピア接続と同
じである必要はありません。その理由は、2つの e（M）BGPピア間の BGPトポロジが ASパス
で記述されないためです。

MSDP の SA メッセージの RPF チェックのルール 3

送信側のMSDPピアが（M）BGPピアではない場合、RPFチェックのルール 3が適用されます。
ルール 3が適用されると、RPFチェックは次のように行われます。
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1 ピアは、BGPMRIBを検索して SAメッセージを発信したRPへの最適パスを探します。MRIB
でパスが検出されなかった場合、ピアはURIBを検索します。それでもパスが検出されなかっ
た場合は、RPFチェックは失敗します。

2 検索が成功した場合（つまり、SAメッセージを発信したRPへの最適パスが検出された場合）、
ピアはBGPMRIBを検索して SAメッセージを送信したMSDPピアへの最適パスを探します。
MRIBでパスが検出されなかった場合、ピアはURIBを検索します。それでもパスが検出され
なかった場合は、RPFチェックは失敗します。

SAメッセージを送信したMSDPピアの自律システムは発信元自律システムで、これはMSDP
ピアへの ASパス内にある最後の自律システムです。

（注）

1 RPへの最適パス内の最初の自律システムが送信側のMSDPピアの自律システムと同じである
場合、RPFチェックは正常に終了します。同じでない場合は、RPFチェックは失敗します。

SA メッセージの処理
MSDPピアは、SAメッセージを処理するたびに次の手順を実行します。

1 ピアは SAメッセージの（S, G）ペアのグループアドレスGを使用して、mrouteテーブル内の
関連する（*, G）エントリを見つけます。（*, G）エントリが検出され、発信インターフェイ
スリストが空でない場合、SAメッセージでアドバタイズされたソースのアクティブなレシー
バが PIM-SMドメインにあります。

2 MSDPピアは、アドバタイズされたソースの（S, G）エントリを作成します。

3 (S, G)エントリがない場合、MSDPピアはソースツリーに加入するためにソースへの (S, G)加
入をただちにトリガーします。

4 ピアは SAメッセージをその他のすべてのMSDPピアにフラッディングします。ただし、次を
除きます。

• SAメッセージを受信したMSDPピア。

•このデバイスと同じMSDPメッシュグループ内のMSDPピア（ピアがメッシュグループ
のメンバである場合）。

SAメッセージは、デバイス SAキャッシュにローカルに保存されます。（注）
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MSDP ピア
BGPと同様に、MSDPは他のMSDPピアとのネイバー関係を確立します。MSDPピアはTCPポー
ト 639を使用して接続します。 IPアドレスが小さい方のピアは、TCP接続を開くアクティブな
ロールを担います。 IPアドレスが大きい方のピアは、他方が接続を確立するのを LISTENステー
トで待機します。MSDPピアは、60秒ごとにキープアライブメッセージを送信します。データ
が着信すると、キープアライブメッセージと同じ機能が実行され、セッションがタイムアウトに

ならないようにします。キープアライブメッセージまたはデータが 75秒間受信されない場合、
TCP接続はリセットされます。

MSDP MD5 パスワード認証
MSDPMD5パスワード認証機能は、2つのMSDPピア間のTCP接続上でMessageDigest 5（MD5）
シグネチャの保護を提供するための拡張です。この機能は、TCP接続ストリームに導入されるス
プーフィングされたTCPセグメントの脅威に対してMSDPを保護することにより、追加のセキュ
リティを提供します。

MSDP MD5 パスワード認証の動作
RFC 2385に準拠して開発されたMSDP MD5パスワード認証機能は、MSDPピア間の TCP接続で
送信された各セグメントを確認するために使用されます。 ip msdp password peerコマンドは、2
つのMSDPピア間のTCP接続のMD5認証をイネーブルにするために使用されます。2つのMSDP
ピア間でMD5認証がイネーブルになると、ピア間の TCP接続で送信された各セグメントが確認
されます。どちらのMSDPピアでも同じパスワードを使用してMD5認証を設定する必要があり
ます。そうしない場合は、これらの間の接続が確立されません。MD5認証を設定すると、Cisco
IOSソフトウェアにより、TCP接続上で送信される各セグメントについてMD5ダイジェストが生
成され、検証されるようになります。

MSDP MD5 パスワード認証の利点
• TCP接続ストリームに入り込むスプーフィングされたTCPセグメントの脅威に対してMSDP
を保護します。

•業界標準のMD5アルゴリズムを使用して信頼性およびセキュリティを向上させます。

SA メッセージの制限
デバイスが特定のMSDPピアから受け入れることができるSAメッセージの総数を制限するには、
ip msdp sa-limitコマンドを使用します。 ip msdp sa-limitコマンドを設定すると、そのピア用に設
定された SAメッセージの制限に到達した場合、デバイスは SAキャッシュに格納されている SA
メッセージのピアごとの数を維持し、ピアからの新規メッセージを無視します。
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MSDP対応デバイスをサービス拒否（DoS）攻撃から保護するための手段として、ipmsdp sa-limit
コマンドが導入されました。デバイス上のすべてのMSDPピアリングに対して SAメッセージの
制限を設定することを推奨します。適度に低い SA制限をスタブMSDPリージョンとのピアリン
グに設定する必要があります（たとえば、さらにダウンストリームピアを持つが、インターネッ

トの残りの部分で SAメッセージの中継として動作しないピアなど）。インターネット上の SA
メッセージの中継として動作するすべてのMSDPピアリングに高い SA制限を設定する必要があ
ります。

MSDP キープアライブインターバルおよび保留時間インターバル
MSDPピアがキープアライブメッセージを送信する間隔、およびMSDPピアがダウンしたと宣言
するまでに他のピアからのキープアライブメッセージを待機する間隔を調整するには、ip msdp
keepaliveコマンドを使用します。

MSDPピアリングセッションが確立されると、接続の各側はキープアライブメッセージを送信
し、キープアライブタイマーを設定します。キープアライブタイマーの期限が切れると、ロー

カルMSDPピアはキープアライブメッセージを送信し、キープアライブタイマーを再開します。
この間隔をキープアライブインターバルといいます。 keepalive-interval引数がキープアライブ
メッセージの送信間隔を調整するために使用されます。キープアライブタイマーは、ピアがアッ

プ状態のときに keepalive-interval引数に指定された値に設定されます。キープアライブタイマー
は、MSDPキープアライブメッセージがピアに送信されるたびに keepalive-interval引数の値にリ
セットされ、タイマーの期限が切れるとリセットされます。キープアライブタイマーは、MSDP
ピアリングセッションが終了したときに削除されます。デフォルトでは、keepaliveタイマーは
60秒に設定されます。

keepalive-interval引数に指定される値は、holdtime-interval引数に指定される値未満にしなけれ
ばならず、また、1秒以上に設定する必要があります。

（注）

保留時間タイマーは、MSDPピアリング接続が確立されると hold-time-interval引数の値に初期化
され、MSDPキープアライブメッセージが受信されると hold-time-interval引数の値にリセットさ
れます。保留時間タイマーは、MSDPピアリング接続が閉じられると削除されます。デフォルト
では、保留時間インターバルは 75秒に設定されています。

MSDPピアが他のピアがダウンしたと宣言するまで他のピアからのキープアライブメッセージを
待機する間隔を調整するには、hold-time-interval引数を使用します。

MSDP 接続再試行インターバル
ピアリングセッションがリセットされてからピアリングセッションの再確立が試行されるまです

べてのMSDPピアが待機する間隔を調整できます。この間隔は、接続再試行インターバルと呼ば
れます。デフォルトでは、ピアリングセッションがリセットされてから他のピアとのピアリング

セッションの再確立が試行されるまでMSDPピアは 30秒間待機します。変更された設定済み接
続再試行インターバルは、デバイス上のすべてのMSDPピアリングセッションに適用されます。
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MSDP の IETF RFC 3618 準拠
MSDPの IETF RFC 3618準拠機能が設定されている場合は、IETF RFC 3618で定義されているピ
ア RPF転送ルールがMSDPピアに適用されます。 IETF RFC 3618では、MSDPが使用可能なイン
ターネット全体で SAメッセージを転送するために使用されるピア RPF転送ルールが規定されて
います。データパケットの転送時に使用される RPFチェックではパケットのソースアドレスを
パケットを受信したインターフェイスと比較しますが、ピア RPFチェックでは SAメッセージで
送信される RPアドレスをメッセージを受信したMSDPピアと比較します。MSDPメッシュグ
ループを使用されている場合を除き、SAメッセージのループを避けるために RPアドレスからの
SAメッセージは 1つのMSDPピアからだけ受け入れます。

RFC 3618で定義されているMSDPピア転送ルールの詳細については、RFC 3618『Multicast
Source Discovery Protocol（MSDP）』を参照してください。

（注）

MSDP の RFC 3618 準拠の利点
• BGPルートリフレクタ（RR）でMSDPを実行しなくても、BGP RRを使用できます。この
機能は、RRの負荷を軽減する必要があるサービスプロバイダーに役立ちます。

•リバースパス転送（RPF）のチェックに InteriorGateway Protocol（IGP）を使用でき、そのた
め（M）BGPなしでピアリングを実行できます。この機能は、（M）BGPを実行せず、メッ
シュグループが提供できるものより大規模なトポロジを必要とする企業に役立ちます。

IGPピアリングは直接接続されたMSDPピア間に常に存在する必要があります。そうしない
と、RPFチェックは失敗します。

（注）

•直接接続されていない自律システム（つまり、1つまたは複数の自律システムがその間に存
在する）のルータ間でピアリングを設定できます。この機能は、連合設定および冗長性に役

立ちます。

デフォルト MSDP ピア
ほとんどのシナリオでは、MSDPピアはBGPピアでもあります。自律システムがスタブまたは非
中継自律システムであり、特に自律システムがマルチホーム化されてない場合、中継自律システ

ムにBGPを実行する理由は、ほとんどまたはまったくありません。一般に、スタブ自律システム
のスタティックなデフォルトルート、および中継自律システムのスタブプレフィックスに接続す

るスタティックなルートで十分です。ただし、スタブ自律システムがマルチキャストドメインで

もあり、RPが隣接ドメイン内のRPとピアリングする必要がある場合は、MSDPはBGPネクスト
ホップデータベースを使用してピア RPFチェックを行います。 ip msdp default-peerコマンドを
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使用して、ピア RPFチェックを実行せずにすべての SAメッセージを受け入れるデフォルトピア
を定義することにより、この BGPへの依存をディセーブルにできます。デフォルトのMSDPピ
アは、事前に設定しておく必要があります。

スタブ自律システムには、冗長性を実現するために複数の RPとのMSDPピアリングが必要な場
合もあります。たとえば、RPFチェックメカニズムがないため、SAメッセージは複数のデフォ
ルトピアから受け入れられません。代わりに、SAメッセージは 1つのピアからのみ受け入れら
れます。そのピアに障害が発生した場合、SAメッセージは別のピアから受け入れられます。こ
こでの基本的な前提は、両方のデフォルトピアが同じ SAメッセージを送信していることです。

図に、デフォルトMSDPピアが使用されるシナリオを示します。この図では、ルータBを所有す
るカスタマーが 2つのインターネットサービスプロバイダー（ISP）を介してインターネットに
接続されています。一方の ISPはルータ Aを所有し、もう一方の ISPはルータ Cを所有していま
す。これらの ISP間で、BGPまたはMBGPは動作していません。カスタマーが ISPドメインま
たは他のドメイン内のソースについて学習するために、ルータ Bはルータ AをデフォルトMSDP
ピアとして識別します。ルータ BはルータAとルータ Cの両方に SAメッセージをアドバタイズ
しますが、ルータAだけまたはルータ Cだけから SAメッセージを受け入れます。ルータAが設
定内の最初のデフォルトピアである場合、ルータAが稼働していればルータAが使用されます。
ルータ Aが稼働していない場合に限り、ルータ Bがルータ Cからの SAメッセージを受け入れま
す。

ISPは、プレフィックスリストを使用して、カスタマーのルータから受け入れるプレフィックス
を定義する場合もあります。カスタマーは、複数のデフォルトピアを定義します。各ピアには関

連するプレフィックスを 1つまたは複数設定します。

カスタマーは 2つの ISPを使用しています。カスタマーはこの 2つの ISPをデフォルトピアとし
て定義します。設定内で最初のデフォルトピアとして特定されているピアが稼働している限り、
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このピアがデフォルトピアになり、カスタマーはそのピアから受信するすべての SAメッセージ
を受け入れます。

図 12：デフォルト MSDP ピアのシナリオ

ルータ Bはルータ Aおよびルータ Cに SAをアドバタイズしますが、ルータ Aまたはルータ C
だけを使用して SAメッセージを受け入れます。ルータ Aが設定内の最初のルータである場合、
ルータ Aが稼働していればルータ Aが使用されます。ルータ Aが稼働していない場合に限り、
ルータBがルータCから SAメッセージを受け入れます。これは、プレフィックスリストがない
場合の動作です。

プレフィックスリストを指定すると、リスト内のプレフィックスに対してだけピアはデフォルト

ピアになります。プレフィックスリストがそれぞれ関連付けられている場合は、複数のアクティ

ブなデフォルトピアを設定できます。プレフィックスリストがない場合も、複数のデフォルト

ピアを設定できますが、アクティブなデフォルトピアになるのは最初のピアだけです（このピア

にルータが接続されていて、ピアがアクティブの場合に限ります）。最初に設定されたピアがダ

ウンするか、このピアとの接続がダウンした場合、2番目に設定されたピアがアクティブなデフォ
ルトピアになります。以下同様です。

MSDP メッシュグループ
MSDPメッシュグループは、MSDPによってフルメッシュ型に相互接続されたMSDPスピーカー
のグループです。つまり、グループの各MSDPピアには、グループ内の他のすべてのMSDPピア
とのMSDPピアリング関係（MSDP接続）が必要です。MSDPメッシュグループがMSDPピア
のグループ間に設定されている場合、SAメッセージのフラッディングが削減されます。グルー
プ内のMSDPピアがグループ内の別のMSDPピアからSAメッセージを受信すると、このSAメッ
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セージはグループ内のその他のすべてのMSDPピアに送信されたとみなされるためです。その結
果、受信側のMSDPピアがグループ内の他のMSDPピアに SAメッセージをフラッディングする
必要はありません。

MSDP メッシュグループの利点
• SAフラッディングの最適化：グループ内に複数のピアがある場合、SAフラッディングを最
適化するためにMSDPメッシュグループは特に有用です。

•インターネットを通過する SAトラフィック量の削減：MSDPメッシュグループを使用する
と、SAメッセージは他のメッシュグループピアにフラッディングされません。

•着信 SAメッセージの RPFチェックの省略：MSDPメッシュグループが設定されていると、
メッシュグループピアからの SAメッセージは常に受け入れられます。

SA 発信フィルタ
デフォルトでは、MSDPを実行するように設定されている RPは、それが RPであるすべてのロー
カルソースの SAメッセージを発信します。そのため、RPに登録されているローカルソースは
SAメッセージでアドバタイズされますが、これが望ましくない場合もあります。たとえば、
PIM-SMドメイン内のソースがプライベートアドレス（たとえば、ネットワーク 10.0.0.0/8）を使
用している場合、SA発信フィルタを設定してこれらのアドレスがインターネット上の他のMSDP
ピアにアドバタイズされないようにする必要があります。

どのソースが SAメッセージでアドバタイズされるかを制御するには、RPに SA発信フィルタを
設定します。 SA発信フィルタを作成すると、SAメッセージでアドバタイズされるソースを次の
ように制御できます。

•デバイスが SAメッセージのローカルソースをアドバタイズしないように、RPを設定でき
ます。デバイスは引き続き通常の方法で他のMSDPピアからの SAメッセージを転送し、
ローカルソースの SAメッセージは送信しません。

•拡張アクセスリストで定義されている（S, G）ペアと一致する、特定のグループに送信する
ローカルソースの SAメッセージだけを発信するようにデバイスを設定できます。その他の
すべてのローカルソースは SAメッセージでアドバタイズされません。

• ASパスアクセスリストで定義されている ASパスと一致する、特定のグループに送信する
ローカルソースの SAメッセージだけを発信するようにデバイスを設定できます。その他の
すべてのローカルソースは SAメッセージでアドバタイズされません。

•ルートマップで定義されている基準と一致するローカルソースの SAメッセージだけを発信
するようにデバイスを設定できます。その他のすべてのローカルソースは SAメッセージで
アドバタイズされません。

•拡張アクセスリスト、ASパスアクセスリスト、およびルートマップ、またはその組み合
わせを含む SA発信フィルタを設定します。この場合、ローカルソースが SAメッセージで
アドバタイズされる前に、すべての条件を満たしている必要があります。
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MSDP での発信フィルタリストの使用
デフォルトでは、MSDP対応デバイスは、受信したすべての SAメッセージをそのMSDPピアす
べてに転送します。ただし、発信フィルタリストを作成することで、SAメッセージがMSDPピ
アに転送されないようにすることができます。発信フィルタリストは、ローカルに発信されたか

別のMSDPピアから受信したかに関係なくすべての SAメッセージに適用されますが、SA発信
フィルタはローカルに発信された SAメッセージだけに適用されます。ローカルデバイスから発
信されるMSDP SAメッセージのフィルタを有効にする方法の詳細については、ローカルソース
の RPによって発信された SAメッセージの制御, （139ページ）を参照してください。

発信フィルタリストを作成すると、デバイスがピアに転送する SAメッセージを次のように制御
できます。

• MSDPピアへの SAメッセージの転送を停止するようにデバイスを設定することにより、特
定のMSDPピアに転送されたすべての発信 SAメッセージをフィルタリングできます。

•拡張アクセスリストで許可された（S, G）ペアと一致する SAメッセージだけをMSDPピア
に転送するようにデバイスを設定することにより、拡張アクセスリストで定義されている

（S, G）ペアに基づいて、特定のMSDPピアに転送された発信 SAメッセージのサブセット
をフィルタリングできます。その他のすべての SAメッセージのMSDPピアへの転送は停止
されます。

•ルートマップで定義されている基準と一致する SAメッセージだけを転送するようにデバイ
スを設定することにより、ルートマップで定義されている一致基準に基づいて、特定のMSDP
ピアに転送された発信 SAメッセージのサブセットをフィルタリングできます。その他のす
べての SAメッセージのMSDPピアへの転送は停止されます。

• SAメッセージが 1つまたは複数のMSDPピアに転送された後でも、発信元に基づいて発信
SAメッセージをフィルタリングするようにデバイスを設定することにより、SAメッセージ
に含まれる、アナウンスする RPアドレスに基づいて、特定のピアからの発信 SAメッセー
ジのサブセットをフィルタリングできます。その他のすべての SAメッセージのMSDPピア
への転送は停止されます。

•拡張アクセスリスト、ルートマップ、およびRPアクセスリストまたはRPルートマップの
いずれかを含む発信フィルタリストを設定できます。その場合、MSDPピアで発信 SAメッ
セージを転送するにはすべての条件を満たしている必要があります。

SAメッセージの任意のフィルタリングを実行すると、ダウンストリームMSDPピアで正当な
アクティブソースのSAメッセージを受信できなくなることがあります。そのため、このタイ
プのフィルタを使用する場合は注意が必要です。通常、発信フィルタリストは、プライベー

トアドレスを使用するソースなど、望ましくないソースを拒否するためだけに使用します。

注意
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MSDP での着信フィルタリストの使用
デフォルトでは、MSDP対応デバイスはMSDPピアからそのデバイスに送信されたすべての SA
メッセージを受信します。ただし、着信フィルタリストを作成して、デバイスがMSDPピアか
ら受信するソース情報を制御できます。

着信フィルタリストを作成すると、デバイスがピアから受信する着信 SAメッセージを次のよう
に制御できます。

•特定のMSDPピアから送信されたすべての SAメッセージを無視するようにデバイスを設定
することにより、特定のMSDPピアからのすべての着信 SAメッセージをフィルタリングで
きます。

•拡張アクセスリストで定義されている（S, G）ペアと一致するMSDPピアからの SAメッ
セージだけを受信するようにデバイスを設定することにより、拡張アクセスリストで定義さ

れている（S,G）ペアに基づいて、特定のピアからの着信SAメッセージのサブセットをフィ
ルタリングできます。MSDPピアからのその他のすべての着信 SAメッセージは無視されま
す。

•ルートマップで定義されている基準と一致する SAメッセージだけを受信するようにデバイ
スを設定することにより、ルートマップで定義されている一致基準に基づいて、特定のピア

からの着信 SA要求メッセージのサブセットをフィルタリングできます。MSDPピアからの
その他のすべての着信 SAメッセージは無視されます。

•拡張アクセスリストで定義されている（S,G）ペアおよびルートマップで定義されている基
準の両方と一致する着信 SAメッセージだけを受信するようにデバイスを設定することによ
り、拡張アクセスリストで定義されている（S,G）ペアおよびルートマップで定義されてい
る一致基準の両方に基づいて、特定のピアからの着信 SAメッセージのサブセットをフィル
タリングできます。MSDPピアからのその他のすべての着信 SAメッセージは無視されま
す。

• SAメッセージが 1つまたは複数のMSDPピアに転送された後でも、発信元に基づいて着信
SAメッセージをフィルタリングするようにデバイスを設定することにより、SAメッセージ
に含まれる、アナウンスする RPアドレスに基づいて、特定のピアからの着信 SAメッセー
ジのサブセットをフィルタリングできます。

•拡張アクセスリスト、ルートマップ、およびRPアクセスリストまたはRPルートマップの
いずれかを含む着信フィルタリストを設定できます。その場合、MSDPピアで着信 SAメッ
セージを受信するにはすべての条件を満たしている必要があります。

SAメッセージの任意のフィルタリングを実行すると、ダウンストリームMSDPピアで正当な
アクティブソースのSAメッセージを受信できなくなることがあります。そのため、このタイ
プのフィルタを使用する場合は注意が必要です。通常、着信フィルタリストは、プライベー

トアドレスを使用するソースなど、望ましくないソースを拒否するためだけに使用されます。

注意
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MSDP の TTL しきい値
存続可能時間（TTL）値を使用して、ドロップされる前にパケットが取得できるホップの数を制
限できます。特定のMSDPピアに送信された、データがカプセル化された SAメッセージの TTL
を指定するには、ip multicast ttl-thresholdコマンドを使用します。デフォルトでは、パケットの
TTL値が 0（標準 TTL動作）より大きい場合は、SAメッセージのマルチキャストデータパケッ
トはMSDPピアに送信されます。

一般に、TTLしきい値の問題は、SAメッセージ内でソースの初期マルチキャストパケットがカ
プセル化されることによって発生することがあります。マルチキャストパケットはユニキャスト

SAメッセージ内部でカプセル化されるため（TTLは 255）、SAメッセージがMSDPピアに送信
されるときに TTLは減少しません。さらに、マルチキャストトラフィックおよびユニキャスト
トラフィックはMSDPピアへのまったく異なるパスと、その結果としてリモート PIM-SMドメイ
ンへのまったく異なるパスに従うため、SAメッセージが通過するホップの総数は、通常のマルチ
キャストパケットとは大きく異なります。その結果、カプセル化されたパケットは TTLしきい
値に違反することになります。この問題を解決するには、ip multicast ttl-thresholdコマンドを使
用して、特定のMSDPピアに送信された SAメッセージにカプセル化されているマルチキャスト
パケットに関連付けられた TTLしきい値を設定します。 ip msdp ttl-thresholdコマンドを使用す
ると、IPヘッダーの TTLが ttl-value引数に指定されている TTL値未満であるマルチキャストパ
ケットが、ピアに送信される SAメッセージにカプセル化されないようにすることができます。

SA 要求メッセージ
非キャッシュデバイスが 1つ以上の特定のMSDPピアに SA要求メッセージを送信するように設
定できます。

非キャッシュ RPに SAをキャッシュするMSDPピアがある場合、非キャッシュピアが SA要求
メッセージを送信できるようにすると非キャッシュピアの参加遅延を低減できます。ホストが特

定のグループに対して加入を要求すると、非キャッシュ RPは SA要求メッセージをキャッシュ
ピアに送信します。ピアがこの特定のグループのソース情報をキャッシュしている場合、SA応
答メッセージで要求側の RPに情報を送信します。要求側の RPは SA応答内の情報を使用します
が、他のピアにメッセージを転送しません。非キャッシュ RPが SA要求を受信すると、要求者
にエラーメッセージを返します。

現行のすべてのサポートされているソフトウェアリリースでは、MSDPSAメッセージのキャッ
シュは必須であり、手動でイネーブルまたはディセーブルにすることはできません。デフォ

ルトでは、MSDPピアが設定されると、設定済みコマンドが自動的に実行コンフィギュレー
ションに追加されます。

（注）

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

125

MSDP を使用しての複数の PIM-SM ドメインの相互接続
MSDP の TTL しきい値



SA 要求フィルタ
デフォルトでは、デバイスはそのMSDPピアからのすべての発信 SA要求メッセージを受け入れ
ます。つまり、ルータはキャッシュされたソース情報を要求側のMSDPピアに SA応答メッセー
ジで送信します。 SA要求フィルタを作成すると、デバイスが特定のピアから受け入れる発信 SA
要求メッセージを制御できます。 SA要求フィルタは、デバイスがMSDPピアから受け入れる発
信 SA要求を次のように制御します。

•特定のMSDPピアからのすべての SA要求メッセージを無視するようにデバイスを設定する
ことにより、特定のピアからのすべての SA要求メッセージをフィルタリングできます。

•標準アクセスリストで定義されているグループと一致するMSDPピアからの SA要求メッ
セージだけを受け入れるようにデバイスを設定することにより、標準アクセスリストで定義

されているグループに基づいて、特定のピアからの SA要求メッセージのサブセットをフィ
ルタリングできます。その他のグループの指定されたピアからの SA要求メッセージは無視
されます。

MSDP MIB
MSDPMIBには、SNMPを介してMSDPスピーカーのリモートモニタリングを行う際に使用でき
る管理対象オブジェクトが規定されています。MSDPMIBモジュールには、スカラオブジェクト
が 4つとテーブルが 3つあります。このテーブルは、要求テーブル、ピアテーブル、および
Source-Active（SA）キャッシュテーブルです。シスコの実装では、ピアテーブルと SAキャッ
シュテーブルだけがサポートされています。要求テーブルには、SA要求の送信先のピアを決定
するために使用される情報が含まれています。ただし、Cisco IOSソフトウェアで使用される
MSDP実装では、ピアへの SA要求の送信はグループアドレス（またはグループアドレスマス
ク）に関連付けられていません。

MSDP-MIB.myファイルは、次の URLにある Cisco.comの Cisco MIB Webサイトからダウン
ロードできます。http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml。

（注）

MSDP を使用して複数の PIM-SM ドメインを相互接続す
る方法

最初の作業は必須で、他の作業はすべて任意です。
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MSDP ピアの設定

MSDPピアをイネーブルにすることで、MSDPは暗黙的にイネーブルになります。（注）

はじめる前に

• IPマルチキャストルーティングをイネーブルにし、PIM-SMを設定する必要があります。

•単一のMSDPピア、デフォルトMSDPピア、およびMSDPメッシュグループのシナリオを
除いて、すべてのMSDPピアは、MSDP用に設定する前に BGPを実行するように設定する
必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp peer {peer-name| peer-address} [connect-source type number] [remote-as as-number]
4. ip msdp description {peer-name| peer-address} text
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

MSDPをイネーブルにし、DNS名または IPアドレスによって指
定されたMSDPピアを設定します。

ipmsdp peer {peer-name| peer-address}
[connect-source type number] [remote-as
as-number]

ステップ 3   

MSDPピアとして設定するように選択されたデバイス
は、通常 BGPネイバーでもあります。そうでない場
合は、デフォルトのMSDPピアの設定,（136ページ）
またはMSDPメッシュグループの設定,（137ページ）
を参照してください。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

• connect-sourceキーワードを指定した場合、指定したローカ
ルインターフェイスの typeおよび numberの値のプライマ例：

Device(config)# ip msdp peer
リアドレスは TCP接続のソース IPアドレスとして使用さ
れます。特にリモートドメイン内のデバイスとピアリング192.168.1.2 connect-source

loopback0 する境界上のMSDPピアに対しては、connect-sourceキー
ワードが推奨されます。

（任意）設定内で、または showコマンド出力内で簡単に識別で
きるように、指定されたピアの説明を設定します。

ip msdp description {peer-name|
peer-address} text

例：

Device(config)# ip msdp description
192.168.1.2 router at customer a

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

MSDP ピアのシャットダウン
MSDPピアをシャットダウンするには、次の任意の作業を実行します。

複数のMSDPピアを設定していて、すべてのピアの設定が完了するまでいずれのピアもアクティ
ブにしない場合は、各ピアをシャットダウンし、各ピアを設定した後で起動することができま

す。MSDPピアの設定を失わずに、MSDPセッションをシャットダウンすることもできます。

MSDPピアがシャットダウンされると、TCP接続は終了し、（指定されたピアに対して）no
ip msdp shutdownコマンドを使用してピアを再起動するまで再開されません。

（注）

はじめる前に

MSDPを実行していること、およびMSDPピアを設定することが必要です。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp shutdown {peer-name | peer-address}
4. 別のMSDPピアをシャットダウンするには、ステップ 3を繰り返します。
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

指定されたMSDPピアを管理上シャットダウンし
ます。

ip msdp shutdown {peer-name | peer-address}

例：

Device(config)# ip msdp shutdown
192.168.1.3

ステップ 3   

--別のMSDPピアをシャットダウンするには、
ステップ 3を繰り返します。

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config)# end

ステップ 5   

MSDP ピア間の MSDP MD5 パスワード認証の設定
MSDPピア間のMSDPMessage Digest 5（MD5）パスワード認証を設定するには、次の任意の作業
を実行します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp password peer {peer-name | peer-address} [encryption-type] string
4. exit
5. show ip msdp peer [peer-address | peer-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

2つのMSDPピア間の TCP接続でMD5パスワード暗号化をイネー
ブルにします。

ip msdp password peer
{peer-name | peer-address}
[encryption-type] string

ステップ 3   

どちらのMSDPピアでも同じパスワードを使用してMD5
認証を設定する必要があります。そうしない場合は、これ

らの間の接続が確立されません。

（注）

例：

Device(config)# ip msdp password
peer 10.32.43.144 0 test • 2つのMSDPピア間のMD5認証で使用するパスワードやキー

を設定または変更する場合、パスワードを設定した後、ローカ

ルデバイスは既存のセッションを解放しません。ローカルデ

バイスは、キープアライブ期間が期限切れになるまで新しいパ

スワードを使用してピアリングセッションを維持しようとしま

す。キープアライブ期間が期限切れになるまでにリモートデ

バイスでパスワードが入力または変更されなかった場合、セッ

ションはタイムアウトし、MSDPセッションはリセットされま
す。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権 EXEC
モードに戻ります。

exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MSDPピアに関する詳細情報を表示します。show ip msdp peer [peer-address |
peer-name]

ステップ 5   

このコマンドを使用して、MSDPピアでMD5パスワード
認証がイネーブルになっているかどうかを確認します。

（注）

例：

Device# show ip msdp peer

トラブルシューティングのヒント

デバイスにMSDPピアのパスワードが設定されており、MSDPピアに設定されていない場合、デ
バイスがMSDPピアとの間にセッションを確立しようとすると、次のようなメッセージがコン
ソールに表示されます。

%TCP-6-BADAUTH: No MD5 digest from [peer's IP address]:11003 to [local router's
IP address]:179

同様に、2台のデバイスに異なるパスワードが設定されている場合、次のようなメッセージがコ
ンソールに表示されます。

%TCP-6-BADAUTH: Invalid MD5 digest from [peer's IP address]:11004 to [local router's
IP address]:179

debug ip tcp transactionsコマンドを使用すると、ステートの変更、再送、重複するパケットなど
の重要な TCPトランザクションに関する情報が表示されます。MSDP MD5パスワード認証のモ
ニタリングやトラブルシューティングでは、debug ip tcp transactionsコマンドを使用して、MD5
パスワードがイネーブルになっていること、およびキープアライブメッセージがMSDPピアに
よって受信されたことを確認します。

SA キャッシュ内で許可される特定の MSDP ピアからの SA メッセージ
数の制限によるサービス拒絶（DoS）攻撃の防止

デバイスが特定のMSDPピアから受け入れることができるSAメッセージの総数を制限するには、
この任意の作業（ただし強く推奨されます）を実行します。この作業を実行することで、分散型

サービス拒否攻撃（DoS）からMSDP対応デバイスを保護します。

デバイス上のすべてのMSDPピアリングに対してこの作業を実行することを推奨します。（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp sa-limit {peer-address | peer-name} sa-limit
4. 別のMSDPピアの SA制限を設定するには、ステップ 3を繰り返します。
5. exit
6. show ip msdp count [as-number]
7. show ip msdp peer [peer-address | peer-name]
8. show ip msdp summary

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

SAキャッシュ内で許可される特定のMSDPピアからの
SAメッセージの数を制限します。

ipmsdp sa-limit {peer-address | peer-name}
sa-limit

例：

Device(config)# ip msdp sa-limit
192.168.10.1 100

ステップ 3   

--別のMSDPピアの SA制限を設定するに
は、ステップ 3を繰り返します。

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特

権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 5   

（任意）MSDPSAメッセージ内で発信されたソースおよ
びグループの数、および SAキャッシュ内のMSDPピア
からの SAメッセージの数を表示します。

show ip msdp count [as-number]

例：

Device# show ip msdp count

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）MSDPピアに関する詳細情報を表示します。show ip msdp peer [peer-address |
peer-name]

ステップ 7   

このコマンドの出力には、キャッシュに格納さ

れているMSDPピアから受信した SAメッセー
ジの数が表示されます。

（注）

例：

Device# show ip msdp peer

（任意）MSDPピアのステータスを表示します。show ip msdp summary

例：

Device# show ip msdp summary

ステップ 8   

このコマンドの出力には、キャッシュに格納さ

れている SAの数を表示するピアごとの「SA
Count」フィールドが表示されます。

（注）

MSDP キープアライブインターバルおよび保留時間インターバルの調
整

MSDPピアがキープアライブメッセージを送信する間隔、およびMSDPピアが他のピアがダウン
したと宣言するまでに他のピアからのキープアライブメッセージを待機する間隔を調整するに

は、次の任意の作業を実行します。デフォルトでは、MSDPピアが別のMSDPピアとのピアリン
グセッションが停止したことを検出するために 75秒かかる場合があります。冗長MSDPピアが
あるネットワーク環境では、保留時間インターバルを短くすると、MSDPピアに障害が発生した
場合にMSDPピアの再コンバージェンス時間を短縮できます。

ip msdp keepaliveコマンドのデフォルト値は RFC 3618『Multicast Source Discovery Protocol』に
準拠しているため、コマンドのデフォルト値を変更しないことを推奨します。ネットワーク

環境でデフォルト値を変更する必要がある場合は、MSDPピアリングセッションの両端で
keepalive-intervalおよび hold-time-interval引数に同じ時間値を設定する必要があります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp keepalive {peer-address | peer-name} keepalive-interval hold-time-interval
4. 別のMSDPピアのキープアライブメッセージの間隔を調整するには、ステップ 3を繰り返し
ます。

5. exit

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

133

MSDP を使用しての複数の PIM-SM ドメインの相互接続
MSDP キープアライブインターバルおよび保留時間インターバルの調整



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

MSDPピアがキープアライブメッセージを送信する
間隔、およびMSDPピアが他のピアがダウンとした

ip msdp keepalive {peer-address | peer-name}
keepalive-interval hold-time-interval

例：

Device(config)# ip msdp keepalive 10.1.1.3
40 55

ステップ 3   

と宣言するまでに他のピアからのキープアライブメッ

セージを待機する間隔を設定します。

--別のMSDPピアのキープアライブメッセー
ジの間隔を調整するには、ステップ3を繰り
返します。

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 5   

MSDP 接続再試行インターバルの調整
ピアリングセッションがリセットされてからピアリングセッションの再確立が試行されるまです

べてのMSDPピアが待機する間隔を調整するには、次の任意の作業を実行します。 SAメッセー
ジの迅速なリカバリが必要なネットワーク環境（金融機関の取引フロアのネットワーク環境など）

では、接続再試行インターバルをデフォルト値の30秒未満に短縮することが必要な場合がありま
す。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp timer connection-retry-interval
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ピアリングセッションがリセットされてからピアリング

セッションの再確立が試行されるまでMSDPピアが待機
する間隔を設定します。

ip msdp timer connection-retry-interval

例：

Device# ip msdp timer 45

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特

権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

MSDP の IETF RFC 3618 準拠の設定
インターネット技術特別調査委員会（IETF）RFC 3618のMSDPの仕様に準拠するようにMSDP
ピアを設定するには、次の任意作業を実行します。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp rpf rfc3618
4. end
5. show ip msdp rpf-peer rp-address

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IETF RFC 3618で指定されているピアRPF転送ルールに
準拠するようにします。

ip msdp rpf rfc3618

例：

Router(config)# ip msdp rpf rfc3618

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config)# end

ステップ 4   

（任意）指定された RPから発信される SAメッセージ
をルータが受け入れる固有のMSDPピア情報を表示しま
す。

show ip msdp rpf-peer rp-address

例：

Router# show ip msdp rpf-peer
192.168.1.5

ステップ 5   

デフォルトの MSDP ピアの設定
デフォルトMSDPピアを設定するには、次の任意の作業を実行します。
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はじめる前に

デフォルトMSDPピアは、事前に設定されているMSDPピアでなければなりません。デフォルト
MSDPピアを設定する前に、まずMSDPピアを設定する必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp default-peer {peer-address | peer-name} [prefix-list list]
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

すべてのMSDP SAメッセージの受信元となるデフォ
ルトピアを設定します。

ip msdp default-peer {peer-address |
peer-name} [prefix-list list]

例：

Device(config)# ip msdp default-peer
192.168.1.3

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

MSDP メッシュグループの設定
MSDPメッシュグループを設定するには、次の任意の作業を実行します。
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デバイスごとに複数のメッシュグループを設定できます。（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp mesh-group mesh-name {peer-address | peer-name}
4. MSDPピアをメッシュグループのメンバとして追加するには、ステップ 3を繰り返します。
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

MSDPメッシュグループを設定し、MSDPピアがそのメッ
シュグループに属することを指定します。

ip msdp mesh-group mesh-name
{peer-address | peer-name}

例：

Device(config)# ip msdp mesh-group
peermesh

ステップ 3   

メッシュグループに参加するデバイスのすべての

MSDPピアは、グループ内の他のすべてのMSDP
ピアと完全にメッシュ化されている必要がありま

す。各デバイスの各MSDPピアは、ip msdp peer
コマンドを使用してピアとして設定する必要があ

り、また、ip msdp mesh-groupコマンドを使用し
てメッシュグループのメンバとしても設定する必

要があります。

（注）

--MSDPピアをメッシュグループのメン
バとして追加するには、ステップ 3を
繰り返します。

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 5   
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ローカルソースの RP によって発信された SA メッセージの制御
SAメッセージでアドバタイズされる登録ソースを制限するフィルタをイネーブルにして、RPに
よって発信された SAメッセージを制御するには、次の作業を実行します。

MSDPSAメッセージフィルタの設定に関するベストプラクティス情報については、テクニカ
ルノート『Multicast SourceDiscovery Protocol SAFilter Recommendations』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp redistribute [list access-list] [asn as-access-list] [route-map map-name]
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ローカルデバイスによって発信されるMSDP SAメッセージ
のフィルタをイネーブルにします。

ip msdp redistribute [list access-list] [asn
as-access-list] [route-map map-name]

例：

Device(config)# ip msdp redistribute
route-map customer-sources

ステップ 3   

ip msdp redistributeコマンドは、RPで認識されて
いるが登録されていないソースをアドバタイズする

ために使用することもできます。ただし、RPに登
録されていないソースのアドバタイズメントは発信

しないことを強く推奨します。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

発信フィルタリストを使用した SA メッセージの MSDP ピアへの転送
の制御

発信フィルタリストを設定して SAメッセージのMSDPピアへの転送を制御するには、次の任意
の作業を実行します。

MSDPSAメッセージフィルタの設定に関するベストプラクティス情報については、テクニカ
ルノート『Multicast SourceDiscovery Protocol SAFilter Recommendations』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp sa-filter out {peer-address | peer-name} [list access-list] [route-map map-name] [rp-list

access-list | rp-route-map map-name]
4. 別のMSDPピアの発信フィルタリストを設定するには、ステップ 3を繰り返します。
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

発信MSDPメッセージのフィルタをイネーブ
ルにします。

ip msdp sa-filter out {peer-address | peer-name} [list
access-list] [route-map map-name] [rp-list access-list
| rp-route-map map-name]

ステップ 3   

例：

Device(config)# ip msdp sa-filter out
192.168.1.5 peerone

--別のMSDPピアの発信フィルタリストを設定す
るには、ステップ 3を繰り返します。

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 5   

着信フィルタリストを使用した MSDP ピアからの SA メッセージの受
信の制御

MSDPピアからの着信 SAメッセージの受信を制御するには、次の任意の作業を実行します。

MSDPSAメッセージフィルタの設定に関するベストプラクティス情報については、テクニカ
ルノート『Multicast SourceDiscovery Protocol SAFilter Recommendations』を参照してください。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipmsdp sa-filter in {peer-address | peer-name} [list access-list] [route-mapmap-name] [rp-list access-list

| rp-route-map map-name]
4. 別のMSDPピアの着信フィルタリストを設定するには、ステップ 3を繰り返します。
5. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

着信MSDP SAメッセージのフィルタをイネー
ブルにします。

ip msdp sa-filter in {peer-address | peer-name} [list
access-list] [route-mapmap-name] [rp-list access-list
| rp-route-map map-name]

ステップ 3   

例：

Device(config)# ip msdp sa-filter in
192.168.1.3

--別のMSDPピアの着信フィルタリストを設定す
るには、ステップ 3を繰り返します。

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 5   

TTL しきい値を使用した SA メッセージで送信されたマルチキャスト
データの制限

存続可能時間（TTL）しきい値を設定して、SAメッセージで送信されるマルチキャストデータを
制限するには、次の任意の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp ttl-threshold {peer-address | peer-name} ttl-value
4. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

ローカルデバイスにより発信されるMSDPメッセージの
TTL値を設定します。

ip msdp ttl-threshold {peer-address |
peer-name} ttl-value

例：

ステップ 3   

•デフォルトでは、パケットのTTL値が 0（標準TTL動
作）より大きい場合は、SAメッセージのマルチキャス
トデータパケットはMSDPピアに送信されます。

例：

Device(config)# ip msdp ttl-threshold
192.168.1.5 8

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

MSDP ピアへのソース情報の要求
デバイスがMSDPピアにソース情報を要求できるようにするには、次の任意の作業を実行しま
す。

SAキャッシングはデフォルトでイネーブルになっており、以前の Ciscoソフトウェアリリー
スでは明示的にイネーブルまたはディセーブルにすることができないため、この作業を実行す

る必要はほとんどありません。

（注）
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp sa-request {peer-address | peer-name}
4. デバイスが別のMSDPキャッシュピアにSA要求メッセージを送信するように指定するには、
ステップ 3を繰り返します。

5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

デバイスが指定されたMSDPピアにSA要求メッ
セージを送信するように指定します。

ip msdp sa-request {peer-address | peer-name}

例：

Device(config)# ip msdp sa-request
192.168.10.1

ステップ 3   

--デバイスが別のMSDPキャッシュピアにSA要
求メッセージを送信するように指定するには、

ステップ 3を繰り返します。

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 5   
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SA 要求フィルタを使用した MSDP ピアからの発信 SA 要求メッセージ
に対する応答の制御

デバイスがMSDPピアから受け入れる発信 SA要求メッセージを制御するには、次の任意の作業
を実行します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp filter-sa-request {peer-address | peer-name} [list access-list]
4. 別のMSDPピアの SA要求フィルタを設定するには、ステップ 3を繰り返します。
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

発信SA要求メッセージのフィルタをイネーブルに
します。

ip msdp filter-sa-request {peer-address |
peer-name} [list access-list]

例：

Device(config)# ip msdp filter sa-request
172.31.2.2 list 1

ステップ 3   

MSDPピアには SA要求フィルタを 1つ
だけ設定できます。

（注）

--別のMSDPピアの SA要求フィルタを設定す
るには、ステップ 3を繰り返します。

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 5   
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境界 PIM デンスモードリージョンの MSDP への包含
PIMデンスモード（PIM-DM）リージョンでアクティブなソースの SAメッセージを送信するよ
うに境界デバイスを設定するには、次の任意作業を実行します。

PIM-SMリージョンと PIM-DMリージョンの境界にデバイスを設定できます。デフォルトでは、
PIM-DMドメインのソースはMSDPに含まれません。 PIM-DMドメインでアクティブなソースの
SAメッセージを送信するようにこの境界デバイスを設定できます。その場合、ipmsdpredistribute
コマンドを設定してアドバタイズするPIM-DMドメインのローカルソースを制御することも非常
に重要です。このコマンドを設定しないと、PIM-DMドメインのソースが送信を停止した後も長
時間 (S, G)ステートのままになります。設定の詳細については、ローカルソースの RPによって
発信された SAメッセージの制御, （139ページ）を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp border sa-address type number
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

PIM-DMドメインでアクティブなソースの SAメッセージを
発信するように、PIM-SMおよびPIM-DMドメイン間の境界
にデバイスを設定します。

ipmsdp border sa-address type number

例：

Device(config)# ip msdp border
sa-address gigabitethernet0/0/0

ステップ 3   

•インターフェイスの IPアドレスは、SAメッセージの
RPフィールドに示されるソース IDとして使用されま
す。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

RP アドレス以外のソースアドレスの設定
SAメッセージを発信するMSDPスピーカーがそのインターフェイスの IPアドレスをSAメッセー
ジ内の RPアドレスとして使用できるようにするには、次の任意の作業を実行します。

また、次のいずれかの理由から、発信 IDを変更できます。

• Anycast RPのMSDPメッシュグループに複数のデバイスを設定する場合。

•デバイスが PIM-SMドメインと PIM-DMドメインの境界にある場合。デバイスが PIM-SM
ドメインと PIM-DMドメインの境界にあり、PIM-DMドメイン内のアクティブなソースをア
ドバタイズする場合は、SAメッセージ内の RPアドレスがソースデバイスのインターフェ
イスのアドレスとなるように設定します。

はじめる前に

MSDPがイネーブルであり、MSDPピアが設定されている必要があります。MSDPピアの設定の
詳細については、MSDPピアの設定, （127ページ）を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip msdp originator-id type number
4. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

SAメッセージ内の RPアドレスをソースデバイスのイ
ンターフェイスのアドレスになるように設定します。

ip msdp originator-id type number

例：

Device(config)# ip msdp originator-id
ethernet 1

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

MSDP のモニタリング
MSDPの SAメッセージ、ピア、ステート、およびピアのステータスをモニタリングするには、
次の任意の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. debug ip msdp [peer-address | peer-name] [detail] [routes]
3. debug ip msdp resets
4. show ip msdp count [as-number]
5. show ip msdp peer [peer-address | peer-name]
6. show ip msdp sa-cache [group-address | source-address | group-name | source-name] [as-number]
7. show ip msdp summary

手順の詳細

ステップ 1 enable

例：

Device# enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。
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•パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 debug ip msdp [peer-address | peer-name] [detail] [routes]
このコマンドを使用して、MSDPアクティビティをデバッグします。

オプションの peer-address引数または peer-name引数を使用して、デバッグイベントをログに記録するピ
アを指定します。

次に、debug ip msdpコマンドの出力例を示します。

例：

Device# debug ip msdp
MSDP debugging is on
Device#
MSDP: 224.150.44.254: Received 1388-byte message from peer
MSDP: 224.150.44.254: SA TLV, len: 1388, ec: 115, RP: 172.31.3.92
MSDP: 224.150.44.254: Peer RPF check passed for 172.31.3.92, used EMBGP peer
MSDP: 224.150.44.250: Forward 1388-byte SA to peer
MSDP: 224.150.44.254: Received 1028-byte message from peer
MSDP: 224.150.44.254: SA TLV, len: 1028, ec: 85, RP: 172.31.3.92
MSDP: 224.150.44.254: Peer RPF check passed for 172.31.3.92, used EMBGP peer
MSDP: 224.150.44.250: Forward 1028-byte SA to peer
MSDP: 224.150.44.254: Received 1388-byte message from peer
MSDP: 224.150.44.254: SA TLV, len: 1388, ec: 115, RP: 172.31.3.111
MSDP: 224.150.44.254: Peer RPF check passed for 172.31.3.111, used EMBGP peer
MSDP: 224.150.44.250: Forward 1388-byte SA to peer
MSDP: 224.150.44.250: Received 56-byte message from peer
MSDP: 224.150.44.250: SA TLV, len: 56, ec: 4, RP: 192.168.76.241
MSDP: 224.150.44.250: Peer RPF check passed for 192.168.76.241, used EMBGP peer
MSDP: 224.150.44.254: Forward 56-byte SA to peer
MSDP: 224.150.44.254: Received 116-byte message from peer
MSDP: 224.150.44.254: SA TLV, len: 116, ec: 9, RP: 172.31.3.111
MSDP: 224.150.44.254: Peer RPF check passed for 172.31.3.111, used EMBGP peer
MSDP: 224.150.44.250: Forward 116-byte SA to peer
MSDP: 224.150.44.254: Received 32-byte message from peer
MSDP: 224.150.44.254: SA TLV, len: 32, ec: 2, RP: 172.31.3.78
MSDP: 224.150.44.254: Peer RPF check passed for 172.31.3.78, used EMBGP peer
MSDP: 224.150.44.250: Forward 32-byte SA to peer

ステップ 3 debug ip msdp resets
このコマンドを使用して、MSDPピアのリセット理由をデバッグします。

例：

Device# debug ip msdp resets

ステップ 4 show ip msdp count [as-number]
このコマンドを使用して、MSDPSAメッセージ内で発信したソースおよびグループの数、およびSAキャッ
シュ内のMSDPピアからのSAメッセージの数を表示します。何らかの出力を得るためには、このコマン
ドに ip msdp cache-sa-stateコマンドを設定しておく必要があります。

次に、show ip msdp countコマンドの出力例を示します。

例：

Device# show ip msdp count
SA State per Peer Counters, <Peer>: <# SA learned>

192.168.4.4: 8
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SA State per ASN Counters, <asn>: <# sources>/<# groups>
Total entries: 8
?: 8/8

ステップ 5 show ip msdp peer [peer-address | peer-name]
このコマンドを使用して、MSDPピアに関する詳細情報を表示します。

オプションのpeer-address引数またはpeer-name引数を使用して、特定のピアに関する情報を表示します。

次に、show ip msdp peerコマンドの出力例を示します。

例：

Device# show ip msdp peer 192.168.4.4
MSDP Peer 192.168.4.4 (?), AS 64512 (configured AS)
Connection status:
State: Up, Resets: 0, Connection source: Loopback0 (2.2.2.2)
Uptime(Downtime): 00:07:55, Messages sent/received: 8/18
Output messages discarded: 0
Connection and counters cleared 00:08:55 ago

SA Filtering:
Input (S,G) filter: none, route-map: none
Input RP filter: none, route-map: none
Output (S,G) filter: none, route-map: none
Output RP filter: none, route-map: none

SA-Requests:
Input filter: none

Peer ttl threshold: 0
SAs learned from this peer: 8
Input queue size: 0, Output queue size: 0
MD5 signature protection on MSDP TCP connection: not enabled

ステップ 6 show ip msdp sa-cache [group-address | source-address | group-name | source-name] [as-number]
このコマンドを使用して、MSDPピアから学習した (S, G)ステートを表示します。

次に、show ip msdp sa-cacheコマンドの出力例を示します。

例：

Device# show ip msdp sa-cache
MSDP Source-Active Cache - 8 entries
(10.44.44.5, 239.232.1.0), RP 192.168.4.4, BGP/AS 64512, 00:01:20/00:05:32, Peer 192.168.4.4
(10.44.44.5, 239.232.1.1), RP 192.168.4.4, BGP/AS 64512, 00:01:20/00:05:32, Peer 192.168.4.4
(10.44.44.5, 239.232.1.2), RP 192.168.4.4, BGP/AS 64512, 00:01:19/00:05:32, Peer 192.168.4.4
(10.44.44.5, 239.232.1.3), RP 192.168.4.4, BGP/AS 64512, 00:01:19/00:05:32, Peer 192.168.4.4
(10.44.44.5, 239.232.1.4), RP 192.168.4.4, BGP/AS 64512, 00:01:19/00:05:32, Peer 192.168.4.4
(10.44.44.5, 239.232.1.5), RP 192.168.4.4, BGP/AS 64512, 00:01:19/00:05:32, Peer 192.168.4.4
(10.44.44.5, 239.232.1.6), RP 192.168.4.4, BGP/AS 64512, 00:01:19/00:05:32, Peer 192.168.4.4
(10.44.44.5, 239.232.1.7), RP 192.168.4.4, BGP/AS 64512, 00:01:19/00:05:32, Peer 192.168.4.4

ステップ 7 show ip msdp summary
このコマンドを使用して、MSDPピアのステータスを表示します。

次に、show ip msdp summaryコマンドの出力例を示します。

例：

Device# show ip msdp summary
MSDP Peer Status Summary
Peer Address AS State Uptime/ Reset SA Peer Name
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Downtime Count Count
192.168.4.4 4 Up 00:08:05 0 8 ?

MSDP 接続、統計情報、および SA キャッシュエントリの消去
MSDP接続、統計情報、および SAキャッシュエントリを消去するには、次の任意の作業を実行
します。

手順の概要

1. enable
2. clear ip msdp peer [peer-address | peer-name]
3. clear ip msdp statistics [peer-address | peer-name]
4. clear ip msdp sa-cache [group-address]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

指定されたMSDPピアへの TCP接続をクリアし、すべての
MSDPメッセージカウンタをリセットします。

clear ip msdp peer [peer-address |
peer-name]

例：

Device# clear ip msdp peer

ステップ 2   

指定されたMSDPピアの統計情報カウンタをクリアし、すべ
てのMSDPメッセージカウンタをリセットします。

clear ip msdp statistics [peer-address |
peer-name]

例：

Device# clear ip msdp statistics

ステップ 3   

SAキャッシュエントリを消去します。clear ip msdp sa-cache [group-address]

例：

Device# clear ip msdp sa-cache

ステップ 4   

• clear ip msdp sa-cacheコマンドにオプションの
group-address引数または source-address引数を指定した場
合、すべての SAキャッシュエントリは消去されます。
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目的コマンドまたはアクション

•特定のグループに関連付けられたすべてのSAキャッシュ
エントリを消去するには、オプションの group-address引
数を使用します。

MSDP の簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）モニタリングのイ
ネーブル化

MSDPの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）モニタリングをイネーブルにするには、次の
任意の作業を実行します。

はじめる前に

• SNMPおよびMSDPがデバイスに設定されています。

•各 PIM-SMドメインには、MSDPスピーカーとして設定されているデバイスが必要です。こ
のデバイスは、SNMPとMSDP MIBがイネーブルに設定されている必要があります。

（注） •すべてのMSDP-MIBオブジェクトは読み取り専用として実装されます。

•要求テーブルは、シスコのMSDP MIBの実装ではサポートされていません。

• msdpEstablished通知は、シスコのMSDP MIBの実装ではサポートされていません。

手順の概要

1. enable
2. snmp-server enable traps msdp
3. snmp-server host host [traps | informs] [version {1 | 2c | 3 [auth| priv | noauth]}] community-string

[udp-port port-number] msdp
4. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

SNMPで使用されるMSDP通知の送信をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps msdp

例：

Device# snmp-server enable traps msdp

ステップ 2   

snmp-server enable traps msdpコマンドは、
トラップと応答要求の両方をイネーブルにし

ます。

（注）

MSDPトラップまたは応答要求の受信者（ホスト）を
指定します。

snmp-server host host [traps | informs]
[version {1 | 2c | 3 [auth| priv | noauth]}]
community-string [udp-port port-number]msdp

ステップ 3   

例：

Device# snmp-server host examplehost msdp

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、

特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：

Device(config)# exit

ステップ 4   

トラブルシューティングのヒント

MSDP MIB通知の結果とソフトウェアの出力を比較するには、適切なデバイスで show ip msdp
summaryコマンドおよび show ip msdp peerコマンドを使用します。また、これらのコマンドの
結果と SNMPGET操作の結果を比較することもできます。 SAキャッシュテーブルエントリを確
認するには、show ip msdp sa-cacheコマンドを使用します。接続のローカルアドレス、ローカル
ポート、リモートポートなどのその他のトラブルシューティング情報は、debug ip msdpコマン
ドの出力を使用して取得できます。
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MSDP を使用して複数の PIM-SM ドメインを相互接続す
る設定例

例：MSDP ピアの設定
次に、3つのMSDPピア間でMSDPピアリング接続を確立する例を示します。

デバイス A

!
interface Loopback 0
ip address 10.220.8.1 255.255.255.255
!
ip msdp peer 10.220.16.1 connect-source Loopback0
ip msdp peer 10.220.32.1 connect-source Loopback0
!

デバイス B

!
interface Loopback 0
ip address 10.220.16.1 255.255.255.255
!
ip msdp peer 10.220.8.1 connect connect-source Loopback0
ip msdp peer 10.220.32.1 connect connect-source Loopback0
!

デバイス C

!
interface Loopback 0
ip address 10.220.32.1 255.255.255.255
!
ip msdp peer 10.220.8.1 connect 10.220.8.1 connect-source Loopback0
ip msdp peer 10.220.16.1 connect 10.220.16.1 connect-source Loopback0
!

例：MSDP MD5 パスワード認証の設定
次に、2つのMSDPピア間のTCP接続のMD5パスワード認証をイネーブルにする例を示します。

デバイス A

!
ip msdp peer 10.3.32.154
ip msdp password peer 10.3.32.154 0 test
!
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デバイス B

!
ip msdp peer 10.3.32.153
ip msdp password peer 10.3.32.153 0 test
!

MSDP の IETF RFC 3618 準拠の設定の例
次に、10.10.2.4および 10.20.1.2のMSDPピアを IETF RFC 3618で指定されているピア RPF転送
ルールに準拠するように設定する例を示します。

ip msdp peer 10.10.2.4
ip msdp peer 10.20.1.2
ip msdp rpf rfc3618

デフォルト MSDP ピアの設定の例
図に、デフォルトMSDPピアが使用されるシナリオを示します。この図では、ルータBを所有す
るカスタマーが 2つの ISPを介してインターネットに接続されています。一方の ISPはルータ A
を所有し、もう一方の ISPはルータ Cを所有しています。これらの ISP間で、（M）BGPは動作
していません。カスタマーが ISPドメインまたは他のドメイン内のソースについて学習するため
に、ルータ Bはルータ AをデフォルトMSDPピアとして識別します。ルータ Bはルータ Aと
ルータ Cの両方に SAメッセージをアドバタイズしますが、ルータ Aだけまたはルータ Cだけか
ら SAメッセージを受け入れます。ルータAが設定内の最初のデフォルトピアである場合、ルー
タ Aが稼働していればルータ Aが使用されます。ルータ Aが稼働していない場合に限り、ルー
タ Bがルータ Cからの SAメッセージを受け入れます。

ISPは、プレフィックスリストを使用して、カスタマーのルータから受け入れるプレフィックス
を定義する場合もあります。カスタマーは、複数のデフォルトピアを定義します。各ピアには関

連するプレフィックスを 1つまたは複数設定します。

カスタマーは 2つの ISPを使用しています。カスタマーはこの 2つの ISPをデフォルトピアとし
て定義します。設定内で最初のデフォルトピアとして特定されているピアが稼働している限り、
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このピアがデフォルトピアになり、カスタマーはそのピアから受信するすべての SAメッセージ
を受け入れます。

図 13：デフォルト MSDP ピアのシナリオ

ルータ Bはルータ Aおよびルータ Cに SAをアドバタイズしますが、ルータ Aまたはルータ C
だけを使用して SAメッセージを受け入れます。ルータ Aが設定ファイル内の最初のルータであ
る場合、ルータ Aが稼働していればルータ Aが使用されます。ルータ Aが稼働していない場合
に限り、ルータBがルータCから SAメッセージを受け入れます。これは、プレフィックスリス
トがない場合の動作です。

プレフィックスリストを指定すると、リスト内のプレフィックスに対してだけピアはデフォルト

ピアになります。プレフィックスリストがそれぞれ関連付けられている場合は、複数のアクティ

ブなデフォルトピアを設定できます。プレフィックスリストがない場合も、複数のデフォルト

ピアを設定できますが、アクティブなデフォルトピアになるのは最初のピアだけです（このピア

にルータが接続されていて、ピアがアクティブの場合に限ります）。最初に設定されたピアがダ

ウンするか、このピアとの接続がダウンした場合、2番目に設定されたピアがアクティブなデフォ
ルトピアになります。以下同様です。

次に、図に示されているルータAおよびルータCの部分的な設定例を示します。これらの ISPに
はそれぞれ、図に示すデフォルトピアリングを使用するカスタマーのような複数のカスタマーが

ある場合があります。そのようなカスタマーの設定は類似しています。つまり、SAが対応する
プレフィックスリストによって許可される場合、デフォルトピアからの SAだけを受け入れま
す。
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ルータ A の設定

ip msdp default-peer 10.1.1.1
ip msdp default-peer 10.1.1.1 prefix-list site-b ge 32
ip prefix-list site-b permit 10.0.0.0/8

ルータ C の設定

ip msdp default-peer 10.1.1.1 prefix-list site-b ge 32
ip prefix-list site-b permit 10.0.0.0/8

例：MSDP メッシュグループの設定
次に、3台のデバイスをMSDPメッシュグループのフルメッシュメンバになるように設定する
例を示します。

デバイス A の設定

ip msdp peer 10.2.2.2
ip msdp peer 10.3.3.3
ip msdp mesh-group test-mesh-group 10.2.2.2
ip msdp mesh-group test-mesh-group 10.3.3.3

デバイス B の設定

ip msdp peer 10.1.1.1
ip msdp peer 10.3.3.3
ip msdp mesh-group test-mesh-group 10.1.1.1
ip msdp mesh-group test-mesh-group 10.3.3.3

デバイス C の設定

ip msdp peer 10.1.1.1
ip msdp peer 10.2.2.2
ip msdp mesh-group test-mesh-group 10.1.1.1
ip msdp mesh-group test-mesh-group 10.2.2.2

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast Command Reference』IPマルチキャストコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmulti/command/imc-cr-book.html


標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Protection of BGP Sessions via the TCP MD5
Signature Option』

RFC 2385

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC 2858

『Multicast Source Discovery Protocol』RFC 3618

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

MSDP-MIB.my

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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http://www.ietf.org/rfc/rfc2858.txt
http://www.ietf.org/proceedings/01dec/I-D/draft-ietf-msdp-spec-13.txt
http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/support


MSDP を使用して複数の PIM-SM ドメインを相互接続す
るための機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 5：MSDP を使用して複数の PIM-SM ドメインを相互接続するための機能情報

機能情報リリース機能名

Multicast Source Discovery
Protocol（MSDP）は、複数の
PIMスパースモード（SM）ド
メインを接続するためのメカニ

ズムです。MSDPを使用する
と、さまざまなドメイン内のす

べてのランデブーポイント

（RP）に、グループのマルチ
キャスト送信元を通知できま

す。各 PIM-SMドメインは自
身の RPを使用するため、他の
ドメインの RPに依存する必要
はありません。 RPは、MSDP
を TCP上で実行して他のドメ
インのマルチキャストソース

を検出します。

Cisco IOS XE Release 3.5Sで
は、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS Xe Release 3.5S

Multicast Source Discovery
Protocol（MSDP）
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機能情報リリース機能名

MSDPの IETF RFC 3618準拠機
能は、IETF RFC 3618仕様で規
定されているピアと RPF間の
転送ルールに準拠するように

MSDPを設定できるようにしま
す。MSDPの IETF RFC 3618
準拠機能をイネーブルにする

と、SAメッセージのループを
防止できます。また、MSDP
の IETFRFC3618準拠機能をイ
ネーブルにすることで、BGP
RRでMSDPを実行する必要が
なくなり、RPFチェックに IGP
を使用でき、直接接続されてい

ない自律システムのルータ間で

MSDPピアリングが可能になり
ます。

この機能により、ip msdp rpf
rfc3618コマンドおよび show ip
msdp rpf-peerコマンドが導入
または変更されました。

Cisco IOS XE Release 2.1MSDPの IETF RFC 3618準拠

MSDP MD5パスワード認証機
能は、2つのMSDPピア間の
TCP接続上でMD5シグネチャ
の保護を提供するための拡張で

す。この機能は、TCP接続ス
トリームに導入されるスプー

フィングされた TCPセグメン
トの脅威に対してMSDPを保
護することにより、追加のセ

キュリティを提供します。

この機能により、ip msdp
password peerコマンドおよび
show ip msdp peerコマンドが
導入または変更されました。

Cisco IOS XE Release 2.5MSDP MD5パスワード認証
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第 5 章

PIM Allow RP

このモジュールでは、IPv4または IPv6ネットワークで Protocol Independent Multicast（PIM）ス
パースモード（SM）ドメインを異なるランデブーポイントで相互接続するためのPIMAllowRP
機能を設定する方法について説明します。 PIM Allow RPでは、着信（*, G）加入が処理され、
異なる RPが識別されたときに、受信側デバイスで独自の RPを使用してステートを作成し、共
有ツリーを構築することができます。これにより、受信側デバイスは異なる RPからの（*, G）
加入を受け入れることができます。

• 機能情報の確認, 161 ページ

• PIM Allow RPの制約事項, 162 ページ

• PIM Allow RPについて, 162 ページ

• PIM Allow RPの設定方法, 163 ページ

• PIM Allow RPの設定例, 168 ページ

• PIM Allow RPの追加情報, 171 ページ

• PIM Allow RPに関する機能情報, 172 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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PIM Allow RP の制約事項
• PIM Allow RPでは、PIM SMドメインの接続のみがサポートされます。

• PIM Allow RPはダウンストリームトラフィックだけに適用可能です。つまり、共有ツリー
の構築だけに適用できます。

• PIM Allow RPは、Auto-RPやブートストラップルータ（BSR）では機能しません。スタ
ティック設定だけがサポートされています。ただし、コンシューマネットワークの組み込

みRPが、サービスプロバイダーネットワークに静的に設定されているものと異なることは
可能です。

PIM Allow RP について

ランデブーポイント

ランデブーポイント（RP）は、デバイスが Protocol Independent Multicast（PIM）のスパースモー
ド（SM）で動作しているときに実行する役割です。 RPが必要になるのは、PIM SMを実行して
いるネットワークだけです。 PIM SMモデルでは、マルチキャストデータを明示的に要求したア
クティブなレシーバを含むネットワークセグメントだけにトラフィックが転送されます。マルチ

キャストデータを配信するこの方法は、PIMデンスモード（PIM-DM）とは対照的です。 PIM
DMでは、マルチキャストトラフィックは、最初にネットワークのすべてのセグメントにフラッ
ディングされます。ダウンストリームネイバーを持たないルータやレシーバに直接接続された

ルータは、不要なトラフィックをプルーニングします。

RPは、マルチキャストデータのソースとレシーバの接点として機能します。PIM-SMネットワー
クでは、ソースは RPにトラフィックを送信する必要があります。このトラフィックは、それか
ら共有配信ツリーを下ってレシーバに転送されます。デフォルトでは、レシーバのファースト

ホップデバイスは、ソースを認識すると、ソースに加入メッセージを直接送信し、ソースからレ

シーバへのソースベースの配信ツリーを作成します。ソースとレシーバ間の最短パス内に RPが
存在しない限り、このソースツリーには RPは含まれません。

ほとんどの場合、ネットワークにおける RPの配置は複雑な判断を必要としません。デフォルト
では、RPが必要になるのは、ソースおよびレシーバとの新しいセッションを開始する場合だけで
す。その結果、RPでは、トラフィックのフローまたは処理によるオーバーヘッドはほとんど発
生しません。 PIMバージョン 2では、ステートを作成する RPにソースが定期的に登録するだけ
なので、RPが実行する処理は PIMバージョン 1より少なくなります。

PIM Allow RP
パブリッシャ、コンシューマ、転送の 3種類のネットワークがあります。多くのパブリッシャ
ネットワークは、コンテンツを発信することができ、多くのコンシューマネットワークはコンテ
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ンツに関心がある場合があります。サービスプロバイダーが所有および運用する転送ネットワー

クは、パブリッシャネットワークとコンシューマネットワークを接続します。

コンシューマネットワークと転送ネットワークは次のように接続されます。

特定のグループ範囲、または全グループ範囲（デフォルトルートと同様）について、サービスプ

ロバイダーは、RP-Aなどのランデブーポイント（RP）を定義します。コンシューマデバイスか
ら RP-Aのリバースパス転送により、（*,G）加入が転送ネットワークに向けて送信されます。

同じグループに対して、サービスプロバイダーは、Gの転送ネットワーク内で共有ツリーを構築
するために使用される異なる RP（RP-Bなど）を定義することができます。 RP-Aと RP-Bは、通
常異なる RPであり、各 RPは、異なるグループ範囲に対して定義されます。

RFC 4601では、デバイスが（*, G）加入を受信し、（*, G）加入で指定されているRPが受信側デ
バイスが予想する RPと異なる（不明な RP）場合、着信（*, G）加入を無視する必要があること
を規定しています。 PIM Allow RP機能では、着信（*, G）加入が処理され、異なる RPが識別さ
れたときに、受信側デバイスで独自の RPを使用してステートを作成し、共有ツリーを構築する
ことができます。これにより、受信側デバイスは異なるRPからの（*,G）加入を受け入れること
ができます。

PIMAllowRPは、共有ツリーを構築するためのダウンストリームトラフィックだけに適用できま
す。 Auto-RPや BSRでは機能しません。スタティック設定だけがサポートされています。ただ
し、PIM Allow RPでは、コンシューマネットワークの組み込み RPが転送ネットワークに静的に
設定されているものと異なる場合は補正されます。

PIM Allow RP の設定方法

PIM-SM への RP 設定

はじめる前に

すべてのアクセスリストを設定作業の開始前に設定する必要があります。アクセスリストの設

定方法については、『Security Configuration Guide: Access Control Lists』の「Creating an IP Access
List and Applying It to an Interface」モジュールを参照してください。

IPv6ネットワークデバイスの場合は、最初に IPv6マルチキャストルーティングをイネーブルに
するデバイスのすべてのインターフェイスで、IPv6ユニキャストルーティングをイネーブルにす
る必要があります。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. • ip multicast-routing [vrf vrf-name] distributed

• ipv6 multicast-routing [vrf vrf-name]

4. interface type number
5. • ip pim sparse-mode

• ipv6 pim enable

6. ipv6 address {ipv6-address | prefix-length | prefix-name sub-bits | prefix-length}
7. no shut
8. exit
9. IPマルチキャストを使用するすべてのインターフェイスでステップ 4～ 8を繰り返します。
10. • ip pim [vrf vrf-name] rp-address rp-address [access-list] [override]

• ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address ipv6-address [group-address-list]

11. exit
12. show ip pim rp [mapping] [rp-address]
13. show ip mroute

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

ステップ 3   • IPv4の場合：デバイスのすべてのインターフェイスで
マルチキャストルーティングをイネーブルにします。

• ip multicast-routing [vrf vrf-name]
distributed

Cisco IOS XE Release 3.2S以前のリリースでは、
distributedキーワードは任意選択です。• ipv6 multicast-routing [vrf vrf-name]

• IPv6の場合：デバイスのすべてのインターフェイスで
マルチキャストルーティングをイネーブルにし、デバ例：

Device(config)# ip multicast-routing
Device(config)# ipv6 multicast-routing

イスのすべてのマルチキャスト対応インターフェイス
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目的コマンドまたはアクション

で PIMおよびMLDに対してマルチキャスト転送をイ
ネーブルにします。

IPv6マルチキャストルーティングは、IPv6
ユニキャストルーティングがイネーブルの

場合、デフォルトでディセーブルです。特

定のデバイスでは、IPv6ユニキャストルー
ティングを使用するには、IPv6マルチキャ
ストルーティングもイネーブルにする必要

があります。

（注）

PIMをイネーブルにできるホストに接続されているインター
フェイスを選択します。

interface type number

例：
Device(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 4   

ステップ 5   • IPv4の場合：PIMをイネーブルにします。スパース
モードを使用する必要があります。

• ip pim sparse-mode

• ipv6 pim enable
• IPv6の場合：IPv6およびデフォルトで、IPv6PIMをイ
ネーブルにします。

例：
Device(config-if)# ip pim sparse-mode
Device(config-if)# ipv6 pim enable

IPv6の場合のみ：IPv6の一般的なプレフィックスに基づい
て IPv6アドレスを設定し、インターフェイスにおける IPv6
処理をイネーブルにします。

ipv6 address {ipv6-address | prefix-length |
prefix-name sub-bits | prefix-length}

例：
Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8::4:4/64

ステップ 6   

インターフェイスをイネーブルにします。no shut

例：
Device(config-if)# no shut

ステップ 7   

—exitステップ 8   

例：
Device(config-if)# exit

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

IPマルチキャストを使用するすべてのイ
ンターフェイスでステップ 4～ 8を繰り
返します。

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

ステップ 10   • IPv4の場合：PIM RPのアドレスを設定します。アク
セスリストを指定しなかった場合、RPアドレスはす

• ip pim [vrf vrf-name] rp-address
rp-address [access-list] [override]

べてのマルチキャストグループ 224/4に適用されま
す。• ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address

ipv6-address [group-address-list]
• IPv6の場合：PIMRPのアドレスを設定します。グルー
プアドレスリストを指定しなかった場合、FFX[3-f]::/8

例：
Device(config)# ip pim rp-address
192.0.2.1 acl-sparse

から FF3X::/96の範囲の SSMを除く、ルーティング可
能な IPv6マルチキャストグループ範囲全体にRPアド
レスが適用されます。

Device(config)# ipv6 pim rp-address
2001:DB8::1:1 acl_sparse1

グローバルコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：
Device(config)# exit

ステップ 11   

（任意）ネットワークで既知の RPを表示し、ルータが各
RPについて学習する方法を示します。

show ip pim rp [mapping] [rp-address]

例：
Device# show ip pim rp mapping

ステップ 12   

（任意）IP mrouteテーブルの内容を表示します。show ip mroute

例：
Device# show ip mroute

ステップ 13   

PIM Allow RP のイネーブル化

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. • ip pim allow-rp [group-list access-list | rp-list access-list [group-list access-list]]

• ipv6 pim allow-rp [group-list access-list | rp-list access-list [group-list access-list]]

4. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

PIM Allow RPをイネーブルにします。ステップ 3   • ip pim allow-rp [group-list access-list | rp-list
access-list [group-list access-list]]

• ipv6 pim allow-rp [group-list access-list | rp-list
access-list [group-list access-list]]

例：
Device(config)# ip pim allow-rp
Device(config)# ipv6 pim allow-rp

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：
Device(config)# exit

ステップ 4   

PIM-SM および RP に関する情報の表示

手順の概要

1. enable
2. • show ip pim [vrf vrf-name] rp [metric] [rp-address]

• show ipv6 pim [vrf vrf-name] interface [state-on] [state-off] [type number]

3. • show ip pim [ vrf vrf-name] rp mapping [rp-address]

• show ipv6 pim [vrf vrf-name] group-map [group-name | group-address] | [group-range | group-mask]
[info-source {bsr | default | embedded-rp | static}]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された
場合）。

PIMに対して設定されたインターフェイス
に関する情報を表示します。

ステップ 2   • show ip pim [vrf vrf-name] rp [metric] [rp-address]

• show ipv6 pim [vrf vrf-name] interface [state-on]
[state-off] [type number]

例：
Device# show ip pim interface
Device# show ipv6 pim interface

PIMグループとアクティブランデブーポイ
ントのマッピングを表示します。

ステップ 3   • show ip pim [ vrf vrf-name] rp mapping [rp-address]

• show ipv6 pim [vrf vrf-name] group-map [group-name
| group-address] | [group-range | group-mask] [info-source
{bsr | default | embedded-rp | static}]

例：
Device# show ipv6 pim rp mapping
Device# show ipv6 pim group-map static

PIM Allow RP の設定例

例：IPv4 PIM Allow RP
次の例で、

1 ダウンストリームデバイスのループバック（Loopback100）で、存在しないRP（11.30.3.3）に
対してスタティック（*,239.1.2.3）加入が作成されます。

2 スタティックルートでは、デバイスがこの RPは 11.10.2.1経由でアップストリームデバイス
を介して到達可能であると認識するため、ダウンストリームデバイスはRPアドレス（11.30.3.3）
を持つ（*,239.1.2.3）PIM加入をアップストリームルータに送信します。
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3 アップストリームデバイスは（* 239.1.2.3）PIM加入を受信すると、加入（11.30.3.3）内の RP
アドレスが既知の（設定済みの）インターフェイスから RPへのアドレス（11.10.3.3）と異な
ることを認識します。

4 アップストリームデバイス上の PIM Allow RP設定により（*,239.1.2.3）が処理され、RP
（11.10.3.3）への（239.1.2.3）加入が作成されます。

アップストリームデバイスでpimallow-rpコマンドが設定されていない場合、アップストリー
ムデバイスは異なる RPの加入を無視する必要があります。

（注）

##################
# Downstream
##################
!
hostname downstream-router
!
!
ip multicast-routing distributed
!
!
interface Loopback100
ip address 101.10.1.2 255.255.255.0
ip igmp static-group 239.1.2.3
ip pim sparse-dense-mode
no shut
!
interface Ethernet1/2
ip address 11.10.2.2 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
no shut
!
router ospf 200
network 11.0.0.0 0.255.255.255 area 1
network 101.0.0.0 0.255.255.255 area 1
!
ip pim rp-address 11.30.3.3
ip mroute 11.30.3.3 255.255.255.255 11.10.2.1
!
end

##################
# Upstream
##################
!
hostname Upstream-router
!
!
ip multicast-routing distributed
!
!
interface FastEthernet0/0/2
ip address 11.10.2.1 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
no shut
!
interface FastEthernet0/0/4
! interface to RP (11.10.3.3)
ip address 10.10.4.1 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
no shut
!
router ospf 200
network 10.0.0.0 0.255.255.255 area 1
network 11.0.0.0 0.255.255.255 area 1
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!
ip pim rp-address 11.10.3.3
ip pim allow-rp
!
end

例：IPv6 PIM Allow RP
次の例で、

1 ダウンストリームデバイスのループバックで、存在しない RP（80::1:1:3）へのスタティック
（*,FF03::1）加入が作成されます。

2 スタティックルートでは、デバイスがこの RPは 10::1:1:1経由でアップストリームデバイス
を介して到達可能であると認識するため、ダウンストリームデバイスはRPアドレス（80::1:1:3）
を持つ（*,FF03::1）PIM加入をアップストリームデバイスへ送信します。

3 アップストリームデバイスは（*,FF03::1）PIM加入を受信すると、加入（80::1:1:3）内の RP
アドレスが（既知の）設定されたアドレス（20::1:1:3）とは異なることを認識します。

4 アップストリームデバイス上の PIM Allow RP設定により（*,FF03::1）が処理され、RP
（20::1:1:3）への（*,FF03::1）加入が作成されます。

アップストリームデバイスでpimallow-rpコマンドが設定されていない場合、アップストリー
ムデバイスは異なる RPの加入を無視する必要があります。

（注）

##################
# Downstream
##################

!
hostname downstream-router
!
!
ipv6 unicast-routing
ipv6 multicast-routing
!
!
interface Loopback100
ipv6 address FE80::50:1:2 link-local
ipv6 address 50::1:1:2/64
ipv6 enable
ipv6 ospf 1 area 0
ipv6 mld join-group FF03::1
!
interface Ethernet1/2
ipv6 address FE80::10:1:2 link-local
ipv6 address 10::1:1:2/64
ipv6 enable
ipv6 ospf 1 area 0
no keepalive
!
!
ipv6 pim rp-address 80::1:1:3
ipv6 route 80::1:1:3/128 10::1:1:1 multicast
!
ipv6 router ospf 1
router-id 205.2.0.2
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!
!
end

###################
# Upstream
###################
!
hostname Upstream-router
!
!
ipv6 unicast-routing
ipv6 multicast-routing
!
!
interface FastEthernet0/0/2
ipv6 address FE80::10:1:1 link-local
ipv6 address 10::1:1:1/64
ipv6 enable
ipv6 ospf 1 area 0
!
interface FastEthernet0/0/3
! interface to the RP (20::1:1:3)
ipv6 address FE80::20:1:1 link-local
ipv6 address 20::1:1:1/64
ipv6 enable
ipv6 ospf 1 area 0
!
!
ipv6 pim rp-address 20::1:1:3
ipv6 pim allow-rp
!
ipv6 router ospf 1
router-id 205.1.0.1
!
!
end

PIM Allow RP の追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmulti/command/imc-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipmulti/command/imc-cr-book.html


標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Protocol Independent Multicast - Sparse Mode
(PIM-SM): Protocol Specification (Revised)』

RFC 4601

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

PIM Allow RP に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 6：PIM Allow RP に関する機能情報

機能情報リリース機能名

PIM Allow RP機能では、着信
（*, G）加入が処理され、異な
る RPが識別されたときに、受
信側デバイスで独自の RPを使
用してステートを作成し、共有

ツリーを構築することができま

す。このプロセスにより、受

信側デバイスは異なる RPから
の（*, G）加入を受け入れるこ
とができます。

次のコマンドが導入または変更

されました。ip pim allow-rp、
ipv6 pim allow-rp。

15.2(4)T

Cisco IOS XE Release 3.7S

15.3(1)T

PIM Allow RP
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第 6 章

Source Specific Multicast の設定

このモジュールでは、Source Specific Multicast（SSM）の設定方法を説明します。 Source Specific
Multicast機能は、レシーバが明示的に参加したマルチキャストソースからのみデータグラムト
ラフィックがレシーバに転送される IPマルチキャストの拡張機能です。 SSM用に設定されたマ
ルチキャストグループは、（共有ツリーではなく）ソース固有のマルチキャスト配信ツリーの

みが作成されます。

• 機能情報の確認, 175 ページ

• Source Specific Multicastの制約事項, 176 ページ

• Source Specific Multicastについて, 178 ページ

• Source Specific Multicastの設定方法, 185 ページ

• Source Specific Multicastの設定例, 186 ページ

• その他の関連資料, 188 ページ

• Source Specific Multicastの機能情報, 189 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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Source Specific Multicast の制約事項

SSM 範囲のレガシーアプリケーションに関する制約

SSMにまだ対応していない、ネットワーク内の既存のアプリケーションは、（S, G）チャネル加
入をサポートするように変更されているか、URDによってイネーブルになっていない限り、SSM
範囲内では機能しません。そのため、既存のアプリケーションが指定の SSM範囲内のアドレス
を使用する場合、ネットワークで SSMをイネーブルにすると問題が発生することがあります。

IGMP v3lite および URD には Cisco ラストホップルータが必要

SSMおよび IGMPv3は IETFで標準化されたソリューションです。しかし、IGMP v3liteと URD
はシスコが開発したソリューションです。ホストの IGMP v3liteと URDが正しく動作するには、
そのホスト方向のラストホップルータが IGMP v3liteまたは URDがイネーブルになった Cisco
ルータである必要があります。

ホストが IGMPv3のカーネルサポートを備えている場合、HSILは IGMP v3liteの代わりにカー
ネル IGMPv3を使用するため、この制約は HSILを使用しているアプリケーションには適用さ
れません。

（注）

アドレス管理に関する制約

SSMをレイヤ 2スイッチングメカニズムとともに使用する場合は、ある程度のアドレス管理が必
要となります。CiscoGroupManagementProtocol（CGMP）、IGMPスヌーピング、またはRouter-Port
Group Management Protocol（RGMP）は現在、（S, G）チャネル固有のフィルタリングではなく、
グループ固有のフィルタリングのみをサポートしています。スイッチドネットワークの別のレ

シーバが、同じグループを共有している別の（S, G）チャネルを要求すると、これらの既存のメ
カニズムの利点は活用できません。代わりに、両方のレシーバが (S, G)チャネルトラフィックを
すべて受信（入力で不要なトラフィックをフィルタリング）します。 SSMは SSM範囲のグルー
プアドレスを多くの独立したアプリケーションに再利用できるため、この状況により、スイッチ

ドネットワークでトラフィックフィルタリングが予想を下回る可能性があります。このため、

SSMの IETFドラフトに記載されている推奨事項に従い、SSM範囲外のランダム IPアドレスをア
プリケーションに使用し、SSM範囲内で異なるアプリケーションが 1つのアドレスを再利用する
可能性を最小限に抑えることが重要です。たとえば、TVチャネルセットを提供するアプリケー
ションサービスで、SSMを使用する場合は、各 TV（S, G）チャネルに異なるグループを使用す
る必要があります。この設定によって、同じアプリケーションサービス内の異なるチャネルの複

数のレシーバがレイヤ 2スイッチを含むネットワーク内でトラフィックのエイリアスを経験する
ことがなくなります。

IGMP スヌーピングおよび CGMP の制限

IGMPv3は、古い IGMPスヌーピングスイッチに正しく認識されない可能性のある新しいメンバー
シップレポートメッセージを使用します。この場合、ホストがトラフックを正しく受信しませ
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ん。 IGMP v3liteと URDは IGMPv1または IGMPv2メンバーシップレポートのみに依存するた
め、この状況は、URDまたは IGMP v3liteがオペレーティングシステムが IGMPv3用にアップグ
レードされていないホストで使用されている場合は問題ではありません。

URD インターセプト URL の制約事項

URDインターセプト URLの文字列は 256バイト未満で、/path引数で始まる必要があります。
HTTP/TCP接続では、この文字列は単一のTCP/IPパケット内に含まれている必要もあります。た
とえば、256バイトの文字列の場合、ホストと代行受信ルータ間のリンク最大伝送単位（MTU）
が 128バイトでは、URDが正しく動作しません。

ステート管理の制限事項

PIM-SSMで、適切な（S, G）加入がインターフェイス上にある場合、ラストホップルータは（S,
G）加入メッセージを定期的に送り続けます。このため、レシーバが（S, G）加入を送信する限
り、ソースが長時間（または二度と）トラフィックを送信しなくてもレシーバからソースへの最

短パスツリー（SPT）状態が維持されます。

これは、送信元がトラフィックを送信し、レシーバーがグループに加入している場合にだけ（S,
G）ステートが維持される PIM-SMとは対照的です。 PIM-SMでは、送信元がトラフィックの送
信を 3分間停止すると、（S, G）ステートは削除され、再確立されるのは、その送信元からのパ
ケットが RPTを通じて再度到達した場合だけです。 PI-SSMでは、送信元がアクティブであるこ
とをレシーバに通知するメカニズムがないので、レシーバが（S, G）チャネルの受信を要求して
いる限り、（S, G）ステートを維持する必要があります。

HSIL の制限事項

IGMP v3liteホストシグナリング, （182ページ）の概要で説明されているように、HSILはホスト
オペレーティングシステムが IGMPv3をサポートするかどうかを判別しようとします。このチェッ
クは、オペレーティングシステムが IGMPv3にアップグレードされているホストとオペレーティ
ングシステムが IGMPv1または IGMPv2のみをサポートするホストの両方で単一のアプリケー
ションが使用できるように行われます。

HSILが提供された時点でこのオペレーティングシステムの少なくとも 1つのバージョンに対し
て IGMPv3カーネルサポートが存在する場合、ホストオペレーティングシステムでの IGMPv3
のアベイラビリティのチェックは、HSILでのみ実行できます。このような IGMPv3カーネル実
装が最近まで使用できなかった場合、HSILでコンパイルされたアプリケーションが動的に最新
バージョンのHSILにバインドされるように、ユーザはホストでHSILもアップグレードする必要
のある場合があります。最新バージョンの HSILは、オペレーティングシステムカーネルで
IGMPv3のチェックをサポートしています。HSILのアップグレードは、アプリケーション自体の
アップグレードとは別に実行できます。

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

177

Source Specific Multicast の設定
Source Specific Multicast の制約事項



Source Specific Multicast について

SSM の概要
Source Specific Multicast（SSM）。 SSMは、レシーバが明示的に参加したマルチキャストソース
からのみデータグラムトラフィックがレシーバに転送される IPマルチキャストの拡張機能です。
SSM用に設定されたマルチキャストグループは、（共有ツリーではなく）ソース固有のマルチ
キャスト配信ツリーのみが作成されます。

SSM のコンポーネント
SSMは、1対多のアプリケーション（ブロードキャストアプリケーション）に最適なデータグラ
ム配信モデルです。 SSMは、オーディオおよびビデオブロードキャストアプリケーション環境
を対象とした IPマルチキャストソリューションの Cisco実装のコアネットワーキングテクノロ
ジーで、RFC 3569に説明されています。次の 2つのコンポーネントは共に SSMの実装をサポー
トします。

• Protocol Independent Multicast Source-Specific Mode（PIM-SSM）

•インターネットグループ管理プロトコルバージョン 3（IGMPv3）

Protocol Independent Multicast（PIM）SSM（PIM-SSM）は、SSMの実装をサポートするルーティ
ングプロトコルで、PIMスパースモード（PIM-SM）から派生しました。 IGMPは、ホストがルー
タにマルチキャストグループメンバーシップを伝えるために使用するインターネット技術特別調

査委員会（IETF）標準トラックプロトコルです。 IGMPバージョン 3は、SSMに必要なソース
フィルタリングをサポートします。 SSMを IGMPv3と共に実行するには、SSMがルータ、アプ
リケーションが実行されるホスト、およびアプリケーション自体でサポートされる必要がありま

す。

Internet Standard Multicast と SSM の違い
インターネットと多くの企業イントラネットの標準 IPマルチキャストインフラストラクチャは、
PIM-SMプロトコルとMulticast Source Discovery Protocol（MSDP）に基づいています。これらの
プロトコルは信頼でき、広範で、効率的であることが証明されています。しかし、インターネッ

ト標準マルチキャスト（ISM）サービスモデルの複雑さと機能性の制限があります。たとえば、
ISMでは、ネットワークは、実際にマルチキャストトラフィックを送信しているホストについて
の情報を維持する必要があります。 SSMでは、この情報は IGMPv3によってラストホップデバ
イスにリレーされるソースアドレスを通してレシーバによって提供されます。 SSMは、ISMに
関連付けられた問題への対応を強化し、ネットワーク内で ISM用に開発されたプロトコルと共存
することを目的としています。一般に、SSMは SSMを使用するアプリケーションに IPマルチ
キャストサービスを提供します。
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ISMサービスについては RFC 1112で説明されています。このサービスは、任意のソースからマ
ルチキャストホストグループと呼ばれるレシーバのグループへの IPデータグラムの配信によっ
て構成されています。マルチキャストホストグループのデータグラムトラフィックは、任意の

IPユニキャスト送信元アドレス Sと IP宛先アドレスとしてのマルチキャストグループアドレス
Gのデータグラムで構成されます。システムはホストグループのメンバになることによってこの
トラフィックを受信します。ホストグループのメンバーシップには IGMPバージョン 1、2、ま
たは 3によるホストグループのシグナリングが必要です。

SSMでは、データグラムは（S, G）チャネルに基づいて配信されます。 1つの (S, G)チャネルの
トラフィックは、IP宛先アドレスとして IPユニキャストソースアドレス Sとマルチキャストグ
ループアドレスGを持つデータグラムで構成されています。システムは、（S, G）チャネルのメ
ンバになることによって、このトラフィックを受信します。 SSMと ISMのどちらでも、ソース
になるためにシグナリングは必要ありません。ただし、SSMでは、レシーバーは特定の送信元か
らのトラフィックの受信または非受信を決めるために（S, G）への加入または脱退を行う必要が
あります。つまり、レシーバーは加入した（S, G）チャネルからだけトラフィックを受信できま
す。一方、ISMでは、レシーバーは受信するトラフィックの送信元の IPアドレスを知る必要はあ
りません。提案されているチャネル加入シグナリングの標準的な方法では、IGMPINCLUDEモー
ドメンバーシップレポートを使用します。これは、IGMPバージョン 3でのみサポートされてい
ます。

IPマルチキャストグループアドレス範囲の設定済みのサブセットに SSM配信モデルを適用する
ことにより、SSMとISMサービスを一緒に使用できます。インターネット割り当て番号局（IANA）
は、SSMアプリケーションおよびプロトコル用に 232.0.0.0～ 232.255.255.255のアドレス範囲を
確保しています。ソフトウェアでは、224.0.0.0～ 239.255.255.255の IPマルチキャストアドレス
範囲の任意のサブセットのSSM設定を許可します。SSM範囲が定義されると、（アプリケーショ
ンが明示的な（S,G）チャネル加入を使用するように変更されているか、URLRendezvousDirectory
（URD）によって SSMに対応していない限り）SSM範囲内でアドレスを使用しようとする場合
に既存の IPマルチキャストレシーバアプリケーションはトラフィックを受信しません。

SSM の動作
確立されているネットワークは、IPマルチキャストサービスが PIM SMに基づいているので、
SSMサービスをサポートできます。 SSMは、ドメイン間の PIM-SMに必要なプロトコルがすべ
て揃っていないネットワークで単独で配備することもできます。つまり、SSMには RPが必要で
はないため、Auto-RP、MSDP、ブートストラップルータ（BSR）などの RPメカニズムは必要あ
りません。

SSMがすでに PIM-SM用に設定済みのネットワークで配備されている場合、ラストホップルー
タのみを、SSMをサポートするソフトウェアイメージにアップグレードする必要があります。
レシーバに直接接続されていないルータを SSMをサポートするソフトウェアイメージにアップ
グレードする必要はありません。一般的に、これらのラストホップではないルータは、SSM範
囲で PIM-SMのみを実行する必要があります。これらは、MSDPシグナリング、登録、または
PIM-SM共有ツリー動作がSSM範囲内で発生することを抑制するために、追加のアクセスコント
ロール設定を必要とする場合もあります。

SSMモードの動作は、ip pim ssmグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して SSM
範囲を設定することによってイネーブルにできます。この設定による影響は次のとおりです。
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• SSM範囲内のグループの場合、(S,G)チャネル加入は IGMPv3INCLUDEモードメンバーシッ
プレポートによって受け入れられます。

• SSM範囲のアドレスのPIM動作は、PIM-SMの派生モードであるPIM-SSMに変更されます。
このモードでは、PIM (S, G)加入およびプルーニングメッセージのみがルータによって生成
されます。ランデブーポイントツリー（RPT）動作に関連した着信メッセージは無視され
るか、拒否され、着信PIM登録メッセージは登録停止メッセージによってただちに応答され
ます。ラストホップルータ以外のルータでは、PIM-SSMは PIM-SMと下位互換性を保ちま
す。したがって、ラストホップルータ以外のルータは SSMグループに PIM-SMを使用でき
ます（SSMをサポートしていない場合など）。

• SSM範囲内のグループの場合、SSM範囲内のMSDP Source-Active（SA）メッセージは受け
入れ、生成、または転送されません。

IGMPv3 ホストシグナリング
IGMPv3は、ホストがマルチキャストグループのラストホップルータにメンバーシップを伝える
IETF標準トラックプロトコルの第 3バージョンです。 IGMPv3は、グループメンバーシップを
伝える能力をホストに与えます。これによってソースに関するフィルタリングが可能になります。

ホストは、特定のソースを除いて、グループに送信するすべてのソースからトラフィックを受信

したい（EXCLUDEと呼ばれるモード）、またはグループに送信する特定のソースからのみトラ
フィックを受信したい（INCLUDEと呼ばれるモード）と伝えることができます。

IGMPv3は、ISMおよび SSMと同時に動作可能です。 ISMでは、EXCLUDEモードと INCLUDE
モードの両方のレポートがラストホップルータによって受け入れられます。SSMでは、INCLUDE
モードレポートのみがラストホップルータによって受け入れられます。

Source Specific Multicast の利点

IP マルチキャストアドレス管理が不要

ISMサービスで、トラフィックディストリビューションは使用する IPマルチキャストグループ
アドレスにのみ基づくため、アプリケーションは一意の IPマルチキャストグループアドレスを
取得する必要があります。異なるソースとレシーバを持つ 2つのアプリケーションが同じ IPマル
チキャストグループアドレスを使用すると、両方のアプリケーションのレシーバが両方のアプリ

ケーションのソースからトラフィックを受信します。適切にプログラムしている場合、レシーバ

は不要なトラフィックをフィルタできますが、この状態は一般的に許容できないレベルの不要な

トラフィックを生み出します。

アプリケーションへの一意の IPマルチキャストグループアドレスの割り当ては問題となります。
最も短期のアプリケーションはセッション記述プロトコル（SDP）やセッション通知プロトコル
（SAP）のようなメカニズムを使用して、ランダムアドレスを取得します。これは、インターネッ
ト内のアプリケーションの増加によってうまく機能しないソリューションです。長期アプリケー

ションの現在のベストソリューションは、RFC2770に説明されていますが、このソリューション
は各自律システムが 255の使用可能な IPマルチキャストアドレスのみに限定される制限の影響を
受けます。
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SSMで、他のソースからのトラフィックとは関係なく、各ソースからのトラフィックはネット
ワーク内のルータ間で転送されます。このため、異なるソースが SSM範囲のマルチキャストグ
ループアドレスを再利用できます。

望ましくないソースからのサービス拒否攻撃の阻止

SSMで、個別の各ソースからのマルチキャストトラフィックは、（IGMPv3、IGMP v3lite、また
はURDメンバーシップによって）レシーバから要求された場合にのみネットワーク中に転送され
ます。これに対し、ISMはマルチキャストグループに送信するアクティブなソースからそのマル
チキャストグループを要求するすべてのレシーバにトラフィックを転送します。インターネット

ブロードキャストアプリケーションで、トラフィックを同じマルチキャストグループにただ送信

するだけで、望ましくないソースが実際のインターネットブロードキャストソースを簡単に妨害

できるため、この ISMの動作は非常に望ましくありません。この状況は、レシーバ側で不要なト
ラフィックによって帯域幅を消耗させるため、インターネットブロードキャストの無停止の受信

を妨害します。 SSMでは、トラフィックをマルチキャストグループにただ送信するだけでは、
このような種類の DoS攻撃は行えません。

インストールと管理が容易

ネットワークがマルチキャストグループに送信しているアクティブソースについての情報を維持

する必要がないため、SSMは簡単にインストールし、ネットワークでプロビジョニングできま
す。この要件は、（IGMPv1、IGMPv2、または IGMPv3を使用する）ISMでのみ存在します。

ISMサービスの現在の標準ソリューションは PIM-SMとMSDPです。 PIM-SM（Auto-RPまたは
BSRの必要性を含む）およびMSDPでのRendezvousPoint（RP）管理は、ネットワークがアクティ
ブソースについて学習するためにのみ必要です。この管理は SSMでは必要ありません。このた
め、SSMは ISMよりインストールや管理が簡単で、配備での動作面の拡張も ISMより簡単です。
SSMのインストールが簡単であるその他の要素は、既存の PIM-SMネットワークを活用でき、ラ
ストホップルータをアップグレードするだけで IGMPv3、IGMP v3lite、または URDをサポート
できる点です。

インターネットブロードキャストアプリケーションに最適

上記の 3つの利点により、次の理由で SSMはインターネットブロードキャストスタイルのアプ
リケーションに理想的です。

•一意の IPマルチキャストアドレスなしで SSMによって、インターネットブロードキャスト
サービスを提供できるため、コンテンツプロバイダーはサービスを簡単に提供できます（コ

ンテンツプロバイダーにとって、IPマルチキャストアドレス割り当てはこれまで深刻な問
題でした）。

•インターネットブロードキャストサービスは多数のレシーバに公開されることにより、DoS
攻撃の最も一般的な対象となるため、このような攻撃の阻止はインターネットブロードキャ

ストサービスの重要な要素です。

• SSMはインストールや動作が簡単なため、特に、コンテンツを複数の独立した PIMドメイ
ン間で転送する必要のある場合（SSMのために PIMドメイン間でMSDPを管理する必要が
ないため）、ネットワークオペレータにとって理想的です。
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IGMP v3lite ホストシグナリング
IGMPv3liteは、SSMアプリケーションのプログラミングをすぐに開始できるように、アプリケー
ション開発者向けにシスコが開発した移行ソリューションです。これによって、オペレーティン

グシステムカーネルで IGMPv3をサポートしていないホストでSSMアプリケーションを記述し、
実行できます。

IGMP v3liteの場合、アプリケーションはHost Side IGMPLibrary（HSIL）でコンパイルする必要が
あります。このソフトウェアは、SSMアプリケーションの記述に必要な IGMPv3アプリケーショ
ンプログラミングインターフェイス（API）のサブセットをアプリケーションに提供します。
HSILは Talarianによってシスコ用に開発され、次のWebページで入手できます。

http://www.talarianmulticast.com/cgi-bin/igmpdownld

HSILの一部は SSMアプリケーションにリンクされているクライアントライブラリです。これ
は、IGMPv3 APIの SSMのサブセットを SSMアプリケーションに提供します。可能な場合は、
オペレーティングシステムカーネルが IGMPv3をサポートしているかどうかをライブラリがチェッ
クします。サポートしている場合、APIコールはそのままカーネルに渡されます。カーネルが
IGMPv3をサポートしない場合、ライブラリは、IGMP v3liteメカニズムを使用します。

IGMP v3liteメカニズムを使用している場合、ライブラリはオペレーティングシステムカーネル
にマルチキャストグループ全体に参加するように呼びかけます。これは、（オペレーティングシ

ステムカーネルが IGMPv1または IGMPv2のみをサポートしている場合）グループ全体に参加す
ることが、アプリケーションがそのマルチキャストグループのトラフィックを受信する唯一の方

法であるためです。また、ライブラリは IGMP v3liteサーバプロセスに（S, G）チャネル加入を
伝えます。これはHSILの一部でもあります。複数の SSMアプリケーションが同じホスト上にあ
る場合があるため、サーバプロセスが必要です。このサーバプロセスは、その後、IGMP v3lite
固有の（S,G）チャネル加入をラストホップCisco IOSルータに送信します。これは、IGMPv3lite
用にイネーブルにする必要があります。このルータは、オペレーティングシステムカーネルか

ら IGMPv1または IGMPv2グループメンバーシップレポートを参照し、HSILデーモンから（S,
G）チャネル加入も参照します。ルータが両方のメッセージを参照すると、これらをSSM（S,G）
チャネル加入と解釈して、PIM-SSMによってチャネルに参加します。お使いのアプリケーション
での IGMP v3liteの使用方法の詳細については、HSILソフトウェアに付属しているマニュアルを
参照することを推奨します。

IGMP v3liteは、HSILから独立したルータの機能としてではなく、HSILによる APIを通してのみ
シスコからサポートされます。デフォルトでは、IGMP v3liteはディセーブルになっています。
IGMP v3liteがインターフェイス上で ip igmp v3liteインターフェイスコンフィギュレーションコ
マンドによって設定されている場合、SSM範囲の IPマルチキャストアドレスに対してのみアク
ティブになります。

URD ホストシグナリング
URDはシスコが開発した移行ソリューションで、アプリケーションを変更したり、アプリケー
ションを実行しているレシーバホスト上のソフトウェアを変更または追加することなく、既存の

IPマルチキャストレシーバアプリケーションを SSMと共に使用できます。 URDは、Webブラ
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ウザからレシーバアプリケーションを開始したり制御できるコンテンツプロバイダーソリュー

ションです。

URDは、特殊なURLをWebブラウザからラストホップルータに渡すことによって機能します。
この URLは、URDインターセプト URLと呼ばれます。 URDインターセプト URLは、（S, G）
チャネル加入で符号化され、ラストホップルータが簡単に代行受信できる形式になっています。

アプリケーションがマルチキャストグループ Gのメンバーシップを維持する限り、ラストホッ
プルータが URDインターセプト URLで符号化された (S, G)チャネル加入を代行受信し、レシー
バアプリケーションから同じマルチキャストグループの IGMPグループメンバーシップレポー
トを参照するとただちに、ラストホップルータが PIM-SSMを使用して (S, G)チャネルに参加し
ます。URDインターセプトURLは、当初、参加のためにソースのアドレスをラストホップルー
タに提供するためにのみ必要です。

URDインターセプト URLの構文は、次のとおりです。

http://
webserver
:465/
path
?group=
group
&source=
source1
&...source=
sourceN
&

webserverストリングは、URLがターゲットとする名前または IPアドレスです。ラストホップ
ルータがURDメカニズムをサポートできないことをWebサーバが確認する場合以外は、このター
ゲットは既存のWebサーバの IPアドレスである必要はありません。 465という番号は URDポー
トを示します。ポート 465は、URDメカニズムのために IANAによってシスコ用に確保されてい
ます。このため、他のアプリケーションはこのポートを使用できません。

ホストのブラウザが URDインターセプト URLを検出すると、ポート 465上でWebサーバへの
TCP接続を開こうとします。ルータがホストから TCPパケットを受信するインターフェイスで
URD用にラストホップルータがイネーブルの場合、（Webサーバのアドレスとは関係のない）
TCP接続の実際の宛先アドレスから独立したポート 465への TCP接続のすべてのパケットを代行
受信します。代行受信すると、ラストホップルータはこの TCP接続で HTTPの非常に単純なサ
ブセットを伝え、Webサーバをエミュレートします。ラストホップルータが理解し、応答する
唯一の HTTP要求は、次の GET要求です。

GET
argument
HTTP/1.0
argument
= /
path
?group=
group
&source=
source1
&...source=
sourceN
&

GETコマンドを受信すると、ルータはこの構文に従って引数を解析し、1つまたは複数の (S, G)
チャネルメンバーシップを取得しようとします。引数の pathストリングは、最初の疑問符まで
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（最初の疑問符を含まない）で無視されます。 groupと source1から sourceNまでのストリング
は、この引数が加入要求であるチャネルの IPアドレスまたは完全修飾ドメイン名です。引数が表
示された構文に一致する場合、ルータは（source1、group）から（sourceN、group）チャネルに加
入する引数を解釈します。

次の条件が満たされると、ルータはチャネル加入を受け入れます。

•マルチキャストグループの IPアドレスは SSM範囲内です。

• TCP接続の元となるホストの IPアドレスはルータに直接接続されます。

チャネル加入が受け入れられると、ルータは次の HTMLページ形式で TCP接続に応答します。

HTTP/1.1 200 OK
Server:cisco IOS
Content-Type:text/html
<html>
<body>
Retrieved URL string successfully
</body>
</html>

エラー状態が発生すると、返信 HTMLページの <body>部分が適切なエラーメッセージを表示し
ます。 HTMLページは URDメカニズムの副産物です。 URDインターセプト URLを表示する
Webページの設計方法に応じて、この返信テキストはユーザに表示されるか、または、実際の返
信 HTMLページが表示されないようにサイズが決定されます。

URDメカニズムの主な影響は、ルータが受信したチャネル加入を記憶し、ホストによって受信さ
れた IGMPグループメンバーシップレポートと一致させます。ルータは、IGMPグループメン
バーシップレポートと一致させずに、URD (S, G)チャネル加入を 3分まで記憶します。ルータ
は、マルチキャストグループ Gの IGMPグループメンバーシップレポートと、同じグループ G
のURD（S,G）チャネル加入の両方を受信したことを確認すると、すぐにPIM-SSMを介して（S,
G）チャネルに参加します。ルータは、ホストからの継続中の IGMPメンバーシップの存在だけ
に基づいて（S,G）チャネルへの参加を続けます。このため、当初のURDチャネル加入は、URD
で SSMをイネーブルにするためにWebページ経由で唯一追加される必要があります。

レシーバホストからのラストホップルータが URDに対してイネーブルでない場合、ポート 465
のWebサーバへの HTTP接続は代行受信されません。この状況により、Webサーバ上でポート
465への TCP接続が発生します。Webサーバ上でさらにプロビジョニングが行われない場合、
URDインターセプト URLを表示するためのWebページのエリアに（この出力を表示するように
Webページが設計されている場合）通知（「Connection refused」など）が表示される場合があり
ます。ポート 465でWebサーバに要求を「リッスン」させ、Webサーバがチャネル加入が失敗
したかどうかを知る（たとえば、後でより複雑なエラー説明をユーザに返信する）ことができる

Common Gateway Interface（CGI）スクリプトをインストールすることもできます。

ルータはテキストと HTMLのコンテンツタイプを返すため、URDインターセプト URLをWeb
ページに含める最善の方法は、フレームを使用する方法です。フレームのサイズを定義すること

によって、表示されているページで URDインターセプト URLを非表示にすることもできます。

デフォルトでは、URDはすべてのインターフェイス上でディセーブルです。URDがインターフェ
イス上で ip urdインターフェイスコンフィギュレーションコマンドによって設定されている場
合、SSM範囲の IPマルチキャストアドレスに対してのみアクティブになります。
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Source Specific Multicast の設定方法

SSM の設定
SSMを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモードを開始して次のコマンドを使
用します。

手順の概要

1. Router(config)# ip pim ssm [default | rangeaccess-list ]
2. Router(config)# interface type number
3. Router(config-if)# ip pim {sparse-mode | sparse-dense-mode}
4. 次のいずれかを実行します。

• Router(config-if)# ip igmp version 3

•
•
•
• Router(config-if)# ip igmp v3lite

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

IPマルチキャストアドレスの SSM範囲を定義します。Router(config)# ip pim ssm [default |
rangeaccess-list ]

ステップ 1   

IGMPv3、IGMP v3lite、およびURDをイネーブルにできるホ
ストに接続されているインターフェイスを選択します。

Router(config)# interface type numberステップ 2   

インターフェイス上の PIMをイネーブルにします。 sparse
modeと sparse-dense modeのどちらかを使用する必要があり
ます。

Router(config-if)# ip pim {sparse-mode |
sparse-dense-mode}

ステップ 3   

このインターフェイス上で IGMPv3をイネーブルにします。
デフォルトでは、IGMPのバージョン 2が設定されます。

次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• Router(config-if)# ip igmp version 3
または•
インターフェイスで IGMP v3liteメンバーシップレポートの
受け入れと処理をイネーブルにします。

•
•
• Router(config-if)# ip igmp v3lite

または
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスで確保された URDポート 465に送信され
た TCPパケットの代行受信と URDチャネル加入レポートの
処理をイネーブルにします。

例：

例：

例：

例：

Router(config-if)# ip urd

SSM のモニタリング
SSMをモニタするには、必要に応じて特権 EXECモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

IGMPv3、IGMP v3lite、または URDで (S, G)
チャネル加入を表示します。

Router# show ip igmp groups detail

マルチキャストグループが SSMサービスをサ
ポートしているかどうか、またはソース固有の

ホストレポートが受信されたかどうかを表示し

ます。

Router# show ip mroute

Source Specific Multicast の設定例

IGMPv3 を使用した SSM の例
次の例は、SSM用に（IGMPv3を実行する）ルータを設定する方法を示しています。

ip multicast-routing
!
interface GigabitEthernet3/1/0
ip address 172.21.200.203 255.255.255.0
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description backbone interface
ip pim sparse-mode
!
interface GigabitEthernet3/2/0
ip address 131.108.1.2 255.255.255.0
ip pim sparse-mode
description ethernet connected to hosts
ip igmp version 3
!
ip pim ssm default

IGMP v3lite と URD を使用した SSM の例
次の例は、SSM用にホストに接続されたインターフェイス上で IGMP v3liteと URDを設定する方
法を示しています。 IGMP v3liteと URDの設定は、バックボーンインターフェイスでは必須でも
推奨事項でもありません。

interface gigabitethernet 3/1/1
ip address 172.21.200.203 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
description gigabitethernet connected to hosts
!
interface gigabitethernet 1/1/1
description gigabitethernet connected to hosts
ip address 131.108.1.2 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
ip urd
ip igmp v3lite

SSM フィルタリング例
次の例は、SSMルーティングをサポートしないソフトウェアリリースを実行しているレガシー
RPルータでフィルタリングを設定する方法を示しています。このフィルタリングは SSM範囲で
不要な PIM-SMおよびMSDPトラフィックをすべて抑制します。このフィルタリングがなくても
SSMは動作しますが、レガシーのファーストホップルータとラストホップルータがネットワー
クに存在する場合、追加の RPTトラフィックがある場合があります。

ip access-list extended no-ssm-range
deny ip any 232.0.0.0 0.255.255.255 ! SSM range
permit ip any any

! Deny registering in SSM range
ip pim accept-register list no-ssm-range
ip access-list extended msdp-nono-list
deny ip any 232.0.0.0 0.255.255.255 ! SSM Range
! .
! .
! .
! See ftp://ftpeng.cisco.com/ipmulticast/config-notes/msdp-sa-filter.txt for other SA
! messages that typically need to be filtered.
permit ip any any

! Filter generated SA messages in SSM range. This configuration is only needed if there
! are directly connected sources to this router. The “ip pim accept-register” command
! filters remote sources.
ip msdp redistribute list msdp-nono-list
! Filter received SA messages in SSM range. “Filtered on receipt” means messages are
! neither processed or forwarded. Needs to be configured for each MSDP peer.
ip msdp sa-filter in msdp-peer1 list msdp-nono-list
! .
! .
! .
ip msdp sa-filter in msdp-peerN list msdp-nono-list
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その他の関連資料
ここでは、Source Specific Multicastに関する関連資料について説明します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

「基本的な IPマルチキャスト設定」モジュー
ル

PIM-SMと SSMの概念および設定例

『Cisco IOS IP Multicast Command Reference』IPマルチキャストコマンド：コマンド構文の
詳細、コマンドモード、デフォルト設定、コマ

ンド履歴、使用に関する注意事項、および例

標準

タイトル標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEリ
リース、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能がサポートする新しいMIBまたは変
更されたMIBはありません。また、この機能
で変更された既存規格のサポートはありませ

ん。

RFC

タイトルRFC

--この機能がサポートする新しい RFCまたは変
更された RFCはありません。また、この機能
は既存の規格に対するサポートに影響を及ぼし

ません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

Source Specific Multicast の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 7：Source Specific Multicast の機能情報

機能情報リリース機能名

SSMは、レシーバが明示的に
参加したマルチキャストソー

スからのみデータグラムトラ

フィックがレシーバに転送され

る IPマルチキャストの拡張機
能です。 SSM用に設定された
マルチキャストグループは、

（共有ツリーではなく）ソース

固有のマルチキャスト配信ツ

リーのみが作成されます。

Cisco IOS XE Release 3.5Sで
は、Cisco ASR 903ルータのサ
ポートが追加されました。

12.3(4)T

12.2(25)S

12.0(28)S

12.2(33)SXH

12.2(33)SRA

15.0(1)S

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS XE Release 3.1.0SG

Cisco IOS XE Release 3.5S

Source SpecificMulticast（SSM）
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第 7 章

非 IP マルチキャストエリアを接続するトン
ネリング

このモジュールでは、非 IPマルチキャストエリア間で IPマルチキャストパケットをトンネリ
ングするための総称ルーティングカプセル化（GRE）トンネルの設定方法について説明します。
その利点は、IPマルチキャストをサポートしないエリアを経由して、IPマルチキャストトラ
フィックをソースからマルチキャストグループに送信できることです。

• 機能情報の確認, 191 ページ

• 非 IPマルチキャストエリアを接続するトンネリングの前提条件, 192 ページ

• 非 IPマルチキャストエリアを接続するトンネリングについて, 192 ページ

• 非 IPマルチキャストエリアの接続方法, 193 ページ

• 非 IPマルチキャストエリアを接続するトンネリングの設定例, 196 ページ

• その他の関連資料, 199 ページ

• 非 IPマルチキャストエリアを接続するトンネリングの機能情報, 200 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリングの前
提条件

このモジュールでは、「IPマルチキャストテクノロジーの概要」モジュールの概念を理解してい
ることを前提としています。

非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリングにつ
いて

非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリングの利点
•ソースとグループメンバ（宛先）間のパスで IPマルチキャストがサポートされていない場
合、それらの間のトンネルで IPマルチキャストパケットを転送できます。

•パケットごとのロードバランシングを使用できます。 IPマルチキャストのロードバランシ
ングは、通常 (S, G)ごとです。したがって、Xと Yがパラレルリンクである場合、（S1,
G）がリンク Xを通過し、（S2, G）がリンク Yを通過します。ルータ間にトンネルを作成
すると、ロードバランシングはトンネルユニキャストパケットで行われるため、ロードバ

ランシングをパケットごとにすることができます。

IP マルチキャストスタティックルート
IPマルチキャストスタティックルート（mroute）により、ユニキャストパスを迂回するマルチ
キャストパスを使用できます。 Protocol Independent Multicast（PIM）を使用する場合、ルータは
ユニキャストパケットを発信元に返送するときと同じインターフェイスでパケットを受信するこ

とを想定しています。この予測は、マルチキャストトポロジとユニキャストトポロジが一致す

る場合は有益です。しかし、ユニキャストパケットに使用するパスとは別のパスをマルチキャス

トに使用することも考えられます。

別々のユニキャストパスおよびマルチキャストパスを使用する最も一般的な理由はトンネリング

です。ソースと宛先の間のパスでマルチキャストルーティングがサポートされていない場合、解

決策はこれらの間に 2つのルータと GREトンネルを設定することです。図では、各ユニキャス
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トルータ（UR）は、ユニキャストパケットだけをサポートし、各マルチキャストルータ（MR）
はマルチキャストパケットをサポートします。

図 14：マルチキャストパケット用のトンネル

図では、SourceはMR 1およびMR 2を使用してマルチキャストパケットを Destinationに伝送し
ます。MR 2は、トンネルを経由して Sourceに到達できることを確信している場合だけ、マルチ
キャストパケットを受け取ります。この状態では、Destinationが Sourceにユニキャストパケッ
トを送信すると、MR2はトンネルを経由してユニキャストパケットを送信します。MR2がトン
ネルを経由して Sourceに到達できることのチェックは、リバースパス転送（RPF）チェックで
す。マルチキャストパケットが到着するインターフェイスがソースへのユニキャストパスでない

場合、スタティック mrouteによってこのチェックが成功します。トンネル経由のパケット送信
は、本来の UR 2、UR 1、およびMR 1を経由した送信よりも遅くなることがあります。

スタティックマルチキャストルートでは、スタティックマルチキャストソースを設定して、図

の設定を使用することができます。システムは、ユニキャストルーティングテーブルの代わり

に設定情報を使用してトラフィックをルーティングします。したがって、ユニキャストパケット

にトンネルを使用させることなく、マルチキャストパケットがトンネルを使用できます。スタ

ティックmrouteは設定されたルータに対してローカルであり、その他のルータにアドバタイズま
たは再配布されることはありません。

非 IP マルチキャストエリアの接続方法

非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリングの設定
マルチキャストパスをユニキャストパスとは異なるものにする場合は、マルチキャストスタ

ティックルートを設定します。たとえば、ソースと宛先間のユニキャストパスでマルチキャス

トルーティングがサポートされていないために、2台のルータ間にトンネルを設定する場合があ
ります。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface tunnel number
4. ip unnumbered type number
5. ip pim sparse-mode
6. tunnel source {ip-address | type number}
7. tunnel destination {hostname | ip-address}
8. トンネルの送信元アドレスとトンネルの宛先アドレスを逆にして、トンネルの反対側のルータ
でステップ 1～7を繰り返します。

9. end
10. ip mroute source-address mask tunnel number [distance]
11. ip mroute source-address mask tunnel number [distance]
12. end
13. show ip mroute [group-address | group-name] [source-address | source-name] [interface-type

interface-number] [summary] [count] [active kbps]
14. show ip rpf {source-address | source-name} [metric]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

トンネルインターフェイスを設定します。interface tunnel number

例：

Router(config)# interface tunnel 0

ステップ 3   

インターフェイスに IPアドレスを割り当てないで、IP
処理をイネーブルにします。

ip unnumbered type number

例：

Router(config-if)# ip unnumbered
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

トンネルインターフェイスで PIMスパースモードをイ
ネーブルにします。

ip pim sparse-mode

例：

Router(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 5   

トンネル送信元を設定します。tunnel source {ip-address | type number}

例：

Router(config-if)# tunnel source
100.1.1.1

ステップ 6   

トンネル宛先を設定します。tunnel destination {hostname | ip-address}

例：

Router(config-if)# tunnel destination
100.1.5.3

ステップ 7   

ルータ Aのトンネルの送信元アドレスは、ルータ Bの
トンネルの宛先アドレスに一致します。ルータ Aのト

トンネルの送信元アドレスとトンネルの宛

先アドレスを逆にして、トンネルの反対側

のルータでステップ1～7を繰り返します。

ステップ 8   

ンネルの宛先アドレスは、ルータBのトンネルの送信元
アドレスに一致します。

現在のコンフィギュレーションセッションを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 9   

トンネルの反対側にリバースパス転送するために、スタ

ティックマルチキャストルートを設定します。

ip mroute source-address mask tunnel
number [distance]

例：

Router(config)# ip mroute 0.0.0.0
0.0.0.0 tunnel 0

ステップ 10   

•トンネルの使用によって、マルチキャストトポロ
ジがユニキャストトポロジと一致しなくなり、マ

ルチキャストトラフィックだけがトンネルを通過

できるため、トンネルを正しくリバースパス転送

するようにルータを設定する必要があります。

•送信元範囲が指定されている場合、mrouteはこれら
の送信元にだけ適用されます。

•この例では、source-addressおよびmaskは 0.0.0.0、
0.0.0.0であり、これは任意のアドレスを意味しま
す。

•より短い距離が優先されます。

•デフォルトの距離は、0です。

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

195

非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリング
非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリングの設定



目的コマンドまたはアクション

アクセスルータからトンネルの反対側にリバースパス

転送するために、スタティックルートを設定します。

ip mroute source-address mask tunnel
number [distance]

例：

Router(config)# ip mroute 0.0.0.0
0.0.0.0 tunnel 0

ステップ 11   

（任意）現在のコンフィギュレーションセッションを終

了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config)# end

ステップ 12   

（任意）IPマルチキャストルーティング（mroute）テー
ブルの内容を表示します。

show ip mroute [group-address | group-name]
[source-address | source-name] [interface-type
interface-number] [summary] [count] [active
kbps]

ステップ 13   

例：

Router# show ip mroute

（任意）IPマルチキャストルーティングが RPFを行う
方法を表示します。

show ip rpf {source-address | source-name}
[metric]

例：

Router# show ip rpf 10.2.3.4

ステップ 14   

非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリングの設
定例

非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリングの例
次の例は、次のオンラインでも表示されます。

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk828/tk363/technologies_configuration_example09186a00801a5aa2.shtml

下の図では、マルチキャストソース（10.1.1.1）は R102に接続され、マルチキャストグループ
239.1.1.20に対して設定されています。マルチキャストレシーバ（10.2.2.3）はR104に接続され、
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グループ239.1.1.20のマルチキャストパケットを受信するように設定されています。R102とR104
は、マルチキャストルーティング用に設定されていない IPクラウドで分離されています。

図 15：非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネル

ループバックインターフェイスによって、R102とR104の間にトンネルが設定されています。ト
ンネルインターフェイス上で ip pim sparse-dense-modeコマンドが設定されており、R102とR104
でマルチキャストルーティングがイネーブルになっています。トンネルインターフェイスの

sparse-dense-mode設定により、スパースモードパケットまたはデンスモードパケットをグルー
プのランデブーポイント（RP）設定に応じて、トンネルを経由して転送できます。

デンスモードの場合：トンネルに PIMデンスモードを設定し、R104で ip mroute 10.1.1.0
255.255.255.0 tunnel 0コマンドを設定すると、マルチキャストソースアドレス 10.1.1.1の RPF
の正常終了が確実になります。 Tunnel0（Tu0）を経由した着信（10.1.1.1、239.1.1.20）マルチ
キャストパケットは、この mrouteステートメントを使用して、リバースパス転送（RPF）が
チェックされます。チェックが正常終了すると、発信インターフェイスリスト（OIL）イン
ターフェイスにマルチキャストパケットが転送されます。

（注）

スパースモードの場合：トンネルに PIMスパースモードを設定し、次の点に確実に対処しま
す。

（注）

• RPからの共有ツリー（*,G）上のマルチキャストトラフィックに対するRPF確認の正常終了
には、トンネルインターフェイスに接続する RPアドレスに対して ip mroute rp-address
nexthopコマンドの設定が必要です。

この例では、R102が RP（RPアドレス 2.2.2.2）であることが前提となっており、mrouteには、ip
mroute 2.2.2.2 255.255.255.255 tunnel 0コマンドが設定されています。これによって、共有ツリー
上のトラフィックに対して RPFチェックの正常終了が確実になります。

•最短パスツリー（SPT）上のマルチキャスト（S, G）トラフィックに対する RPF確認の正常
終了には、トンネルインターフェイスに接続するマルチキャストソースに対して ip mroute
source-address nexthopコマンドの設定が必要です。

この例では、SPTトラフィックがトンネルインターフェイスを経由する場合、R104に ip mroute
10.1.1.0 255.255.255.0 tunnel 0コマンドが設定されます。これによって、Tunnel 0インターフェイ
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スを経由する着信（10.1.1.1, 239.1.1.20）マルチキャストパケットに対するRPF確認の正常終了が
確実になります。

R102#

version 12.2
hostname r102
ip subnet-zero
no ip domain-lookup
!--- It stops IP domain lookup, which improves the show command response time.
!
ip multicast-routing
!--- Enables IP multicast routing.
!
interface Loopback0
ip address 2.2.2.2 255.255.255.255
!--- Tunnel Source interface.
!
interface Tunnel0
!--- Tunnel interface configured for PIM and carrying multicast packets to R104.
ip address 192.168.24.1 255.255.255.252
ip pim sparse-dense-mode
tunnel source Loopback0
tunnel destination 4.4.4.4
!
interface Ethernet0/0
!--- Interface connected to Source.
ip address 10.1.1.2 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
!
interface Serial8/0
ip address 192.168.23.1 255.255.255.252
!--- Note IP PIM sparse-dense mode is not configured on Serial interface.
!
router ospf 1
log-adjacency-changes
network 2.2.2.2 0.0.0.0 area 0
network 10.1.1.0 0.0.0.255 area 0
network 192.168.23.0 0.0.0.255 area 0
!
ip classless
ip pim bidir-enable
!
line con 0
line aux 0
line vty 0 4
login
!
end

R104#

version 12.2
!
hostname r104
!
ip subnet-zero
no ip domain-lookup
!--- It stops IP domain lookup, which improves the show command response time.
!
ip multicast-routing
!--- Enables IP multicast routing.
!
interface Loopback0
ip address 4.4.4.4 255.255.255.255
!--- Tunnel Source interface.
!
interface Tunnel0
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ip address 192.168.24.2 255.255.255.252
!--- Tunnel interface configured for PIM and carrying multicast packets.
ip pim sparse-dense-mode
tunnel source Loopback0
tunnel destination 2.2.2.2
!
interface Ethernet0/0
ip address 10.2.2.2 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
!
interface Serial9/0
ip address 192.168.34.1 255.255.255.252
!--- Note IP PIM sparse-dense mode is not configured on Serial interface.
!
!
router ospf 1
log-adjacency-changes
network 4.4.4.4 0.0.0.0 area 0
network 10.2.2.0 0.0.0.255 area 0
network 192.168.34.0 0.0.0.255 area 0
!
ip classless
no ip http server
ip pim bidir-enable
ip mroute 10.1.1.0 255.255.255.0 Tunnel0
!--- This Mroute ensures a successful RPF check for packets flowing from the source.
!--- 10.1.1.1 over Shared tree in case of Dense more and SPT in case of Sparse mode.
!
ip mroute 2.2.2.2 255.255.255.255 tunnel 0
!--- This Mroute is required for RPF check when Sparse mode multicast traffic is
!--- flowing from RP (assuming R102 with 2.2.2.2 as RP) towards receiver via tunnel
!--- before the SPT switchover.
line con 0
line aux 0
line vty 0 4
login
!
end

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Multicast Command Reference』IPマルチキャストコマンド：コマンド構文の
詳細、コマンドモード、コマンド履歴、デフォ

ルト設定、使用に関する注意事項、および例

標準

タイトル標準

--なし
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEリ
リース、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能がサポートする新しいMIBまたは変
更されたMIBはありません。また、この機能
で変更された既存規格のサポートはありませ

ん。

RFC

タイトルRFC

--なし

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリングの機
能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを
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示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 8：非 IP マルチキャストエリアを接続するトンネリングの機能情報\

機能の設定情報リリース機能名

----Cisco IOS XE Release 2.1以降で
導入または修正された機能がな

いため、この表は意図的に空白

にしてあります。この表は、

このモジュールに機能情報が追

加されると更新されます。
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第 8 章

マルチキャスト（PIM）の BFD サポート

このモジュールには、IPv4および IPv6ネットワークの Protocol IndependentMulticast（PIM）イン
ターフェイスで双方向フォワーディング検出（BFD）の検出プロトコルをイネーブルにするため
の情報が含まれています。 PIM BFDをイネーブルにすると、PIMで BFDの迅速な隣接システム
障害検出を使用し、独自の検出メカニズムの低速なクエリー間隔を回避できます。

• マルチキャスト（PIM）の BFDサポートの制限事項, 203 ページ

• マルチキャスト（PIM）の BFDサポートに関する情報, 203 ページ

• マルチキャスト（PIM）の BFDサポートの設定方法, 204 ページ

• マルチキャスト（PIM）の BFDサポートの設定例, 206 ページ

• マルチキャスト（PIM）の BFDサポートのその他の関連資料, 206 ページ

• マルチキャスト（PIM）の BFDサポートの機能情報, 207 ページ

マルチキャスト（PIM）の BFD サポートの制限事項
•この機能は、Multicast VPN（MVPN）ではサポートされません。

•この機能は、PIMとBFDの両方がサポートされるインターフェイス上でのみサポートされま
す。

マルチキャスト（PIM）の BFD サポートに関する情報

PIM BFD
双方向フォワーディング検出（BFD）は、すべてのメディアタイプ、カプセル化、トポロジ、お
よびルーティングプロトコルのために短時間での転送パス障害検出を提供するために設計された

検出プロトコルで、上位層のプロトコルに依存しません。高速転送パス障害検出に加えて、BFD
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はネットワーク管理者に整合性のある障害検出方法を提供します。ネットワーク管理者はBFDを
使用することで、さまざまなルーティングプロトコルの HELLOメカニズムにより、変動速度で
はなく一定速度で転送パス障害を検出できるため、ネットワークプロファイリングおよびプラン

ニングが容易になります。また、再収束時間の整合性が保たれ、予測可能になります。

Protocol IndependentMulticast（PIM）では、新しいネイバーを検出するため、および隣接ノード間
のエラーを検出するために helloメカニズムが使用されます。 PIMの最小障害検出時間は、PIM
クエリー間隔の3倍です。迅速な障害検出を有効にするには、インターフェイスでPIMHelloメッ
セージが送信されるレートを設定できます。ただし、間隔が短いとプロトコルの負荷が増大し、

CPUおよびメモリ使用率が増加して、システム全体のパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性が
あります。また、間隔が短いと、ネイバーから受信した helloメッセージの処理前にネイバーの
期限切れが発生することがあるため、PIMネイバーが頻繁に期限切れになる可能性もあります。

マルチキャスト（PIM）の BFDサポート機能は PIM BFDとも呼ばれ、PIMは BFDのクライアン
トとして登録されます。PIMはBFDを使用して隣接するPIMのノードとのセッションを開始し、
プロトコル層で BFDの高速な隣接障害検出をサポートできます。 PIMは PIMと IPv6 PIMの両方
に一度だけに登録されます。

（BFDクライアントとしての）PIM要求で、BFDは、活性を維持し、隣接ノードへの転送パス障
害を検出するために、隣接ノードとのセッションを確立し、維持します。 PIM helloは、BFDが
ネイバーとの BFDセッションを確立し、維持した後も、ネイバー間で引き続き交換されます。
PIM helloメカニズムの動作は、この機能の導入によって変更されません。

PIMは内部ゲートウェイプロトコル（IGP）に依存し、BFDは IGPでサポートされていますが、
PIM BFDは IGPの BFDに依存しません。

マルチキャスト（PIM）の BFD サポートの設定方法

インターフェイスでの BFD PIM のイネーブル化

はじめる前に

• IPv4ネットワークでは、IPマルチキャストをイネーブルにし、Protocol Independent Multicast
（PIM）をインターフェイス上で設定する必要があります。詳細については、『IPMulticast：
PIMコンフィギュレーションガイド』の「IPv4ネットワークでの基本的な IPマルチキャス
ト設定」モジュールを参照してください。

• IPv6ネットワークでは、IPv6マルチキャストをイネーブルにし、Protocol IndependentMulticast
（PIM）をインターフェイス上で設定する必要があります。詳細については、『IPMulticast：
PIMコンフィギュレーションガイド』を参照してください。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interfacetype number
4. bfd interval millisecondsmin_rx millisecondsmultiplier interval-multiplier
5. 次のいずれかを使用します。

• ip pim bfd

• ipv6 pim bfd

6. BFD PIMをイネーブルにする各インターフェイスに対して上記のステップを繰り返します。
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

指定したインターフェイスに対してインター

フェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interfacetype number

例：
Device(config)# interface fastethernet 1/6

ステップ 3   

インターフェイスで BFDをイネーブルにしま
す。

bfd interval millisecondsmin_rx milliseconds
multiplier interval-multiplier

例：
Device(config-if)# bfd interval 500 min_rx 500
multiplier 5

ステップ 4   

インターフェイス上で PIM BFDをイネーブル
にします。

次のいずれかを使用します。ステップ 5   

• ip pim bfd

• ipv6 pim bfd
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目的コマンドまたはアクション

例：
Device(config-if)# ip pim bfd
Device(config-if)# ipv6 pim bfd

BFDPIMをイネーブルにする各インターフェイス
に対して上記のステップを繰り返します。

ステップ 6   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 7   

マルチキャスト（PIM）の BFD サポートの設定例

マルチキャスト（PIM）の BFD サポートのその他の関連
資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『IP Routing BFD Configuration
Guide』

双方向フォワーディング検出（BFD）検出プロトコル

『IP Multicast：PIMコンフィ
ギュレーションガイド』の

「IPv4ネットワークでの基本的
な IPマルチキャスト設定」モ
ジュール

IPv4ネットワークの Protocol Independent Multicast（PIM）

『IP Multicast：PIMコンフィ
ギュレーションガイド』

IPv6ネットワークの PIM
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

マルチキャスト（PIM）の BFD サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 9：マルチキャスト（PIM）の BFD サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能を使用すると、マルチ

キャスト PIMで BFDの迅速な
隣接システム障害検出を使用

し、独自の検出メカニズムの低

速なクエリー間隔を回避できま

す。

次のコマンドが導入または変更

されました。ip pim bfd、ipv6
pim bfd、show ip pim、show
ipv6 pim interface。

15.3(2)S

Cisco IOS XE Release 3.9S
マルチキャスト（PIM）のBFD
サポート
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第 9 章

HSRP Aware PIM

このモジュールでは、ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）アクティブルータ（AR）
経由でマルチキャストトラフィックを転送するための HSRP Aware PIMを設定し、Protocol
Independent Multicast（PIM）で HSRP冗長性を活用して潜在的な重複トラフィックを回避し、
フェールオーバーをイネーブルにする方法を説明します。

• 機能情報の確認, 209 ページ

• HSRP Aware PIMの制約事項, 210 ページ

• HSRP Aware PIMについて, 210 ページ

• HSRP Aware PIMの設定方法, 212 ページ

• HSRP Aware PIMの設定例, 215 ページ

• HSRP Aware PIMの追加情報, 216 ページ

• HSRP Aware PIMに関する機能情報, 217 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

209

http://www.cisco.com/cisco/psn/bssprt/bss
http://www.cisco.com/go/cfn


HSRP Aware PIM の制約事項
• HSRP IPv6はサポートされていません。

•ステートフルフェールオーバーはサポートされていません。PIMステートレスフェールオー
バー中は、HSRPグループの仮想 IPアドレスがスタンバイルータへ転送されますが、mrouting
ステート情報は転送されません。PIMは、状態変更イベントをリッスンして応答し、フェー
ルオーバーの際に mrouteステートを作成します。

•各インターフェイスの PIMによって追跡できる HSRPグループの最大数は 16です。

• PIM DRの冗長性のプライオリティは、同じ HSRPグループがイネーブルになっているデバ
イス上のPIMDRプライオリティの設定済みまたはデフォルトの値（1）より大きくする必要
があります。そうしないと、HSRPアクティブは DR選択に失敗します。

HSRP Aware PIM について

HSRP
ホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）は、フォールトトレラントデフォルトゲートウェ
イを確立するためのシスコ独自の冗長プロトコルです。

プロトコルは、プライマリゲートウェイがアクセス不能になると、デフォルトゲートウェイの

フェールオーバーを実施するためにネットワークデバイス間のフレームワークを確立します。 IP
アドレスとMAC（レイヤ 2）アドレスを共有することによって、2台以上のルータが 1つの仮想
ルータとして動作できます。仮想ルータグループのメンバは、継続的にステータスメッセージ

を交換し、1台のデバイスは、別のデバイスが計画的または計画外の理由から動作しなくなった
場合、ルーティング引き継ぐことができます。ホストは同じ IPおよびMACアドレスに IPパケッ
トを転送し続け、ルーティングを行うデバイスの切り替えは透過的です。

HSRPは、ホストがルータディスカバリプロトコルをサポートしておらず、選択されたデバイス
のリロードや電源故障時に新しいデバイスに切り替えることができない場合に有効です。また、

既存の TCPセッションはフェールオーバーが発生しても存続するため、このプロトコルでは IP
トラフィックをルーティングするためにネクストホップを動的に選択するホストの回復をさらに

透過的に実行できます。

HSRPをネットワークセグメントに設定すると、HSRPが動作するデバイスのグループで仮想MAC
アドレスと IPアドレスを共有できるようになります。この HSRPルータグループのアドレスが
仮想 IPアドレスと呼ばれます。このようなデバイスの 1つが、アクティブルータ（AR）として
プロトコルによって選択されます。ARは、グループのMACアドレス宛てのパケットを受信して
ルーティングします。

HSRPでは、プライオリティメカニズムを使用して、デフォルトの ARにする HSRP設定済みデ
バイスを決定します。デバイスを ARとして設定するには、他のすべての HSRP設定済みデバイ
スのプライオリティよりも高いプライオリティをそのルータに割り当てます。デフォルトのプラ
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イオリティは 100です。したがって、100よりも高いプライオリティを持つデバイスを 1つだけ
設定した場合、そのデバイスがデフォルトの ARになります。

HSRPを実行しているデバイスは、ユーザデータグラムプロトコル（UDP）ベースのマルチキャ
ストhelloメッセージを送信および受信して、デバイスの障害を検出したり、アクティブおよびス
タンバイデバイスを割り当てたりします。ARが設定された時間内に helloメッセージを送信でき
なかった場合は、最高のプライオリティのスタンバイデバイスがARになります。このようにパ
ケット転送機能が別のデバイスに移行しても、ネットワークのいずれのホストにもまったく影響

はありません。

複数のホットスタンバイグループをインターフェイスに設定できるので、冗長デバイスおよび

ロードシェアリングを余すところなく活用できるようになっています。

HSRPは、IPルートをアドバタイズせず、ルーティングテーブルに影響を与えないため、ルーティ
ングプロトコルではありません。

HSRPは、デバイス上の 1つ以上のインターフェイスに障害が発生した場合にフェールオーバー
をトリガーすることができます。これは、それぞれがヘッドエンドへの単一のシリアルリンク

を備えたデュアルブランチデバイスに役立つことがあります。プライマリデバイスのシリアル

リンクがダウンすると、バックアップデバイスはプライマリ機能を引き継ぎ、ヘッドエンドへの

接続を維持します。

HSRP Aware PIM
Protocol IndependentMulticast（PIM）には固有の冗長性機能がなく、その動作は、ホットスタンバ
イルータプロトコル（HSRP）グループの状態から完全に独立しています。その結果、IPマルチ
キャストトラフィックは、必ずしも HSRPによって選択されたデバイスと同じデバイスによって
転送されるわけではありません。 HSRP Aware PIM機能は、仮想ルーティンググループがイネー
ブルの冗長ネットワークで一貫した IPマルチキャスト転送を提供します。

HSRP Aware PIMにより、HSRPアクティブルータ（AR）を通じてマルチキャストトラフィック
を転送し、PIMでHSRP冗長性を活用し、潜在的な重複トラフィックを回避し、デバイスのHSRP
ステートに応じてフェールオーバーをイネーブルにすることができます。PIM指定ルータ（DR）
は、HSRP ARと同じゲートウェイ上で実行され、mrouteステートを維持します。

マルチアクセスセグメント（LANなど）では、PIM DR選択で冗長構成が認識されず、選択され
たDRとHSRPARが同じルータでない場合があります。PIMDRがRPまたはFHRへPIMJoin/Prune
メッセージを常に転送できるようにするため、HSRP ARが PIM DRになります（HSRPグループ
が 1つだけの場合）。 PIMにより、グループの状態に基づいて DRプライオリティが調整されま
す。フェールオーバーが発生すると、HSRPグループで選択された新しい ARにマルチキャスト
ステートが作成され、ARは HSRP仮想 IPアドレス宛てのすべてのトラフィックのルーティング
と転送を行います。

HSRPAware PIMがイネーブルの場合、デバイスがHSRPアクティブになると、PIMは各アクティ
ブ HSRPグループのソースアドレスとして HSRP仮想 IPアドレスを使用して、追加の PIM Hello
メッセージを送信します。PIMHelloは、他のルータによるフェールオーバーへの応答をトリガー
するために新しいGenIDを送信します。ダウンストリームデバイスは、この PIM Helloを受信す
ると、PIMネイバーリストに仮想アドレスを追加します。 PIM Helloで送信される新しい GenID
は、ダウンストリームルータによる仮想アドレスへの PIM Joinメッセージの再送信をトリガーし
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ます。アップストリームルータは、HSRPグループの状態に基づいて PIM Join/Pruneを処理しま
す（J/P）。

J/P宛先が HSRPグループの仮想アドレスに一致し、宛先デバイスが HSRPアクティブ状態の場
合、新しい ARが動作中の PIM DRであるため、PIM Joinを処理します。これにより、すべての
PIM Join/Pruneが HSRPグループの仮想アドレスに到達することができ、ダウンストリームルー
タ側での変更および設定が最小限に抑えられます。

IPルーティングサービスは既存の仮想ルーティングプロトコルを使用して、PIMなどのクライア
ントアプリケーションに基本的なステートレスフェールオーバーサービスを提供します。ロー

カルHSRPグループの状態およびスタンバイルータ役割の変更は、関与するクライアントアプリ
ケーションに伝達されます。クライアントアプリケーションは、ステートフルまたはステートレ

スフェールオーバーを提供するために IRS上に構築されることがあります。 PIMはHSRPクライ
アントとしてHSRPから状態変更通知をリッスンし、HSRPステートに基づいて PIMDRのプライ
オリティを自動的に調整します。 PIMクライアントは、新しいARにmrouteステートを作成する
ために、フェールオーバーの際にアップストリームデバイスとダウンストリームデバイス間の通

信もトリガーします。

HSRP Aware PIM の設定方法

インターフェイスでの HSRP グループの設定

はじめる前に

• IPマルチキャストがすでにデバイスで設定されている必要があります。

• PIMがすでにインターフェイスで設定されている必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number [name-tag]
4. ip address ip-address mask
5. standby [group-number] ip [ip-address [secondary]]
6. standby [group-number] timers [msec] hellotime [msec] holdtime
7. standby [group-number] priority priority
8. standby [group-number] name group-name
9. end
10. show standby [type number [group]] [all | brief]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

設定するインターフェイスを指定します。インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number [name-tag]

例：
Device(config)# interface ethernet 0/0

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスまた
はセカンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address 10.0.0.2
255.255.255.0

ステップ 4   

HSRPをアクティブにし、HSRPグループを定義しま
す。

standby [group-number] ip [ip-address
[secondary]]

例：
Device(config-if)# standby 1 ip
192.0.2.99

ステップ 5   

（任意）helloパケット間の時間と、他のデバイスに
よってHSRPアクティブルータまたはスタンバイルー
タの停止が宣言されるまでの時間を設定します。

standby [group-number] timers [msec]
hellotime [msec] holdtime

例：
Device(config-if)# standby 1 timers 5 15

ステップ 6   

（任意）HSRPアクティブルータとスタンバイルータ
を選択するために使用される HSRPプライオリティを
割り当てます。

standby [group-number] priority priority

例：
Device(config-if)# standby 1 priority
120

ステップ 7   

（任意）HSRPグループの名前を定義します。
HSRP Aware PIMで使用するように HSRPグ
ループを設定する場合は、常に standby ip
nameコマンドを設定することを推奨します。

（注）

standby [group-number] name group-name

例：
Device(config-if)# standby 1 name HSRP1

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 9   

設定を確認するために HSRPグループ情報を表示しま
す。

show standby [type number [group]] [all | brief]

例：
Device# show standby

ステップ 10   

PIM の冗長性の設定

はじめる前に

HSRPグループがすでにインターフェイスで設定されている必要があります。「インターフェイ
スでの HSRPグループの設定」を参照してください。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number [name-tag]
4. ip address ip-address mask
5. ip pim redundancy group dr-priority priority
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定します。インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interface type number [name-tag]

例：
Device(config)# interface ethernet
0/0

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスまたはセカ
ンダリ IPアドレスを設定します。

ip address ip-address mask

例：
Device(config-if)# ip address
10.0.0.2 255.255.255.0

ステップ 4   

PIM冗長性をイネーブルにし、アクティブな PIM指定ルータ
（DR）に冗長性のプライオリティ値を割り当てます。

ip pim redundancy group dr-priority
priority

例：
Device(config-if)# ip pim
redundancy HSRP1 dr-priority 60

ステップ 5   

• HSRPグループ名では大文字と小文字が区別されるため、
group引数の値は standby ip nameコマンドを使用して設
定されたグループ名と一致している必要があります。

• PIMDRの冗長性のプライオリティは、同じHSRPグルー
プがイネーブルになっているデバイス上の PIM DRプラ
イオリティの設定済みの値またはデフォルト値（1）より
大きくする必要があります。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 6   

HSRP Aware PIM の設定例

例：HSRP Aware PIM
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HSRP Aware PIM の追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『First Hop Redundancy Protocol
Command Reference』

HSRPコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Cisco Hot Standby Router Protocol (HSRP)』RFC 2281

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

HSRP Aware PIM に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 10：HSRP Aware PIM に関する機能情報

機能情報リリース機能名

HSRP Aware PIM機能は、マル
チキャストトラフィックをホッ

トスタンバイルータプロトコ

ル（HSRP）アクティブルータ
経由で転送できるようにするこ

とによって、仮想ルーティング

グループを含む冗長ネットワー

クで一貫した IPマルチキャス
ト転送を提供します。これによ

り、PIMでは、HSRP冗長性を
活用し、潜在的な重複トラ

フィックを回避し、デバイスの

HSRPステートに応じてフェー
ルオーバーをイネーブルにする

ことができます。

ip pim redundancyコマンドが
導入または変更されました。

15.2(4)S

Cisco IOS XE Release 3.7S

15.3(1)T

15.3(1)SY1

HSRP Aware PIM
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第 10 章

IP マルチキャストオペレーションの確認

このモジュールでは、Protocol Independent Multicast（PIM）スパースモード（PIM-SM）または
Source Specific Multicast（PIM-SSM）の実装後に、ネットワークで IPマルチキャストオペレー
ションを確認する方法を説明します。このモジュールの作業では、IPマルチキャストの到達可
能性をテストし、IPマルチキャストネットワークでレシーバとソースが想定どおりに動作して
いることを確認できます。

• 機能情報の確認, 219 ページ

• IPマルチキャストオペレーションの確認の前提条件, 220 ページ

• IPマルチキャストオペレーションの確認における制限, 220 ページ

• IPマルチキャストオペレーションに関する情報, 220 ページ

• IPマルチキャストオペレーションを確認する方法, 224 ページ

• IPマルチキャストオペレーションの設定例, 234 ページ

• その他の関連資料, 238 ページ

• IPマルチキャストオペレーションに関する機能情報, 240 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IP マルチキャストオペレーションの確認の前提条件
•このモジュールの作業を実行する前に、「IPマルチキャストテクノロジーの概要」モジュー
ルで説明している概念をよく理解しておく必要があります。

•このモジュールの作業は、IPマルチキャストがイネーブルに設定され、PIM-SMまたは SSM
が「基本的な IPマルチキャスト設定」モジュールで説明されている関連タスクを使用して設
定されていることを前提としています。

IP マルチキャストオペレーションの確認における制限
• PIM-SMについては、このモジュールでは、PIM対応ルータで最短パスツリー（SPT）しき
い値が値ゼロ（デフォルト）に設定され、無限大ではないことが前提となります。SPTしき
い値の詳細については、『Cisco IOS IP Multicast Command Reference』の ip pim spt-threshold
コマンドページを参照してください。

•双方向PIM（Bidir-PIM）ネットワーク、または有限あるいは無限のSPTしきい値が使用され
ているPIM-SMネットワークでの IPマルチキャストオペレーションの確認は、このモジュー
ルの範囲外です。

IP マルチキャストオペレーションに関する情報

PIM-SM ネットワーク環境および PIM-SSM ネットワーク環境での IP マ
ルチキャストオペレーションの確認に関するガイドライン

PIM-SMネットワーク環境またはPIM-SSMネットワーク環境で IPマルチキャストのオペレーショ
ンを確認するときに、効果的なアプローチは、ラストホップルータで確認プロセスを開始し、

ファーストホップルータに到達するまで、SPTが使用されているルータ上で確認プロセスを続行
することです。この確認の目的は、IPマルチキャストネットワークを介して IPマルチキャスト
トラフィックが適切にルーティングされていることを確認することです。

ラストホップルータでの IP マルチキャストオペレーションの確認に使用される一
般的なコマンド（PIM-SM および PIM-SSM）

表に、PIM-SMネットワーク環境および PIM-SSMネットワーク環境のラストホップルータで IP
マルチキャストオペレーションの確認に使用される一般的なコマンドについて説明します。
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表 11：一般的な IP マルチキャスト確認コマンド（ラストホップルータ）

説明および目的コマンド

ルータに直接接続されているレシーバとイン

ターネットグループ管理プロトコル（IGMP）
によって学習されたレシーバを持つマルチキャ

ストグループを表示します。

• LAN上のレシーバが加入したグループの
ラストホップルータ上で、IGMPキャッ
シュが適切に生成されていることを確認す

るには、このコマンドを使用します。

show ip igmp groups

（設定、あるいは Auto-RPまたは BSRからの
学習により）ルータが認識しているグループ-RP
マッピングをすべて表示します。

•グループ-RP間のマッピングがラストホッ
プルータで正しく生成されていることを

確認する場合は、このコマンドを使用しま

す。

PIM-SSMではランデブーポイント
（RP）が使用されないため、show ip
pim rp mappingコマンドは PIM-SSM
ネットワーク内のルータでは動作し

ません。

（注）

show ip pim rp mapping

マルチキャストルーティング（mroute）テーブ
ルの内容を表示します。

• mrouteテーブルがラストホップルータで
正しく生成されていることを確認する場合

は、このコマンドを使用します。

show ip mroute

設定されているインターフェイスについて、情

報および統計情報を表示します。

• IPマルチキャスト高速スイッチングがラス
トホップルータの発信インターフェイス

でイネーブルになっていることを確認する

には、このコマンドを使用します。

show ip interface

IPマルチキャスト転送情報ベース（MFIB）の
転送エントリおよびインターフェイスを表示し

ます。

show ip mfib
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説明および目的コマンド

PIM対応インターフェイスで送受信されたマル
チキャストパケットの数に関連する統計情報を

表示します。

•マルチキャストトラフィックがラストホッ
プルータに転送されていることを、ラス

トホップルータ上で確認する場合は、こ

のコマンドを使用します。

show ip pim interface count

アクティブなソースがマルチキャストグループ

に送信しているレートを、キロビット/秒
（kb/s）単位で表示します。

•ラストホップルータ上のグループに送信
を実行しているアクティブなソースのマル

チキャストパケットレートに関する情報

を表示する場合は、このコマンドを使用し

ます。

show ip mroute active

mrouteテーブルの mrouteに関連する統計情報
を表示します。

•マルチキャストトラフィックがラストホッ
プルータに転送されていることを、ラス

トホップルータ上で確認する場合は、こ

のコマンドを使用します。

show ip mroute count

SPT が使用されているルータでの IP マルチキャストオペレーションの確認に使用さ
れる一般的なコマンド（PIM-SM および PIM-SSM）

表に、PIM-SMネットワーク環境およびPIM-SSMネットワーク環境のSPTが使用されているルー
タで IPマルチキャストオペレーションの確認に使用される一般的なコマンドについて説明しま
す。
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表 12：一般的な IP マルチキャスト確認コマンド（SPT が使用されているルータ）

説明および目的コマンド

mrouteテーブルの内容を表示します。

•ソースへのリバースパス転送（RPF）ネイ
バーが、SPTが使用されている各ルータの
想定 RPFネイバーであることを確認する
には、このコマンドを使用します。

show ip mroute

アクティブなソースがマルチキャストグループ

に送信しているレートを、kb/s単位で表示しま
す。

• SPTが使用されているルータ上のグループ
に送信を実行しているアクティブなソース

のマルチキャストパケットレートに関す

る情報を表示する場合は、このコマンドを

使用します。

show ip mroute active

ファーストホップルータでの IP マルチキャストオペレーションの確認に使用され
る一般的なコマンド（PIM-SM および PIM-SSM）

表に、PIM-SMネットワーク環境および PIM-SSMネットワーク環境のファーストホップルータ
で IPマルチキャストオペレーションの確認に使用される一般的なコマンドについて説明します。

表 13：一般的な IP マルチキャスト確認コマンド（ファーストホップルータ）

説明および目的コマンド

mrouteテーブルの内容を表示します。

• Fフラグがファーストホップルータの
mrouteに設定されていることを確認するに
は、このコマンドを使用します。

show ip mroute
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説明および目的コマンド

アクティブなソースがマルチキャストグループ

に送信しているレートを、kb/s単位で表示しま
す。

•ファーストホップルータ上のグループに
送信を実行しているアクティブなソースの

マルチキャストパケットレートに関する

情報を表示する場合は、このコマンドを使

用します。

show ip mroute active

IP マルチキャストオペレーションを確認する方法

PIM 対応ルータを使用して IP マルチキャストの到達可能性をテストす
る方法

PIM対応ルータを使用して IPマルチキャストの到達可能性をテストするには、次の作業を実行し
ます。

管理しているすべての PIM対応ルータおよびアクセスサーバが、マルチキャストグループのメ
ンバで、すべてのルータが応答する原因となる pingが送信されます。これは、効果的な管理およ
びデバッグのツールです。

PIM対応ルータを使用して IPマルチキャストの到達可能性をテストするには、次の作業を実行し
ます。

マルチキャスト ping に応答するルータの設定
ルータをマルチキャストpingに応答するように設定するには、次の作業を実行します。この作業
の実行によって、指定されたグループに加入するよう、ルータ上のインターフェイスが設定され

ます。この作業は、マルチキャストネットワークに加入しているルータ上の各インターフェイ

ス、およびマルチキャストネットワークに加入しているすべてのルータで実行する必要がありま

す。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip igmp join-group group-address
5. マルチキャストネットワークに加入しているルータ上のインターフェイスで、ステップ3とス
テップ 4を繰り返します。

6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface type number

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 3   

• typeおよびnumber引数に、ホストに直接接続されている
インターフェイスまたはホストに直面しているインター

フェイスを指定します。

（任意）ルータ上のインターフェイスを指定したグループに

参加するように設定します。

ip igmp join-group group-address

例：

Router(config-if)# ip igmp
join-group 225.2.2.2

ステップ 4   

•この作業の目的として、マルチキャストネットワークに
加入しているルータ上のすべてのインターフェイス上

で、group-address引数に同じグループアドレスを設定し
ます。

この方法では、ルータは、マルチキャストパケット

の転送に加えて、マルチキャストパケットを受信し

ます。マルチキャストパケットを受信することに

より、ルータの高速スイッチングは行われません。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

--マルチキャストネットワークに加入し

ているルータ上のインターフェイス

ステップ 5   

で、ステップ 3とステップ 4を繰り返
します。

現在のコンフィギュレーションセッションを終了して、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 6   

マルチキャスト ping に応答するように設定されているルータの ping
マルチキャスト pingに応答するように設定されているルータをテストするために、ルータ上で
pingを開始するには、次の作業を実行します。この作業は、ネットワークの IPマルチキャストの
到達可能性をテストするために使用します。

手順の概要

1. enable
2. ping group-address

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

IPマルチキャストグループアドレスに pingを実行します。ping group-address

例：

Router# ping 225.2.2.2

ステップ 2   

•正常な応答は、グループアドレスが機能していること
を示します。
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PIM-SM ネットワークまたは PIM-SSM ネットワークでの IP マルチキャ
ストオペレーションの確認

PIM-SMネットワークまたは PIM-SSMネットワークで IPマルチキャストオペレーションを確認
するには、次の任意の作業を実行します。ソースとレシーバが期待どおりに動作していない場

合、これらの作業の手順を実行すると、障害が発生したホップの場所を特定できます。

パケットが想定された宛先に到達していない場合、IPマルチキャスト高速スイッチングをディ
セーブルにすることを検討する必要が生じることがあります。これによって、ルータはプロセ

ススイッチングモードになります。 IPマルチキャスト高速スイッチングがディセーブルされ
た後で、パケットが適切な宛先に到達し始めた場合、問題は IPマルチキャスト高速スイッチ
ングに関連していた可能性が非常に高くなります。 IPマルチキャスト高速スイッチングをディ
セーブルにする方法の詳細については、「IPマルチキャストのモニタリングおよび保持」モ
ジュールを参照してください。

（注）

PIM-SMマルチキャストネットワークまたは PIM-SSMマルチキャストネットワークで IPマルチ
キャストオペレーションを確認するには、次の確認作業を実行します。

ラストホップルータでの IP マルチキャストオペレーションの確認
ラストホップルータで IPマルチキャストのオペレーションを確認するには、次の作業を実行し
ます。

PIM-SSMネットワークのラストホップルータを確認する場合は、ステップ 3を無視します。（注）

手順の概要

1. enable
2. show ip igmp groups
3. show ip pim rp mapping
4. show ip mroute
5. show ip interface [type number]
6. show ip mfib
7. show ip pim interface count
8. show ip mroute count
9. show ip mroute active [kb/s]
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手順の詳細

ステップ 1 enable
特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

ステップ 2 show ip igmp groups
ラストホップルータで IGMPメンバーシップを確認するには、このコマンドを使用します。この情報に
よって、ラストホップルータに直接接続され、IGMPを介して認識されるレシーバが使用されているマル
チキャストグループが確認されます。

次に、show ip igmp groupsコマンドの出力例を示します。

例：

Router# show ip igmp groups
IGMP Connected Group Membership
Group Address Interface Uptime Expires Last Reporter
239.1.2.3 GigabitEthernet1/0/0 00:05:14 00:02:14 10.1.0.6
224.0.1.39 GigabitEthernet0/0/0 00:09:11 00:02:08 172.31.100.1

ステップ 3 show ip pim rp mapping
グループ-RP間のマッピングがラストホップルータで正しく生成されていることを確認する場合は、こ
のコマンドを使用します。

PIM-SSMネットワークのラストホップルータを確認する場合は、この手順を無視します。
PIM-SSMでは RPが使用されないため、show ip pim rp mappingコマンドは PIM-SSMネット
ワーク内のルータでは動作しません。さらに、正しく設定されている場合、show ip pim rp
mappingコマンドの出力には PIM-SSMグループは表示されません。

（注）

次に、show ip pim rp mappingコマンドの出力例を示します。

例：

Router# show ip pim rp mapping
PIM Group-to-RP Mappings

Group(s) 224.0.0.0/4
RP 172.16.0.1 (?), v2v1
Info source: 172.16.0.1 (?), elected via Auto-RP

Uptime: 00:09:11, expires: 00:02:47

ステップ 4 show ip mroute
mrouteテーブルがラストホップルータで正しく生成されていることを確認する場合は、このコマンドを
使用します。

次に、 show ip mrouteコマンドの出力例を示します。

例：

Router# show ip mroute
(*, 239.1.2.3), 00:05:14/00:03:04, RP 172.16.0.1, flags: SJC
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Incoming interface: GigabitEthernet0/0/0, RPF nbr 172.31.100.1
Outgoing interface list:
GigabitEthernet1/0, Forward/Sparse-Dense, 00:05:10/00:03:04

(10.0.0.1, 239.1.2.3), 00:02:49/00:03:29, flags: T
Incoming interface: GigabitEthernet0/0/0, RPF nbr 172.31.100.1
Outgoing interface list:
GigabitEthernet1/0, Forward/Sparse-Dense, 00:02:49/00:03:04

(*, 224.0.1.39), 00:10:05/stopped, RP 0.0.0.0, flags: DC
Incoming interface: Null, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
GigabitEthernet1/0, Forward/Sparse-Dense, 00:05:15/00:00:00
GigabitEthernet0/0, Forward/Sparse-Dense, 00:10:05/00:00:00

(172.16.0.1, 224.0.1.39), 00:02:00/00:01:33, flags: PTX
Incoming interface: GigabitEthernet0/0/0, RPF nbr 172.31.100.1

ステップ 5 show ip interface [type number]
マルチキャスト高速スイッチングがラストホップルータの発信インターフェイスで、最適化されたパ

フォーマンスでイネーブルになっていることを確認するには、このコマンドを使用します。

no ip mroute-cacheインターフェイスコマンドを使用すると、IPマルチキャスト高速スイッチ
ングをディセーブルにされます。 IPマルチキャスト高速スイッチングがディセーブルの場合、
パケットはプロセススイッチドパスを使用して転送されます。

（注）

次に、特定のインターフェイスに対する show ip interfaceコマンドの出力例を示します。

例：

Router# show ip interface GigabitEthernet 0/0/0
GigabitEthernet0/0 is up, line protocol is up
Internet address is 172.31.100.2/24
Broadcast address is 255.255.255.255
Address determined by setup command
MTU is 1500 bytes
Helper address is not set
Directed broadcast forwarding is disabled
Multicast reserved groups joined: 224.0.0.1 224.0.0.22 224.0.0.13

224.0.0.5 224.0.0.6
Outgoing access list is not set
Inbound access list is not set
Proxy ARP is enabled
Local Proxy ARP is disabled
Security level is default
Split horizon is enabled
ICMP redirects are always sent
ICMP unreachables are always sent
ICMP mask replies are never sent
IP fast switching is enabled
IP fast switching on the same interface is disabled
IP Flow switching is disabled
IP CEF switching is disabled
IP Fast switching turbo vector
IP multicast fast switching is enabled
IP multicast distributed fast switching is disabled
IP route-cache flags are Fast
Router Discovery is disabled
IP output packet accounting is disabled
IP access violation accounting is disabled
TCP/IP header compression is disabled
RTP/IP header compression is disabled
Policy routing is disabled
Network address translation is disabled
WCCP Redirect outbound is disabled
WCCP Redirect inbound is disabled
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WCCP Redirect exclude is disabled
BGP Policy Mapping is disabled

ステップ 6 show ip mfib
IPマルチキャスト転送情報ベース（MFIB）の転送エントリおよびインターフェイスを表示するには、こ
のコマンドを使用します。

例：

ステップ 7 show ip pim interface count
マルチキャストトラフィックがラストホップルータに転送されていることを確認する場合は、このコマ

ンドを使用します。

次に、show ip pim interfaceコマンドに countキーワードを指定した場合の出力例を示します。

例：

Router# show ip pim interface count

State: * - Fast Switched, D - Distributed Fast Switched
H - Hardware Switching Enabled

Address Interface FS Mpackets In/Out
172.31.100.2 GigabitEthernet0/0/0 * 4122/0
10.1.0.1 GigabitEthernet1/0/0 * 0/3193

ステップ 8 show ip mroute count
マルチキャストトラフィックがラストホップルータに転送されていることを確認する場合は、このコマ

ンドを使用します。

次に、show ip mrouteコマンドに countキーワードを指定した場合の出力例を示します。

例：

Router# show ip mroute count
IP Multicast Statistics
6 routes using 4008 bytes of memory
3 groups, 1.00 average sources per group
Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kilobits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops(OIF-null, rate-limit etc)

Group: 239.1.2.3, Source count: 1, Packets forwarded: 3165, Packets received: 3165
RP-tree: Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
Source: 10.0.0.1/32, Forwarding: 3165/20/28/4, Other: 0/0/0

Group: 224.0.1.39, Source count: 1, Packets forwarded: 21, Packets received: 120
Source: 172.16.0.1/32, Forwarding: 21/1/48/0, Other: 120/0/99

Group: 224.0.1.40, Source count: 1, Packets forwarded: 10, Packets received: 10
Source: 172.16.0.1/32, Forwarding: 10/1/48/0, Other: 10/0/0

ステップ 9 show ip mroute active [kb/s]
ラストホップルータ上のグループに送信を実行しているアクティブなマルチキャストソースに関する情

報を表示する場合は、ラストホップルータ上でこのコマンドを使用します。このコマンドの出力では、

アクティブなソースのマルチキャストパケットレートに関する情報が示されます。
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デフォルトでは、activeキーワードを指定した show ipmrouteコマンドの出力では、4 kb/s.以上
のレートでグループにトラフィックを送信しているアクティブなソースに関する情報が表示さ

れます。より低いレートのトラフィック（4 kb/s未満のトラフィック）をグループに送信して
いるアクティブなソースに関する情報を表示する場合は、kb/s引数に 1の値を指定します。こ
の引数に 1の値を指定すると、1 kb/s以上のレートでグループにトラフィックを送信しているア
クティブなソースに関する情報が表示されます。これによって、存在する可能性があるすべて

のアクティブなソーストラフィックに関する情報が効果的に表示されます。

（注）

次に、show ip mrouteコマンドに activeキーワードを指定した場合の出力例を示します。

例：

Router# show ip mroute active
Active IP Multicast Sources - sending >= 4 kbps

Group: 239.1.2.3, (?)
Source: 10.0.0.1 (?)
Rate: 20 pps/4 kbps(1sec), 4 kbps(last 50 secs), 4 kbps(life avg)

SPT が使用されているルータでの IP マルチキャストの確認
PIM-SMネットワークまたは PIM-SSMネットワークで SPTが使用されているルータ上で IPマル
チキャストのオペレーションを確認するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. enable
2. show ip mroute [group-address]
3. show ip mroute active

手順の詳細

ステップ 1 enable
特権 EXECモードをイネーブルにします。パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

ステップ 2 show ip mroute [group-address]
特定の 1つまたは複数のグループのソースへの RPFネイバーを確認する場合は、SPTが使用されている
ルータでこのコマンドを使用します。

次に、特定のグループに対する show ip mrouteコマンドの出力例を示します。
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例：

Router# show ip mroute 239.1.2.3
(*, 239.1.2.3), 00:17:56/00:03:02, RP 172.16.0.1, flags: S
Incoming interface: Null, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
GigabitEthernet0/0/0, Forward/Sparse-Dense, 00:17:56/00:03:02

(10.0.0.1, 239.1.2.3), 00:15:34/00:03:28, flags: T
Incoming interface: Serial1/0, RPF nbr 172.31.200.1
Outgoing interface list:
GigabitEthernet0/0/0, Forward/Sparse-Dense, 00:15:34/00:03:02

ステップ 3 show ip mroute active
グループに送信を実行しているアクティブなマルチキャストソースに関する情報を表示する場合は、SPT
が使用されているルータ上でこのコマンドを使用します。このコマンドの出力では、アクティブなソース

のマルチキャストパケットレートに関する情報が示されます。

デフォルトでは、activeキーワードを指定した show ipmrouteコマンドの出力では、4 kb/s.以上
のレートでグループにトラフィックを送信しているアクティブなソースに関する情報が表示さ

れます。より低いレートのトラフィック（4 kb/s未満のトラフィック）をグループに送信して
いるアクティブなソースに関する情報を表示する場合は、kb/s引数に 1の値を指定します。こ
の引数に 1の値を指定すると、1 kb/s以上のレートでグループにトラフィックを送信しているア
クティブなソースに関する情報が表示されます。これによって、存在する可能性があるすべて

のアクティブなソーストラフィックに関する情報が効果的に表示されます。

（注）

次に、show ip mrouteコマンドに activeキーワードを指定した場合の出力例を示します。

例：

Router# show ip mroute active
Active IP Multicast Sources - sending >= 4 kbps

Group: 239.1.2.3, (?)
Source: 10.0.0.1 (?)
Rate: 20 pps/4 kbps(1sec), 4 kbps(last 30 secs), 4 kbps(life avg)

ファーストホップルータでの IP マルチキャストの確認
ファーストホップルータで IPマルチキャストのオペレーションを確認するには、次の作業を実
行します。

手順の概要

1. enable
2. show ip mroute [group-address]
3. show ip mroute active [kb/s]
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手順の詳細

ステップ 1 enable
特権 EXECモードをイネーブルにします。

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

ステップ 2 show ip mroute [group-address]
Fフラグがファーストホップルータの mrouteに設定されていることを確認するには、ファーストホップ
ルータでこのコマンドを使用します。

次に、特定のグループに対する show ip mrouteコマンドの出力例を示します。

例：

Router# show ip mroute 239.1.2.3
(*, 239.1.2.3), 00:18:10/stopped, RP 172.16.0.1, flags: SPF
Incoming interface: Serial1/0, RPF nbr 172.31.200.2
Outgoing interface list: Null

(10.0.0.1, 239.1.2.3), 00:18:10/00:03:22, flags: FT
Incoming interface: GigabitEthernet0/0/0, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
Serial1/0, Forward/Sparse-Dense, 00:18:10/00:03:19

ステップ 3 show ip mroute active [kb/s]
グループに送信を実行しているアクティブなマルチキャストソースに関する情報を表示する場合は、ファー

ストホップルータ上でこのコマンドを使用します。このコマンドの出力では、アクティブなソースのマ

ルチキャストパケットレートに関する情報が示されます。

デフォルトでは、activeキーワードを指定した show ipmrouteコマンドの出力では、4 kb/s.以上
のレートでグループにトラフィックを送信しているアクティブなソースに関する情報が表示さ

れます。より低いレートのトラフィック（4 kb/s未満のトラフィック）をグループに送信して
いるアクティブなソースに関する情報を表示する場合は、kb/s引数に 1の値を指定します。こ
の引数に 1の値を指定すると、1 kb/s以上のレートでグループにトラフィックを送信しているア
クティブなソースに関する情報が表示されます。これによって、存在する可能性があるすべて

のアクティブなソーストラフィックに関する情報が効果的に表示されます。

（注）

次に、show ip mrouteコマンドに activeキーワードを指定した場合の出力例を示します。

例：

Router# show ip mroute active
Active IP Multicast Sources - sending >= 4 kbps

Group: 239.1.2.3, (?)
Source: 10.0.0.1 (?)
Rate: 20 pps/4 kbps(1sec), 4 kbps(last 30 secs), 4 kbps(life avg)
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IP マルチキャストオペレーションの設定例

PIM-SM ネットワークまたは PIM-SSM ネットワークでの IP マルチキャ
ストオペレーションの確認例

次に、ネットワークに PIM-SMが導入された後で、IPマルチキャストオペレーションを確認する
例を示します。例は、図に示された PIM-SMトポロジに基づいています。

図に示されているラストホップルータからファーストホップルータで、この特定のPIM-SMネッ
トワークトポロジの IPマルチキャストオペレーションを確認する例を示します。
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ラストホップルータでの IP マルチキャストの確認例
次に、show ip igmp groupsコマンドの出力例を示します。出力例では、図に示されているラスト
ホップルータの IGMPメンバーシップが表示されます。このコマンドは、LAN上のレシーバが
加入したグループに対して、IGMPキャッシュが適切に生成されていることを確認するために、
この例で使用されています。

Router# show ip igmp groups
IGMP Connected Group Membership
Group Address Interface Uptime Expires Last Reporter
239.1.2.3 GigabitEthernet1/0/0 00:05:14 00:02:14 10.1.0.6
224.0.1.39 GigabitEthernet0/0/0 00:09:11 00:02:08 172.31.100.1

次に、show ip pim rp mappingコマンドの出力例を示します。出力例では、RPフィールドに表示
されているRPアドレスに注意してください。図に示されているラストホップルータ上でグルー
プから RPへのマッピング適切に生成されたことを確認するには、RPアドレスとグループ情報を
使用します。

出力の「（?）」は、ルータによって、IPアドレスをホスト名に解決できなかったことを示し
ます。

（注）

Router# show ip pim rp mapping
PIM Group-to-RP Mappings

Group(s) 224.0.0.0/4
RP 172.16.0.1 (?), v2v1
Info source: 172.16.0.1 (?), elected via Auto-RP

Uptime: 00:09:11, expires: 00:02:47

次に、show ip mrouteコマンドの出力例を示します。このコマンドは、図に示されているラスト
ホップルータ上で mrouteテーブルが正しく生成されていることを確認する場合に使用します。
出力例では、（10.0.0.1, 239.1.2.3）mrouteのTフラグに注意してください。Tフラグは、SPTビッ
トが設定されたことを示します。これは、マルチキャストパケットが特定のmrouteのSPTツリー
で受信されたことを意味します。また、RPF nbrフィールドは、マルチキャストソースへのユニ
キャストルーティングによって特定された最上位の IPアドレスを持つ RPFネイバーを指す必要
があります。

Router# show ip mroute
(*, 239.1.2.3), 00:05:14/00:03:04, RP 172.16.0.1, flags: SJC
Incoming interface: GigabitEthernet0/0/0, RPF nbr 172.31.100.1
Outgoing interface list:
Ethernet1/0, Forward/Sparse-Dense, 00:05:10/00:03:04

(10.0.0.1, 239.1.2.3), 00:02:49/00:03:29, flags: T
Incoming interface: GigabitEthernet0/0/0, RPF nbr 172.31.100.1
Outgoing interface list:
Ethernet1/0, Forward/Sparse-Dense, 00:02:49/00:03:04

(*, 224.0.1.39), 00:10:05/stopped, RP 0.0.0.0, flags: DC
Incoming interface: Null, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
Ethernet1/0, Forward/Sparse-Dense, 00:05:15/00:00:00
Ethernet0/0, Forward/Sparse-Dense, 00:10:05/00:00:00

次に、着信インターフェイスに対する show ip interfaceコマンドの出力例を示します。図に示さ
れているラストホップルータ上で IPマルチキャスト高速スイッチングがイネーブルにされてい
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ることを確認する場合は、この例のこのコマンドを使用します。 IPマルチキャスト高速スイッチ
ングがイネーブルの場合、「IPmulticast fast switching is enabled」という行が出力に表示されます。

Router# show ip interface GigabitEthernet 0/0/0
GigabitEthernet0/0/0 is up, line protocol is up
Internet address is 172.31.100.2/24
Broadcast address is 255.255.255.255
Address determined by setup command
MTU is 1500 bytes
Helper address is not set
Directed broadcast forwarding is disabled
Multicast reserved groups joined: 224.0.0.1 224.0.0.22 224.0.0.13

224.0.0.5 224.0.0.6
Outgoing access list is not set
Inbound access list is not set
Proxy ARP is enabled
Local Proxy ARP is disabled
Security level is default
Split horizon is enabled
ICMP redirects are always sent
ICMP unreachables are always sent
ICMP mask replies are never sent
IP fast switching is enabled
IP fast switching on the same interface is disabled
IP Flow switching is disabled
IP CEF switching is disabled
IP Fast switching turbo vector
IP multicast fast switching is enabled
IP multicast distributed fast switching is disabled
IP route-cache flags are Fast
Router Discovery is disabled
IP output packet accounting is disabled
IP access violation accounting is disabled
TCP/IP header compression is disabled
RTP/IP header compression is disabled
Policy routing is disabled
Network address translation is disabled
WCCP Redirect outbound is disabled
WCCP Redirect inbound is disabled
WCCP Redirect exclude is disabled
BGP Policy Mapping is disabled

次に、 show ip pim interface countコマンドの出力例を示します。図に示されているラストホッ
プルータにマルチキャストトラフィックが転送されていることを確認する場合は、この例のこの

コマンドを使用します。出力例では、Mpackets In/Outフィールドに注意してください。このフィー
ルドでは、出力に一覧表示されている各インターフェイスで送受信されたマルチキャストパケッ

トの数が表示されます。

Router# show ip pim interface count

State: * - Fast Switched, D - Distributed Fast Switched
H - Hardware Switching Enabled

Address Interface FS Mpackets In/Out
172.31.100.2 GigabitEthernet0/0/0 * 4122/0
10.1.0.1 GigabitEthernet1/0/0 * 0/3193

次に、show ip mrouteコマンドに countキーワードを指定した場合の出力例を示します。図に示
されているラストホップルータで、アクティブなソースからグループへパケットが送信されてい

るを確認する場合は、このコマンドを使用します。出力例では、Forwardingフィールドに表示さ
れているパケット数に注意してください。このフィールドでは、グループに送信を実行している

ソースに対するパケット転送カウントが表示されます。

Router# show ip mroute count
IP Multicast Statistics
6 routes using 4008 bytes of memory
3 groups, 1.00 average sources per group
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Forwarding Counts: Pkt Count/Pkts per second/Avg Pkt Size/Kilobits per second
Other counts: Total/RPF failed/Other drops(OIF-null, rate-limit etc)

Group: 239.1.2.3, Source count: 1, Packets forwarded: 3165, Packets received: 3165
RP-tree: Forwarding: 0/0/0/0, Other: 0/0/0
Source: 10.0.0.1/32, Forwarding: 3165/20/28/4, Other: 0/0/0

Group: 224.0.1.39, Source count: 1, Packets forwarded: 21, Packets received: 120
Source: 172.16.0.1/32, Forwarding: 21/1/48/0, Other: 120/0/99

Group: 224.0.1.40, Source count: 1, Packets forwarded: 10, Packets received: 10
Source: 172.16.0.1/32, Forwarding: 10/1/48/0, Other: 10/0/0

次に、show ip mrouteコマンドに activeキーワードを指定した場合の出力例を示します。ラスト
ホップルータ上でアクティブなソースがあるマルチキャストグループを確認する場合は、図に示

されているラストホップルータでこのコマンドを使用します。

出力の「（?）」は、ルータによって、IPアドレスをホスト名に解決できなかったことを示し
ます。

（注）

Router# show ip mroute active
Active IP Multicast Sources - sending >= 4 kbps

Group: 239.1.2.3, (?)
Source: 10.0.0.1 (?)
Rate: 20 pps/4 kbps(1sec), 4 kbps(last 50 secs), 4 kbps(life avg)

SPT が使用されているルータでの IP マルチキャストの確認例
次に、特定のグループに対する show ipmrouteコマンドの出力例を示します。ソースへのRPFネ
イバーが、図に示されている SPTが使用されているルータで想定されているRPFネイバーである
ことを確認する場合は、この例のコマンドを使用します。

Router# show ip mroute 239.1.2.3
(*, 239.1.2.3), 00:17:56/00:03:02, RP 172.16.0.1, flags: S
Incoming interface: Null, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
Ethernet0/0, Forward/Sparse-Dense, 00:17:56/00:03:02

(10.0.0.1, 239.1.2.3), 00:15:34/00:03:28, flags: T
Incoming interface: Serial1/0, RPF nbr 172.31.200.1
Outgoing interface list:

Ethernet0/0, Forward/Sparse-Dense, 00:15:34/00:03:02

次に、図に示されている SPTが使用されているルータからの、activeキーワードを指定した show
ipmrouteコマンドの出力例を示します。このルータでアクティブなソースがあるマルチキャスト
グループを確認する場合は、このコマンドを使用します。

出力の「（?）」は、ルータによって、IPアドレスをホスト名に解決できなかったことを示し
ます。

（注）

Router# show ip mroute active
Active IP Multicast Sources - sending >= 4 kbps

Group: 239.1.2.3, (?)
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Source: 10.0.0.1 (?)
Rate: 20 pps/4 kbps(1sec), 4 kbps(last 30 secs), 4 kbps(life avg)

ファーストホップルータでの IP マルチキャストの確認例
次に、特定のグループに対する show ip mrouteコマンドの出力例を示します。図に示されている
ファーストホップルータで、アクティブなソースからグループへパケットが送信されていること

を確認する場合は、この例のこのコマンドを使用します。出力例では、Forwardingフィールドに
表示されているパケット数に注意してください。このフィールドでは、ファーストホップルー

タ上のグループに送信を実行しているソースに対するパケット転送カウントが表示されます。

RPF nbr 0.0.0.0のフィールドは、mrouteのソースが到達したことを示します。（注）

Router# show ip mroute 239.1.2.3
(*, 239.1.2.3), 00:18:10/stopped, RP 172.16.0.1, flags: SPF
Incoming interface: Serial1/0, RPF nbr 172.31.200.2
Outgoing interface list: Null

(10.0.0.1, 239.1.2.3), 00:18:10/00:03:22, flags: FT
Incoming interface: GigabitEthernet0/0/0, RPF nbr 0.0.0.0
Outgoing interface list:
Serial1/0/0, Forward/Sparse-Dense, 00:18:10/00:03:19

次に、図に示されているファーストホップルータからの、activeキーワードを指定した show ip
mrouteコマンドの出力例を示します。

出力の「（?）」は、ルータによって、IPアドレスをホスト名に解決できなかったことを示し
ます。

（注）

Router# show ip mroute active
Active IP Multicast Sources - sending >= 4 kbps

Group: 239.1.2.3, (?)
Source: 10.0.0.1 (?)
Rate: 20 pps/4 kbps(1sec), 4 kbps(last 30 secs), 4 kbps(life avg)

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

「IPマルチキャストテクノロジーの概要」モ
ジュール

IPマルチキャストテクノロジー分野の概要

「基本的な IPマルチキャスト設定」モジュー
ル

PIM-SMと SSMの概念および設定例
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Multicast Command Reference』IPマルチキャストコマンド：コマンド構文の
詳細、コマンドモード、コマンド履歴、デフォ

ルト設定、使用に関する注意事項、および例

標準

タイトル標準

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。

RFC

タイトルRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

IP マルチキャストオペレーションに関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 14：IP マルチキャストオペレーションに関する機能情報

機能情報リリース機能名

----Cisco IOS XE Release 2(1)以降
にこのモジュールで導入または

変更された機能はないため、こ

の表は空白になっています。

この表は、このモジュールに機

能情報が追加されると更新され

ます。
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第 11 章

IP マルチキャストのモニタリングおよび保
持

このモジュールでは、IPマルチキャストネットワークをモニタリングおよび保持する方法につ
いて説明します。

•ローカルルータとピアリングしている隣接マルチキャストルータを表示する方法

•マルチキャストパケットレートおよび損失情報を表示する方法

•マルチキャスト配信ツリーでソースから宛先ブランチまでのパスを追跡する方法

• IPマルチキャストルーティングテーブルの内容、PIMに設定されているインターフェイス
に関する情報、ルータによって検出されたPIMネイバー、および IP高速スイッチングキャッ
シュの内容を表示する方法

•キャッシュ、テーブル、およびデータベースをクリアする方法

• IPマルチキャストパケットの配信をモニタリングし、配信によって特定のパラメータが満
たされなかった場合にアラートを受け取る方法（IPマルチキャストハートビート）

•セッション記述プロトコル、セッション通知プロトコル、およびアプリケーションを使用
して、マルチキャストマルチメディア会議および他のマルチキャストセッションのアドバ

タイズメントを補助し、参加者予定者に対して関連セッションの設定情報を通信する方法

（SAPリスナーサポート）

• IPマルチキャストパケットヘッダーをキャッシュに格納する方法、およびネットワーク内
で誰がどのグループに IPマルチキャストパケットを送信しているかについての情報や、マ
ルチキャスト転送ループなどの情報を検索して表示する方法

•簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）を使用して、管理対象オブジェクトをリモート
にモニタリングし、PIMを設定する方法

•デバッグメッセージを記録するために IPマルチキャストの高速スイッチングをディセーブ
ルにする方法

• 機能情報の確認, 242 ページ
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• IPマルチキャストのモニタリングおよび保持の前提条件, 242 ページ

• IPマルチキャストのモニタリングおよび保持について, 242 ページ

• IPマルチキャストのモニタリングおよび保持の方法, 245 ページ

• IPマルチキャストのモニタリングおよび保持の設定例, 255 ページ

• その他の関連資料, 259 ページ

• IPマルチキャストのモニタリングおよび保持の機能情報, 260 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IP マルチキャストのモニタリングおよび保持の前提条件
•このモジュールの作業を実行する前に、「IPマルチキャストテクノロジーの概要」モジュー
ルで説明している概念をよく理解しておく必要があります。

•使用しているネットワークで IPマルチキャストをイネーブルにし、Protocol Independent
Multicast（PIM）を設定して実行しておく必要もあります。「基本的な IPマルチキャスト設
定」モジュールを参照してください。

IP マルチキャストのモニタリングおよび保持について

IP マルチキャストハートビート
IPマルチキャストハートビート機能を使用すると、IPマルチキャストパケットの配信をモニタ
リングし、配信によって特定のパラメータが満たされなかった場合にアラートを受け取ることが

できます。

代わりにMRMを使用して IPマルチキャストをモニタリングすることもできますが、MRMで実
行できない IPマルチキャストハートビートでは、次の作業を実行できます。

• SNMPトラップの生成
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•実働マルチキャストストリームのモニタリング

IPマルチキャストハートビートがイネーブルの場合、ルータは、特定の間隔で特定のマルチキャ
ストグループ宛ての IPマルチキャストパケットをモニタします。観察されたパケット数が設定
された最小量よりも少ない場合、ルータは指定されたネットワーク管理ステーションにハートビー

ト例外の損失を示す SNMPトラップを送信します。

ルータの groupに既存のマルチキャスト転送状態がない場合、ip multicast heartbeatコマンドに
よってハートビートは作成されません。このコマンドでは、ルータでのマルチキャスト転送状態

は作成されません。 IPマルチキャストトラフィックを強制的に転送する場合は、ルータまたはダ
ウンストリームルータ上で ip igmp static-groupコマンドを実行します。特定のレシーバホスト
への IPマルチキャストトラップの送信をイネーブルにする場合は、snmp-server host ipmulticast
コマンドを使用します。マルチキャストハートビート機能をデバッグする場合は、debug ip
mhbeatコマンドを使用します。

セッション通知プロトコル（SAP）
セッション記述プロトコル、セッション通知プロトコル、およびアプリケーションを使用して、

マルチキャストマルチメディア会議および他のマルチキャストセッションのアドバタイズメント

を補助し、参加予定者に対して関連セッション設定情報を通信するには、セッション通知プロト

コル（SAP）リスナーサポートが必要です。

セッションは、RFC 2327で定義されているセッション記述プロトコル（SDP）で記述されます。
SDPでは、存続可能時間（TTL）スコープ、グループアドレス、およびユーザデータグラムプロ
トコル（UDP）ポート番号などの特定の属性で、セッション（たとえば、音声、ビデオ、ホワイ
トボードなど）で使用されているセッションプロパティ（たとえば、連絡情報、セッションライ

フタイム、メディアなど）の、書式化されたテキスト説明が提供されます。

多くのマルチメディアアプリケーションは、セッションの説明について SDPに依存します。た
だし、これらは異なる方法を使用してこれらのセッションの説明が配信される場合があります。

たとえば、IP/TVでは、Webに依存して、参加者にセッションの説明が配信されます。この例で
は、参加者は、セッション情報を提供するWebサーバを認識する必要があります。

MBONEアプリケーション（たとえば、vic、vat、wbなど）やその他のアプリケーションは、ネッ
トワーク中に送信されるマルチキャストセッション情報に依存します。これらの場合、SDPセッ
ション通知の転送に SAPが使用されます。 SAPバージョン 2では、周知のセッションディレク
トリマルチキャストグループ 224.2.127.254が使用されて、グローバルスコープセッションおよ
び管理スコープセッションのグループ239.255.255.255のSDPセッションの説明が配信されます。

Session Directory（SDR）アプリケーションは、通常、SDP/SAPセッション通知の送受信に使
用されます。

（注）
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IP マルチキャストに対する SNMP トラップの PIM MIB 拡張
Protocol IndependentMulticast（PIM）は、マルチキャストグループにマルチキャストデータパケッ
トをルーティングするために使用される IPマルチキャストルーティングプロトコルです。 RFC
2934には、IPv4対応 PIM MIBが定義されています。これは、簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）を使用した PIMのリモートモニタリングと設定を可能にする管理対象オブジェクトに
関する記述です。

PIM MIB拡張は、次の新しいクラスの PIM通知を導入します。

• neighbor-change：この通知は、次の条件により発生します。

•ルータの PIMインターフェイスが（インターフェイスコンフィギュレーションモード
で ip pimコマンドを使用して）無効化、または有効化されている。

•ルータの PIMネイバーの隣接関係が失効している（RFC 2934の定義による）。

• rp-mapping-change：この通知は、自動RPメッセージまたはブートストラップルータ（BSR）
メッセージが原因でランデブーポイント（RP）マッピング情報が変更された場合に発生しま
す。

• invalid-pim-message：この通知は、次の条件により発生します。

•デバイスが、無効な（*,G）加入またはプルーニングメッセージを受信した場合（たと
えば、パケットで指定された RPがマルチキャストグループの RPではない加入または
プルーニングメッセージを、ルータが受信した場合）

•デバイスが、無効な PIM登録メッセージを受信した場合（たとえば、RPではないマル
チキャストグループからの登録メッセージをルータが受信した場合）

PIM MIB 拡張の利点
PIM MIB拡張：

• RPマッピングの変更点を検出することで、ネットワークにおけるマルチキャストトポロジ
の変更点を特定できます。

• PIMが有効なインターフェイス上で、PIMプロトコルをモニタリングするトラップを提供し
ます。

•マルチキャストインターフェイスでマルチキャストネイバー隣接関係が失効している場合、
ルーティングの問題の特定に役立ちます。

• RP設定のエラー（たとえば、Auto-RPのような、ダイナミック RP割り当てプロトコルにお
けるフラッピングによるエラー）をモニタリングできます。
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IP マルチキャストのモニタリングおよび保持の方法

マルチキャストピア、パケットレート、および損失情報を表示し、

パスを追跡する

ローカルルータとピアリングしている隣接マルチキャストルータ、マルチキャストパケットレー

ト、および損失情報を確認する場合、または、マルチキャスト配信ツリーでソースから宛先ブラ

ンチまでのパスを追跡する場合には、IPマルチキャストルーティングをモニタリングします。

手順の概要

1. enable
2. mrinfo [host-name | host-address] [source-address | interface]
3. mstat {source-name | source-address} [destination-name | destination-address] [group-name |

group-address]
4. mtrace {source-name | source-address} [destination-name | destination-address] [group-name |

group-address]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

（任意）ローカルルータと「ピアリング」してい

る隣接マルチキャストルータを問い合わせます。

mrinfo [host-name | host-address] [source-address |
interface]

例：

Router# mrinfo

ステップ 2   

（任意）IPマルチキャストパケットレートおよ
び損失情報を表示します。

mstat {source-name | source-address}
[destination-name | destination-address] [group-name
| group-address]

ステップ 3   

例：

Router# mstat allsource
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目的コマンドまたはアクション

（任意）マルチキャスト配信ツリーでソースから

宛先ブランチへのパスを追跡します。

mtrace {source-name | source-address}
[destination-name | destination-address] [group-name
| group-address]

ステップ 4   

例：

Router# mtrace allsource

IP マルチキャストシステムおよびネットワーク統計情報の表示
IPマルチキャストルーティングテーブルの内容、PIMで設定されているインターフェイスに関す
る情報、ルータによって検出されるPIMネイバー、IP高速スイッチングキャッシュの内容、およ
び循環キャッシュヘッダーバッファの内容を表示する場合は、IPマルチキャストシステム統計
情報を表示します。

手順の概要

1. enable
2. ping [group-name | group-address]
3. show ipmroute [group-address | group-name] [source-address | source-name] [type number] [summary]

[count] [active kbps]
4. show ip pim interface [type number] [df | count] [rp-address] [detail]
5. show ip pim neighbor [type number]
6. show ip pim rp [mapping |metric] [rp-address]
7. show ip rpf {source-address | source-name} [metric]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

（任意）マルチキャストグループアドレスまたはグ

ループ名に、ICMPエコー要求メッセージを送信しま
す。

ping [group-name | group-address]

例：

Router# ping cbone-audio

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）IPマルチキャストルーティングテーブルの
内容を表示します。

show ip mroute [group-address | group-name]
[source-address | source-name] [type number]
[summary] [count] [active kbps]

ステップ 3   

例：

Router# show ip mroute cbone-audio

（任意）PIMに対して設定されたインターフェイスに
関する情報を表示します。

show ip pim interface [type number] [df | count]
[rp-address] [detail]

例：

Router# show ip pim interface
gigabitethernet1/0/0 detail

ステップ 4   

（任意）ルータによって検出されたPIMネイバーのリ
ストを表示します。

show ip pim neighbor [type number]

例：

Router# show ip pim neighbor

ステップ 5   

（任意）スパースモードマルチキャストグループに

関連付けられた RPルータを表示します。
show ip pim rp [mapping |metric] [rp-address]

例：

Router# show ip pim rp metric

ステップ 6   

（任意）ルータによるRPFの実行方法（つまり、ユニ
キャストルーティングテーブルからか、DVMRPルー

show ip rpf {source-address | source-name}
[metric]

例：

Router# show ip rpf 172.16.10.13

ステップ 7   

ティングテーブルからか、またはスタティックmroute
からか）を表示します。また、ユニキャストルーティ

ングメトリックも表示します。

IP マルチキャストルーティングテーブルまたはキャッシュのクリア
IPマルチキャストルーティングテーブル、Auto-RPキャッシュ、IGMPキャッシュ、およびCatalyst
スイッチのキャッシュからエントリを削除する場合は、IPマルチキャストキャッシュをクリアし
ます。これらのエントリがクリアされると、再認識、つまり不正確なエントリの削除によって、

情報がリフレッシュされます。
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手順の概要

1. enable
2. clear ip mroute {* | group-name [source-name | source-address] | group-address [source-name |

source-address]}
3. clear ip pim auto-rp rp-address
4. clear ip igmp group [group-name | group-address | interface-type interface-number]
5. clear ip cgmp [interface-type interface-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

（任意）IPマルチキャストルーティングテー
ブルからエントリを削除します。

clear ip mroute {* | group-name [source-name |
source-address] | group-address [source-name |
source-address]}

ステップ 2   

例：

Router# clear ip mroute 224.2.205.42 228.3.0.0

（任意）Auto-RPキャッシュをクリアします。clear ip pim auto-rp rp-address

例：

Router# clear ip pim auto-rp 224.5.6.7

ステップ 3   

（任意）IGMPキャッシュからエントリを削除
します。

clear ip igmp group [group-name | group-address |
interface-type interface-number]

例：

Router# clear ip igmp group 224.0.255.1

ステップ 4   

（任意）Catalystスイッチのキャッシュから、す
べてのグループエントリをクリアします。

clear ip cgmp [interface-type interface-number]

例：

Router# clear ip cgmp

ステップ 5   
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IP マルチキャストハートビートを使用した IP マルチキャスト配信の
モニタリング

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast-routing distributed
4. snmp-server host {hostname | ip-address} [traps | informs] [version {1 | 2c | 3 [auth | noauth | priv]}]

community-string[udp-port port] [notification-type]
5. snmp-server enable traps ipmulticast
6. ip multicast heartbeat group-address minimum-number window-size interval

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにしま
す。

ip multicast-routing distributed

例：

Router(config)# ip multicast-routing
distributed

ステップ 3   

SNMP通知動作の受信者を指定します。snmp-server host {hostname | ip-address} [traps
| informs] [version {1 | 2c | 3 [auth | noauth |

ステップ 4   

priv]}] community-string[udp-port port]
[notification-type]

例：

Router(config)# snmp-server host 224.1.0.1
traps public
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目的コマンドまたはアクション

IPマルチキャストトラップを送信するようにルータ
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps ipmulticast

例：

Router(config)# snmp-server enable traps
ipmulticast

ステップ 5   

IPマルチキャストパケット配信のモニタリングをイ
ネーブルにします。

ip multicast heartbeat group-address
minimum-number window-size interval

例：

Router(config)# ip multicast heartbeat
224.1.1.1 1 1 10

ステップ 6   

•マルチキャスト高速スイッチング（MDFS）が使
用されるプラットフォームでは、パケットカウ

ンタは 10秒ごとにのみ更新されるため、これら
のプラットフォームでは、intervalを 10秒の倍数
で設定する必要があります。他のプラットフォー

ムでは、増分が異なる場合があります。

SAP リスナーを使用したマルチキャストマルチメディアセッションの
アドバタイズ

セッション記述プロトコル、セッション通知プロトコル、およびアプリケーションを使用して、

マルチキャストマルチメディア会議および他のマルチキャストセッションのアドバタイズメント

を補助し、参加予定者に対して関連セッション設定情報を通信する場合は、SAPリスナーサポー
トをイネーブルにします。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip sap cache-timeout minutes
4. interface type number
5. ip sap listen
6. end
7. clear ip sap [group-address | “ session-name ”]
8. show ip sap [group-address | “ session-name ”| detail]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

（任意）SAPキャッシュエントリがキャッシュ内でア
クティブのままである期間を制限します。

ip sap cache-timeout minutes

例：

Router(config)# ip sap cache-timeout
600

ステップ 3   

•デフォルトでは、SAPキャッシュエントリはネッ
トワークから受信した24時間後に削除されます。

IGMPv3をイネーブルにできるホストに接続されてい
るインターフェイスを選択します。

interface type number

例：

Router(config)# interface
gigabitethernet 1/0/0

ステップ 4   

セッションディレクトリ通知をリッスンするように、

Cisco IOS XEソフトウェアをイネーブルにします。
ip sap listen

例：

Router(config-if)# ip sap listen

ステップ 5   

セッションを終了し、EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 6   

SAPキャッシュエントリまたはSAPキャッシュ全体を
クリアします。

clear ip sap [group-address | “ session-name
”]

例：

Router# clear ip sap "Sample Session"

ステップ 7   

（任意）SAPキャッシュを表示します。show ip sap [group-address | “ session-name
”| detail]

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router# show ip sap 224.2.197.250 detail

IP マルチキャストの高速スイッチングのディセーブル化
高速スイッチングがイネーブルの場合、デバッグメッセージは記録されないため、デバッグメッ

セージを記録する場合は高速スイッチングをディセーブルにします。

パケットが宛先に到達していない場合にも、ルータがプロセススイッチングに置かれる高速ス

イッチングをディセーブルにすると効果的な場合があります。高速スイッチングがディセーブル

で、パケットが宛先に到達している場合は、スイッチングが原因の可能性があります。

IPマルチキャストパケットの高速スイッチングは、デフォルトで、1つの例外を除き、（総称ルー
ティングカプセル化（GRE）およびDVMRPトンネルを含む）すべてのインターフェイス上でイ
ネーブルです。例外とは、X.25カプセル化インターフェイスを介する場合で、この場合、IPマル
チキャストパケットの高速スイッチングはディセーブルにされ、サポートされません。次は、高

速スイッチングのプロパティです。

•マルチキャストルーティングテーブルエントリの着信インターフェイス上で高速スイッチ
ングがディセーブルの場合、発信インターフェイスリストのすべてのインターフェイスのプ

ロセスレベルで、パケットが送信されます。

•マルチキャストルーティングテーブルエントリの発信インターフェイス上で高速スイッチ
ングがディセーブルの場合、パケットは、そのインターフェイスのプロセスレベルのスイッ

チングですが、発信インターフェイスリストにある他のインターフェイスの高速スイッチン

グの可能性があります。

•高速スイッチングがイネーブルの場合、デバッグメッセージのロギングは行われません。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. no ip mroute-cache
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスを指定します。interface type number

例：

Router(config)# interface gigabitethernet
1/0/0

ステップ 3   

IPマルチキャストの高速スイッチングをディセー
ブルにします。

no ip mroute-cache

例：

Router(config-if)# no ip mroute-cache

ステップ 4   

IP マルチキャストに対する PIM MIB 拡張のイネーブル化
IPマルチキャストの PIM MIB拡張をイネーブルにするには、この作業を実行します。

次のMIBテーブルは、Cisco IOSおよび Cisco IOS XEソフトウェアではサポートされていませ
ん。

（注）

• pimIpMRouteTable

• pimIpMRouteNextHopTable

• pimInterfaceVersionオブジェクトは RFC 2934から削除されたため、ソフトウェアではサ
ポートされなくなりました。
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. snmp-server enable traps pim [neighbor-change | rp-mapping-change | invalid-pim-message]
4. snmp-server host host-address [traps | informs] community-string pim

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ルータを、PIM通知を送信するようにルータをイネーブルにしま
す。

snmp-server enable traps pim
[neighbor-change | rp-mapping-change
| invalid-pim-message]

ステップ 3   

• neighbor-change：このキーワードは、ルータのPIMインター
フェイスがディセーブル、またはイネーブルである、あるい例：

Router(config)# snmp-server enable
traps pim neighbor-change

はルータの PIMネイバー隣接関係が失効していることを示
す通知をイネーブル化します。

• rp-mapping-change：このキーワードは、Auto-RPメッセー
ジまたはBSRメッセージによるRPマッピング情報の変更を
示す通知をイネーブルにします。

• invalid-pim-message：このキーワードは、無効なPIMプロト
コル操作のモニタリングの通知をイネーブルにします（たと

えば、パケットで指定されたRPがマルチキャストグループ
のRPではない加入またはプルーニングメッセージをルータ
が受信した場合や、RPではないマルチキャストグループか
らの登録メッセージをルータが受信した場合）。

PIM SNMP通知動作の受信者を指定します。snmp-server host host-address [traps
| informs] community-string pim

ステップ 4   

例：

Router(config)# snmp-server host
10.10.10.10 traps public pim
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IP マルチキャストのモニタリングおよび保持の設定例

IP マルチキャストシステムおよびネットワーク統計情報の表示例
次に、mrinfoコマンドの出力例を示します。

Router# mrinfo

192.31.7.37 (labs-allcompany) [version cisco 12.3] [flags: PMSA]:
192.31.7.37 -> 192.31.7.34 (lab-southwest) [1/0/pim]
192.31.7.37 -> 192.31.7.47 (lab-northwest) [1/0/pim]
192.31.7.37 -> 192.31.7.44 (lab-southeast) [1/0/pim]
131.119.26.10 -> 131.119.26.9 (lab-northeast) [1/32/pim]

ユーザ EXECモードで実行した mstatコマンドからの出力例は次のとおりです。

Router> mstat labs-in-china 172.16.0.1 224.0.255.255

Type escape sequence to abort.
Mtrace from 172.16.0.0 to 172.16.0.10 via group 224.0.255.255
>From source (labs-in-china) to destination (labs-in-africa)
Waiting to accumulate statistics......
Results after 10 seconds:
Source Response Dest Packet Statistics For Only For Traffic
172.16.0.0 172.16.0.10 All Multicast Traffic From 172.16.0.0
| __/ rtt 48 ms Lost/Sent = Pct Rate To 224.0.255.255
v / hop 48 ms --------------------- --------------------
172.16.0.1 labs-in-england
| ^ ttl 1
v | hop 31 ms 0/12 = 0% 1 pps 0/1 = --% 0 pps
172.16.0.2
172.16.0.3 infolabs.com
| ^ ttl 2
v | hop -17 ms -735/12 = --% 1 pps 0/1 = --% 0 pps
172.16.0.4
172.16.0.5 infolabs2.com
| ^ ttl 3
v | hop -21 ms -678/23 = --% 2 pps 0/1 = --% 0 pps
172.16.0.6
172.16.0.7 infolabs3.com
| ^ ttl 4
v | hop 5 ms 605/639 = 95% 63 pps 1/1 = --% 0 pps
172.16.0.8
172.16.0.9 infolabs.cisco.com
| \__ ttl 5
v \ hop 0 ms 4 0 pps 0 0 pps
172.16.0.0 172.16.0.10
Receiver Query Source

ユーザ EXECモードで実行した mtraceコマンドからの出力例は次のとおりです。

Router> mtrace 172.16.0.0 172.16.0.10 239.254.254.254
Type escape sequence to abort.
Mtrace from 172.16.0.0 to 172.16.0.10 via group 239.254.254.254
From source (?) to destination (?)
Querying full reverse path...
0 172.16.0.10
-1 172.16.0.8 PIM thresh^ 0 0 ms
-2 172.16.0.6 PIM thresh^ 0 2 ms

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

255

IP マルチキャストのモニタリングおよび保持
IP マルチキャストのモニタリングおよび保持の設定例



-3 172.16.0.5 PIM thresh^ 0 894 ms
-4 172.16.0.3 PIM thresh^ 0 893 ms
-5 172.16.0.2 PIM thresh^ 0 894 ms
-6 172.16.0.1 PIM thresh^ 0 893 ms

IP マルチキャストハートビートを使用した IP マルチキャスト配信の
モニタリング例

次に、このルータを介してグループアドレス 244.1.1.1に転送される IPマルチキャストパケット
をモニタリングする例を示します。このグループのパケットが10秒間受信されなかった場合、IP
アドレス 224.1.0.1で SNMP管理ステーションに SNMPトラップが送信されます。

!
ip multicast-routing
!
snmp-server host 224.1.0.1 traps public
snmp-server enable traps ipmulticast
ip multicast heartbeat 224.1.1.1 1 1 10

SAP リスナーを使用したマルチキャストマルチメディアセッションの
アドバタイズ例

次に、セッションディレクトリ通知をルータでリッスンできるようにし、SAPキャッシュタイム
アウトを 30分に変更します。

ip multicast routing
ip sap cache-timeout 30
interface loopback 0
ip address 10.0.0.51 255.255.255.0
ip pim sparse-dense mode
ip sap listen

次に、マルチキャストグループ 224.2.197.250を使用したセッションに対する show ip sapコマン
ドの出力例を示します。

Router# show ip sap 224.2.197.250
SAP Cache - 198 entries
Session Name: Session1

Description: This broadcast is brought to you courtesy of Name1.
Group: 0.0.0.0, ttl: 0, Contiguous allocation: 1
Lifetime: from 10:00:00 PDT Jul 4 1999 until 10:00:00 PDT Aug 1 1999
Uptime: 4d05h, Last Heard: 00:01:40
Announcement source: 128.102.84.134
Created by: sample 3136541828 3139561476 IN IP4 128.102.84.134
Phone number: Sample Digital Video Lab (555) 555-5555
Email: email1 <name@email.com>
URL: http://url.com/
Media: audio 20890 RTP/AVP 0
Media group: 224.2.197.250, ttl: 127
Attribute: ptime:40

Media: video 62806 RTP/AVP 31
Media group: 224.2.190.243, ttl: 127
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IP マルチキャストシステムおよびネットワーク統計情報の表示例

show ip mroute

次に、スパースモードで動作しているルータに関する show ip mrouteコマンドの出力例を示しま
す。

Router# show ip mroute

IP Multicast Routing Table
Flags: D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group, C - Connected,

L - Local, P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag,
T - SPT-bit set, J - Join SPT, M - MSDP created entry,
X - Proxy Join Timer Running, A - Candidate for MSDP Advertisement,
U - URD, I - Received Source Specific Host Report, Z - Multicast Tunnel,
Y - Joined MDT-data group, y - Sending to MDT-data group

Timers: Uptime/Expires
Interface state: Interface, Next-Hop, State/Mode
(*, 224.0.255.3), uptime 5:29:15, RP is 192.168.37.2, flags: SC
Incoming interface: Tunnel0, RPF neighbor 10.3.35.1, Dvmrp
Outgoing interface list:
GigabitEthernet0, Forward/Sparse, 5:29:15/0:02:57

(192.168.46.0/24, 224.0.255.3), uptime 5:29:15, expires 0:02:59, flags: C
Incoming interface: Tunnel0, RPF neighbor 10.3.35.1
Outgoing interface list:
GigabitEthernet0, Forward/Sparse, 5:29:15/0:02:57

show ip pim interface

次に、インターフェイスを指定した場合の show ippim interfaceコマンドのサンプル出力を示しま
す。

Router# show ip pim interface GigabitEthernet1/0/0

Address Interface Ver/ Nbr Query DR DR
Mode Count Intvl Prior

172.16.1.4 GigabitEthernet1/0/0 v2/S 1 100 ms 1 172.16.1.4

次に、show ip pim rpコマンドの出力例を示します。

Router# show ip pim rp

Group:227.7.7.7, RP:10.10.0.2, v2, v1, next RP-reachable in 00:00:48

show ip pim rp

次に、mappingキーワードを指定した show ip pim rpコマンドの出力例を示します。

Router# show ip pim rp mapping
PIM Group-to-RP Mappings
This system is an RP (Auto-RP)
This system is an RP-mapping agent
Group(s) 227.0.0.0/8
RP 10.10.0.2 (?), v2v1, bidir
Info source:10.10.0.2 (?), via Auto-RP

Uptime:00:01:42, expires:00:00:32
Group(s) 228.0.0.0/8
RP 10.10.0.3 (?), v2v1, bidir
Info source:10.10.0.3 (?), via Auto-RP

Uptime:00:01:26, expires:00:00:34
Group(s) 229.0.0.0/8
RP 10.10.0.5 (mcast1.cisco.com), v2v1, bidir
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Info source:10.10.0.5 (mcast1.cisco.com), via Auto-RP
Uptime:00:00:52, expires:00:00:37

Group(s) (-)230.0.0.0/8
RP 10.10.0.5 (mcast1.cisco.com), v2v1, bidir
Info source:10.10.0.5 (mcast1.cisco.com), via Auto-RP

Uptime:00:00:52, expires:00:00:37

次に、metricキーワードを指定した show ip pim rpコマンドの出力例を示します。

Router# show ip pim rp metric

RP Address Metric Pref Metric Flags RPF Type Interface
10.10.0.2 0 0 L unicast Loopback0
10.10.0.3 90 409600 L unicast GigabitEthernet3/3/0
10.10.0.5 90 435200 L unicast GigabitEthernet3/3/0

show ip rpf

次に、show ip rpfコマンドの出力例を示します。

Router# show ip rpf 172.16.10.13

RPF information for host1 (172.16.10.13)
RPF interface: BRI0
RPF neighbor: sj1.cisco.com (172.16.121.10)
RPF route/mask: 172.16.0.0/255.255.0.0
RPF type: unicast
RPF recursion count: 0
Doing distance-preferred lookups across tables

次に、metricキーワードを指定した show ip rpfコマンドの出力例を示します。

Router# show ip rpf 172.16.10.13 metric
RPF information for host1.cisco.com (172.16.10.13)
RPF interface: BRI0
RPF neighbor: neighbor.cisco.com (172.16.121.10)
RPF route/mask: 172.16.0.0/255.255.0.0
RPF type: unicast
RPF recursion count: 0
Doing distance-preferred lookups across tables
Metric preference: 110

例：IP マルチキャストに対する PIM MIB 拡張のイネーブル化例
次に、デバイスの PIMインターフェイスがイネーブルにされたことを示す通知を生成するように
デバイスを設定する例を示します。最初の行では、PIMトラップが、IPアドレス 10.0.0.1のホス
トにSNMPv2cとして送信されるように設定されます。2行目では、トラップ通知のneighbor-change
クラスをホストに送信するように、デバイスが設定されます。

snmp-server host 10.0.0.1 traps version 2c public pim
snmp-server enable traps pim neighbor-change
interface ethernet0/0
ip pim sparse-dense-mode
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast Command Reference』Cisco IOS IP SLAコマンド

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『Protocol Independent Multicast for IPv4 MIB』RFC 2934

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEリ
リース、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-IPMROUTE-MIB

• MSDP-MIB

• IGMP-STD-MIB

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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IP マルチキャストのモニタリングおよび保持の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 15：IP マルチキャストのモニタリングおよび保持の機能情報

機能の設定情報リリース機能名

Protocol Independent Multicast
（PIM）は、マルチキャストグ
ループにマルチキャストデー

タパケットをルーティングす

るために使用される IPマルチ
キャストルーティングプロト

コルです。 RFC 2934には、
IPv4 MIB対応 PIMが定義され
ています。これは、簡易ネット

ワーク管理プロトコル

（SNMP）を使用したPIMのリ
モートモニタリングと設定を

可能にする管理対象オブジェク

トに関する記述です。

Cisco IOS XE Release 2.1PIM MIB拡張

IPマルチキャストハートビー
ト機能によって、IPマルチキャ
スト配信のステータスをモニタ

リングし、配信に障害が発生し

た場合に（簡易ネットワーク管

理プロトコル（SNMP）トラッ
プを介して）通知を受ける手段

が提供されます。

Cisco IOS XE Release 2.1マルチキャストハートビート
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第 12 章

IPv6 マルチキャスト：PIM スパースモード

• 機能情報の確認, 261 ページ

• IPv6マルチキャスト PIMスパースモードに関する情報, 261 ページ

• IPv6マルチキャスト PIMスパースモードの設定方法, 267 ページ

• IPv6マルチキャスト PIMスパースモードの設定例, 274 ページ

• その他の関連資料, 276 ページ

• IPv6マルチキャスト PIMスパースモードに関する機能情報, 278 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 マルチキャスト PIM スパースモードに関する情報

プロトコル独立マルチキャスト

プロトコル独立マルチキャスト（PIM）は、相互に転送されるマルチキャストパケット、および
直接接続されている LANに転送されるマルチキャストパケットを追跡するためにデバイス間で
使用されます。 PIMは、ユニキャストルーティングプロトコルとは独立して動作し、他のプロ
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トコルと同様に、マルチキャストルートアップデートの送受信を実行します。ユニキャストルー

ティングテーブルに値を入力するために LANでどのユニキャストルーティングプロトコルが使
用されているかどうかにかかわらず、Cisco IOSPIMでは、独自のルーティングテーブルを構築お
よび管理する代わりに、既存のユニキャストテーブルコンテンツを使用して、リバースパス転

送（RPF）チェックを実行します。

PIMスパースモード（SM）または PIM送信元固有マルチキャスト（SSM）動作のいずれかを使
用するように IPv6マルチキャストを設定することも、ネットワークで PIM-SMと PIM-SSMの両
方を使用することもできます。

PIM スパースモード
IPv6マルチキャストでは、PIM-SMを使用したドメイン内マルチキャストルーティングがサポー
トされています。PIM-SMは、ユニキャストルーティングを使用して、マルチキャストツリー構
築用のリバースパス情報を提供しますが、特定のユニキャストルーティングプロトコルには依

存しません。

PIM-SMは、トラフィックに対して明示的な要求がある場合を除いて、各マルチキャストに関与
しているデバイスの数が比較的少なく、これらのデバイスがグループのマルチキャストパケット

を転送しないときに、マルチキャストネットワークで使用されます。 PIM-SMは、共有ツリー上
のデータパケットを転送することによって、アクティブな送信元に関する情報を配布します。

PIM-SMは最初に共有ツリーを使用しますが、これには RPの使用が必要となります。

要求は、ツリーのルートノードに向けてホップバイホップで送信される PIM joinを使用して行わ
れます。PIM-SMのツリーのルートノードは、共有ツリーの場合はRP、最短パスツリー（SPT）
の場合はマルチキャスト送信元に直接接続されているファーストホップデバイスになります。RP
はマルチキャストグループを追跡し、マルチキャストパケットを送信するホストはそのホストの

ファーストホップデバイスによって RPに登録されます。

PIM joinがツリーの上位方向に送信されると、要求されたマルチキャストトラフィックがツリー
の下位方向に転送されるように、パス上のデバイスがマルチキャスト転送ステートを設定します。

マルチキャストトラフィックが不要になったら、デバイスはルートノードに向けてツリーの上位

方向にPIMpruneを送信し、不必要なトラフィックをプルーニング（削除）送信します。このPIM
pruneがホップごとにツリーを上位方向に移動する際、各デバイスはその転送状態を適切に更新し
ます。最終的に、マルチキャストグループまたは送信元に関連付けられている転送ステートは削

除されます。

マルチキャストデータの送信側は、マルチキャストグループを宛先としたデータを送信します。

送信側の指定ルータ（DR）は、これらのデータパケットを受け取り、ユニキャストでカプセル化
し、RPに直接送信します。RPは、カプセル化されたこれらのデータパケットを受信し、カプセ
ル化を解除し、共有ツリー上に転送します。その後、パケットは、RPツリー上のデバイスの（*,
G）マルチキャストツリーステートに従って、RPツリーブランチの任意の場所に複製され、そ
のマルチキャストグループのすべての受信側に最終的に到達します。 RPへのデータパケットの
カプセル化のプロセスは登録と呼ばれ、カプセル化されたパケットはPIMレジスタパケットと呼
ばれます。
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指定ルータ

シスコデバイスは、LANセグメント上に複数のデバイスが存在する場合、PIM-SMを使用してマ
ルチキャストトラフィックを転送し、選択プロセスに従って指定デバイスを選択します。

指定ルータ（DR）は、PIM registerメッセージ、PIM joinメッセージ、および PIM pruneメッセー
ジを RPに送信し、アクティブな送信元およびホストグループメンバーシップに関する情報を通
知します。

LAN上に複数の PIM-SMデバイスが存在する場合は、DRを選択して、接続されているホストに
対するマルチキャストトラフィックの重複を回避する必要があります。 ipv6 pim dr-priorityコマ
ンドを使用してDRの選択を強制することを選択しない限り、最も大きい IPv6アドレスの PIMデ
バイスが LANの DRになります。このコマンドでは、LANセグメント上の各デバイスの DRプ
ライオリティ（デフォルトのプライオリティ=1）を指定して、最もプライオリティの高いデバイ
スがDRとして選択されるようにすることができます。 LANセグメント上のすべてのデバイスの
プライオリティが同じ場合にも、最上位 IPv6アドレスを持つデバイスが選択されます。

下の図に、マルチアクセスセグメントでの動作を示します。デバイス Aおよびデバイス Bは、
ホストAをグループAのアクティブな受信側として使用する共通のマルチアクセスイーサネット
セグメントに接続されます。DRとして動作するデバイスAだけが joinをRPに送信して、グルー
プ Aの共有ツリーを構築します。デバイス Bも RPへの（*, G）joinの送信を許可されている場
合は、パラレルパスが作成され、ホスト Aが重複マルチキャストトラフィックを受信します。
ホストAがグループにマルチキャストトラフィックを送信し始めたら、DRは registerメッセージ
をRPに送信する役割を担います。両方のデバイスに役割が割り当てられている場合は、RPが重
複マルチキャストパケットを受信します。

図 16：マルチアクセスセグメントでの代表ルータの選択

DRで障害が発生した場合、PIM-SMはデバイスAの障害を検出し、フェールオーバーDRを選択
する手段を提供します。 DR（デバイス A）が動作不能になった場合、デバイス Aとネイバーと
の隣接関係がタイムアウトすると、デバイスBはその状況を検出します。デバイスBはホストA
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からMLDメンバーシップレポートを受けているため、このインターフェイスでグループ Aの
MLDステートをすでに持ち、新しい DRになると即座に RPに joinを送信します。この段階で、
デバイスBを経由する共有ツリーの新しいブランチの下位方向へのトラフィックフローが再び確
立されます。また、ホスト Aがトラフィックを送信していた場合、デバイス Bは、ホスト Aか
ら次のマルチキャストパケットを受信した直後に、新しい登録プロセスを開始します。このアク

ションがトリガーとなって、RPは、デバイス Bを経由する新しいブランチを介して、ホスト A
への SPTに加入します。

2つの PIMデバイスが直接接続されている場合、これらのデバイスはネイバーになります。
PIMネイバーを表示するには、特権 EXECモードで show ipv6 pim neighborコマンドを使用し
ます。

ヒント

DR選択プロセスは、マルチアクセス LANのみで必要です。（注）

ランデブーポイント

IPv6 PIMでは、組み込み RPがサポートされています。組み込み RPサポートを利用すると、デ
バイスは、スタティックに設定されている RPの代わりに、マルチキャストグループ宛先アドレ
スを使用して RP情報を学習できるようになります。デバイスが RPである場合、RPとしてスタ
ティックに設定する必要があります。

デバイスは、MLDレポート内、または PIMメッセージおよびデータパケット内の組み込み RP
グループアドレスを検索します。このようなアドレスが見つかったら、デバイスはアドレス自体

からグループの RPを学習します。この学習された RPは、グループのすべてのプロトコルアク
ティビティに使用されます。デバイスが RPである場合、組み込み RPを RPとして設定する必要
があり、デバイスはそのようにアドバタイズされます。

組み込み RPよりも優先するスタティック RPを選択するには、特定の組み込み RPグループ範囲
またはマスクをスタティック RPのアクセスリストに設定する必要があります。 PIMがスパース
モードで設定されている場合は、RPとして動作する 1つ以上のデバイスを選択する必要もありま
す。 RPは、共有配布ツリーの選択ポイントに配置された単一の共通ルートであり、各ボックス
でスタティックに設定されます。

PIMDRは、共有ツリーの下位方向に配布するために、直接接続されているマルチキャスト送信元
からRPにデータを転送します。データは次の 2つの方法のいずれかを使用してRPに転送されま
す。

•データは、登録パケットにカプセル化され、DRとして動作するファーストホップデバイス
によって直接 RPにユニキャストされます。

• RP自身が送信元ツリーに加入している場合は、PIMスパースモードの項で説明したように、
RPF転送アルゴリズムに従ってマルチキャスト転送されます。

RPアドレスは、パケットをグループに送信するホストの代わりに、ファーストホップデバイス
で PIM registerメッセージを送信するために使用されます。また、ラストホップデバイスでも、
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PIM joinおよび pruneメッセージをRPに送信してグループメンバーシップについて通知するため
に使用されます。すべてのデバイス（RPデバイスを含む）でRPアドレスを設定する必要があり
ます。

1台の PIMデバイスを、複数のグループの RPにできます。特定のグループの PIMドメイン内で
一度に使用できる RPアドレスは 1つだけです。アクセスリストで指定されている条件によっ
て、デバイスがどのグループの RPであるかが判別されます。

IPv6マルチキャストでは、PIMaccept register機能がサポートされています。これは、RPでPIM-SM
registerメッセージのフィルタリングを実行するための機能です。ユーザは、アクセスリストを
照合するか、または登録されている送信元の ASパスとルートマップに指定されている ASパス
を比較できます。

PIM 共有ツリーおよび送信元ツリー（最短パスツリー）

デフォルトでは、グループのメンバは、RPをルートとする単一のデータ配布ツリーを通じて、送
信側からグループへのデータを受信します。このタイプの配布ツリーは、共有ツリーまたはラン

デブーポイントツリー（RPT）と呼ばれます（下の図を参照）。送信側からのデータは、RPに
配信され、その共有ツリーに加入しているグループメンバに配布されます。

図 17：共有ツリーおよび送信元ツリー（最短パスツリー）

データしきい値で保証される場合、共有ツリー上のリーフデバイスは、送信元をルートとする

データ配布ツリーへの切り替えを開始できます。このタイプの配布ツリーは、最短パスツリーま

たは送信元ツリーと呼ばれます。デフォルトでは、ソフトウェアが送信元から最初のデータパ

ケットを受信すると、送信元ツリーに切り替わります。
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次に、共有ツリーから送信元ツリーに切り替わるプロセスの詳細を示します。

1 受信側がグループに加入します。リーフデバイス Cが RPに joinメッセージを送信します。

2 RPがデバイス Cへのリンクを発信インターフェイスリストに登録します。

3 送信元がデータを送信します。デバイス Aが registerにデータをカプセル化し、それを RPに
送信します。

4 RPが共有ツリーの下位方向のデバイス Cにデータを転送し、送信元に joinメッセージを送信
します。この時点で、データはデバイス Cに 2回（カプセル化された状態で 1回、ネイティ
ブの状態で 1回）着信する可能性があります。

5 データがネイティブの（カプセル化されていない）状態で RPに着信すると、RPはデバイス
Aに register-stopメッセージを送信します。

6 デフォルトでは、デバイスCは、最初のデータパケットを受信した時点で、送信元に joinメッ
セージを送信します。

7 デバイスCが（S, G）でデータを受信すると、デバイスCは共有ツリーの上位方向にある送信
元に pruneメッセージを送信します。

8 RPが（S, G）の発信インターフェイスからデバイス Cへのリンクを削除します。

9 RPが送信元への pruneメッセージをトリガーします。

送信元および RPに joinおよび pruneメッセージが送信されます。これらのメッセージはホップ
単位で送信され、送信元または RPへのパス上にある各 PIMデバイスで処理されます。 registerお
よび register-stopメッセージは、ホップバイホップで送信されません。これらのメッセージは、
送信元に直接接続されている指定ルータ（DR）によって送信され、グループの RPによって受信
されます。

リバースパス転送

リバースパス転送は、マルチキャストデータグラムの転送に使用されます。これは、次のよう

に機能します。

•デバイスで送信元へのユニキャストパケットの送信に使用しているインターフェイスでデー
タグラムを受信すると、パケットは RPFインターフェイスに着信しています。

•パケットが RPFインターフェイスに着信した場合、デバイスは、マルチキャストルーティ
ングテーブルエントリの発信インターフェイスリストに存在するインターフェイスにパケッ

トを転送します。

•パケットがRPFインターフェイスに着信しない場合、パケットはループを回避するためにサ
イレントにドロップされています。

PIMでは、送信元ツリーと RPをルートとする共有ツリーの両方を使用してデータグラムを転送
します。RPFチェックは、次のようにそれぞれ異なる方法で実行されます。
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• PIMデバイスが送信元ツリーステートである場合（つまり、（S, G）エントリがマルチキャ
ストルーティングテーブル内にある場合）、マルチキャストパケットの送信元の IPv6アド
レスに対して RPFチェックが実行されます。

• PIMデバイスが共有ツリーステートである場合（および送信元ツリーステートが明示され
ていない場合）、（メンバがグループに加入している場合は既知である）RPのアドレスに対
して RPFチェックが実行されます。

空間モード PIMでは、RPFルックアップ機能を使用して、joinおよび pruneの送信先を決定しま
す。（S, G）join（送信元ツリーステート）は送信元に向けて送信されます。（*, G）join（共有
ツリーステート）は RPに向けて送信されます。

IPv6 マルチキャスト PIM スパースモードの設定方法

IPv6 マルチキャストルーティングのイネーブル化
IPv6マルチキャストは、MLDバージョン 2を使用します。このバージョンのMLDには、MLD
バージョン 1との完全な下位互換性があります（RFC 2710で規定）。MLDバージョン 1だけを
サポートするホストは、MLDバージョン2を実行しているデバイスと相互運用します。MLDバー
ジョン 1ホストとMLDバージョン 2ホストの両方が混在する LANもサポートされています。

はじめる前に

最初に、IPv6マルチキャストルーティングをイネーブルにするデバイスのすべてのインターフェ
イスで、IPv6ユニキャストルーティングをイネーブルにする必要があります。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 multicast-routing [vrf vrf-name]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

すべての IPv6対応インターフェイスでマルチキャストルーティン
グをイネーブルにし、イネーブルになっているすべてのデバイスイ

ipv6 multicast-routing [vrf
vrf-name]

例：

Device(config)# ipv6
multicast-routing

ステップ 3   

ンターフェイスで PIMおよびMLDに対してマルチキャスト転送を
イネーブルにします。

• IPv6マルチキャストルーティングは、IPv6ユニキャストルー
ティングがイネーブルの場合、デフォルトでディセーブルで

す。特定のデバイスでは、IPv6ユニキャストルーティングを
使用するには、IPv6マルチキャストルーティングもイネーブル
にする必要があります。

PIM-SM の設定およびグループ範囲の PIM-SM 情報の表示

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address ipv6-address [group-access-list] [bidir]
4. end
5. show ipv6 pim [vrf vrf-name] interface [state-on] [state-off] [type number]
6. show ipv6 pim [vrf vrf-name] group-map [group-name | group-address] | [group-range | group-mask]

[info-source {bsr | default | embedded-rp | static}]
7. show ipv6 pim [vrf vrf-name] neighbor [detail] [interface-type interface-number | count]
8. show ipv6 pim [vrf vrf-name] range-list[config] [rp-address | rp-name]
9. show ipv6 pim [vrf vrf-name] tunnel [interface-type interface-number]
10. debug ipv6 pim [group-name | group-address | interface interface-type | bsr | group |mvpn | neighbor]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

特定のグループ範囲の PIMRPのアドレスを設
定します。

ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address ipv6-address
[group-access-list] [bidir]

例：

Device(config)# ipv6 pim rp-address
2001:DB8::01:800:200E:8C6C acc-grp-1

ステップ 3   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 4   

PIMに対して設定されたインターフェイスに
関する情報を表示します。

show ipv6 pim [vrf vrf-name] interface [state-on]
[state-off] [type number]

例：

Device# show ipv6 pim interface

ステップ 5   

IPv6マルチキャストグループマッピングテー
ブルを表示します。

show ipv6 pim [vrf vrf-name] group-map [group-name
| group-address] | [group-range | group-mask]
[info-source {bsr | default | embedded-rp | static}]

ステップ 6   

例：

Device# show ipv6 pim group-map

Cisco IOSソフトウェアで検出された PIMネイ
バーを表示します。

show ipv6 pim [vrf vrf-name] neighbor [detail]
[interface-type interface-number | count]

例：

Device# show ipv6 pim neighbor

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

IPv6マルチキャスト範囲リストに関する情報
を表示します。

show ipv6 pim [vrf vrf-name] range-list[config]
[rp-address | rp-name]

例：

Device# show ipv6 pim range-list

ステップ 8   

インターフェイス上の PIMレジスタのカプセ
ル化およびカプセル化解除トンネルに関する情

報を表示します。

show ipv6 pim [vrf vrf-name] tunnel [interface-type
interface-number]

例：

Device# show ipv6 pim tunnel

ステップ 9   

PIMプロトコルアクティビティに対するデバッ
グをイネーブルにします。

debug ipv6 pim [group-name | group-address | interface
interface-type | bsr | group |mvpn | neighbor]

例：

Device# debug ipv6 pim

ステップ 10   

PIM オプションの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 pim [vrf vrf-name] spt-threshold infinity [group-list access-list-name]
4. ipv6 pim [vrf vrf-name] accept-register {list access-list | route-map map-name}
5. interface type number
6. ipv6 pim dr-priority value
7. ipv6 pim hello-interval seconds
8. ipv6 pim join-prune-interval seconds
9. exit
10. show ipv6 pim [vrf vrf-name] join-prune statistic [interface-type]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

PIMリーフデバイスが指定したグループの SPTに
加入するタイミングを設定します。

ipv6 pim [vrf vrf-name] spt-threshold infinity
[group-list access-list-name]

例：

Device(config)# ipv6 pim spt-threshold
infinity group-list acc-grp-1

ステップ 3   

RPのレジスタを許可または拒否します。ipv6 pim [vrf vrf-name] accept-register {list
access-list | route-map map-name}

ステップ 4   

例：

Device(config)# ipv6 pim accept-register
route-map reg-filter

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイ

スをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interface type number

例：

Device(config)# interface FastEthernet 1/0

ステップ 5   

PIMデバイスのDRプライオリティを設定します。ipv6 pim dr-priority value

例：

Device(config-if)# ipv6 pim dr-priority 3

ステップ 6   

インターフェイスにおける PIM helloメッセージの
頻度を設定します。

ipv6 pim hello-interval seconds

例：

Device(config-if)# ipv6 pim hello-interval
45

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

指定したインターフェイスに対して joinおよびprune
の定期的な通知間隔を設定します。

ipv6 pim join-prune-interval seconds

例：

Device(config-if)# ipv6 pim
join-prune-interval 75

ステップ 8   

このコマンドを 2回入力して、インターフェイス
コンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードを開始します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 9   

各インターフェイスの最後の集約パケットに関する

平均 join-prune集約を表示します。
show ipv6 pim [vrf vrf-name] join-prune statistic
[interface-type]

例：

Device# show ipv6 pim join-prune statistic

ステップ 10   

PIM トラフィックカウンタのリセット
PIMが誤動作する場合、または予想される PIMパケット数が送受信されていることを確認するた
めに、PIMトラフィックカウンタをクリアします。トラフィックカウンタがクリアされると、
PIMが正しく動作していること、および PIMパケットが正しく送受信されていることを確認でき
ます。

手順の概要

1. enable
2. clear ipv6 pim [vrf vrf-name] traffic
3. show ipv6 pim [vrf vrf-name] traffic

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

PIMトラフィックカウンタをリセットします。clear ipv6 pim [vrf vrf-name] traffic

例：

Device# clear ipv6 pim traffic

ステップ 2   

PIMトラフィックカウンタを表示します。show ipv6 pim [vrf vrf-name] traffic

例：

Device# show ipv6 pim traffic

ステップ 3   

指定したインターフェイスでの IPv6 PIM のオフ
特定のインターフェイスだけで IPv6マルチキャストを実行する必要がある場合、指定したイン
ターフェイスで PIMをオフにすることができます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. no ipv6 pim

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイス

をインターフェイスコンフィギュレーションモードに

します。

interface type number

例：

Device(config)# interface FastEthernet
1/0

ステップ 3   

指定したインターフェイスで IPv6 PIMをオフにしま
す。

no ipv6 pim

例：

Device(config-if)# no ipv6 pim

ステップ 4   

IPv6 マルチキャスト PIM スパースモードの設定例

例：IPv6 マルチキャストルーティングのイネーブル化
次に、すべてのインターフェイスでマルチキャストルーティングをイネーブルにし、イネーブル

になっているすべてのデバイスインターフェイスで PIMおよびMLDに対してマルチキャスト転
送をイネーブルにする例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# ipv6 multicast-routing

例：PIM の設定
次に、2001:DB8::1を RPとして使用して、PIM-SMを使用するようにデバイスを設定する例を示
します。ここでは、SPTしきい値を infinity（無制限）に設定して、送信元がトラフィックの送信
を開始したときに送信元ツリーへの切り替えが起こらないようにしています。また、ローカルマ

ルチキャスト BGPプレフィックスを持たないすべての送信元でフィルタを設定しています。
Device(config)# ipv6 multicast-routing
Device(config)# ipv6 pim rp-address 2001:DB8::1
Device(config)# ipv6 pim spt-threshold infinity
Device(config)# ipv6 pim accept-register route-map reg-filter

例：IPv6 PIM トポロジ情報の表示
Device# show ipv6 pim topology

IP PIM Multicast Topology Table
Entry state:(*/S,G)[RPT/SPT] Protocol Uptime Info
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Entry flags:KAT - Keep Alive Timer, AA - Assume Alive, PA - Probe Alive,
RA - Really Alive, LH - Last Hop, DSS - Don't Signal Sources,
RR - Register Received, SR - Sending Registers, E - MSDP External,
DCC - Don't Check Connected

Interface state:Name, Uptime, Fwd, Info
Interface flags:LI - Local Interest, LD - Local Dissinterest,
II - Internal Interest, ID - Internal Dissinterest,
LH - Last Hop, AS - Assert, AB - Admin Boundary

(*,FF05::1)
SM UP:02:26:56 JP:Join(now) Flags:LH
RP:2001:DB8:1:1:2
RPF:Ethernet1/1,FE81::1
Ethernet0/1 02:26:56 fwd LI LH

(2001:DB8:1:1:200,FF05::1)
SM UP:00:00:07 JP:Null(never) Flags:
RPF:Ethernet1/1,FE80::30:1:4
Ethernet1/1 00:00:07 off LI

例：グループ範囲の PIM-SM 情報の表示
次に、PIMに対して設定されたインターフェイスに関する情報を表示する例を示します。
Device# show ipv6 pim interface state-on

Interface PIM Nbr Hello DR
Count Intvl Prior

Ethernet0 on 0 30 1
Address:FE80::208:20FF:FE08:D7FF
DR :this system

POS1/0 on 0 30 1
Address:FE80::208:20FF:FE08:D554
DR :this system

POS4/0 on 1 30 1
Address:FE80::208:20FF:FE08:D554
DR :FE80::250:E2FF:FE8B:4C80

POS4/1 on 0 30 1
Address:FE80::208:20FF:FE08:D554
DR :this system

Loopback0 on 0 30 1
Address:FE80::208:20FF:FE08:D554
DR :this system

次に、IPv6マルチキャストグループマッピングテーブルを表示する例を示します。
Device# show ipv6 pim group-map

FF33::/32*
SSM
Info source:Static
Uptime:00:08:32, Groups:0

FF34::/32*
SSM
Info source:Static
Uptime:00:09:42, Groups:0

次に、IPv6マルチキャスト範囲リストに関する情報を表示する例を示します。
Device# show ipv6 pim range-list

config SSM Exp:never Learnt from :::
FF33::/32 Up:00:26:33
FF34::/32 Up:00:26:33
FF35::/32 Up:00:26:33
FF36::/32 Up:00:26:33
FF37::/32 Up:00:26:33
FF38::/32 Up:00:26:33
FF39::/32 Up:00:26:33
FF3A::/32 Up:00:26:33
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FF3B::/32 Up:00:26:33
FF3C::/32 Up:00:26:33
FF3D::/32 Up:00:26:33
FF3E::/32 Up:00:26:33
FF3F::/32 Up:00:26:33
config SM RP:40::1:1:1 Exp:never Learnt from :::
FF13::/64 Up:00:03:50
config SM RP:40::1:1:3 Exp:never Learnt from :::
FF09::/64 Up:00:03:50

例：PIM オプションの設定
次に、イーサネットインターフェイス0/0でDRプライオリティ、PIMhello間隔、および join/prune
の定期的な通知間隔を設定する例を示します。

Device(config)# interface Ethernet0/0
Device(config)# ipv6 pim hello-interval 60
Device(config)# ipv6 pim dr-priority 3

例：PIM トラフィック情報の表示

Device# show ipv6 pim traffic

PIM Traffic Counters
Elapsed time since counters cleared:00:05:29

Received Sent
Valid PIM Packets 22 22
Hello 22 22
Join-Prune 0 0
Register 0 0
Register Stop 0 0
Assert 0 0
Bidir DF Election 0 0

Errors:
Malformed Packets 0
Bad Checksums 0
Send Errors 0
Packet Sent on Loopback Errors 0
Packets Received on PIM-disabled Interface 0
Packets Received with Unknown PIM Version 0

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6のアドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6用 RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。
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IPv6 マルチキャスト PIM スパースモードに関する機能情
報

表 16：IPv6 マルチキャストに関する機能情報：PIM スパースモード

機能情報リリース機能名

PIM accept registerは、RPで
PIM-SM registerメッセージの
フィルタリングを実行するため

の機能です。

ipv6 pim accept-registerコマン
ドが導入または変更されまし

た。

12.0(26)S

12.3(4)T

12.2(25)S

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

12.4

12.4(2)T

Cisco IOS XE Release 2.1

15.0(1)S

IPv6マルチキャスト：PIM
Accept Register

組み込み RPサポートを利用す
ると、ルータは、スタティック

に設定されている RPの代わり
に、マルチキャストグループ

宛先アドレスを使用して RP情
報を学習できるようになりま

す。

次のコマンドが導入または変更

されました。ipv6 pim、ipv6
pim rp embedded。

12.3(4)T

12.4

12.2(40)SG

15.0(2)SG

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

IPv6マルチキャスト：PIM組み
込み RPサポート
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機能情報リリース機能名

PIM-SMは、ユニキャストルー
ティングを使用して、マルチ

キャストツリー構築用のリバー

スパス情報を提供します。

PIM-SMは、トラフィックに対
して明示的な要求がある場合を

除いて、各マルチキャストに関

与しているルータの数が比較的

少なく、これらのルータがグ

ループのマルチキャストパケッ

トを転送しないときに、マルチ

キャストネットワークで使用

されます。

次のコマンドが導入または変更

されました。clear ipv6 pim
topology、debug ipv6 pim、
debug ipv6 pim neighbor、ipv6
pim、ipv6 pimdr-priority、ipv6
pim hello-interval、ipv6 pim
rp-address、ipv6 pim
spt-threshold infinity、show ipv6
mroute、show ipv6 pim
group-map、show ipv6 pim
interface、show ipv6 pim
neighbor、show ipv6 pim
range-list、show ipv6 pim
topology、show ipv6 pim
tunnel。

12.0(26)S

12.2(18)S

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.3(2)T

12.4

12.4(2)T

Cisco IOS XE Release 2.4

15.0(1)S

IPv6マルチキャスト：PIMス
パースモード
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第 13 章

IPv6 マルチキャスト：IPv6 のスタティック
マルチキャストルーティング

IPv6スタティックマルチキャストルート、つまり、mrouteは、IPv6スタティックルートと同じ
データベースを共有し、リバースパス転送（RPF）チェックに対するスタティックルートサポー
トを拡張することによって実装されます。

• 機能情報の確認, 281 ページ

• IPv6スタティック mrouteについて, 282 ページ

• IPv6スタティックマルチキャストルートの設定方法, 282 ページ

• IPv6スタティックマルチキャストルートの設定例, 284 ページ

• その他の関連資料, 284 ページ

• IPv6マルチキャストの機能情報：IPv6のスタティックマルチキャストルーティング, 286
ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 スタティック mroute について
IPv6スタティックmrouteは、RPFチェックを変化させるために使用する IPv4スタティックmroute
とほぼ同様に動作します。 IPv6スタティック mrouteは、IPv6スタティックルートと同じデータ
ベースを共有し、RPFチェックに対するスタティックルートサポートを拡張することによって実
装されます。スタティック mrouteでは、等コストマルチパス mrouteがサポートされています。
また、ユニキャスト専用スタティックルートもサポートされています。

IPv6 スタティックマルチキャストルートの設定方法

スタティック mroute の設定
IPv6のスタティックマルチキャストルート（mroute）は、IPv6スタティックルートの拡張とし
て実装できます。デバイスを設定する際には、ユニキャストルーティング専用としてスタティッ

クルートを使用するか、マルチキャスト RPF選択専用としてスタティックマルチキャストルー
トを使用するか、またはユニキャストルーティングとマルチキャストRPF選択の両方にスタティッ
クルートを使用するように設定できます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 route ipv6-prefix / prefix-length ipv6-address | interface-type interface-number ipv6-address]}

[administrative-distance] [administrative-multicast-distance | unicast|multicast] [tag tag
4. end
5. show ipv6 mroute [vrf vrf-name] [link-local | [group-name | group-address [source-address |

source-name]] [summary] [count]
6. show ipv6 mroute [vrf vrf-name] [link-local | group-name | group-address] active[kbps]
7. show ipv6 rpf [vrf vrf-name] ipv6-prefix

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

スタティック IPv6ルートを確立します。この例
は、ユニキャストルーティングとマルチキャス

ipv6 route ipv6-prefix / prefix-length ipv6-address
| interface-type interface-number ipv6-address]}
[administrative-distance]

ステップ 3   

ト RPF選択の両方に使用されるスタティック
ルートを示しています。

[administrative-multicast-distance | unicast|multicast]
[tag tag

例：

Device(config)# ipv6 route 2001:DB8::/64 6::6
100

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 4   

IPv6マルチキャストルーティングテーブルの内
容を表示します。

show ipv6 mroute [vrf vrf-name] [link-local |
[group-name | group-address [source-address |
source-name]] [summary] [count]

ステップ 5   

例：

Device# show ipv6 mroute ff07::1

デバイス上のアクティブなマルチキャストスト

リームを表示します。

show ipv6 mroute [vrf vrf-name] [link-local |
group-name | group-address] active[kbps]

例：

Device# show ipv6 mroute active

ステップ 6   

特定のユニキャストホストアドレスおよびプレ

フィックスの RPF情報を確認します。
show ipv6 rpf [vrf vrf-name] ipv6-prefix

例：

Device# show ipv6 rpf 2001:DB8::1:1:2

ステップ 7   
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IPv6 スタティックマルチキャストルートの設定例

例：スタティック mroute の設定
show ipv6 mrouteコマンドを使用すると、マルチキャスト IPv6データが流れていることを確認す
ることができます。

Device# show ipv6 mroute ff07::1

Multicast Routing Table
Flags:D - Dense, S - Sparse, B - Bidir Group, s - SSM Group,

C - Connected, L - Local, I - Received Source Specific Host Report,
P - Pruned, R - RP-bit set, F - Register flag, T - SPT-bit set,
J - Join SPT

Timers:Uptime/Expires
Interface state:Interface, State

(*, FF07::1), 00:04:45/00:02:47, RP 2001:DB8:6::6, flags:S
Incoming interface:Tunnel5
RPF nbr:6:6:6::6
Outgoing interface list:
POS4/0, Forward, 00:04:45/00:02:47

(2001:DB8:999::99, FF07::1), 00:02:06/00:01:23, flags:SFT
Incoming interface:POS1/0
RPF nbr:2001:DB8:999::99
Outgoing interface list:
POS4/0, Forward, 00:02:06/00:03:27

次に、show ipv6 mroute activeコマンドの出力例を示します。
Device# show ipv6 mroute active

Active IPv6 Multicast Sources - sending >= 4 kbps
Group:FF05::1
Source:2001:DB8:1:1:1
Rate:11 pps/8 kbps(1sec), 8 kbps(last 8 sec)

次に、IPv6アドレスが 2001:DB8:1:1:2のユニキャストホストの RPF情報を表示する例を示しま
す。

Device# show ipv6 rpf 2001:DB8:1:1:2

RPF information for 2001:DB8:1:1:2
RPF interface:Ethernet3/2
RPF neighbor:FE80::40:1:3
RPF route/mask:20::/64
RPF type:Unicast
RPF recursion count:0
Metric preference:110
Metric:30

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6のアドレッシングと接続
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6用 RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 マルチキャストの機能情報：IPv6 のスタティックマ
ルチキャストルーティング

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 17：IPv6 マルチキャストの機能情報：IPv6 のスタティックマルチキャストルーティング

機能情報リリース機能名

IPv6スタティック mrouteは、
IPv6スタティックルートと同
じデータベースを共有し、スタ

ティックルートサポートを拡

張することによって実装されま

す。

次のコマンドが導入または変更

されました。ipv6 route、show
ipv6 mroute、show ipv6 mroute
active、show ipv6 rpf。

12.0(26)S

12.3(4)T

12.2(25)S

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

12.4

12.4(2)T

Cisco IOS XE Release 2.4

15.0(1)S

IPv6マルチキャスト：IPv6の
スタティックマルチキャスト

ルーティング（mroute）
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IPv6 マルチキャスト：PIM Source-Specific
Multicast

• 機能情報の確認, 287 ページ

• IPv6マルチキャストの前提条件：PIM Source-Specific Multicast , 288 ページ

• IPv6マルチキャストについて：PIM Source-Specific Multicast, 288 ページ

• IPv6マルチキャストの設定方法：PIM Source-Specific Multicast, 292 ページ

• IPv6マルチキャストの設定例：PIM Source-Specific Multicast, 297 ページ

• その他の関連資料, 298 ページ

• IPv6マルチキャストの機能情報：PIM Source-Specific Multicast, 299 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 マルチキャストの前提条件：PIM Source-Specific
Multicast

• Source Specific Multicast（SSM）を動作させるには、マルチキャストリスナー検出（MLD）
バージョン 2が必要です。

• MLDを使用して SSMを動作させるには、Cisco IPv6デバイス、アプリケーションが実行さ
れているホスト、およびアプリケーション自体で SSMがサポートされている必要がありま
す。

IPv6 マルチキャストについて：PIM Source-Specific
Multicast

IPv6 マルチキャストルーティングの実装
Ciscoソフトウェアでは、IPv6マルチキャストルーティングを実装するため、次のプロトコルが
サポートされています。

• MLDは、直接接続されているリンク上のマルチキャストリスナー（特定のマルチキャスト
アドレスを宛先としたマルチキャストパケットを受信するために使用するノード）を検出す

るために IPv6デバイスで使用されます。MLDには 2つのバージョンがあります。

• MLDバージョン 1は、バージョン 2の Internet Group Management Protocol（IGMP）for
IPv4をベースとしています。

• MLDバージョン 2は、バージョン 3の IGMP for IPv4をベースとしています。

• Ciscoソフトウェアの IPv6マルチキャストでは、MLDバージョン 2とMLDバージョン 1の
両方が使用されます。MLDバージョン 2は、MLDバージョン 1と完全な下位互換性があり
ます（RFC2710で規定）。MLDバージョン 1だけをサポートするホストは、MLDバージョ
ン 2を実行しているデバイスと相互運用します。MLDバージョン 1ホストとMLDバージョ
ン 2ホストの両方が混在する LANもサポートされています。

• PIM-SMは、相互に転送されるマルチキャストパケット、および直接接続されている LAN
に転送されるマルチキャストパケットを追跡するためにデバイス間で使用されます。

• PIM in Source Specific Multicast（PIM-SSM）は PIM-SMと類似していますが、IPマルチキャ
ストアドレスを宛先とした特定の送信元アドレス（または特定の送信元アドレスを除くすべ

てのアドレス）からのパケットを受信する対象をレポートする機能を別途備えています。
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下の図に、MLDと PIM-SMが IPv6マルチキャスト環境で動作する場所を示します。

図 18：IPv6 でサポートされている IPv6 マルチキャストルーティングプロトコル

プロトコル独立マルチキャスト

プロトコル独立マルチキャスト（PIM）は、相互に転送されるマルチキャストパケット、および
直接接続されている LANに転送されるマルチキャストパケットを追跡するためにデバイス間で
使用されます。 PIMは、ユニキャストルーティングプロトコルとは独立して動作し、他のプロ
トコルと同様に、マルチキャストルートアップデートの送受信を実行します。ユニキャストルー

ティングテーブルに値を入力するために LANでどのユニキャストルーティングプロトコルが使
用されているかどうかにかかわらず、Cisco IOSPIMでは、独自のルーティングテーブルを構築お
よび管理する代わりに、既存のユニキャストテーブルコンテンツを使用して、リバースパス転

送（RPF）チェックを実行します。

PIMスパースモード（SM）または PIM送信元固有マルチキャスト（SSM）動作のいずれかを使
用するように IPv6マルチキャストを設定することも、ネットワークで PIM-SMと PIM-SSMの両
方を使用することもできます。

PIM 送信元固有マルチキャスト
PIM-SSMは、SSMの実装をサポートするルーティングプロトコルであり、PIM-SMから派生した
ものです。ただし、PIM-SMでは PIM joinを受けてすべてのマルチキャスト送信元からデータが
送信されるのに対し、SSM機能では、受信側が明示的に加入しているマルチキャスト送信元だけ
からその受信側にデータグラムトラフィックが転送されます。これにより、帯域利用率が最適化

され、不要なインターネットブロードキャストトラフィックが拒否されます。さらに、SSMで
は、RPと共有ツリーを使用する代わりに、マルチキャストグループの送信元アドレスで見つかっ
た情報を使用します。この情報は、MLDメンバーシップレポートによってラストホップデバイ
スにリレーされる送信元アドレスを通して受信側から提供されます。その結果として、送信元に

直接つながる最短パスツリーが得られます。

SSMでは、データグラムは（S, G）チャネルに基づいて配信されます。 1つの（S, G）チャネル
のトラフィックは、IPv6ユニキャスト送信元アドレス Sとマルチキャストグループアドレス G
を IPv6宛先アドレスとして使用するデータグラムで構成されます。システムは、（S, G）チャネ
ルのメンバになることによって、このトラフィックを受信します。シグナリングは不要ですが、
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受信側は特定の送信元からのトラフィックを受信する場合は（S, G）チャネルに加入し、トラ
フィックを受信しない場合はチャネルから脱退する必要があります。

SSMを動作させるには、MLDバージョン 2が必要です。MLDを使用すると、ホストが送信元の
情報を提供できるようになります。MLDを使用して SSMを動作させるには、Cisco IPv6デバイ
ス、アプリケーションが実行されているホスト、およびアプリケーション自体でSSMがサポート
されている必要があります。

PIM 共有ツリーおよび送信元ツリー（最短パスツリー）

デフォルトでは、グループのメンバは、RPをルートとする単一のデータ配布ツリーを通じて、送
信側からグループへのデータを受信します。このタイプの配布ツリーは、共有ツリーまたはラン

デブーポイントツリー（RPT）と呼ばれます（下の図を参照）。送信側からのデータは、RPに
配信され、その共有ツリーに加入しているグループメンバに配布されます。

図 19：共有ツリーおよび送信元ツリー（最短パスツリー）

データしきい値で保証される場合、共有ツリー上のリーフデバイスは、送信元をルートとする

データ配布ツリーへの切り替えを開始できます。このタイプの配布ツリーは、最短パスツリーま

たは送信元ツリーと呼ばれます。デフォルトでは、ソフトウェアが送信元から最初のデータパ

ケットを受信すると、送信元ツリーに切り替わります。

次に、共有ツリーから送信元ツリーに切り替わるプロセスの詳細を示します。

1 受信側がグループに加入します。リーフデバイス Cが RPに joinメッセージを送信します。

2 RPがデバイス Cへのリンクを発信インターフェイスリストに登録します。
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3 送信元がデータを送信します。デバイス Aが registerにデータをカプセル化し、それを RPに
送信します。

4 RPが共有ツリーの下位方向のデバイス Cにデータを転送し、送信元に joinメッセージを送信
します。この時点で、データはデバイス Cに 2回（カプセル化された状態で 1回、ネイティ
ブの状態で 1回）着信する可能性があります。

5 データがネイティブの（カプセル化されていない）状態で RPに着信すると、RPはデバイス
Aに register-stopメッセージを送信します。

6 デフォルトでは、デバイスCは、最初のデータパケットを受信した時点で、送信元に joinメッ
セージを送信します。

7 デバイスCが（S, G）でデータを受信すると、デバイスCは共有ツリーの上位方向にある送信
元に pruneメッセージを送信します。

8 RPが（S, G）の発信インターフェイスからデバイス Cへのリンクを削除します。

9 RPが送信元への pruneメッセージをトリガーします。

送信元および RPに joinおよび pruneメッセージが送信されます。これらのメッセージはホップ
単位で送信され、送信元または RPへのパス上にある各 PIMデバイスで処理されます。 registerお
よび register-stopメッセージは、ホップバイホップで送信されません。これらのメッセージは、
送信元に直接接続されている指定ルータ（DR）によって送信され、グループの RPによって受信
されます。

リバースパス転送

リバースパス転送は、マルチキャストデータグラムの転送に使用されます。これは、次のよう

に機能します。

•デバイスで送信元へのユニキャストパケットの送信に使用しているインターフェイスでデー
タグラムを受信すると、パケットは RPFインターフェイスに着信しています。

•パケットが RPFインターフェイスに着信した場合、デバイスは、マルチキャストルーティ
ングテーブルエントリの発信インターフェイスリストに存在するインターフェイスにパケッ

トを転送します。

•パケットがRPFインターフェイスに着信しない場合、パケットはループを回避するためにサ
イレントにドロップされています。

PIMでは、送信元ツリーと RPをルートとする共有ツリーの両方を使用してデータグラムを転送
します。RPFチェックは、次のようにそれぞれ異なる方法で実行されます。

• PIMデバイスが送信元ツリーステートである場合（つまり、（S, G）エントリがマルチキャ
ストルーティングテーブル内にある場合）、マルチキャストパケットの送信元の IPv6アド
レスに対して RPFチェックが実行されます。

• PIMデバイスが共有ツリーステートである場合（および送信元ツリーステートが明示され
ていない場合）、（メンバがグループに加入している場合は既知である）RPのアドレスに対
して RPFチェックが実行されます。
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空間モード PIMでは、RPFルックアップ機能を使用して、joinおよび pruneの送信先を決定しま
す。（S, G）join（送信元ツリーステート）は送信元に向けて送信されます。（*, G）join（共有
ツリーステート）は RPに向けて送信されます。

IPv6 マルチキャストの設定方法：PIM Source-Specific
Multicast

PIM オプションの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 pim [vrf vrf-name] spt-threshold infinity [group-list access-list-name]
4. ipv6 pim [vrf vrf-name] accept-register {list access-list | route-map map-name}
5. interface type number
6. ipv6 pim dr-priority value
7. ipv6 pim hello-interval seconds
8. ipv6 pim join-prune-interval seconds
9. exit
10. show ipv6 pim [vrf vrf-name] join-prune statistic [interface-type]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

   IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
292

IPv6 マルチキャスト：PIM Source-Specific Multicast
IPv6 マルチキャストの設定方法：PIM Source-Specific Multicast



目的コマンドまたはアクション

PIMリーフデバイスが指定したグループの SPTに
加入するタイミングを設定します。

ipv6 pim [vrf vrf-name] spt-threshold infinity
[group-list access-list-name]

例：

Device(config)# ipv6 pim spt-threshold
infinity group-list acc-grp-1

ステップ 3   

RPのレジスタを許可または拒否します。ipv6 pim [vrf vrf-name] accept-register {list
access-list | route-map map-name}

ステップ 4   

例：

Device(config)# ipv6 pim accept-register
route-map reg-filter

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイ

スをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interface type number

例：

Device(config)# interface FastEthernet 1/0

ステップ 5   

PIMデバイスのDRプライオリティを設定します。ipv6 pim dr-priority value

例：

Device(config-if)# ipv6 pim dr-priority 3

ステップ 6   

インターフェイスにおける PIM helloメッセージの
頻度を設定します。

ipv6 pim hello-interval seconds

例：

Device(config-if)# ipv6 pim hello-interval
45

ステップ 7   

指定したインターフェイスに対して joinおよびprune
の定期的な通知間隔を設定します。

ipv6 pim join-prune-interval seconds

例：

Device(config-if)# ipv6 pim
join-prune-interval 75

ステップ 8   

このコマンドを 2回入力して、インターフェイス
コンフィギュレーションモードを終了し、特権

EXECモードを開始します。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

各インターフェイスの最後の集約パケットに関する

平均 join-prune集約を表示します。
show ipv6 pim [vrf vrf-name] join-prune statistic
[interface-type]

例：

Device# show ipv6 pim join-prune statistic

ステップ 10   

PIM トラフィックカウンタのリセット
PIMが誤動作する場合、または予想される PIMパケット数が送受信されていることを確認するた
めに、PIMトラフィックカウンタをクリアします。トラフィックカウンタがクリアされると、
PIMが正しく動作していること、および PIMパケットが正しく送受信されていることを確認でき
ます。

手順の概要

1. enable
2. clear ipv6 pim [vrf vrf-name] traffic
3. show ipv6 pim [vrf vrf-name] traffic

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

PIMトラフィックカウンタをリセットします。clear ipv6 pim [vrf vrf-name] traffic

例：

Device# clear ipv6 pim traffic

ステップ 2   

PIMトラフィックカウンタを表示します。show ipv6 pim [vrf vrf-name] traffic

例：

Device# show ipv6 pim traffic

ステップ 3   
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PIM トポロジテーブルをクリアすることによる MRIB 接続のリセット
MRIBを使用するのに設定は不要です。ただし、特定の状況においては、ユーザは PIMトポロジ
テーブルをクリアしてMRIB接続をリセットし、MRIB情報を確認する必要がある場合がありま
す。

手順の概要

1. enable
2. clear ipv6 pim [vrf vrf-name] topology [group-name | group-address]
3. show ipv6 mrib [vrf vrf-name] client [filter] [name {client-name | client-name : client-id}]
4. show ipv6 mrib [vrf vrf-name] route [link-local| summary | [sourceaddress-or-name | *]

[groupname-or-address [prefix-length]]]
5. show ipv6 pim [vrf vrf-name] topology [groupname-or-address [sourcename-or-address] | link-local |

route-count [detail]]
6. debug ipv6 mrib [vrf vrf-name] client
7. debug ipv6 mrib [vrf vrf-name] io
8. debug ipv6 mrib proxy
9. debug ipv6 mrib [vrf vrf-name] route [group-name | group-address]
10. debug ipv6 mrib [vrf vrf-name] table

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

PIMトポロジテーブルをクリアします。clear ipv6 pim [vrf vrf-name] topology [group-name
| group-address]

ステップ 2   

例：

Device# clear ipv6 pim topology FF04::10

インターフェイスのマルチキャスト関連情報を

表示します。

show ipv6 mrib [vrf vrf-name] client [filter] [name
{client-name | client-name : client-id}]

例：

Device# show ipv6 mrib client

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

MRIBルート情報を表示します。show ipv6 mrib [vrf vrf-name] route [link-local|
summary | [sourceaddress-or-name | *]
[groupname-or-address [prefix-length]]]

ステップ 4   

例：

Device# show ipv6 mrib route

特定のグループまたはすべてのグループの PIM
トポロジテーブル情報を表示します。

show ipv6 pim [vrf vrf-name] topology
[groupname-or-address [sourcename-or-address] |
link-local | route-count [detail]]

ステップ 5   

例：

Device# show ipv6 pim topology

MRIBクライアント管理アクティビティに対する
デバッグをイネーブルにします。

debug ipv6 mrib [vrf vrf-name] client

例：

Device# debug ipv6 mrib client

ステップ 6   

MRIB I/Oイベントに対するデバッグをイネーブ
ルにします。

debug ipv6 mrib [vrf vrf-name] io

例：

Device# debug ipv6 mrib io

ステップ 7   

分散型ルータプラットフォームにおけるルート

プロセッサとラインカード間のMRIBプロキシ
debug ipv6 mrib proxy

例：

Device# debug ipv6 mrib proxy

ステップ 8   

アクティビティに対するデバッグをイネーブル

にします。

MRIBルーティングエントリ関連のアクティビ
ティに関する情報を表示します。

debug ipv6 mrib [vrf vrf-name] route [group-name |
group-address]

例：

Device# debug ipv6 mrib route

ステップ 9   

MRIBテーブル管理アクティビティに対するデ
バッグをイネーブルにします。

debug ipv6 mrib [vrf vrf-name] table

例：

Device# debug ipv6 mrib table

ステップ 10   
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IPv6 マルチキャストの設定例：PIM Source-Specific
Multicast

例：IPv6 PIM トポロジ情報の表示
Device# show ipv6 pim topology

IP PIM Multicast Topology Table
Entry state:(*/S,G)[RPT/SPT] Protocol Uptime Info
Entry flags:KAT - Keep Alive Timer, AA - Assume Alive, PA - Probe Alive,

RA - Really Alive, LH - Last Hop, DSS - Don't Signal Sources,
RR - Register Received, SR - Sending Registers, E - MSDP External,
DCC - Don't Check Connected

Interface state:Name, Uptime, Fwd, Info
Interface flags:LI - Local Interest, LD - Local Dissinterest,
II - Internal Interest, ID - Internal Dissinterest,
LH - Last Hop, AS - Assert, AB - Admin Boundary

(*,FF05::1)
SM UP:02:26:56 JP:Join(now) Flags:LH
RP:2001:DB8:1:1:2
RPF:Ethernet1/1,FE81::1
Ethernet0/1 02:26:56 fwd LI LH

(2001:DB8:1:1:200,FF05::1)
SM UP:00:00:07 JP:Null(never) Flags:
RPF:Ethernet1/1,FE80::30:1:4
Ethernet1/1 00:00:07 off LI

例：Join/Prune 集約の設定
次に、イーサネットインターフェイス 0/0で join/prune集約を提供する例を示します。
Device# show ipv6 pim join-prune statistic Ethernet0/0

PIM Average Join/Prune Aggregation for last (1K/10K/50K) packets
Interface Transmitted Received
Ethernet0/0 0 / 0 1 / 0

例：PIM トラフィック情報の表示

Device# show ipv6 pim traffic

PIM Traffic Counters
Elapsed time since counters cleared:00:05:29

Received Sent
Valid PIM Packets 22 22
Hello 22 22
Join-Prune 0 0
Register 0 0
Register Stop 0 0
Assert 0 0
Bidir DF Election 0 0

Errors:
Malformed Packets 0
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Bad Checksums 0
Send Errors 0
Packet Sent on Loopback Errors 0
Packets Received on PIM-disabled Interface 0
Packets Received with Unknown PIM Version 0

その他の関連資料
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『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6用 RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 マルチキャストの機能情報：PIM Source-Specific
Multicast

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

299

IPv6 マルチキャスト：PIM Source-Specific Multicast
IPv6 マルチキャストの機能情報：PIM Source-Specific Multicast

http://www.cisco.com/support
http://www.cisco.com/go/cfn


表 18：IPv6 マルチキャストの機能情報：PIM Source-Specific Multicast

機能情報リリース機能名

PIM-SSMは、PIM-SMから派生
したものであり、SSMの実装
をサポートしています。 SSM
機能では、受信側が明示的に加

入しているマルチキャスト送信

元だけからその受信側にデータ

グラムトラフィックが転送さ

れます。これにより、帯域利用

率が最適化され、不要なイン

ターネットブロードキャスト

トラフィックが拒否されます。

次のコマンドが導入または変更

されました。clear ipv6 pim
topology、debug ipv6 pim、
debug ipv6 pim neighbor、ipv6
pim、ipv6 pimdr-priority、ipv6
pim hello-interval、ipv6 pim
rp-address、ipv6 pim
spt-threshold infinity、show ipv6
mroute、show ipv6 pim
group-map、show ipv6 pim
interface、show ipv6 pim
neighbor、show ipv6 pim
range-list、show ipv6 pim
topology、show ipv6 pim
tunnel。

12.0(26)S

12.2(18)S

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.3(2)T

12.4

12.4(2)T

Cisco IOS XE Release 2.1

15.0(1)S

IPv6マルチキャスト：PIM
Source-Specific Multicast
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第 15 章

IPv6 Source Specific Multicast マッピング

IPv6用の Source-specific multicast（SSM）マッピングでは、MLDバージョン 1の受信側用にスタ
ティックとダイナミックの両方のドメインネームシステム（DNS）マッピングがサポートされ
ています。この機能を使用すると、TCP/IPホストスタックおよび IPマルチキャスト受信アプリ
ケーションでMLDバージョン 2サポートを提供できないホストで IPv6 SSMを展開できます。

• 機能情報の確認, 301 ページ

• IPv6 Source Specific Multicastマッピングについて, 301 ページ

• IPv6 Source Specific Multicastマルチキャストマッピングの設定方法, 302 ページ

• IPv6 Source Specific Multicastマッピングの設定例, 304 ページ

• その他の関連資料, 304 ページ

• IPv6 Source Specific Multicastマッピングの機能情報, 305 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 Source Specific Multicast マッピングについて
IPv6用の SSMマッピングでは、MLDバージョン 1の受信側用にスタティックとダイナミックの
両方のドメインネームシステム（DNS）マッピングがサポートされています。この機能を使用
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すると、TCP/IPホストスタックおよび IPマルチキャスト受信アプリケーションでMLDバージョ
ン 2サポートを提供できないホストで IPv6 SSMを展開できます。

SSMマッピングにより、デバイスは実行コンフィギュレーションまたは DNSサーバのいずれか
でマルチキャストMLDバージョン 1レポートの送信元を検索できるようになります。その後、
デバイスは送信元に対する（S, G）joinを開始できます。

IPv6 Source Specific Multicast マルチキャストマッピング
の設定方法

IPv6 SSM の設定
SSMマッピング機能をイネーブルにすると、DNSベースの SSMマッピングが自動的にイネーブ
ルになります。つまり、デバイスは、マルチキャストMLDバージョン1レポートの送信元をDNS
サーバから検索するようになります。

デバイス設定に応じて、DNSベースのマッピングまたはスタティック SSMマッピングのいずれ
かを設定できます。スタティック SSMマッピングを使用する場合は、複数のスタティック SSM
マッピングを設定できます。複数のスタティック SSMマッピングを設定すると、一致するすべ
てのアクセスリストの送信元アドレスが使用されるようになります。

はじめる前に

DNSベースの SSMマッピングを使用するには、デバイスは正しく設定されている DNSサー
バを少なくとも 1つ見つける必要があります。デバイスは、その DNSサーバに直接接続され
る可能性があります。

（注）

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 mld [vrf vrf-name] ssm-map enable
4. no ipv6 mld [vrf vrf-name] ssm-map query dns
5. ipv6 mld [vrf vrf-name] ssm-map static access-list source-address
6. end
7. show ipv6 mld [vrf vrf-name] ssm-map [source-address]

手順の詳細

ステップ 1 enable
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例：

Device> enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例：

Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 3 ipv6 mld [vrf vrf-name] ssm-map enable

例：

Device(config)# ipv6 mld ssm-map enable

設定済みの SSM範囲内のグループに対して SSMマッピング機能をイネーブルにします。

ステップ 4 no ipv6 mld [vrf vrf-name] ssm-map query dns

例：

Device(config)# no ipv6 mld ssm-map query dns

DNSベースの SSMマッピングをディセーブルにします。

ステップ 5 ipv6 mld [vrf vrf-name] ssm-map static access-list source-address

例：

Device(config)# ipv6 mld ssm-map static SSM_MAP_ACL_2 2001:DB8:1::1

スタティック SSMマッピングを設定します。

ステップ 6 end

例：

Device(config-if)# end

特権 EXECモードに戻ります。

ステップ 7 show ipv6 mld [vrf vrf-name] ssm-map [source-address]

例：

Device# show ipv6 mld ssm-map

SSMマッピング情報を表示します。
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IPv6 Source Specific Multicast マッピングの設定例

例：IPv6 SSM マッピング
Device# show ipv6 mld ssm-map 2001:DB8::1

Group address : 2001:DB8::1
Group mode ssm : TRUE
Database : STATIC
Source list : 2001:DB8::2

2001:DB8::3

Device# show ipv6 mld ssm-map 2001:DB8::2

Group address : 2001:DB8::2
Group mode ssm : TRUE
Database : DNS
Source list : 2001:DB8::3

2001:DB8::1

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6のアドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能
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標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6用 RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 Source Specific Multicast マッピングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 19：IPv6 Source Specific Multicast マッピングの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能を使用すると、TCP/IP
ホストスタックおよび IPマル
チキャスト受信アプリケーショ

ンでMLDバージョン 2サポー
トを提供できないホストでIPv6
SSMを展開できます。

次のコマンドが導入または変更

されました。ipv6mld ssm-map
enable、ipv6mld ssm-mapquery
dns、ipv6mld ssm-map static、
show ipv6 mld ssm-map。

12.2(33)SRA

12.2(18)SXE

12.4(2)T

Cisco IOS XE Release 2.1

15.0(1)S

IPv6 Source Specific Multicast
マッピング
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第 16 章

IPv6 マルチキャスト：受信側の明示的トラッ
キング

• 機能情報の確認, 307 ページ

• IPv6マルチキャスト受信側の明示的トラッキングについて, 308 ページ

• IPv6マルチキャスト受信側の明示的トラッキングの設定方法, 308 ページ

• IPv6マルチキャスト受信側の明示的トラッキングの設定例, 309 ページ

• その他の関連資料, 309 ページ

• IPv6マルチキャストに関する機能情報：受信側の明示的トラッキング, 311 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 マルチキャスト受信側の明示的トラッキングについ
て

受信側の明示的トラッキング

明示的トラッキング機能を使用すると、デバイスが IPv6ネットワーク内のホストの動作を追跡で
きるようになります。また、この機能により、高速脱退メカニズムをMLDバージョン 2のホス
トレポートで使用できるようになります。

IPv6 マルチキャスト受信側の明示的トラッキングの設定
方法

受信側の明示的トラッキングによってホストの動作を追跡するための

設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ipv6 mld explicit-tracking access-list-name

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイ

スをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interface type number

例：

Device(config)# interface FastEthernet
1/0

ステップ 3   

ホストの明示的トラッキングをイネーブルにします。ipv6 mld explicit-tracking access-list-name

例：

Device(config-if)# ipv6 mld
explicit-tracking list1

ステップ 4   

IPv6 マルチキャスト受信側の明示的トラッキングの設定
例

例：受信側の明示的トラッキングの設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface FastEthernet 1/0
Device(config-if)# ipv6 mld explicit-tracking list1

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6のアドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6用 RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

   IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）
310

IPv6 マルチキャスト：受信側の明示的トラッキング
その他の関連資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/ipv6/command/ipv6-cr-book.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/support


IPv6 マルチキャストに関する機能情報：受信側の明示的
トラッキング

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 20：IPv6 マルチキャストに関する機能情報：受信側の明示的トラッキング

機能情報リリース機能名

この機能を使用すると、デバイ

スが IPv6ネットワーク内のホ
ストの動作を追跡できるように

なります。

次のコマンドが導入されまし

た。ipv6mld explicit-tracking。

12.2(25)S

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

12.3(7)T

12.4

12.4(2)T

Cisco IOS XE Release 2.1

15.0(1)S

IPv6マルチキャスト：受信側の
明示的トラッキング
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IPv6 双方向 PIM

• 機能情報の確認, 313 ページ

• IPv6双方向 PIMの制約事項, 313 ページ

• IPv6双方向 PIMについて, 314 ページ

• IPv6双方向 PIMの設定方法, 314 ページ

• IPv6双方向 PIMの設定例, 316 ページ

• その他の関連資料, 316 ページ

• IPv6双方向 PIMに関する機能情報, 317 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 双方向 PIM の制約事項
ネットワークで双方向（bidir）範囲が使用されている場合は、そのネットワーク内のすべてのデ
バイスがブートストラップメッセージ（BSM）内の双方向範囲を理解できる必要があります。
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IPv6 双方向 PIM について

双方向 PIM
双方向 PIMにより、マルチキャストデバイスは、PIM-SMの単方向共有ツリーと比較して、保持
するステート情報を減らすことができます。双方向共有ツリーは、送信元からRPAにデータを伝
送し、それらをRPAから受信側に配布します。 PIM-SMとは異なり、双方向 PIMは送信元ツリー
への切り替えは実行しません。また、送信元から RPへのデータの登録カプセル化は行われませ
ん。

指定された単一のフォワーダ（DF）が、双方向PIMドメイン内のすべてのリンク（マルチアクセ
スおよびポイントツーポイントリンクを含む）の各 RPA用に存在しています。唯一の例外は、
DFが存在しない RPLです。DFは、MRIBが提供するメトリックとの比較で決定される、RPAへ
の最適なルートを持つリンク上のデバイスです。指定された RPAのDFは、リンクにダウンスト
リームトラフィックを転送し、リンクからのアップストリームトラフィックをランデブーポイ

ントリンク（RPL）に転送します。 DFは、RPAにマップするすべての双方向グループに対して
この機能を実行します。また、リンク上の DFは、リンク上のダウンストリームデバイスからの
Joinメッセージを処理するとともに、MLDなどのローカルメンバーシップメカニズムによって
検出されたローカル受信者にパケットが転送されることを保証します。

双方向PIMは、中レートまたは低レートの送信元が多数存在する場合に役立ちます。ただし、双
方向共有ツリーの遅延特性は、PIM-SMで構築された送信元ツリーよりもさらに劣る可能性があ
ります（トポロジに依存）。

IPv6では、双方向 RPのスタティック設定だけがサポートされています。

IPv6 双方向 PIM の設定方法

双方向 PIM の設定および双方向 PIM 情報の表示

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address ipv6-address [group-access-list] [bidir]
4. exit
5. show ipv6 pim [vrf vrf-name] df [interface-type interface-number] [rp-address]
6. show ipv6 pim [vrf vrf-name] df winner[interface-type interface-number] [rp-address]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

特定のグループ範囲の PIM RPのアドレスを設定し
ます。bidirキーワードを使用すると、そのグループ

ipv6 pim [vrf vrf-name] rp-address ipv6-address
[group-access-list] [bidir]

例：

Device(config)# ipv6 pim rp-address
2001:DB8::01:800:200E:8C6C bidir

ステップ 3   

範囲が双方向共有ツリー転送に使用されるようにな

ります。

グローバルコンフィギュレーションモードを終了

し、デバイスを特権 EXECモードに戻します。
exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 4   

RPの各インターフェイスの Designated Forwarder
（DF）選択ステートを表示します。

show ipv6 pim [vrf vrf-name] df [interface-type
interface-number] [rp-address]

例：

Device# show ipv6 pim df

ステップ 5   

各RPの各インターフェイスのDF選択ウィナーを表
示します。

show ipv6 pim [vrf vrf-name] df
winner[interface-type interface-number]
[rp-address]

ステップ 6   

例：

Device# show ipv6 pim df winner ethernet
1/0 200::1

IP マルチキャスト：PIM コンフィギュレーションガイド、Cisco IOS XE Release 3S（Cisco ASR 1000）

315

IPv6 双方向 PIM
双方向 PIM の設定および双方向 PIM 情報の表示



IPv6 双方向 PIM の設定例

例：双方向 PIM の設定および双方向 PIM 情報の表示
次に、DF-election状態を表示する例を示します。
Device# show ipv6 pim df

Interface DF State Timer Metrics
Ethernet0/0 Winner 4s 8ms [120/2]

RP :200::1
Ethernet1/0 Lose 0s 0ms [inf/inf]

RP :200::1

次に、RPに関する情報を表示する例を示します。
Device# show ipv6 pim df

Interface DF State Timer Metrics
Ethernet0/0 None:RP LAN 0s 0ms [inf/inf]

RP :200::1
Ethernet1/0 Winner 7s 600ms [0/0]

RP :200::1
Ethernet2/0 Winner 9s 8ms [0/0]

RP :200::1

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6のアドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能
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標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6用 RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 双方向 PIM に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 21：IPv6 双方向 PIM に関する機能情報

機能情報リリース機能名

双方向 PIMでは、マルチキャ
ストルータで保持するステー

ト情報を減らすことができま

す。双方向共有ツリーは、送

信元から RPにデータを伝送
し、それらを RPから受信側に
配布します。

次のコマンドが導入または変更

されました。debug ipv6 pim
df-election、ipv6 pim
rp-address、show ipv6 pimdf、
show ipv6 pim df winner。

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.2(25)S

12.3(7)T

12.4

12.4(2)T

Cisco IOS XE release 2.3

15.0(1)S

IPv6双方向 PIM
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IPv6 PIM パッシブモード

この機能を使用すると、PIMパッシブモードをインターフェイスでイネーブルにして、PIMパッ
シブインターフェイスを、PIM制御メッセージは送受信できないが、マルチキャストルートエ
ントリのリバースパス転送（RPF）インターフェイスとして機能し、マルチキャストデータパ
ケットを受信して転送できるようにすることができます。

• 機能情報の確認, 319 ページ

• IPv6 PIMパッシブモードに関する情報, 319 ページ

• IPv6 PIMパッシブモードの設定方法, 320 ページ

• その他の関連資料, 321 ページ

• IPv6 PIMパッシブの機能情報, 322 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 PIM パッシブモードに関する情報
PIMを使用して設定されたデバイスは、LAN上のいずれのネイバーからのPIMメッセージも受け
取らないように設定されている場合にも、IPv6マルチキャストルーティングが有効になっている
すべてのインターフェイスに PIM helloメッセージを常に送信します。 IPv6 PIMパッシブモード
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機能を使用すると、PIMパッシブモードをインターフェイスでイネーブルにして、PIMパッシブ
インターフェイスを、PIM制御メッセージは送受信できないが、マルチキャストルートエントリ
の RPFインターフェイスとして機能し、マルチキャストデータパケットを受信して転送できる
ようにすることができます。

IPv6 PIM パッシブモードの設定方法

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ipv6 multicast pim-passive-enable
4. interface type number
5. ipv6 pim passive

手順の詳細

ステップ 1 enable

例：

Device> enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例：

Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 3 ipv6 multicast pim-passive-enable

例：

Device(config)# ipv6 multicast pim-passive-enable

IPv6デバイスの PIMパッシブ機能をイネーブルにします。

ステップ 4 interface type number

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet 1/0/0
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インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイスをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

ステップ 5 ipv6 pim passive

例：

Device(config-if)# ipv6 pim passive

特定のインターフェイスの PIMパッシブ機能をイネーブルにします。

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6のアドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6用 RFC
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 PIM パッシブの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 22：IPv6 PIM パッシブの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能を使用すると、PIM
パッシブモードをインター

フェイスでイネーブルにし

て、PIMパッシブインター
フェイスを、PIM制御メッ
セージは送受信できないが、

マルチキャストルートエン

トリのRPFインターフェイス
として機能し、マルチキャス

トデータパケットを受信し

て転送できるようにすること

ができます。

次のコマンドが導入または変

更されました。ipv6 multicast
pim-passive-enable、ipv6 pim
passive、show ipv6 pim
interface。

Cisco IOS XE Release 2.6IPv6 PIMパッシブ
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第 19 章

IPv6 マルチキャスト：ルーティング可能ア
ドレスの hello オプション

ルーティング可能アドレスの helloオプションを使用すると、PIM helloメッセージがアドバタイ
ズされるインターフェイス上のすべてのアドレスを含む PIM helloメッセージオプションが追加
されます。

• 機能情報の確認, 325 ページ

• ルーティング可能アドレスの helloオプションについて, 326 ページ

• IPv6マルチキャストの設定方法：ルーティング可能アドレスの helloオプション, 326 ページ

• ルーティング可能アドレスの helloオプションの設定例, 327 ページ

• その他の関連資料, 328 ページ

• IPv6マルチキャストの機能情報：ルーティング可能アドレスの helloオプション, 329 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびプラット
フォームとソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモジュールに記

載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリストを確認する場

合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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ルーティング可能アドレスの hello オプションについて
IPv6内部ゲートウェイプロトコルを使用してユニキャストルーティングテーブルを構築する場
合、アップストリームデバイスアドレスを検出するための手順では、PIMネイバーとネクスト
ホップデバイスが同じルータを表している限り、これらのアドレスは常に同じであるものと想定

されます。ただし、デバイスがリンク上に複数のアドレスを持つ場合は、このことが当てはまる

とは限りません。

この状況は IPv6において、2つの一般的な状況で発生することがあります。 1つめの状況は、ユ
ニキャストルーティングテーブルが IPv6内部ゲートウェイプロトコル（マルチキャストBGPな
ど）によって構築されない場合に発生します。 2つめの状況は、RPのアドレスがダウンストリー
ムアドレスとサブネットプレフィックスを共有している場合に発生します（RPアドレスはドメ
インワイドにする必要があるため、リンクローカルアドレスにはできないことに注意してくださ

い）。

ルーティング可能アドレスのhelloオプションによって、PIMプロトコルでこのような状況を回避
できます。このためには、PIM helloメッセージがアドバタイズされるインターフェイス上のすべ
てのアドレスを含む PIM helloメッセージオプションを追加します。 PIMデバイスが何らかのア
ドレスのアップストリームデバイスを検出すると、RPF計算の結果は、PIMネイバーのアドレス
自体に加えて、このオプションのアドレスとも比較されます。このオプションにはそのリンク上

のPIMデバイスの考えられるアドレスがすべて含まれているため、対象のPIMデバイスがこのオ
プションをサポートしている場合、常に RPF計算の結果が含まれます。

PIMメッセージにサイズ制限があることと、ルーティング可能アドレスのhelloオプションが単一
のPIMhelloメッセージ内に収まる必要があるため、インターフェイスで設定できるアドレスの制
限は 16個になっています。

IPv6 マルチキャストの設定方法：ルーティング可能アド
レスの hello オプション

ルーティング可能アドレスの hello オプションの設定

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface type number
4. ipv6 pim hello-interval seconds
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手順の詳細

ステップ 1 enable

例：

Device> enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 configure terminal

例：

Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 3 interface type number

例：

Device(config)# interface FastEthernet 1/0

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイスをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

ステップ 4 ipv6 pim hello-interval seconds

例：

Device(config-if)# ipv6 pim hello-interval 45

インターフェイスにおける PIM helloメッセージの頻度を設定します。

ルーティング可能アドレスの hello オプションの設定例
次に、show ipv6 pim neighborコマンドで detailキーワードを指定して、ルーティング可能アドレ
スのhelloオプションを通して学習されたネイバーの追加アドレスを識別する場合の出力例を示し
ます。

Device# show ipv6 pim neighbor detail

Neighbor Address(es) Interface Uptime Expires DR pri Bidir

FE80::A8BB:CCFF:FE00:401 Ethernet0/0 01:34:16 00:01:16 1 B
60::1:1:3

FE80::A8BB:CCFF:FE00:501 Ethernet0/0 01:34:15 00:01:18 1 B
60::1:1:4
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その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6のアドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Multicast
Command Reference』

IPマルチキャストコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

標準および RFC

タイトル標準/RFC

『IPv6 RFCs』IPv6用 RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 マルチキャストの機能情報：ルーティング可能アド
レスの hello オプション

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 23：IPv6 マルチキャストの機能情報：ルーティング可能アドレスの hello オプション

機能情報リリース機能名

ルーティング可能アドレスの

helloオプションを使用すると、
PIM helloメッセージがアドバ
タイズされるインターフェイス

上のすべてのアドレスを含む

PIM helloメッセージオプショ
ンが追加されます。

次のコマンドが導入または変更

されました。ipv6 pim
hello-interval、show ipv6 pim
neighbor。

12.0(26)S

12.3(4)T

12.2(25)S

12.2(25)SG

12.2(33)SRA

12.2(33)SXH

12.4

12.4(2)T

Cisco IOS XE Release 2.4

15.0(1)S

IPv6マルチキャスト：ルーティ
ング可能アドレスの helloオプ
ション
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